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はじめに

この管理ガイドには、Microsoft WindowsまたはUNIXを実行しているコンピュータでInbound Refineryバージョン11g リリース1を設定および管理するために必要なすべての情報が記載されています。Inbound Refineryバージョン11g リリース1は、デジタル・アセットとドキュメントのアクセス可能フォーマットへの変換を管理し、サムネイル機能を提供します。


対象読者

このガイドは、保存コンテンツ設定の管理を担当する管理者および特権ユーザーを主に対象としています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

次のドキュメントを使用できます。

	
Oracle WebCenterリリース・ノート: すべてのバージョンのInbound Refineryのインストールと管理に関する最新の考慮事項を示します。


	
Oracle WebCenter Contentのインストレーション・ガイド




これらのガイドに加えて、状況依存のツールヒント、クイック・ヘルプおよびヘルプ・メニューを使用して製品に関する情報にアクセスすることもできます。


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
	スラッシュ(/)	スラッシュは、UNIXサーバー、ディレクトリまたはファイルへのパス内のディレクトリ・レベルを区切るために使用されます。インターネット・アドレスの各部分を区切るためにも使用されます。UNIXディレクトリ名の最後にはスラッシュが必ず含まれ、インターネット・アドレスの最後にはスラッシュを含めることも含めないこともできます。
	円マーク(¥)	円マークは、Windowsサーバー、ディレクトリまたはファイルへのパス内のレベルを区切るために使用されます。Windowsサーバー、ディレクトリまたはファイル・パスの最後には円マークが必ず含まれます。
	DomainHome	この表記は、Oracle WebLogic Serverのアプリケーション・サーバー上で実行するためにOracle WebCenter Contentがデプロイされる、ユーザー指定のディレクトリを参照します。DomainHomeはOracle WebLogic Serverデプロイメントで使用する用語です。
	IntradocDir/	この表記は、Oracle WebLogic ServerのOracle WebCenter Contentドメインにデプロイされるコンテンツ・サーバー・インスタンスに固有の実際の構成およびデータ・ファイル用のルート・ディレクトリを参照します。これらのファイルの中には、起動ファイル(config.cfgおよび実行可能ファイル)が含まれています。このIdoc Script変数は、Content Server、Inbound RefineryまたはWebCenter Recordsのいずれかのタイプのコンテンツ・サーバー・インスタンスに対して構成されます。ランタイム・メディアは参照しません。
変数内に指定するパスは、インスタンス・ディレクトリへの絶対パスで、特定のサーバーまたはノードに固有である必要があります。

インスタンス・ディレクトリのデフォルトの場所は、DomainHome/ucm/short-product-idで指定されます。short-product-idは次のとおりです。

	
cs (Content Server)


	
ibr (Inbound Refinery)


	
urm (WebCenter: Records)
















1 概要

この項には次のトピックが含まれます:

	
第1.1項「このガイドについて」


	
第1.2項「新機能」


	
第1.3項「Inbound Refineryについて」


	
第1.4項「Inbound Refinery変換オプションと関連コンポーネント」


	
第1.5項「Inbound Refineryプロセス概要」






1.1 このガイドについて

この管理ガイドは、Microsoft WindowsまたはUNIXが実行されているコンピュータ上でInbound Refineryバージョン11g リリース1を設定および管理するために必要なすべての情報を提供します。

このドキュメントに含まれている情報は、製品テクノロジの進化、およびハードウェア、オペレーティング・システム、サード・パーティ・ソフトウェアの作成や変更によって、変更されることがあります。






1.2 新機能

Inbound Refineryバージョン 11g リリース1は、次のように機能が拡張されました。

	
IBM WebSphere Application Serverのサポート: Inbound Refineryは、IBM WebSphere Application Serverとともに使用できます。


	
Flash Video変換のサポート: Inbound Refineryでは、FLVフォーマットへの変換がサポートされています。


	
ビデオからオーディオへの変換のサポート: Inbound Refineryでは、ビデオ・ファイルからオーディオのみへの変換がサポートされています。


	
同時変換: Inbound Refineryでは、複数の同時インスタンスがサポートされる変換エンジンを使用している場合、複数のコンテンツ・アイテムを同時変換できます。これにより、1つのコンテンツ・アイテムによってシステムが独占されることがなくなり、リファイナリを介したコンテンツ・アイテムの処理速度が向上します。


	
Microsoft Office 2010のサポート: Inbound Refineryでは、OfficeドキュメントをHTMLに保存するなど、win32プラットフォーム上でのMicrosoft Office 2010の使用がサポートされています。


	
Adobe Photoshopスクリプティングのサポート: Inbound Refineryでは、Adobe Photoshopスクリプティングを使用した変換がサポートされています。


	
抽出されてInbound Refineryで使用可能になったEXIFおよびXMPデータ: Inbound Refineryは、デジタル・フォトからEXIFデータを、ネイティブ・デジタル・アセット・ファイルからXMPデータをそれぞれ抽出し、リファイナリに渡すようになりました。このデータは、「イメージ・データ」タブ下のレンディション情報・ページに表示されます。EXIFまたはXMPデータの情報を使用してコンテンツ・アイテムの検索を可能にするには、Oracle Text Searchが必要です。


	
動的なレンディション: Inbound Refineryでは、デジタル・アセットのチェックイン時にメタデータ入力を使用して、レンディションを動的に構成できます。たとえば、カスタム・メタデータ・フィールドをカスタム・レンディション・セットと組み合せて使用することにより、チェックイン・ページに入力したテキストをデジタル・アセットの上にウォーターマークとして表示できます。同様に、ピクセルの高さと幅を入力および使用して、特定のレンディション・サイズを作成できます。EXIFまたはXMPの新しいデータ抽出機能と組み合せて使用すると、抽出されたデータを、日時スタンプ、カメラ、位置データなどのウォーターマーク設定に使用できます。









1.3 Inbound Refineryについて

Inbound Refineryバージョン 11g リリース1は、ドキュメント、デジタル・イメージ、動画などの電子アセット用のファイル変換を管理する変換サーバーです。変換の他に、ドキュメントとイメージに対するサムネイル機能、デジタル・イメージからEXIFデータを抽出して使用したり、Adobe PhotoshopやAdobe Illustratorなどのプログラムから生成された電子ファイルからXMPデータを抽出して使用する機能があり、ビデオのストーリーボード作成も行うことができます。Inbound Refineryは、WindowsサーバーまたはUNIXサーバーのいずれかで実行されている場合、次のような目的に使用できます。

	
Outside In Image Exportを使用してファイルのサムネイルを作成します。サムネイルは、コンテンツの小さなプレビュー・イメージです。


	
Outside In Image Exportを使用して、ファイルを複数ページのTIFFファイルに変換します。これにより、ユーザーはTIFFビューア・プラグインを使用して標準のWebブラウザでファイルを表示できます。


	
ストリーミングおよび様々な再生または記憶のニーズに対応するために、ビデオを複数のフォーマットに変換します。ビデオ変換では、サードパーティの変換ソフトウェア・パッケージであるTelestream社のFlipFactoryを購入して別のWindowsサーバーにインストールする必要があります。


	
イメージおよびグラフィックを、表示または印刷の要件を満たすように各種のフォーマットに変換します。


	
ファイルをPDF（Portable Document Format）に変換します。これにより、ユーザーは、PDFリーダー・プラグイン（Adobe Acrobat Readerなど）を使用して標準のWebブラウザでファイルを表示できます。ファイルをPDFに変換する場合は、次のオプションがあります。

	
サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換:Inbound Refineryは、Windows上で実行されている場合、複数のサードパーティ・アプリケーションを使用してコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。ほとんどの場合は、ファイルを開いて印刷する機能のあるサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルがPostScriptに印刷されます。その後PostScriptファイルは、構成済のPostScriptのDistillerエンジンを使用してPDFに変換されます。Inbound Refineryでサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルを直接PDFに変換できる場合もあります。このオプションを使用する場合、Inbound Refineryには、PostScriptのDistillerエンジン、PostScriptプリンタ、および変換中に使用するサードパーティ・アプリケーションが必要です。


	
OpenOfficeを使用してPDFに変換:Inbound Refineryは、WindowsまたはUNIXで実行されている場合、OpenOfficeを使用して一部のファイル・タイプを直接PDFに変換できます。この複数プラットフォームのオプションを使用する場合に必要なのは、OpenOfficeのみです。


	
Outside Inを使用してPDFに変換: Inbound RefineryにはOutside Inが組み込まれており、Windows上のWinNativeConverterとともに使用して、一部のコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。Outside Inは、ファイルをPostScriptに印刷するために使用されます。そのPostScriptファイルは、構成済のPostScript変換エンジンを使用してPDFに変換されます。このオプションを使用する場合に必要なのは、PostScriptのDistillerエンジンのみです。




	
重要:

変換で使用されるサードパーティ・アプリケーション、PostScript変換エンジンおよびPostScriptプリンタは、Inbound Refineryには付属していません。実行する変換に必要なすべてのサードパーティ・アプリケーション、および任意のPostScript変換エンジンとPostScriptプリンタを入手する必要があります。








	
PDFエクスポートによるPDFへの変換:Inbound Refineryは、Oracle Outside Inテクノロジを使用して、サードパーティ・アプリケーションを使用せずにPDFに直接変換できます。これにより、LinuxおよびUNIXプラットフォームでいくつかのフォーマットをPDFに変換できるようになります。





	
Windowsプラットフォームでのみ、TIFF Converterオプションを使用して、TIFF（Tagged Image File Format）ファイルをPDFに変換します。次のオプションがあります。

	
単一ページまたは複数ページのTIFFファイルから管理対象PDFファイルを作成します。


	
単一のZIPファイルに圧縮された複数のTIFFファイルから管理対象PDFファイルを作成します。


	
TIFFからPDFへの変換中にOCR（Optical Character Recognition）を使用します。これにより、チェックインされたTIFFファイル内のテキストを索引付けできるため、ユーザーはこれらのファイルのフルテキスト検索を実行できます。




TIFFコンバータは、Windowsでのみサポートされています。




	
重要:

Inbound Refineryには、OCRを使用してTIFFからPDFへの変換を実行するためのCVISION CVista PdfCompressorが必要です。PdfCompressorは、Inbound Refineryには付属していません。CVISIONからPdfCompressorを入手する必要があります。








	
Outside In XML Export、Search Export、およびFlexionDocかSearchMLスキーマのいずれかを使用してファイルをXML（eXtensible Markup Language）ファイルに変換します。さらに、XSLT（eXstensible Style Language Transformation）機能を使用すると、結果のXMLドキュメントをXSL（eXstensible File Language）ファイルに基づいて別のXMLドキュメントに変換し、DTD（Document Type Definition）またはスキーマに対して検証することにより、XMLドキュメントを後処理できます。XML Converterは、WindowsとUNIXの両方でサポートされています。


	
Windowsプラットフォームでのみ、Microsoft Officeを使用して、Microsoft OfficeドキュメントをHTMLに変換します。









1.4 Inbound Refinery変換オプションと関連コンポーネント

Inbound Refineryは、適切なコンポーネントを有効にすることで、様々なオプションで構成できます。ほとんどのInbound Refineryオプションでは、Inbound Refineryサーバー・プロバイダと、Inbound Refineryプロバイダを使用するコンテンツ・サーバーのリポジトリのそれぞれで有効なコンポーネントが必要です。次の表に、各Inbound Refinery変換オプションに必要なコンポーネントと、各コンポーネントを有効にする必要があるサーバーを示します。


表1-1 Inbound Refinery: すべての変換に必須

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
InboundRefinery

	
Inbound Refineryを有効にします。

	
Inbound Refineryサーバー


	
InboundRefinerySupport

	
コンテンツ・サーバーとInbound Refineryの併用を有効にします。

	
コンテンツ・サーバー










表1-2 PDF変換: PDFフォーマットへの変換用

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
PDFExportConverter

	
Inbound Refineryで、Oracle OutsideInを使用してネイティブ・フォーマットをPDFに直接変換できます。サードパーティのツールの使用は不要です。PDFエクスポートは迅速なマルチ・プラットフォームの機能であり、同時変換を可能にします。

	
Inbound Refineryサーバー


	
WinNativeConverter

	
Inbound Refineryで、ネイティブ・アプリケーションまたはOutsideInXを使用して、ネイティブ・ファイルをPostScriptファイルに変換し、そのPostScriptファイルをサードパーティのDistillerエンジンを使用してPDFに変換できます。このコンポーネントを使用できるのは、Windowsプラットフォームのみです。このコンポーネントは、非推奨のPDFConverterコンポーネントで以前使用できた機能に取って代わるものです。

WinNativeConverterにより、Windowsプラットフォームのネイティブ・アプリケーションを使用する際に、すべてのPDF変換オプションに最良のレンディション品質が提供されます。WinNativeConverterでは同時変換は許可されません。

WinNativeConverterでは、ネイティブのOfficeアプリケーションを使用して、Inbound RefineryをWord、Excel、PowerpointおよびVisioで作成されたネイティブのMicrosoft OfficeファイルをHTMLに変換することもできます。

	
Inbound Refineryサーバー


	
OpenOfficeConversion

	
Inbound RefineryがOpen Officeを使用してサポート対象ファイルをPDFに変換できる、プラットフォーム間サポートが提供されます。OpenOfficeConversionでは、WinNativeConverterと同様に同時変換は許可されませんが、WinNativeConverterとは異なりUNIXプラットフォームがサポートされます。

	
Inbound Refineryサーバー









表1-3 Digital Asset Manager: イメージ・アセットおよびビデオ・アセットの変換用

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
DAMConverter

	
Inbound Refineryでデジタル・アセットを複数のレンディションに変換できます。

	
Inbound Refineryサーバー


	
DamConverterSupport

	
コンテンツ・サーバーでデジタル・アセット管理機能をサポートできます。このコンポーネントは、ZipRenditionManagementコンポーネントに大きく依存しています。

	
コンテンツ・サーバー


	
DigitalAssetManager

	
デジタル・アセット管理のユーザー・インタフェースを、レンディションの作成とZIPファイルのアーカイブの管理に使用するコンポーネントとの緊密な統合に使用できます。このコンポーネントは、ContentBasketコンポーネントに大きく依存しています。

	
コンテンツ・サーバー



	
ContentBasket

	
ユーザーが、コンテンツ・アイテムのレンディションを選択し、その内容をバスケット下にあるデジタル・アセット・バスケットと呼ばれる個人の記憶領域に格納できるようにします。

	
コンテンツ・サーバー



	
ZipRenditionManagement

	
コンテンツ・サーバーで、Inbound Refineryによって作成され、ZIPファイルに圧縮されたデジタル・アセットのレンディションにアクセスできます。

	
コンテンツ・サーバー










表1-4 XML Converter: XMLレンディションおよびXLS変換用

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
XMLConverter

	
Inbound Refineryで、プライマリWeb表示可能ファイルまたは独立したレンディションとしてFlexionDocおよびSearchMLスタイルのXMLを生成できます。また、Xalan XSLトランスフォーマを使用して、XSL変換を処理できます。

	
Inbound Refineryサーバー


	
XMLConverterSupport

	
コンテンツ・サーバーで、XML変換およびXSL変換をサポートできます。

	
コンテンツ・サーバー










表1-5 TIFF Converter: TIFFファイルからPDFへの変換用

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
TiffConverter

	
Inbound Refineryで、単一ページまたは複数ページのTIFFファイルをテキスト検索が可能なPDF Completeに変換できます。

	
Inbound Refineryサーバー


	
TiffConverterSupport

	
コンテンツ・サーバーで、TIFFからPDFへの変換をサポートできます。

	
コンテンツ・サーバー










表1-6 HTML Converter: Microsoft OfficeドキュメントからHTMLへの変換用

	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	
MSOfficeHtmlConverterSupport

	
コンテンツ・サーバーで、Inbound RefineryによってネイティブのMicrosoft OfficeからHTMLに変換されたファイルが、ZIPファイルでコンテンツ・サーバーに返されることをサポートできます。コンテンツ・サーバーには、ZipRenditionManagementコンポーネントがインストールされている必要があります。

	
コンテンツ・サーバー



	
ZipRenditionManagement

	
コンテンツ・サーバーで、Inbound Refineryによって作成されてZIPファイルに圧縮されたHTMLのレンディションにアクセスできます。

	
コンテンツ・サーバー













1.5 Inbound Refineryプロセス概要

Inbound Refineryは、ファイル変換を管理し、コンテンツ・サーバーへのプロバイダとして機能します。ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、ファイル・システムまたはデータベースのネイティブ・ファイル・リポジトリにネイティブ・ファイルのコピーが格納されます。ネイティブ・ファイルのフォーマットは、Microsoft Wordなど、ファイルが元々作成されたフォーマットです。

ファイル・フォーマットが変換対象として設定されていない場合、ネイティブボールト・ファイルを指すネイティブ・ファイルまたはHCSTファイルのコピーをWebで表示可能なファイル・リポジトリに配置するように、コンテンツ・サーバーを構成できます。これは、ファイルがネイティブ・フォーマットのままライブラリに渡されることを意味します。このため、ファイルを表示するには、ネイティブ・ファイルを開くことができるアプリケーションがユーザーのコンピュータにインストールされている必要があります。

ファイル・フォーマットが変換対象として設定されている場合、コンテンツ・サーバーは変換キューに変換ジョブを作成します。次に、コンテンツ・サーバーは、リファイナリ・プロバイダのうちアクティブになっているリファイナリの1つ(変換を受け入れるように構成され、ビジーでないリファイナリ)に変換ジョブを配信しようとします。コンテンツ・サーバーは、アクティブなリファイナリに変換パラメータを送信します。リファイナリがジョブを受け入れない場合、コンテンツ・サーバーは次に使用可能なリファイナリに配信しようとします。リファイナリがジョブを受け入れると、コンテンツ・サーバーは変換データと変換対象ファイルが格納されているZIPファイルをリファイナリにアップロードします。さらに、コンテンツ・サーバーは、変換ジョブの追跡に使用するエントリをRefineryJobsテーブルに配置します。リファイナリは、変換ジョブをその変換前キューに配置します。

次に、リファイナリは指定された変換を実行しようとします。リファイナリは、変換ジョブの処理を完了すると、変換ジョブをその変換後キューに配置します。コンテンツ・サーバーは、リファイナリを定期的にポーリングし、そのRefineryJobsテーブル内の変換ジョブが完了したかどうかを調べます。リファイナリが変換ジョブの処理の完了を報告すると、コンテンツ・サーバーは変換されたファイル（たとえば、Webで表示可能なサムネイル・ファイルやPDFファイルなど）をリファイナリからダウンロードし、変換ジョブをその変換後キューに配置し、必要な場合は変換後機能を起動します。

変換が正常に行われた場合、Webで表示可能なサムネイル・ファイルやPDFファイルなどの変換されたファイルを、コンテンツ・サーバーのユーザーがWebブラウザを介して使用できるようになります。ビデオ、イメージまたはグラフィック・ファイルの場合、コンテンツ情報ページの「レンディション情報」タブで追加レンディションおよびレンディション情報を参照できます。

変換に失敗した場合、ネイティブ・ファイルのコピーをWebで表示可能なファイル・リポジトリに配置するようにコンテンツ・サーバーを構成できます。この場合、ユーザーがこのファイルを表示するには、ネイティブ・ファイルを開くことができるアプリケーションがユーザーのコンピュータにインストールされている必要があります。









2 変換の管理

Inbound Refineryは、コンテンツ・サーバーおよびInbound Refinery上にインストールおよび有効化されているコンポーネントに応じて、様々な変換オプションを提供します。基本的な変換を行うには、最低でも次のコンポーネントをインストールして有効化する必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	InboundRefinery	Inbound Refineryを有効にします。	Inbound Refineryサーバー
	InboundRefinerySupport	コンテンツ・サーバーとInbound Refineryの併用を有効にします。	コンテンツ・サーバー






この項の内容は次のとおりです。

	
第2.1項「コンテンツ・サーバーとリファイナリ間の通信の構成」


	
第2.2項「コンテンツ・サーバーでのリファイナリへのジョブ送信の構成」


	
第2.3項「リファイナリの変換設定の構成」


	
第2.4項「リファイナリのステータスの監視」


	
第2.5項「リファイナリの管理の実行」






2.1 コンテンツ・サーバーとリファイナリ間の通信の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.1.1項「コンテンツ・サーバーとリファイナリの構成シナリオ」


	
第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」


	
第2.1.3項「リファイナリのIPセキュリティ・フィルタの編集」






2.1.1 コンテンツ・サーバーとリファイナリの構成シナリオ

Inbound Refineryは、コンテンツ・サーバーによって管理されているコンテンツを調整するために使用できます。Inbound Refineryは、コンテンツ・サーバーと同じコンピュータまたは1台以上の別のコンピュータにインストールできます。インストール後に、同じまたは別のコンピュータ上のコンテンツ・サーバーに、プロバイダとしてリファイナリを追加する必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。




	
注意:

Oracle Inbound Refineryでは、クラスタ環境での実行はサポートされていません。Inbound RefineryはOracle Content Serverクラスタに対する変換作業は実行できますが、それ自体をクラスタ環境で実行することはできません。Inbound Refineryは正しく機能するように、/queue/conversionディレクトリに対して長期ロックを作成し、維持します。Inbound Refineryが誤ってクラスタの一部として構成され、2つ目のInbound Refineryが起動して同じディレクトリのロックを試みると、2つ目のInbound Refineryは起動に失敗し、この試行はログに記録されます。







様々な構成が可能なため、リファイナリ環境の設定時には、次の一般ルールに留意してください。

	
1日に大量のコンテンツ・アイテムを処理する予定である場合は、コンテンツ・サーバーと同じコンピュータ上でInbound Refineryを実行しないでください。


	
専用のリファイナリ・システムの数が多いほど、コンテンツの処理速度は速くなります。コンテンツ・サーバー・インスタンスの数よりもリファイナリ・システムの数を多くすることにより、最適な速度を実現できます。コンテンツ・サーバーの数よりリファイナリ・システムの数が少ないと、多数のファイルを変換する必要がある場合にパフォーマンスが低下します。


	
通常、同じコンピュータ上で複数のリファイナリを実行すべき理由はありません。1つのリファイナリが複数のコンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして機能できます。リファイナリはシステムのリソースを共有するため、1つのシステム上で複数のリファイナリを動作させても、通常、パフォーマンスは向上しません。これには、変換時に使用されるサード・パーティ・アプリケーションも含まれます。パフォーマンスを向上させるには、通常は各リファイナリに対して別々のコンピュータを使用する必要があります。


	
一部のファイル・タイプや大きなファイルの場合は、平均よりも大幅に処理時間がかかります。他のファイル・タイプに加え、これらのファイル・タイプを多数処理する場合は、これらのファイル・タイプのみを処理するリファイナリを別のシステム上に設定することを検討してください。これには複数のリファイナリ・システムが必要になりますが、最適な調整速度およびパフォーマンスを得られます。




次に一般的なシナリオを示します。この項で説明するリファイナリ構成に加え、その他の構成も可能です。特定のコンテンツ管理アプリケーションでは独自のリファイナリ設定が必要なことがあり、この項で紹介するいずれのシナリオとも合致しない場合があります。

	
シナリオA: 同じコンピュータ上に1つのコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリ


	
シナリオB: 同じコンピュータ上に複数のコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリ


	
シナリオC: 別々のコンピュータ上に複数のコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリ


	
シナリオD: 別々のコンピュータ上に1つのコンテンツ・サーバーに付き1つのリファイナリ


	
シナリオE: 別々のコンピュータ上に1つのコンテンツ・サーバーに付き複数のリファイナリ




これらの各シナリオについて、次の各項で、それぞれのシナリオのメリットおよび考慮すべき注意事項も含めて詳しく説明します。シナリオの図では、コンピュータ、コンテンツ・サーバーおよびInbound Refineryを表すために、次の記号を使用します。

	
大きい丸: コンピュータ


	
小さい丸: Inbound Refinery


	
小さい四角: コンテンツ・サーバー






2.1.1.1 シナリオA

[image: シナリオAの図]

これは最も基本的なシナリオです。同じコンピュータ上にインストールされた1つのコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリから構成されます。



2.1.1.1.1 メリット

	
最も安価で、構成が最も容易です。


	
購入する必要がある、リファイナリ変換に必要なサード・パーティ・アプリケーションは1つだけです。









2.1.1.1.2 注意事項

	
変換の数および速度が制限されています。


	
リファイナリがコンテンツ・サーバー・コンピュータにデプロイされていないシナリオほど処理能力は高くありません。これは、コンテンツ・サーバー・コンピュータ上でのリファイナリ処理は検索やWebサイトへのアクセス速度を低下させることがあり、その逆もまた同様のためです。ファイル・タイプとサイズに応じて、各変換には数秒から数分かかります。











2.1.1.2 シナリオB

[image: refinery_scenario_b.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このシナリオは、同じコンピュータ上にインストールされた複数のコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリから構成されます。



2.1.1.2.1 メリット

	
購入する必要がある、リファイナリ変換に必要なサード・パーティ・アプリケーションは1つだけです。









2.1.1.2.2 注意事項

	
変換の数および速度が制限されています。


	
リファイナリがコンテンツ・サーバー・コンピュータにデプロイされていないシナリオほど処理能力は高くありません。これは、コンテンツ・サーバー・コンピュータ上でのリファイナリ処理は検索やWebサイトへのアクセス速度を低下させることがあり、その逆もまた同様のためです。ファイル・タイプとサイズに応じて、各変換には数秒から数分かかります。


	
この構成では、リファイナリのデプロイ時には通常、次の選択を行います。

	
リファイナリをいずれかのコンテンツ・サーバーのプロバイダとして設定します。デプロイメント後に、このリファイナリを他のコンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして追加する必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。














2.1.1.3 シナリオC

[image: refinery_scenario_c.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このシナリオは、別々のコンピュータ上にインストールされた複数のコンテンツ・サーバーと1つのリファイナリから構成されます。



2.1.1.3.1 メリット

	
購入する必要がある、リファイナリ変換に必要なサード・パーティ・アプリケーションは1つだけです。


	
リファイナリがコンテンツ・サーバーと同じコンピュータ上にデプロイされている場合よりも、処理が高速です。


	
リファイナリの処理はコンテンツ・サーバーの検索およびWebサイトへのアクセスに影響しません。その逆もまた同様です。









2.1.1.3.2 注意事項

	
1つのコンテンツ・サーバーに付き1つのリファイナリが存在するシナリオほど処理能力は高くありません。


	
この構成では、リファイナリのデプロイ時には通常、次の選択を行います。

	
リファイナリは、各コンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして追加する必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。














2.1.1.4 シナリオD

[image: refinery_scenario_d.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このシナリオは、別々のコンピュータ上にインストールされた1つのコンテンツ・サーバーに付き1つのリファイナリから構成されます。



2.1.1.4.1 メリット

	
大量のコンテンツおよび大きなファイル・サイズに対して高速処理を行えます。


	
リファイナリの処理はコンテンツ・サーバーの検索およびWebサイトへのアクセスに影響しません。その逆もまた同様です。









2.1.1.4.2 注意事項

	
各リファイナリ・コンピュータに、変換に必要なすべてのサード・パーティ・アプリケーションのコピーが必要です。


	
各リファイナリを、各コンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして追加する必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。











2.1.1.5 シナリオE

[image: refinery_scenario_e.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このシナリオは、別々のコンピュータ上にインストールされた1つのコンテンツ・サーバーに付き複数のリファイナリから構成されます。



2.1.1.5.1 メリット

	
大量のコンテンツおよび大きなファイル・サイズに対して最高速で処理を行えます。


	
リファイナリの処理はコンテンツ・サーバーの検索およびWebサイトへのアクセスに影響しません。その逆もまた同様です。









2.1.1.5.2 注意事項

	
各リファイナリ・コンピュータに、変換に必要なすべてのサード・パーティ・アプリケーションのコピーが必要です。


	
この構成では、リファイナリのデプロイ時には通常、次の選択を行います。

	
各リファイナリを、各コンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして追加する必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。
















2.1.2 リファイナリ・プロバイダの構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.1.2.1項「コンテンツ・サーバーとリファイナリ・プロバイダについて」


	
第2.1.2.2項「リファイナリ・プロバイダの追加」


	
第2.1.2.3項「リファイナリ・プロバイダの編集」


	
第2.1.2.4項「リファイナリ・プロバイダの有効化/無効化」


	
第2.1.2.5項「リファイナリ・プロバイダの削除」






2.1.2.1 コンテンツ・サーバーとリファイナリ・プロバイダについて

コンテンツ・サーバーは、プロバイダを通してリファイナリと通信します。1つのリファイナリは、1つまたは複数のコンテンツ・サーバーに対してプロバイダとして機能できます。一般的な構成の詳細は、第2.1.1項「コンテンツ・サーバーとリファイナリの構成シナリオ」を参照してください。

リファイナリは、同じコンピュータ上のコンテンツ・サーバーに対するプロバイダとして追加するか、デプロイメント後に別のコンピュータ上のコンテンツ・サーバーに対するプロバイダとして追加できます。






2.1.2.2 リファイナリ・プロバイダの追加

コンテンツ・サーバーに対するプロバイダとしてリファイナリを追加するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインします。


	
「管理」→「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページが表示されます。


	
「新規プロバイダの作成」セクションで、「送信」プロバイダ・タイプの「アクション」列の「追加」をクリックします。送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページが表示されます。


	
次のフィールドを指定します。

	
プロバイダ名(必須): リファイナリ・プロバイダの名前。


	
プロバイダの説明(必須): わかりやすいプロバイダの説明。


	
プロバイダ・クラス(必須): プロバイダのJavaクラスの名前。デフォルトは、intradoc.provider.SocketOutgoingProviderクラスです。


	
接続クラス: 必須ではありません。


	
構成クラス: 必須ではありません。


	
サーバー・ホスト名(必須): リファイナリがインストールされているサーバーのホスト名。


	
HTTPサーバー・アドレス: リファイナリのHTTPサーバー・アドレス。リファイナリがコンテンツ・サーバーと同じコンピュータ上に存在している場合は、必須ではありません。


	
サーバー・ポート(必須): リファイナリ・プロバイダが通信するポート。このエントリは、Inbound Refineryのデプロイメント時にインストール後の構成ページで構成したサーバー・ソケット・ポートと一致する必要があります。インストール後の構成の詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』を参照してください。デフォルトのリファイナリ・ポートは5555です。


	
インスタンス名(必須): リファイナリのインスタンス名。たとえば、ref2。


	
相対Webルート(必須): リファイナリの相対Webルートは/ibr/です。





	
接続先のリファイナリでコンテンツ・サーバーに対する認証が要求される場合は、「接続パスワードの使用」チェック・ボックスを選択します(コンテンツ・サーバーはリファイナリのユーザー・ベースを共有するようになります)。選択した場合は、使用するユーザー名とパスワードを指定し、リファイナリ上にProxyConnectionsコンポーネントをインストールして構成する必要があります。


	
「Inbound Refinery変換ジョブの処理」チェック・ボックスを選択します。これは必須です。


	
「Inbound Refineryの読取り専用モード」チェック・ボックスの選択を解除します。コンテンツ・サーバーで新規の変換ジョブをリファイナリに送信しない場合にのみ、このチェック・ボックスを選択します。


	
必要な場合は、コンテンツ・サーバーの事前変換されたキューで許可されるジョブの最大数を変更します。デフォルトは1000ジョブです。


	
「追加」をクリックします。「プロバイダ」表に新しいリファイナリ・プロバイダが追加されたプロバイダ・ページが表示されます。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。









2.1.2.3 リファイナリ・プロバイダの編集

既存のリファイナリ・プロバイダに対する情報を編集するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインします。


	
「管理」→「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページが表示されます。


	
「プロバイダ」表で、編集するリファイナリ・プロバイダの「アクション」列の「情報」をクリックします。プロバイダ情報ページが表示されます。


	
「編集」をクリックします。送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページが表示されます。


	
必要な変更を行います。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存し、プロバイダ・ページに戻ります。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。









2.1.2.4 リファイナリ・プロバイダの有効化/無効化

既存のリファイナリ・プロバイダを有効または無効にするには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインします。


	
「管理」→「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページが表示されます。


	
「プロバイダ」表で、有効または無効にするリファイナリ・プロバイダの「アクション」列の「情報」をクリックします。プロバイダ情報ページが表示されます。


	
「無効化」または「有効化」をクリックします。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。









2.1.2.5 リファイナリ・プロバイダの削除

既存のリファイナリ・プロバイダを削除するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインします。


	
「管理」→「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページが表示されます。


	
「プロバイダ」表で、削除するリファイナリ・プロバイダの「アクション」列の「情報」をクリックします。プロバイダ情報ページが表示されます。


	
「削除」をクリックします。確認メッセージが表示されます。


	
「OK」をクリックします。











2.1.3 リファイナリのIPセキュリティ・フィルタの編集

リファイナリへのアクセスを制限するためにIPセキュリティ・フィルタを使用します。指定された条件に一致するIPまたはIPv6アドレスのホストのみにアクセスが許可されます。デフォルトでは、IPセキュリティ・フィルタは127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1です。これは、Inbound Refineryはlocalhostからの通信のみをリスニングすることを意味します。コンテンツ・サーバーがそのすべてのリファイナリと通信できるようにするには、リファイナリのIPセキュリティ・フィルタに、各コンテンツ・サーバー・コンピュータのIPまたはIPv6アドレスを追加する必要があります。これは、リファイナリがコンテンツ・サーバーと同じコンピュータ上で実行されている場合も同様です。リファイナリに対するIPセキュリティ・フィルタを編集するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリ・コンピュータにアクセスします。


	
システム・プロパティ・アプリケーションを起動します。

	
Windows: 「スタート」→「プログラム」→Oracle Content Server/Inbound Refinery→<instance_name>→「ユーティリティ」→「システム・プロパティ」を選択します。


	
UNIX: リファイナリのインストール・ディレクトリの/binサブディレクトリにあるSystemPropertiesスクリプトを実行します。





	
「サーバー」タブを選択します。


	
「IPアドレス・フィルタ」フィールドに、各コンテンツ・サーバー・コンピュータのIPまたはIPv6アドレスが含まれていることを確認します(これが、リファイナリ・サーバーも実行されているのと同じ物理コンピュータである場合も)。このフィールドのデフォルト値は127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1(localhost)ですが、有効なIPまたはIPv6アドレスをいくつでも追加できます。パイプ記号(|)で区切ることにより複数のIPアドレスを指定できます。また、ワイルドカード(0個以上の文字を表す*、および1文字を表す?)も使用できます。次に例を示します。


127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1|10.10.1.10|62.43.163.*|62.43.161.12?





	
重要:

localhostのIPアドレス(127.0.0.1)は必ず含めてください。








	
完了したら「OK」をクリックし、リファイナリ・サーバーを再起動します。




	
ヒント:

または、IntradocDir/configディレクトリにあるconfig.cfgファイルで、IPセキュリティ・フィルタにIPアドレスを直接追加することもできます。IPまたはIPv6アドレスを、SocketHostAddressSecurityFilter変数に追加します。例: SocketHostAddressSecurityFilter=127.0.0.1|0:0:0:0:0:0:0:1|10.10.1.10|62.43.163.*















2.1.4 UNIXプラットフォームに対するライブラリ・パスの設定

Oracle Content ServerおよびOracle Inbound Refineryでは、Outside In Technologyを使用します。Ouside In Technologyは、すべてのLinuxプラットフォームに加えて、SolarisプラットフォームとHPUX ia64の両方で、GCCライブラリ(libgcc_sとlibstdc++)に動的にリンクされます。Oracle Content Serverはこれらのライブラリにアクセスできる必要がありますが、SolarisとHPUXではこれらのライブラリはデフォルトでは利用できません。コンテンツ・サーバーまたはInbound RefineryをSolarisまたはHPUXのいずれかで実行している場合は、GCCライブラリを入手してインストールし、それらを検出するようにコンテンツ・サーバーを構成する必要があります。ライブラリ・パスの構成の詳細は、『Oracle WebCenter Contentインストレーション・ガイド』を参照してください。








2.2 コンテンツ・サーバーでのリファイナリへのジョブ送信の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.2.1項「概要」


	
第2.2.2項「変換について」


	
第2.2.3項「コンテンツ・アイテムのリファイナリ通過と失敗した変換」


	
第2.2.4項「MIMEタイプについて」


	
第2.2.5項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」


	
第2.2.6項「構成マネージャの使用」


	
第2.2.6.1項「構成マネージャの起動」


	
第2.2.6.2項「ファイル・フォーマットの追加」


	
第2.2.6.3項「ファイル・フォーマットの編集」


	
第2.2.6.4項「ファイル拡張子の追加」


	
第2.2.6.5項「ファイル拡張子の編集」


	
第2.2.7項「PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成」


	
第2.2.8項「コンテンツ・サーバーのリファイナリ変換オプションの構成」


	
第2.2.9項「チェックイン時の変換の上書き」


	
第2.2.9.1項「サムネイルのサイズの変更」


	
第2.2.10項「リファイナリ変換ジョブのステータス・ページ」


	
第2.2.11項「IBRプロバイダのステータス・ページ」






2.2.1 概要

コンテンツ・サーバーでは、ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換を使用して、コンテンツ・アイテムがInbound Refineryおよびその変換アドオンによってどのように処理されるべきかを定義します。また、アプリケーション開発者はカスタム変換を作成することもできます。

通常、ファイル・フォーマットはそのMultipurpose Internet Mail Extension(MIME)タイプにより識別され、各ファイル・フォーマットは特定の変換にリンクされます。各ファイル拡張子は、特定のファイル・フォーマットにマップされます。したがって、チェックインされたファイルの拡張子に基づいて、コンテンツ・サーバーは、ファイルがリファイナリによって処理されるかどうか、およびどのように処理されるかを制御できます。リファイナリの変換設定は、リファイナリが承認する変換を指定し、変換の出力を制御します。

次の例を考えてみます。docファイル拡張子がファイル・フォーマットapplication/mswordにマップされており、これは変換Wordにリンクされています。これは、コンテンツ・サーバーが、コンテンツ・サーバーにチェックインされたすべてのMicrosoft Wordファイル(拡張子がdocのファイル)を、変換用にリファイナリに送信しようとすることを意味します。別の例として、xlsファイル拡張子がファイル・フォーマットapplication/vnd.ms-excelにマップされており、これは変換PassThruにリンクされているとします。この場合、Microsoft Excelファイルはリファイナリには送信されません。かわりに、ネイティブ・ファイルのコピーまたはネイティブ・ボールト・ファイルを指すHCSTファイルを/weblayoutディレクトリに配置するように、コンテンツ・サーバーを構成できます。つまり、ユーザーがこのファイルを表示するには、ネイティブ・ファイルを開くことができるアプリケーションがユーザーのコンピュータにインストールされている必要があります。


図2-1 変換へのファイル・フォーマットのマッピング

[image: 図2-1については周囲のテキストで説明しています。]



ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされ、そのファイル・フォーマットが変換にマップされていると、コンテンツ・サーバーは、その変換を承認して変換ジョブを実行できるリファイナリ・プロバイダがあるかどうかを確認します。これは、次のことを意味します。

	
コンテンツ・サーバーに対してリファイナリ・プロバイダが設定されている必要があります。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。


	
リファイナリが変換を承認するように構成されている必要があります。詳細は、第2.3.4項「承認される変換の設定」を参照してください。









2.2.2 変換について

変換では、実行すべき変換ステップや使用すべき変換エンジンも含め、特定のファイル・フォーマットをどのように処理すべきかを指定します。変換は、ファイル・フォーマット・ウィザード・ページまたは「ファイル・フォーマット」画面のいずれかを使用して、ファイル・フォーマットにリンクできます。詳細は、第2.2.5項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」および第2.2.6項「構成マネージャの使用」を参照してください。

コンテンツ・サーバーで使用可能な変換は、リファイナリで使用可能な変換と一致する必要があります。あるファイル・フォーマットがコンテンツ・サーバーで変換にマップされると、そのフォーマットのファイルは、チェックイン時に変換用に送信されます。その変換を承認するように、1つ以上のリファイナリが設定されている必要があります。詳細は、第2.3.4項「承認される変換の設定」を参照してください。

次のデフォルト変換を使用できます。変換アドオンをインストールすると、追加の変換が使用可能になります。詳細は、特定の変換アドオンのドキュメントを参照してください。


	変換	説明
	PassThru	ファイルが変換されないようにするために使用します。この変換がファイル・フォーマットにリンクされていると、そのファイル・フォーマットにマップされているすべてのファイル拡張子は変換用に送信されません。ネイティブ・ファイルのコピーまたはネイティブ・ボールト・ファイルを指すHCSTファイルを/weblayoutディレクトリに配置するように、コンテンツ・サーバーを構成できます。詳細は、第2.2.7項「PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成」を参照してください。
	Word	Microsoft Word、Microsoft Writeおよびリッチ・テキスト形式(RTF)ファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	Excel	Microsoft Excelファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	PowerPoint	Microsoft PowerPointファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	MSProject	Microsoft Projectファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	Distiller	PostScriptファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルは指定されたPostScript Distillerエンジンを使用してPDFに変換されます。
	MSPub	Microsoft Publisherファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	FrameMaker	Adobe FrameMakerファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	Visio	Microsoft Visioファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	WordPerfect	Corel WordPerfectファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	PhotoShop	Adobe Photoshopファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	InDesign	Adobe InDesign、Adobe PageMakerおよびQuarkXPressファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	MSSnapshot	Microsoft Snapshotファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	PDF Refinement	チェックインされたPDFファイルを調整用に送信するために使用します。リファイナリの変換設定に応じて、これには指定されたPostScript Distillerエンジンを使用した、高速Web表示用のPDFファイルの最適化が含まれます。
	Ichitaro	このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎の変換はサポートされていません。
	OpenOffice	OpenOfficeおよびStarOfficeファイルを変換用に送信するために使用します。ファイルはリファイナリの変換設定に従って変換されます。
	ImageThumbnail	選択したグラフィック・フォーマットを単純なサムネイルのみの作成用に送信するために使用します。これは、Inbound Refineryはインストールされていないが、グラフィック・フォーマットのサムネイル・イメージが必要な場合に有用です。返されるWeb表示可能ファイルは、ネイティブ・ファイルのコピーであり、オプションでサムネイル・イメージになります。
Inbound Refineryがインストールされている場合は、ImageThumbnail変換のかわりに、イメージ・レンディションおよびサムネイルの作成も含め、変換用にグラフィック・フォーマットを送信するために使用できます。


	NativeThumbnail	中間のPDF変換からではなく、ネイティブ・フォーマットからのサムネイルの作成用に、選択したファイル・フォーマットを送信するために使用します。通常、この変換は、テキスト・ファイル(TXT)、Microsoft Outlook電子メール・ファイル(EMLとMSG)およびOfficeドキュメントのサムネイルを、先にPDFに変換せずに作成するために使用します。返されるWeb表示可能ファイルは、ネイティブ・ファイルのコピーであり、オプションでサムネイル・レンディションやXMLレンディションになります。XMLレンディションを作成するには、XMLConverterがインストールされており、XMLステップが構成および有効化されている必要があります。
	MultipageTiff	Outside In Image Exportを使用した複数ページのTIFFファイルへの直接変換用にファイルを送信するために使用します。ファイル・フォーマットがこの変換にマップされている場合、リファイナリの変換設定は無視され、ファイルはTIFFファイルへの変換用にImage Exportに直接送信されます。
	OutsideIn Technology	リファイナリ・サーバー上でのWinNativeConverterを使用した変換用に、サポートされているフォーマットをPostScriptに印刷するためにOutside In Xを使用します。
	Direct PDFExport	Outside In PDF Exportを使用したPDFへの直接変換用にファイルを送信するために使用します。
	FlexionXML	XML Converterを使用した変換用にファイルを送信するために使用します。
	SearchML	XML Converterを使用した変換用にファイルを送信するために使用します。
	XML-XSLT Transformation	XML Converterを使用したXSLT変換用にファイルを送信するために使用します。XSLT変換は、XMLデータを別のフォーマットに出力するために使用します。
	LegacyCustom	このバージョンのInbound Refineryでは、LegacyCustom変換はサポートされていません。
	Digital Media Graphics	Digital Asset Managerがインストールされている場合、Image Managerを使用した複数のイメージ・レンディションへの変換用にデジタル・イメージを送信するために使用します。
	Digital Media Video	Digital Asset Managerがインストールされている場合、Video Managerを使用した複数のビデオまたはオーディオ・レンディションへの変換用にデジタル・ビデオを送信するために使用します。
	TIFFConversion	ドキュメント内でのテキストの索引付けが可能なPDFフォーマットへの変換用にTIFFファイルを送信するために使用します。
	Word HTML	ネイティブMicrosoft Wordアプリケーションを使用したHTMLへの変換用にMicrosoft Wordファイルを送信するために使用します。
	PowerPoint HTML	ネイティブMicrosoft PowerPointアプリケーションを使用したHTMLへの変換用にMicrosoft PowerPointファイルを送信するために使用します。
	Excel HTML	ネイティブMicrosoft Excelアプリケーションを使用したHTMLへの変換用にMicrosoft Excelファイルを送信するために使用します。
	Visio HTML	ネイティブMicrosoft Visioアプリケーションを使用したHTMLへの変換用にMicrosoft Visioファイルを送信するために使用します。










2.2.3 コンテンツ・アイテムのリファイナリ通過と失敗した変換

ファイル・フォーマットが変換PassThruにリンクされていると、そのファイル・フォーマットにマップされているすべてのファイル拡張子は変換されません。ファイル拡張子がPassThruにマップされているコンテンツ・アイテムがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、そのファイルはリファイナリには送信されず、Web表示可能ファイルは作成されません。ネイティブ・ファイルのコピー、またはネイティブ・ファイルを指すHCSTファイルをWebレイアウト・ディレクトリに配置するように、コンテンツ・サーバーを構成できます。これは、ユーザーがファイルを表示するには、ファイルの作成に使用されたアプリケーション、またはファイルを開くことができるアプリケーションが、各クライアント上にインストールされている必要があることを意味します。詳細は、第2.2.7項「PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成」を参照してください。

ファイルがリファイナリに送信され、変換が失敗したことがリファイナリによってコンテンツ・サーバーに通知される場合、ネイティブ・ファイルのコピーをWebレイアウト・ディレクトリに配置するようにコンテンツ・サーバーを構成できます。この場合、ユーザーがこのファイルを表示するには、ネイティブ・ファイルを開くことができるアプリケーションがユーザーのコンピュータにインストールされている必要があります。詳細は、第2.2.8項「コンテンツ・サーバーのリファイナリ変換オプションの構成」を参照してください。






2.2.4 MIMEタイプについて

新しいファイル・フォーマットには、ファイル拡張子に対応するMIME(Multipurpose Internet Mail Extensions)タイプによって名前を付けることをお薦めします(たとえば、docファイル拡張子にマップされるフォーマットはapplication/mswordとするなど)。

コンテンツ・アイテムがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、そのコンテンツ・アイテムのフォーマットは、ネイティブ・ファイルのファイル拡張子にマップされているフォーマットに従って割り当てられます。ネイティブ・ファイルが変換されない場合、コンテンツ・サーバーでは、コンテンツ・アイテムをクライアントに配信する際にこのフォーマットを含めます。フォーマットにMIMEタイプを使用すると、クライアントでは、ファイルのデータのタイプや使用する必要があるヘルパー・アプリケーションなどの判断に役立ちます。

ネイティブ・ファイルが変換されると、Inbound RefineryはWeb表示可能ファイルに適切なフォーマットを割り当て(たとえば、リファイナリがPDFファイルを生成した場合、このファイルをapplication/pdfと識別します)、コンテンツ・サーバーはクライアントへのWeb表示可能ファイルの配信時に(ネイティブ・ファイルに対して指定されているフォーマットではなく)このフォーマットを含めます。

Inbound Refineryには、インストール時に自動的に構成されるファイル・フォーマットの広範なリストが含まれます。コンテンツ・サーバー・プロバイダの構成マネージャ・アプレットでリストを確認してください。新しいフォーマットは、珍しいフォーマットまたは独自のフォーマットで作業する場合にのみ追加する必要があります。

ファイル・フォーマットに対する正しいMIMEタイプを判別するために有用なリソースがインターネットで提供されています。次に例を示します。

	
http://filext.com/


	
http://www.webmaster-toolkit.com/mime-types.shtml









2.2.5 ファイル・フォーマット・ウィザードの使用

InboundRefinerySupportコンポーネントがインストールおよび有効化されており、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダが有効になっている場合、コンテンツ・サーバーの「管理」メニューから「リファイナリ管理」→「ファイル・フォーマット・ウィザード」を選択することにより、ファイル・フォーマット・ウィザード・ページにアクセスできます。ファイル・フォーマット・ウィザード・ページでは、変換用にリファイナリに送信する必要のあるファイル・タイプを選択できます。対応するデフォルトのファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換が、自動的にマップされます。




	
重要:

ファイル・フォーマット・ウィザード・ページを使用するには、コンテンツ・サーバーにInboundRefinerySupportコンポーネントをインストールして有効にし、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダを有効にする必要があります。また、変換オプション・コンポーネントによって、ファイル・タイプがファイル・フォーマット・ウィザード・ページに追加される場合があります。







また、構成マネージャ・アプレットを使用して、ファイル・フォーマットの構成を手動で変更することもできます。詳細は、第2.2.6項「構成マネージャの使用」を参照してください。ファイル・フォーマット・ウィザード・ページは、一般的なほとんどのファイル・タイプの変換を構成するために使用できますが、構成マネージャ・アプレットのすべての機能が複製されているわけではありません。

ファイル・フォーマット・ウィザード・ページを使用するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「リファイナリ管理」→「ファイル・フォーマット・ウィザード」を選択します。ファイル・フォーマット・ウィザード・ページが表示されます。


	
変換用にリファイナリに送信される各ファイル・タイプに対するチェック・ボックスを選択します。すべてのチェック・ボックスを選択/選択を切り替えるには、ヘッダー行でチェック・ボックスを選択するか、または選択を解除します。




	
重要:

このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎の変換はサポートされていません。








	
最後に保存した設定に戻すには、「リセット」をクリックします。


	
「更新」をクリックします。選択したファイル・タイプに対して、対応するデフォルトのファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換が、自動的にマップされます。









2.2.6 構成マネージャの使用

ほとんどの一般的なファイル・タイプに対するデフォルト変換の構成には、ファイル・フォーマット・ウィザードを使用できます。詳細は、第2.2.5項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」を参照してください。ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換は、コンテンツ・サーバーで管理アプレットの1つである構成マネージャを使用して管理することもできます。構成マネージャを使用する必要があるのは、一般的ではないファイル・タイプのデフォルト変換の変更および変換の設定を行う場合のみです。

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.2.6.1項「構成マネージャの起動」


	
第2.2.6.2項「ファイル・フォーマットの追加」


	
第2.2.6.3項「ファイル・フォーマットの編集」


	
第2.2.6.4項「ファイル拡張子の追加」


	
第2.2.6.5項「ファイル拡張子の編集」






2.2.6.1 構成マネージャの起動

構成マネージャを起動するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで、「管理」をクリックします。


	
「管理アプレット」をクリックします。<server name>の管理アプレット・ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択します。「ファイル・フォーマット」画面が表示されます。









2.2.6.2 ファイル・フォーマットの追加

ファイル・フォーマットを追加し、変換にリンクするには、次の手順を実行します。

	
「ファイル・フォーマット」セクションで「追加」をクリックします。「新しいファイル・フォーマットの追加」/「ファイル・フォーマットの編集」画面が表示されます。


	
「フォーマット」フィールドにファイル・フォーマットの名前を入力します。任意の名前を使用できますが、対応するファイル拡張子（複数の場合あり）に関連付けられているMIMEタイプを使用することをお薦めします。詳細は、第2.2.4項「MIMEタイプについて」を参照してください。


	
「変換」ドロップダウン・リストから適切な変換を選択します。詳細は、第2.2.2項「変換について」を参照してください。




	
重要:

このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎の変換はサポートされていません。








	
「説明」フィールドにファイル・フォーマットの説明を入力します。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「ファイル・フォーマット」画面に戻ります。









2.2.6.3 ファイル・フォーマットの編集

リンクされている変換の変更も含め、ファイル・フォーマットを編集するには、次の手順を実行します。

	
「ファイル・フォーマット」セクションで、ファイル・フォーマットを選択して「編集」をクリックします。「新しいファイル・フォーマットの追加」/「ファイル・フォーマットの編集」画面が表示されます。


	
「フォーマット」フィールドは変更できません。


	
「変換」ドロップダウン・リストから適切な変換を選択します。詳細は、第2.2.2項「変換について」を参照してください。


	
「説明」フィールドで、ファイル・フォーマットの説明を編集します(必要に応じて)。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「ファイル・フォーマット」画面に戻ります。









2.2.6.4 ファイル拡張子の追加

ファイル拡張子を追加し、ファイル・フォーマットにマップする(およびそれによりファイル拡張子を変換に関連付ける)には、次の手順を実行します。

	
「ファイル拡張子」セクションで「追加」をクリックします。「ファイル拡張子の追加」/「ファイル拡張子の編集」画面が表示されます。


	
「拡張子」フィールドにファイル拡張子を入力します。


	
「マップ先フォーマット」ドロップダウン・リストで、定義済ファイル・フォーマットのリストから適切なファイル・フォーマットを選択します。ファイル・フォーマットを選択すると、指定した拡張子を持つすべてのファイルが、そのファイル・フォーマットにリンクされている特定の変換に直接割り当てられます。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「ファイル・フォーマット」画面に戻ります。









2.2.6.5 ファイル拡張子の編集

マップされているファイル・フォーマットを変更する(およびそれによりファイル拡張子を別の変換に関連付ける)ことも含め、ファイル拡張子を編集するには、次の手順を実行します。

	
「ファイル拡張子」セクションで、ファイル拡張子を選択して「編集」をクリックします。「ファイル拡張子の追加」/「ファイル拡張子の編集」画面が表示されます。


	
「拡張子」フィールドは変更できません。


	
「マップ先フォーマット」ドロップダウン・リストで、定義済ファイル・フォーマットのリストから適切なファイル・フォーマットを選択します。ファイル・フォーマットを選択すると、指定した拡張子を持つすべてのファイルが、そのファイル・フォーマットにリンクされている特定の変換に直接割り当てられます。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「ファイル・フォーマット」画面に戻ります。











2.2.7 PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成

ファイル・フォーマットが変換PassThruにリンクされていると、そのファイル・フォーマットにマップされているすべてのファイル拡張子は変換用に送信されません。デフォルトでは、コンテンツ・サーバーはネイティブ・ファイルのコピーをWebレイアウト・ディレクトリに配置します。ただし、かわりにネイティブ・ボールト・ファイルを指すHCSTファイルをWebレイアウト・ディレクトリに配置するように、コンテンツ・サーバーを構成することもできます。これは、変換しない大きなファイルがあり、Webレイアウト・ディレクトリに大きなファイルをコピーしたくない場合に有用です。

次の重要な注意事項に留意してください。

	
HCSTファイルの内容は、redirectionfile_template.htmファイルの内容によって制御されます。


	
ファイルの配信にはGET_FILEサービスが使用されるため、PDFハイライトやバイト・サービングは利用できません。これは、テンプレートを上書きし、Webサーバーを再構成することにより解決できます。


	
単純なテンプレートを使用します。ブラウザの「戻る」ボタンが機能せず、レイアウトの相違が発生することがあります。これは、テンプレートを上書きし、Webサーバーを再構成することにより解決できます。


	
Webレイアウト・ディレクトリにHCSTファイルがあるため、ファイル数は減りません。ただし、ネイティブ・ボールト・ファイルが大きい場合は、ディスク領域を節約できます。


	
この設定は、変換用にリファイナリに送信されるファイルには影響しません。つまり、ファイルが変換用にリファイナリに送信される場合、別のコンテンツ・サーバー設定によって、Web表示可能ファイルとネイティブ・ファイルのコピーのいずれがWebレイアウト・ディレクトリに配置されるかが制御され、HCSTファイルは使用できません。詳細は、第2.2.8項「コンテンツ・サーバーのリファイナリ変換オプションの構成」を参照してください。




ネイティブ・ファイルのコピーではなくHCSTファイルをWebレイアウト・ディレクトリに配置するようにコンテンツ・サーバーを構成するには、次の手順を実行します。

	
IntradocDir/config/ディレクトリにあるコンテンツ・サーバーのconfig.cfgファイルをテキスト・エディタで開きます。


	
IndexVaultFile変数を追加し、値をtrueに設定します。


IndexVaultFile=true


	
config.cfgファイルへの変更内容を保存します。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。









2.2.8 コンテンツ・サーバーのリファイナリ変換オプションの構成

変換前および変換後ジョブをコンテンツ・サーバーでどのように処理するかなど、コンテンツ・サーバーとそのリファイナリ・プロバイダとの対話方法に影響を与えるオプションをいくつか構成できます。これらの設定は、Inbound Refinery変換オプション・ページを使用して行います。




	
重要:

Inbound Refinery変換オプション・ページを使用するには、コンテンツ・サーバーにInboundRefinerySupportコンポーネントをインストールして有効にし、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダを有効にする必要があります。







コンテンツ・サーバーが変換前および変換後ジョブをどのように処理するかを構成するには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインします。


	
「管理」→「リファイナリ管理」→「変換オプション」を選択します。Inbound Refinery変換オプション・ページが表示されます。


	
次に転送を試みるまでに変換前ジョブを待機する秒数を入力します。デフォルトは10(秒)です。


	
単一のジョブの転送を開始してからアクションを実行するまでの転送許容時間を分単位で入力します。デフォルトは30(分)です。


	
ネイティブ・ファイル圧縮しきい値サイズを入力します（MB単位）。デフォルトのしきい値サイズは1024MB（1GB）です。ネイティブ・ファイルは、しきい値サイズを超えないかぎり、圧縮されてから、コンテンツ・サーバーによってリファイナリに転送されます。この設定によって、非常に大きなファイル（たとえば、大規模なビデオ・ファイル）の圧縮に伴うオーバーヘッドを回避できます。転送前にネイティブ・ファイルを圧縮しないようにする場合は、ネイティブ・ファイル圧縮しきい値サイズを0に設定します。


	
ジョブ転送の有効期限が切れた場合に変換が失敗するようにするには、該当するチェック・ボックスを選択します。


	
コンテンツ・サーバーが失敗した変換をどのように処理するかを指定します。ファイルがリファイナリに送信され、変換が失敗した場合に、ネイティブ・ファイルのコピーを/weblayoutディレクトリに配置するようにコンテンツ・サーバーを構成できます(「Refinery通過」)。通過を有効にするには、このチェック・ボックスを選択します。通過を無効にするには、チェック・ボックスの選択を解除します。

次の重要な注意事項に留意してください。

	
ファイルが変換用にリファイナリに送信される場合、ネイティブ・ファイルのコピーのかわりにHCSTファイルを使用することはできません。コンテンツ・サーバーがリファイナリに送信されないファイルをどのように処理するかを構成する方法の詳細は、第2.2.7項「PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成」を参照してください。


	
この設定は、IntradocDir\config\ディレクトリにあるconfig.cgfファイル内のAllowPassthru変数を使用して手動で上書きすることもできます。





	
最後に保存した設定に戻すには、「リセット」をクリックします。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。




変換キューを管理するためにコンテンツ・サーバーおよびリファイナリ設定を使用する方法の詳細は、第2.5.2項「リファイナリ変換キューの管理」を参照してください。






2.2.9 チェックイン時の変換の上書き

環境によっては、特定のファイル拡張子が複数の方法で使用されている場合があります。よい例がZIPファイル拡張子です。たとえば、次のようなファイルをチェックインすることが考えられます。

	
TIFF Converterを含むリファイナリに、OCRを使用して単一のPDFファイルに変換させる、単一のZIPファイルに圧縮された複数のTIFFファイル。


	
変換用にリファイナリに送信しない、単一のZIPファイルに圧縮された複数のファイル・タイプ(ZIPファイルはそのネイティブ・フォーマットのまま通過させる必要があります)。




ファイルを複数の方法で使用している場合、ユーザーがコンテンツ・サーバーへのファイルのチェックイン時にファイルの変換方法を選択できるように、コンテンツ・サーバーを構成できます。これを、「チェックイン時にフォーマットの上書きを許可」と呼びます。このコンテンツ・サーバーの機能を有効にするには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで、「管理」をクリックします。


	
「管理サーバー」をクリックします。管理サーバー・ページが表示されます。


	
構成するコンテンツ・サーバー・インスタンスに対するボタンをクリックします。そのコンテンツ・サーバー・インスタンスの管理ページが表示されます。


	
ナビゲーション・メニューで「一般構成」をクリックします。


	
「チェックイン時にフォーマットの上書きを許可」設定を有効にします。


	
「保存」をクリックします。


	
構成マネージャを使用して、ファイル拡張子を最も一般的に使用される変換にマップします。これがデフォルト変換になります。構成マネージャを使用したファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換の設定の詳細は、第2.2.6項「構成マネージャの使用」を参照してください。前述のZIPファイル拡張子の例では、次のようなデフォルト変換を設定できます。

	
ZIPファイル拡張子をapplication/x-zip-compressedファイル・フォーマットにマップし、application/x-zip-compressedファイル・フォーマットをTIFFConversion変換にマップします。したがって、デフォルトでは、ZIPファイルには複数のTIFFファイルが含まれ、OCRを使用したPDFへの変換用にTIFF Converterを含むリファイナリに送信すべきであることが想定されます。





	
構成マネージャを使用して、ユーザーがチェックイン時に選択できるようにする代替ファイル・フォーマットおよび変換を設定します。前述のZIPファイル拡張子の例では、次のような代替変換を設定できます。

	
application/zip-passthruファイル・フォーマットをPassThru変換にマップします。これで、変換用にリファイナリに送信すべきではない様々なファイルを含むZIPファイルに対して、チェックイン時にこのオプションを選択できるようになります。ZIPファイルはそのネイティブ・フォーマットで渡されることになります。





	
コンテンツ・サーバーを再起動します。ユーザーはファイルのチェックイン時に、設定されているいずれかの変換を選択することにより、デフォルト変換を上書きできます。




複数の専用のリファイナリやカスタム変換を使用している場合に、このようにユーザーがチェックイン時に変換を上書きできるようにすることがあります。前述のZIPファイル拡張子の例を使用すると、TIFF Converterを持つ1つのリファイナリを、複数のTIFFファイルを含むZIPファイルをOCRを使用してPDFに変換するために使用し、2つ目のリファイナリを、Microsoft Officeファイルを含むZIPファイルをPDFに変換するために設定できます。



2.2.9.1サムネイルのサイズの変更

デフォルトでは、サムネイルは80x80ピクセルで表示されます。サムネイルを別のサイズで表示する必要がある場合は、次の手順を実行します(すべてのサムネイルのサイズが更新されます)。

	
IntradocDir/config/ディレクトリにあるconfig.cfgファイルをテキスト・エディタで開きます。


	
サムネイルの高さと幅を変更する手順は次のとおりです。

	
サムネイルの高さを変更するには、次の行のピクセル・サイズを置き換えます。

ThumbnailHeight=xxx(xxxはピクセル値)


	
サムネイルの幅を変更するには、次の行のピクセル・サイズを置き換えます。

ThumbnailWidth=xxx(xxxはピクセル値)




Outside In Image Exportにより、小さい方の設定に基づいて(設定が等しい場合は高さ設定を使用)、縦横比を維持するようにスケーリングが実行されます。


	
config.cfgファイルへの変更内容を保存します。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。




ThumbnailHeightおよびThumbnailWidth変数の詳細は、Oracle WebCenter Content Idoc Scriptリファレンス・ガイドを参照してください。








2.2.10 リファイナリ変換ジョブのステータス・ページ

このページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」メニューで「リファイナリ管理」→「変換オプション」を選択するか、IBRプロバイダのステータス・ページの「変換ジョブのステータス」タブをクリックします。リファイナリ変換ジョブのステータス・ページでは、ジョブの送信先のプロバイダや、現在ジョブが変換処理のどこにあるかなど、変換用に送信されたジョブについての情報を表示できます。




	
重要:

Inbound Refinery変換オプション・ページを使用するには、コンテンツ・サーバーにInboundRefinerySupportコンポーネントをインストールして有効にし、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダを有効にして、Inbound Refinery変換オプション・ページを利用可能にする必要があります。








	要素	説明
	リフレッシュ	表示されたジョブのステータスを更新します。
	ジョブ・キューのチェックの強制	コンテンツ・サーバーにジョブをリファイナリ・プロバイダに配信させます。これは、リファイナリが停止し、保留中のジョブが失敗した場合に特に有用です。この状況では、保留中のジョブは定期的に変換用にプロバイダに再送信されます。このボタンは、送信を強制的に行います。
	変換ジョブID	Inbound Refineryによって送信された各ジョブに割り当てられる一意の識別子。
	コンテンツID	変換用に送信されたコンテンツ・アイテムの一意のコンテンツ・サーバー識別子。
	変換ジョブの状態	ジョブが変換処理内のどこにあるかを示します。
	プロバイダに送信されたジョブ	ジョブの送信先のプロバイダを示します。
	最終アクション	ジョブの状態の最後の変更日時をリストします。
	アクション	変換用に送信されたコンテンツ・アイテムに対するコンテンツ・サーバーのコンテンツ情報ページにリンクします。










2.2.11 IBRプロバイダのステータス・ページ

このページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」メニューで「リファイナリ管理」→「IBRプロバイダのステータス」を選択するか、リファイナリ変換ジョブのステータス・ページの「IBRプロバイダのステータス」タブをクリックします。IBRプロバイダのステータス・ページでは、可用性、接続状態、各プロバイダのキュー内のジョブ数など、コンテンツ・サーバーに対するすべてのリファイナリ・プロバイダに関する情報を表示できます。




	
重要:

Inbound Refinery変換オプション・ページを使用するには、コンテンツ・サーバーにInboundRefinerySupportコンポーネントをインストールして有効にし、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダを有効にする必要があります。








	要素	説明
	ステータスの更新の強制	表示されたプロバイダのステータスを更新します。
	プロバイダ	各プロバイダの名前。
	使用可能	プロバイダがコンテンツを変換用に承認しているかどうかを示します。
	読取り専用	プロバイダが読取り専用であること、つまりジョブを変換用にこれ以上承認できないことを示します。コンテンツ・サーバーに変換を返すことしかできません。
	キューに格納されたジョブ	各プロバイダで変換を待機しているジョブの数を示します。
	最終メッセージ	プロバイダによって最後に配信されたステータス・メッセージを表示します。
	接続状態	プロバイダがコンテンツ・サーバーに接続されているかどうかを示します。
	最終アクティビティの日付	最後のプロバイダ・アクティビティの日時をリストします。
	アクション	特定のプロバイダに関する情報を示すプロバイダ情報ページを表示します。












2.3 リファイナリの変換設定の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.3.1項「変換設定について」


	
第2.3.2項「サムネイルについて」


	
第2.3.3項「タイムアウトの計算」


	
第2.3.4項「承認される変換の設定」


	
第2.3.5項「プライマリWeb表示可能レンディションとしての複数ページTIFFファイルの設定」


	
第2.3.6項「サムネイルの設定」


	
第2.3.7項「UNIXでのレンダリング・オプションの構成」


	
第2.3.8項「フォント・パスの指定」


	
第2.3.9項「サード・パーティ・アプリケーション設定の構成」


	
第2.3.10項「グラフィック変換に対するタイムアウト設定の構成」






2.3.1 変換設定について

リファイナリの変換設定を構成する前に、次の作業を実行する必要があります。

	
リファイナリを起動します。


	
リファイナリが1つ以上のコンテンツ・サーバーに対するプロバイダとして設定されていることを確認します。詳細は、第2.1.2項「リファイナリ・プロバイダの構成」を参照してください。


	
各コンテンツ・サーバー上にInboundRefinerySupportコンポーネントがインストールされ、有効化されていることを確認します。


	
各コンテンツ・サーバーが変換用にリファイナリにファイルを送信するように構成されていることを確認します。詳細は、第2.2項「コンテンツ・サーバーでのリファイナリへのジョブ送信の構成」を参照してください。




リファイナリ変換設定は、リファイナリがどの変換を承認し、各変換をどのように処理するかを制御します。Inbound RefineryにはOutside In Image Exportが含まれ、これは次の目的で使用できます。

	
ファイルのサムネイルを作成する。サムネイルは、コンテンツの小さなプレビュー・イメージです。詳細は、第2.3.2項「サムネイルについて」および第2.3.6項「サムネイルの設定」を参照してください。


	
ファイルを複数ページのTIFFファイルに変換することにより、ユーザーがTIFFビューア・プラグインを使用する標準のWebブラウザでファイルを表示できるようにする。詳細は、第2.3.5項「プライマリWeb表示可能レンディションとしての複数ページTIFFファイルの設定」を参照してください。




Outside In Image Exportを使用してInbound Refineryで変換可能なファイル・フォーマットの詳細は、付録B「Outside In Technologyで変換されるファイル・フォーマット」を参照してください。

また、Inbound Refineryではいくつかの変換オプションを使用できます。変換オプションを有効にすると、その変換設定がリファイナリに追加されます。






2.3.2 サムネイルについて

サムネイルは、コンテンツの小さなプレビュー・イメージです。コンテンツ・サーバーの検索結果ページで使用され、通常はサムネイルが表すWeb表示可能ファイルにリンクされています。つまり、ユーザーはタイトルなどのテキスト情報のみに頼らずに必要なファイルを見つけることができます。サムネイルは、ファイル自体を実際に開かずに、ファイルの視覚サンプルをユーザーに提供します。これにより、より大きな元のファイルをダウンロードする前にファイルを確認することが可能になります。

Inbound RefineryにはOutside In Image Exportが含まれ、これを使用してファイルのサムネイルを作成できます。次の重要な注意事項に留意してください。

	
Outside In Image In Exportを使用してサムネイルに変換可能なファイル・フォーマットのリストについては、付録B「Outside In Technologyで変換されるファイル・フォーマット」を参照してください。


	
Outside In Image Exportサムネイル・エンジンは、Type 3フォントを含むPDFファイルのサムネイルを正常に作成することはできません。これは、チェックインされたPDFファイルにのみ当てはまります。チェックインされたPDFファイルにType 3フォントが含まれると、Outside In Image Exportサムネイル・エンジンは空白ページのサムネイルを作成します。


	
サムネイルは、コンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリにJPEG、GIFまたはPNGファイルとして格納されます。ファイル名に文字@tが含まれることによって識別できます。たとえば、Report2001@t~2.jpgファイルはReport2001~2.pdf(Report2001.xxxというファイルのリビジョン2)に属するサムネイルです。


	
暗号化またはパスワード保護されているファイルに対してサムネイルを作成することはできません。


	
EMLファイルに対するサムネイルを作成できます。Internet Explorerを使用していて、Outlook Express用の累積的な修正プログラム(2003年4月)をインストールしている場合、サムネイルをクリックしてEMLファイルを表示しようとするとエラーが発生します。サムネイルをクリックするとプライマリWeb表示可能ファイルが開くため、これは、プライマリWeb表示可能ファイルがEMLファイルである場合(リファイナリによってプライマリWeb表示可能ファイルとして複数ページのTIFFまたはEMLファイルのPDFバージョンが作成されておらず、ネイティブEMLファイルがプライマリWeb表示可能ファイルとしてWebレイアウト・ディレクトリにコピーされている場合)にのみ当てはまります。


	
EMLファイルのサムネイルは、Outlook ExpressでEMLファイルを開いた場合のルック・アンド・フィールとまったく同じというわけではありません。これは、サムネイルはプレーン・テキスト・レンディションに基づいて作成されるのに対し、Outlook Expressではファイルは独自の形式で開かれるためです。


	
コンテンツ・サーバーに表示されるサムネイル・サイズの変更方法の詳細は、第2.2.9.1項「サムネイルのサイズの変更」を参照してください。


	
Inbound Refineryでサムネイルの作成をオフにしても、作成済のサムネイルはコンテンツ・サーバーの検索結果ページに表示され続けます。これを防ぐには、IntradocDir\config\ディレクトリにあるconfig.cfgファイル内のAllowableAdditionalRenditionsエントリからTHUMBNAILを削除します。









2.3.3 タイムアウトの計算

リファイナリでの処理時に、コンテンツには、ファイルのサイズとタイムアウトの設定ページの設定に基づいて、一定の処理時間が割り当てられます。タイムアウト値（分単位）は、次の方法で計算されます。

タイムアウト値[分単位] = ([バイト単位のファイル・サイズ] x タイムアウト・ファクタ) / 60,000

どのファイルを使用すべきか判断するために、Inbound Refineryはまず前のステップでファイルが生成されたかどうかを確認し、生成された場合はそのファイルをタイムアウトの計算で使用します。生成されていない場合は、ネイティブ・ファイルを使用します。前のステップで複数のファイルが出力された場合は(たとえばExcelからPostScriptへの変換)、ファイル・サイズの合計を使用します。処理対象のコンテンツ・アイテムは、「最低 (Minimum)」列以上、「最高 (Maximum)」列未満の分数に割り当てられます。計算されたタイムアウト値が最低値を下回ると、最低値が適用されます。計算されたタイムアウト値が最高値を超えると、最高値が適用されます。



2.3.3.1 タイムアウト計算

次の各例は、タイムアウトの計算方法を示しています。

	
例1




	ファイル・サイズ = 10 MB(10485760バイトまたは10240 KB)
	最低 = 2
	最高 = 10
	ファクタ = 3
	計算されるタイムアウト = 10485760×3 / 60000 = 524.288分 = 8.74時間


この場合、Inbound Refineryは最高値の10分間のみ待機します。

	
例2




	ファイル・サイズ = 200 KB(204800バイト)
	最低 = 2
	最高 = 30
	ファクタ = 2
	計算されるタイムアウト = 204800×2 / 60000 = 6.83分


この場合、Inbound Refineryは最高値の30分間ではなく、計算された6.83分間のみ待機します。

	
例3




	ファイル・サイズ = 50 KB(51200バイト)
	最低 = 2
	最高 = 30
	ファクタ = 2
	計算されるタイムアウト = 51200×2 / 60000 = 1.71分
	この場合、Inbound Refineryは計算されるタイムアウト値または最高値の30分間ではなく、最低値の2分間のみ待機します。









2.3.4 承認される変換の設定

リファイナリが承認し、キューに入れる変換の最大数を設定するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「変換リスト」を選択します。変換リスト・ページが表示されます。


	
リファイナリでキューに入れることのできる変換ジョブの合計数を設定します。デフォルトは0（無制限）です。


	
コンテンツ・サーバーによるピックアップを待機可能な変換の最大数を入力します。この数を超えると、Inbound Refineryはそのコンテンツ・サーバーからの変換ジョブを承認しなくなります。デフォルトは1000です。


	
変換が最大数に達しているとき、リファイナリをビジー状態とみなす秒数を入力します。デフォルトは120（秒）です。リファイナリの変換ジョブが最大数に達した場合、コンテンツ・サーバーはこの時間待機してから、リファイナリとの通信を再度試行します。


	
リファイナリが同時に処理する変換の最大数を入力します。デフォルトは5です。


	
リファイナリが承認するように設定する各変換に対するチェック・ボックスを選択します。

	
デフォルトでは、すべての変換が選択され、承認されます。


	
すべての変換を選択するには、列ヘッダーの「承認」チェック・ボックスを選択します。


	
すべての変換の選択を解除するには、列ヘッダーの「承認」チェック・ボックスの選択を解除します。




	
重要:

このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎およびLegacyCustomの変換はサポートされていません。











	
変換タイプごとに(すべてのリファイナリ・キューにわたる)ジョブの最大数を設定します。デフォルトは0（無制限）です。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
リファイナリに対するエージェントである各コンテンツ・サーバーを再起動して、コンテンツ・サーバーのキューに対する変更を即時に有効にします。そうしない場合、リファイナリの承認済の変換に対する変更は、次回にコンテンツ・サーバーがリファイナリをポーリングするときまでコンテンツ・サーバーに認識されません。




変換キューを管理するためにコンテンツ・サーバーおよびリファイナリ設定を使用する方法の詳細は、第2.5.2項「リファイナリ変換キューの管理」を参照してください。






2.3.5 プライマリWeb表示可能レンディションとしての複数ページTIFFファイルの設定

Inbound Refineryには、Outside In Image Exportが含まれています。これを使用すると、ファイルをプライマリWeb表示可能レンダリングとして複数ページのTIFFファイルに変換できます。これにより、ユーザーはTIFFビューア・プラグインを備えた標準的なWebブラウザでファイルを表示できます。

PDF Exportなどのその他の変換オプションを使用すると、プライマリWeb表示可能レンディションとしてその他のタイプのレンディションを作成できます。Web表示可能レンディションを生成できる変換オプションが有効になっていると、追加のオプションが指定可能になります。

複数ページのTIFFファイルをリファイナリが生成するプライマリWeb表示可能レンディションとして設定するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「プライマリWebレンディション」を選択します。プライマリWeb表示可能レンディション・ページが表示されます。


	
プライマリWeb表示可能レンディションとしてファイルを複数ページのTIFFファイルに変換するには、「Outside Inを使用して複数ページのTIFFに変換」を選択します。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









2.3.6 サムネイルの設定

Inbound RefineryにはOutside In Image Exportが含まれ、これを使用して追加のレンディションとしてファイルのサムネイルを作成できます。サムネイルは、Inbound Refineryでデフォルトで使用可能な唯一の追加のレンディションです。その他の変換オプションやカスタム変換を使用すると、追加のレンディションを作成できます。

サムネイルを有効にし、サムネイル設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「追加レンディション」を選択します。追加レンディション・ページが表示されます。


	
「Outside Inを使用するサムネイル・イメージの作成」を選択します。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
「オプション」をクリックします。サムネイル・オプション・ページが表示されます。


	
サムネイル・オプションを選択します。使用可能なオプションの詳細は、A.14項「サムネイル・オプション・ページ」を参照してください。




	
注意:

Solarisを実行するSPARCシステム、またはLinuxを実行するいずれかのシステム上でのInbound Refineryの使用時には、Outside In Image Exportはフォントおよびグラフィックのレンダリングにデフォルトでその内部グラフィック・コードを使用します。かわりに、オペレーティング・システムのネイティブ・グラフィック・サブシステムを使用することも選択できます。詳細は、第2.3.7項「UNIXでのレンダリング・オプションの構成」を参照してください。








	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。




次の事項に注意してください。

	
サムネイル作成用にリファイナリにファイルを送信するには、各コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマットおよび変換を構成する必要があります。詳細は、第2.2項「コンテンツ・サーバーでのリファイナリへのジョブ送信の構成」を参照してください。


	
リファイナリが変換を承認するように構成されている必要があります。詳細は、第2.3.4項「承認される変換の設定」を参照してください。


	
コンテンツ・サーバーに表示されるサムネイル・サイズの変更方法の詳細は、第2.2.9.1項「サムネイルのサイズの変更」を参照してください。


	
リファイナリでサムネイル作成をオフにしても、作成済のサムネイルはコンテンツ・サーバーの検索結果ページに表示され続けます。これを防ぐには、IntradocDir\config\ディレクトリにあるconfig.cfgファイル内のAllowableAdditionalRenditionsエントリからTHUMBNAILを削除します。

たとえば、次の例に示すように、AllowableAdditionalRenditions=THUMBNAILを空の値に変更します。


AllowableAdditionalRenditions=









2.3.7 UNIXでのレンダリング・オプションの構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.3.7.1項「内部グラフィック・コードを使用したレンダリング」


	
第2.3.7.2項「ネイティブ・グラフィック・サブシステムを使用したレンダリング」






2.3.7.1 内部グラフィック・コードを使用したレンダリング

LinuxまたはSolaris SPARCでInbound Refineryを実行している場合に複数ページのTIFFファイルまたはサムネイルを作成するとき、Outside Inはフォントおよびグラフィックのレンダリングにデフォルトでその内部グラフィック・コードを使用します。したがって、実行中のX Window Systemディスプレイ・サーバー(Xサーバー)へのアクセスおよびMotif(Solaris)またはLessTif(Linux)は必要ありません。システムで実行する必要があるのは、使用可能なフォントを検出することだけです。フォントはOutside Inには付属していません。使用可能なフォントへのパスの設定方法の詳細は、第2.3.8項「フォント・パスの指定」を参照してください。






2.3.7.2 ネイティブ・グラフィック・サブシステムを使用したレンダリング

Image Exportがフォントとグラフィックのレンダリングに、その内部グラフィック・コードではなくオペレーティング・システムのネイティブのグラフィック・サブシステムを使用するようにInbound Refineryを構成するには、次の手順を実行します。

	
Inbound RefineryコンピュータにInbound Refineryユーザーとしてログインします。


	
Inbound Refineryコンピュータが実行中のX Window Systemディスプレイ・サーバー(Xサーバー)にアクセスでき、Motif(Solaris)またはLessTif(Linux)が存在することを確認します。


	
Inbound Refineryの起動スクリプト(.profile、.login、.bashrcなど)内のDISPLAY変数が実行中のXサーバーを指していることを確認します。次に例を示します。


DISPLAY=:0.0
export DISPLAY


	
新しい.profileをソースします。たとえば/usr/bin/shを使用して次のコマンドを実行します。


..profile


	
次のコマンドを実行して、実行中のXサーバーを使用するパーミッションをOutside In Image Exportに付与します。


xhost +localhost


	
Inbound Refineryユーザーはログインした状態のまま、コンソールをロックします。


	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
「標準のOutsideInフィルタ・オプション」セクションの「オプション」をクリックします。


	
「ネイティブ・オペレーティング・システムのネイティブ・グラフィック・サブシステムを使用」を選択します。


	
「更新」をクリックします。











2.3.8 フォント・パスの指定

Inbound Refineryが正しく機能するためには、フォント・イメージの生成に使用されるフォントへのパスを指定する必要があります。デフォルトでは、フォント・パスはInbound Refineryで使用されるJVM内のフォント・ディレクトリ(java.home/lib/fonts)に設定されます。ただし、デフォルト・ディレクトリに含まれるフォントは限定されているため、レンディションが低下する可能性があります。また、非標準のJVMを使用した場合、デフォルトで指定されているJVMのフォント・パスと異なることがあります。この場合、エラー・メッセージがInbound Refineryとコンテンツ・サーバーの両方から表示されます。このエラーが発生した場合、フォント・パスが、変換を正しくレンダリングするために必要なフォントを含むディレクトリに設定されていることを確認します。

使用可能なフォントを検出するようにInbound Refineryを構成するには、次の手順を実行します。

	
Inbound RefineryコンピュータにInbound Refineryユーザーとしてログインします。


	
「変換設定」の下の「サードパーティ・アプリケーションの設定」をクリックします。サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
「標準のOutsideInフィルタ・オプション」セクションの「オプション」をクリックします。


	
テキスト・フィールドに、Outside Inで使用するフォント・ディレクトリへのパスを入力します。たとえばLinuxでは、次のように指定します。


/usr/lib/X11/fonts/TTF


Windowsでは次のように指定します。


C:\WINDOWS\Fonts


フォントがコールされた場合に見つからないと、Outside Inはエラーを表示して終了します。TrueTypeフォント(*.ttfまたは*.ttcファイル)のみがサポートされています。


	
「更新」をクリックします。









2.3.9 サード・パーティ・アプリケーション設定の構成

サードパーティ・アプリケーションの設定ページでは、OpenOfficeやMicrosoft Wordなど、変換時に使用されるサード・パーティ・アプリケーションの設定を構成できます。サード・パーティ・アプリケーションを使用する変換オプションがインストールおよび有効化されている場合は、このページで設定を構成できます。






2.3.10 グラフィック変換に対するタイムアウト設定の構成

グラフィック変換に対するタイムアウト設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「タイムアウトの設定」を選択します。タイムアウトの設定ページが表示されます。


	
「グラフィック」変換に対する「最低(Minimum)」(分単位)、「最高(Maximum)」(分単位)および「ファクタ」を入力します。詳細は、第2.3.3項「タイムアウトの計算」を参照してください。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。











2.4 リファイナリのステータスの監視

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.4.1項「エージェントについて」


	
第2.4.2項「リファイナリのログについて」




	
第2.4.3項「リファイナリのステータスの表示」


	
第2.4.4項「リファイナリのログの表示」


	
第2.4.5項「コンソール出力の表示」


	
第2.4.6項「エージェントのステータスの表示」


	
第2.4.7項「エージェントのキューの表示」


	
第2.4.8項「変換履歴の表示」


	
第2.4.9項「エージェントのログの表示」






2.4.1 エージェントについて

エージェントは、変換ジョブをリファイナリに送信するコンテンツ・サーバーなどのエンティティです。リファイナリは、情報を見やすくし、詳細を見つけやすいように、変換ステータス情報とエージェントによるロギングを切り離します。






2.4.2 リファイナリのログについて

リファイナリに対して2つのタイプのログ・ファイルが作成されます。

	
リファイナリ・ログ: リファイナリ・ログには、エージェントに対して実行される変換に固有のものではない、リファイナリの機能に関する一般的な情報(起動情報など)が含まれます。リファイナリが実行される日ごとに、1つのログ・ファイルが生成されます。


	
リファイナリ・エージェント・ログ: リファイナリ・エージェント・ログには、変換ジョブをリファイナリに送信するエージェントに対して実行される変換に固有の情報が含まれます。エージェントが少なくとも1つの変換ジョブをリファイナリに送信する日ごとに、エージェント別に、1つのログ・ファイルが生成されます。




ログ・エントリは、日時順にリストされます。エントリは、イベントの発生に従って終日にわたり適切なログ・ファイルに追加されます。リファイナリ・ログ・エントリに付けられるタイムスタンプは、ログ・エントリが作成された日時を表し、これは必ずしもアクションが実行された日時ではありません。

各エージェントに対して複数の変換が同時に実行される場合があるため、各リファイナリ・エージェント・ログ・エントリの先頭には変換番号が示されます。たとえば、「変換ジョブ'3513'のログ・エントリ」というように表示されます。次のタイプのログ・エントリが生成されます。


	ログ・エントリ	説明
	情報	ステータス情報を表示します。たとえば、起動情報や変換エンジン・アクションの説明など。
	エラー	発生したエラーを表示します。






詳細ロギングを有効にできます。詳細ロギングがオンになっていると、一般的なエージェント・ステータス情報、各変換エンジン・アクションの詳細な説明(いつ変換が開始されたか、ファイルの詳細、変換ステップの詳細、変換結果など)、およびエラーがリファイナリ・エージェント・ログに記録されます。詳細ロギングがオフになっていると、一般的なエージェント・ステータス情報およびエラーのみがリファイナリ・エージェント・ログに記録されます。詳細は、第2.5.3.1項「詳細ロギングの有効化」を参照してください。

ログ・ファイルには「詳細」リンクが含まれている場合があります。「詳細」リンクをクリックすると、ログの詳細が開いたり閉じたりします。通常、ログの詳細は、スタック・ダンプかエラーを生成したコードへのトレース・バックのどちらかです。






2.4.3 リファイナリのステータスの表示

リファイナリは、最初の変換ジョブをリファイナリに送信するときに各エージェントを作成します。それまではリファイナリでエージェントの情報を使用できません。

すべてのリファイナリ・エージェントに対する変換の現在のステータスを表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
メイン・メニューの「ホーム」をクリックするか、ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「リファイナリのステータス」を選択します。リファイナリのステータス・ページが表示されます。









2.4.4 リファイナリのログの表示

リファイナリ・ログ・ファイルを表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
メイン・メニューの「ホーム」をクリックして「リファイナリ・ログ」タブを選択するか、ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「リファイナリのステータス」を選択して「リファイナリ・ログ」タブを選択します。リファイナリ・ログ・ページが表示されます。


	
ログ・リンクをクリックしてリファイナリ・ログを表示します。リファイナリ・ログの詳細は、第2.4.2項「リファイナリのログについて」を参照してください。









2.4.5 コンソール出力の表示

リファイナリのコンソール出力を表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
メイン・メニューの「ホーム」をクリックして「コンソール出力」タブを選択するか、ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「リファイナリのステータス」を選択して「コンソール出力」タブを選択します。コンソール出力ページが表示されます。

	
コンソール出力をリフレッシュするには、「更新」をクリックします。


	
コンソール出力を消去するには、「クリア」をクリックします。












2.4.6 エージェントのステータスの表示

特定のリファイナリ・エージェントに対する変換の現在のステータスを表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
次のいずれかの方法で、エージェントのステータス・ページに移動します。

	
エージェント名をクリックします。


	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<agent_name>」を選択します。


	
リファイナリのステータス・ページで、該当エージェントの「アクション」メニューから「詳細ステータスの表示」を選択します。




エージェントのステータス・ページが表示されます。









2.4.7 エージェントのキューの表示

特定のリファイナリ・エージェントに対する変換前および変換後キュー内のアイテムを表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<agent_name>」を選択して「キュー内のアイテム」タブを選択するか、リファイナリのステータス・ページでエージェントに対する「アクション」メニューから「キュー内のアイテムの表示」を選択します。キュー内のアイテム・ページが表示されます。


	
「リフレッシュ」をクリックして、ページの情報を更新します。









2.4.8 変換履歴の表示

特定のリファイナリ・エージェントに対する、変換履歴内の最新の50個の変換を表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<agent_name>」を選択して「変換履歴」タブを選択するか、リファイナリのステータス・ページでエージェントに対する「アクション」メニューから「変換履歴の表示」を選択します。変換履歴ページが表示されます。


	
コンテンツIDリンクをクリックして、変換の詳細ページを表示します。









2.4.9 エージェントのログの表示

特定のリファイナリ・エージェントに対するログ・ファイルを表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<agent_name>」を選択して「エージェント・ログ」タブを選択するか、リファイナリのステータス・ページでエージェントに対する「アクション」メニューから「エージェント・ログの表示」を選択します。エージェント・ログ・ページが表示されます。


	
ログ・リンクをクリックしてリファイナリ・エージェント・ログを表示します。リファイナリ・エージェント・ログの詳細は、第2.4.2項「リファイナリのログについて」を参照してください。詳細ロギングを有効にして、各変換エンジン・アクションの詳細な説明をリファイナリ・エージェント・ログに記録できます。詳細は、第2.5.3.1項「詳細ロギングの有効化」を参照してください。











2.5 リファイナリの管理の実行

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.5.1項「リファイナリの認証とユーザーの管理」




	
第2.5.2項「リファイナリの変換キューの管理」


	
第2.5.3項「エージェントの管理の実行」


	
第2.5.4項「リファイナリの構成情報の表示」


	
第2.5.5項「リファイナリのシステム監査情報の表示」


	
第2.5.6項「リファイナリ・プロバイダの管理」


	
第2.5.7項「Webサーバー・フィルタの構成」


	
第2.5.8項「管理サーバーの使用」


	
第2.5.9項「動的および静的なレイアウト・ファイルのパブリッシュ」


	
第2.5.10項「管理ユーティリティの使用」


	
第2.5.11項「アクティブ・ウィルス・スキャンとInbound Refinery」


	
第2.5.12項「日付書式の変更」


	
第2.5.13項「タイムゾーンの設定」






2.5.1 リファイナリの認証とユーザーの管理

管理対象サーバーはOracle WebLogic Serverドメイン内で実行されるため、Inbound RefineryへのユーザーとグループのアクセスはOracle WebLogic Serverによって制御されます。このため、システム・セキュリティの構成はWebLogic Serverコンソールを使用して行います。Oracle Internet DirectoryまたはOracle Access Managerを使用したシングル・サインオンなどの追加のサービスが必要な場合は、WebLogic Serverのコントロールを使用して、Inbound Refineryを管理するOracle WebLogic Serverドメインにこれらのサービスをリンクできます。

デプロイ時に、Inbound RefineryロールrefineryadminにOracle Inbound Refineryを管理する権限が付与されています。Inbound Refineryに対する権利が必要なユーザーは、Oracle WebLogic Serverで対応するrefineryadminグループに属する必要があります。

追加情報については、次のドキュメントを参照してください。


表2-1 システム・セキュリティに関する追加のドキュメント

	タスク	情報参照先
	
Oracle WebLogic Serverの管理

	
Oracle Fusion Middleware管理者ガイド


	
Oracle WebCenter Contentの管理

	
Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイド











2.5.1.1 シングル・サインオンとの統合

Oracle Access Manager（OAM）はID管理とセキュリティ対策のための製品で、オラクル社のエンタープライズクラスの製品スイートの一部です。ID管理とセキュリティに関する多彩な機能が搭載されており、Fusion MiddlewareとカスタムのFusion Middlewareアプリケーションで使用できるシングル・サインオンのオプションも複数用意されています。Oracle Fusion Middleware 11gを使用している環境では、OAMのシングル・サインオン・ソリューションをお薦めします。

Oracle Fusion Middleware 11gのインストール規模が比較的小さく、Oracle Access Managerのようなエンタープライズクラスのシングル・サインオン・インフラストラクチャが不要な環境では、特定のFusion Middlewareアプリケーション内でシングル・サインオン機能を実装すれば十分です。SAMLベースのSSOソリューションを構成してください。その他のエンタープライズ・アプリケーションにまたがるシングル・サインオンが必要な場合、このソリューションはお薦めできません。

Microsoftのデスクトップ・ログインを使用して、Microsoftドメイン・コントローラに対してActive Directoryのユーザー・アカウントで認証を行っている企業では、Microsoftクライアントを使用してSSOを構成する方法も考えられます。

これらのSSOソリューションを設定する方法は、次のマニュアルまたはセクションに記載されています。


表2-2 シングル・サインオンに関するドキュメント

	目的	参照ガイド
	
OAMとOSSOの構成

	
『Oracle Fusion Middlewareセキュリティ・ガイド』


	
Windowsのネイティブ認証を使用したシングル・サインオン

	
Oracle WebLogic Server管理コンソールのヘルプ: 認証プロバイダとアイデンティティ・アサーション・プロバイダの構成


	
WebLogic SAMLを使用したシングル・サインオン

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverの保護』のSAML認証プロバイダの構成に関する項














2.5.2 リファイナリの変換キューの管理

リファイナリはいずれかのコンテンツ・サーバーのプロバイダとして設定されています。ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、/vaultディレクトリ(ネイティブ・ファイル・リポジトリ)にネイティブ・ファイルのコピーが格納されます。ネイティブ・ファイルのフォーマットは、ファイルが元々作成されたフォーマット(Microsoft Wordなど)です。

ファイル・フォーマットが変換対象として設定されている場合、コンテンツ・サーバーは変換前キューに変換ジョブを作成します。次に、コンテンツ・サーバーは、リファイナリ・プロバイダのうちアクティブになっているリファイナリの1つ(変換を受け入れるように構成され、ビジーでないリファイナリ)に変換ジョブを配信しようとします。コンテンツ・サーバーは、アクティブなリファイナリに変換パラメータを送信します。

リファイナリは変換パラメータを受け取ると、次のデータをコンテンツ・サーバーに返します。

	
JobAcceptStatus: ステータスは次のいずれかになります。


	ステータス	説明	コンテンツ・サーバーのアクション
	ERROR	リクエストの処理中に予期しないエラーが発生しました。	コンテンツ・アイテムはGenWWWステータスのまま残され、コンテンツ・サーバーの変換前キューから削除されます。
	NEVER_ACCEPT	リファイナリは変換を承認するように構成されていないため、ジョブを受け入れることはありません。	変換ジョブが変換前キューから消去されるまで、リファイナリ・プロバイダは使用不可とマークされます。
	ACCEPT	リファイナリは変換ジョブを受け入れます。	ジョブは変換前キューから削除され、リファイナリに転送され、変換されます。
	BUSY	リファイナリは変換ジョブを受け入れられますが、キューの合計最大値または特定の変換に対する変換ジョブの最大数に達しています。	コンテンツ・サーバーに提供するRefineryBusyTimeSecondsが経過するまで、このリファイナリ・プロバイダは再度使用されません。






	
JobAcceptStatusMsg: リファイナリのステータスを説明する文字列。リファイナリとコンテンツ・サーバーの両方でログに記録されます。


	
JobCanAccept: ジョブが承認されたことを示すブール値。


	
RefineryBusyTimeSeconds: リファイナリにジョブを送信すべきではない秒数(これは単にヒントであり、リファイナリがリクエストの承認を停止するわけではありません)。




リファイナリがジョブを受け入れない場合、コンテンツ・サーバーは次に使用可能なリファイナリに配信しようとします。いずれかのリファイナリがジョブを承認するか、最大転送時間に達するまで、コンテンツ・サーバーはジョブの転送を試行し続けます。最大転送時間に達すると、ジョブはコンテンツ・サーバーの変換前キューから削除され、コンテンツ・アイテムはGenWWWステータスのままとなります。

リファイナリがジョブを受け入れると、コンテンツ・サーバーは変換データと変換対象ファイルが格納されているZIPファイルをリファイナリにアップロードします。さらに、コンテンツ・サーバーは、変換ジョブの追跡に使用するエントリをRefineryJobsテーブルに配置します。リファイナリは、変換ジョブをその変換前キューに配置します。

次に、リファイナリは必要に応じて適切な変換オプションをコールして、指定された変換の実行を試みます。リファイナリは、変換ジョブの処理を完了すると、変換ジョブをその変換後キューに配置します。コンテンツ・サーバーは、リファイナリを定期的にポーリングし、そのRefineryJobsテーブル内の変換ジョブが完了したかどうかを調べます。リファイナリが変換ジョブの処理の完了を報告すると、コンテンツ・サーバーは変換されたファイル（たとえば、Webで表示可能なサムネイル・ファイルやPDFファイルなど）をリファイナリからダウンロードし、変換ジョブをその変換後キューに配置し、必要な場合は変換後機能を起動します。

リファイナリ・キューの管理設定は、コンテンツ・サーバーとリファイナリの両方で構成できます。次のコンテンツ・サーバーのページには、リファイナリ・キューを管理するための設定が含まれます。

	
リファイナリ変換オプション・ページ: このページには、コンテンツ・サーバーとそのすべてのリファイナリ・プロバイダとの対話方法に影響する設定が含まれます。

	
次に転送を試みるまでの待機秒数: 各変換ジョブに対して、次に転送を試みるまで待機する秒数を設定できます。デフォルトでは、コンテンツ・サーバーはそのいずれかのリファイナリ・プロバイダへの変換ジョブの配信を次に試みるまでに10秒待機します。


	
単一ジョブの転送に許容される分数: 各変換ジョブの転送に許容される分数を設定できます。デフォルトでは、コンテンツ・サーバーはそのいずれかのリファイナリ・プロバイダへの変換ジョブの転送を30分間試行します。


	
ネイティブ・ファイルの圧縮しきい値: ネイティブ・ファイルの圧縮しきい値をMB単位で設定できます。デフォルトのしきい値サイズは1024MB（1GB）です。ネイティブ・ファイルは、しきい値サイズを超えないかぎり、圧縮されてから、コンテンツ・サーバーによってリファイナリに転送されます。この設定によって、非常に大きなファイル（たとえば、大規模なビデオ・ファイル）の圧縮に伴うオーバーヘッドを回避できます。転送前にネイティブ・ファイルを圧縮しないようにする場合は、ネイティブ・ファイル圧縮しきい値サイズを0に設定します。


	
ジョブ転送の有効期限が切れると、変換に失敗します: 変換ジョブの転送に許容される最大時間に達すると、変換ジョブはコンテンツ・サーバーの変換前キューから削除され、コンテンツ・アイテムはGenWWWステータスのままとなります。これが発生したときに、変換ジョブが失敗するかどうかを指定できます。変換ジョブが失敗することを指定すると、コンテンツ・アイテムはGenWWWステータスのままとなりますが、コンテンツ情報ページに変換エラーが「再送信」ボタンとともに表示されます。ユーザーはこのボタンを使用して、コンテンツ・アイテムを変換用に再送信できます。


	
Inbound Refineryに送信した変換が失敗した場合、変換を「Refinery通過」に設定します: 失敗した変換をコンテンツ・サーバーがどのように処理するかを指定できます。ファイルがリファイナリに送信され、変換が失敗した場合に、リファイナリ通過を有効にすることにより、ネイティブ・ファイルのコピーをWebレイアウト・ディレクトリに配置するようにコンテンツ・サーバーを構成できます。




	
注意:

ファイルが変換用にリファイナリに送信される場合、ネイティブ・ファイルのコピーのかわりにHCSTファイルを使用することはできません。コンテンツ・サーバーがリファイナリに送信されないファイルをどのように処理するかを構成する方法の詳細は、第2.2.7項「PassThruファイル用のコンテンツ・サーバーの構成」を参照してください。











	
送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページ: このページでは、個々のリファイナリ・プロバイダに対する設定を指定できます。

	
Inbound Refinery変換ジョブの処理: プロバイダが変換ジョブを処理するかどうかを指定できます。このオプションを選択しなかった場合、コンテンツ・サーバーはこのプロバイダとの間で変換ジョブの転送を試みません。


	
Inbound Refineryの読取り専用モード: このオプションは、コンテンツ・サーバーが新しい変換ジョブをこのリファイナリ・プロバイダに送信しないようにする場合に使用します。ただし、リファイナリ・プロバイダは引き続き、終了した変換ジョブは返します。







次のリファイナリのページには、リファイナリ・キューを管理するための情報および設定が含まれます。

	
キュー内のアイテム・ページ: このページでは、特定のリファイナリ・エージェント(コンテンツ・サーバーなど)に対する変換前および変換後キュー内のアイテムを表示できます。


	
変換リスト・ページ: このページでは、特定のリファイナリ・エージェント(コンテンツ・サーバーなど)に対する変換前および変換後キュー内のアイテムを表示できます。

	
キューに入れることのできる変換の最大数: リファイナリがキューに入れることのできる変換ジョブの合計数を設定できます。デフォルトは0（無制限）です。


	
変換後キューに入れることのできる変換の最大数: リファイナリの変換後キューに入れることのできる変換の数を設定できます。デフォルトは1000です。


	
リファイナリをビジーとみなす秒数: 変換が最大数に達しているとき、リファイナリをビジー状態とみなす秒数を指定できます。デフォルトは30（秒）です。リファイナリの変換ジョブが最大数に達した場合、コンテンツ・サーバーはこの時間待機してから、リファイナリとの通信を再度試行します。


	
最大変換数: リファイナリが同時に処理できるジョブの最大数を指定できます。デフォルトは5です。












2.5.3 エージェントの管理の実行

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.5.3.1項「詳細ロギングの有効化」


	
第2.5.3.2項「エージェントの削除」






2.5.3.1 詳細ロギングの有効化

各リファイナリ・エージェントに対して詳細ロギングを有効にできます。詳細ロギングがオンになっていると、一般的なエージェント・ステータス情報、各変換エンジン・アクションの詳細な説明(いつ変換が開始されたか、ファイルの詳細、変換ステップの詳細、変換結果など)、およびエラーがリファイナリ・エージェント・ログに記録されます。詳細ロギングがオフになっていると、一般的なエージェント・ステータス情報およびエラーのみがリファイナリ・エージェント・ログに記録されます。

リファイナリ・エージェントに対する詳細ロギングを有効にするには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「リファイナリ管理」→「エージェント管理」を選択します。エージェント管理ページが表示されます。


	
該当するリファイナリ・エージェントに対する「詳細ロギングの有効化」チェック・ボックスを選択します。


	
最後に保存した設定に戻すには、「リセット」をクリックします。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









2.5.3.2 エージェントの削除

リファイナリ・エージェントは、リファイナリ・エージェントの変換前または変換後キューに変換ジョブがない場合にのみ削除できます。リファイナリ・エージェントを削除するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「リファイナリ管理」→「エージェント管理」を選択します。エージェント管理ページが表示されます。


	
リファイナリ・エージェントの「アクション」メニューから「エージェントの削除」を選択します。エージェントの削除ページが表示されます。


	
「エージェント<agent_name>の削除の確認」チェック・ボックスを選択して、エージェントの削除を承認します。エージェント・キュー内の履歴、ログおよびジョブも削除されることに注意してください。


	
「エージェントの削除」をクリックします。











2.5.4 リファイナリの構成情報の表示

WebベースのInbound Refineryインタフェースを使用してリファイナリの構成情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「リファイナリ管理」→「構成情報」を選択します。構成情報ページが表示されます。このページには、サーバーのパラメータとオプション、インストール・ディレクトリ、インターネット・プロパティ、バージョン情報、Javaプロパティ、コンテンツ・セキュリティ・オプションを含む、主なシステム設定の概要が表示されます。さらに、現在有効化または無効化されているすべてのインストール済のサーバー・コンポーネントやカスタム・コンポーネントも一覧表示されます。




構成情報ページは、情報の提供のみを目的としたページです。このページでは何も変更できません。いずれかの設定を変更するには、別の箇所で行う必要があります。詳細は、第2.5.8項「管理サーバーの使用」および第2.5.10.1項「システム・プロパティ・ユーティリティの使用」を参照してください。






2.5.5 リファイナリのシステム監査情報の表示

WebベースのInbound Refineryインタフェースを使用してリファイナリのシステム監査情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「リファイナリ管理」→「システム監査情報」を選択します。システム監査情報ページが表示されます。このページにはリファイナリに関するシステム監査情報が表示されるため、問題のトラブルシューティングやサーバーのパフォーマンス調整に役立ちます。

このページの「一般的な情報」セクションには、次の情報が表示されます。

	
受信するリクエストの数が多すぎるかどうかに関する情報。


	
システムのメモリー・キャッシュに関する情報。メモリー不足に関するエラーのトラブルシューティングに役立ちます。また、ユーザー数とデータ量が多いリファイナリ・サーバーを実行しているときに重要となる情報です。


	
現在実行中のJavaスレッドに関する情報。この情報はエラーの原因を特定する場合に有用です。


	
監査メッセージのリスト。




リファイナリのトレースは、セクション単位でアクティブ化できます。アクティブなセクションのトレースが、コンソール出力ページに表示されます。セクション・トレースは、サーバーのどのセクションが問題の原因となっているかを特定する場合、または特定のセクションの詳細を表示するときに便利です。セクションを追加する場合は、追加するセクションを記載したカンマ区切りリストを作成します。

「トレース・セクション情報」ヘッダーの横にある情報アイコンをクリックすると、トレースに使用できるセクションのリストが簡単な説明とともに表示されます。たとえば、refineryをアクティブ化すると変換ステータスに関する拡張情報が表示され、ref-configをアクティブ化すると現在の実行環境に対する変更がトレースされ、refsteplogicをアクティブ化するとどの変換ステップを使用するかを決定するロジックがトレースされます。ワイルドカード文字*がサポートされています。ref*は、refinery、ref-configおよびrefsteplogicも含め、接頭辞refで始まるすべてのセクションをトレースします。

トレース・セクションの中には、詳細出力をサポートするものもあります。詳細出力をサポートするアクティブなセクションを詳細にトレースする場合には、「完全な詳細トレース」を有効にします。




	
重要:

このページで設定したオプションは、「保存」を有効にし、「更新」をクリックしないかぎり、リファイナリの再起動時に失われます。















2.5.6 リファイナリ・プロバイダの管理

リファイナリ・プロバイダを構成する必要はありません。WebベースのInbound Refineryインタフェースを使用してリファイナリ・プロバイダ情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「リファイナリ管理」→「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページが表示されます。









2.5.7 Webサーバー・フィルタの構成

WebベースのInbound Refineryインタフェースを使用してリファイナリに対するWebサーバー・フィルタを構成するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「リファイナリ管理」→「フィルタ管理」を選択します。Webサーバー・フィルタの構成ページが表示されます。このページは、リファイナリとのWebサーバー・フィルタ通信を構成およびトラブルシューティングするために使用します。









2.5.8 管理サーバーの使用

管理サーバーは、数多くのシステム設定の確認と編集、およびコンポーネントの管理を行うことを可能にする管理ツールです。デプロイされた各リファイナリには、対応する管理サーバーがあります。

管理サーバーにアクセスするには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
ナビゲーション・メニューから「リファイナリ管理」→「管理サーバー」を選択します。管理サーバー・ページが表示されます。









2.5.9 動的および静的なレイアウト・ファイルのパブリッシュ

動的および静的なレイアウト・ファイルをパブリッシュするには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
動的なレイアウト・ファイルをパブリッシュするには、「管理」→「管理アクション」を選択し、「Webレイアウト公開」セクションで「動的なレイアウト・ファイルのパブリッシュ」をクリックします。PUBLISH_WEBLAYOUT_FILESサービスが実行されます。すべての動的なレイアウト・ファイル(.cssファイルと.jsファイル)はリファイナリのIntradocDir/shared/config/templatesディレクトリからWebレイアウト・ディレクトリにパブリッシュされます。このサービスは、リファイナリのカスタマイズ時に使用されます。また、PUBLISH_WEBLAYOUT_FILESサービスは、リファイナリが再起動されるたびに実行されます。


	
静的なレイアウト・ファイルをパブリッシュするには、「管理」→「管理アクション」を選択し、「Webレイアウト公開」セクションで「静的なレイアウト・ファイルのパブリッシュ」をクリックします。PUBLISH_STATIC_FILESサービスが実行されます。すべての静的なレイアウト・ファイル(グラフィック・ファイル)はリファイナリのIntradocDir/shared/publishディレクトリからWebレイアウト・ディレクトリにパブリッシュされます。このサービスは、リファイナリのカスタマイズ時に使用されます。PUBLISH_STATIC_FILESサービスの実行には時間がかかることがあるため、このサービスはリファイナリが再起動されるたびに実行されることはありません。リファイナリのカスタマイズ時には、このサービスは手動で実行する必要があります。




使用可能なその他のパブリッシュ・オプションおよびコンテンツ・サーバーとリファイナリ・サーバーのカスタマイズの詳細は、コンテンツ・サーバーに付属のドキュメントを参照してください。






2.5.10 管理ユーティリティの使用

この項の内容は次のとおりです。

	
第2.5.10.1項「システム・プロパティ・ユーティリティの使用」


	
第2.5.10.2項「コンポーネント・ウィザード・ユーティリティの使用」






2.5.10.1 システム・プロパティ・ユーティリティの使用

システム・プロパティ・ユーティリティは、サーバーからローカルに実行する必要があるスタンドアロン・アプリケーションです(Javaアプレットではありません)。

	
Microsoft Windows: 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Content Server」→<refinery_instance>→「ユーティリティ」→「システム・プロパティ」を選択します。


	
UNIX: Inbound Refineryのインストール・ディレクトリのbinサブディレクトリにあるSystemPropertiesスクリプトを実行します。




システム・プロパティ・ユーティリティを使用して、次のアプリケーション設定を確認および編集できます。

	
インターネット構成設定(後述の重要な注意事項を参照)


	
サーバー構成設定(システム・ロケールやタイムゾーンなど)


	
ローカライズ設定(ロケールの有効化、無効化、編集)


	
いくつかの重要なファイルおよびディレクトリへのパス


	
PostScriptプリンタのインストールとDistillerエンジン・パスの指定。Inbound RefineryにはPostScriptプリンタやDistillerエンジンは付属していません。好みのDistillerエンジンおよびPostScriptプリンタを入手してインストールする必要があります。




次の重要な注意事項に留意してください。

	
システム・プロパティを使用して変更可能な設定の一部は、システムの適切な動作に不可欠です(特に「インターネット」タブのオプション)。システムに不可欠なこれらの設定の編集時には細心の注意を払ってください。不適切な値に設定すると、Inbound Refineryシステムが完全にシャットダウンする可能性があります。


	
システム・プロパティのほとんどのオプションは、管理サーバーを使用しても設定できます。


	
変更を加えた場合、有効にするにはリファイナリを再起動する必要があります。


	
システム・プロパティ・ユーティリティの使用方法の詳細は、コンテンツ・サーバーに付属のドキュメントを参照してください。









2.5.10.2 コンポーネント・ウィザード・ユーティリティの使用

コンポーネント・ウィザード・ユーティリティは、カスタム・コンポーネントの作成を自動化する開発ツールです。コンポーネント・ウィザードを使用して、新しいコンポーネントを作成し、既存のコンポーネントを変更し、リファイナリまたはコンテンツ・サーバー上で使用するためにコンポーネントをパッケージ化できます。また、コンポーネント・ウィザードを使用して、リファイナリまたはコンテンツ・サーバー上でコンポーネントをインストール、アンインストール、有効化および無効化することもできます。

コンポーネント・ウィザード・ユーティリティの使用およびコンポーネントの開発の詳細は、『Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイド』、『Oracle WebCenter Content Content Server開発者ガイド』およびその他の開発者向けのContent Serverドキュメントを参照してください。








2.5.11 アクティブ・ウィルス・スキャンとInbound Refinery

Windows上でのInbound Refineryの実行時には、一部のInbound Refineryおよびコンテンツ・サーバー・ディレクトリのアクティブ・ウィルス・スキャンにより変換が失敗することがあります。

アクティブ・ウィルス・スキャンから、次のコンテンツ・サーバー・ディレクトリを除外してください。

	
Webレイアウト・ディレクトリ(WeblayoutDir)


	
ボールト・ディレクトリ(VaultDir)


	
IntradocDir\data\


	
IntradocDir\search\




	
ヒント:

vault\~temp\ディレクトリはスキャンすべき最も重要なディレクトリであるため、除外しないでください。










アクティブ・ウィルス・スキャンから、次のInbound Refineryディレクトリを除外してください。

	
ボールト・ディレクトリ(VaultDir)


	
VaultDir\temp\


	
Webレイアウト・ディレクトリ(WeblayoutDir)


	
IntradocDir\data\




	
ヒント:

前述のいずれかのディレクトリをスキャンする必要があると思われる場合は、これらのディレクトリをアクティブにスキャンするのではなく、オフピーク時にコンテンツ・サーバーおよびInbound Refineryコンピュータに対して物理ディスク・スキャンを実行することをお薦めします。また、最良の結果を得るには、ローカル・ドライブのスキャンにはローカルのアンチウィルス・プログラムを使用してください。















2.5.12 日付書式の変更

デフォルトのEnglish-USロケールでは、年は2桁('yy')で表現され、1969年から2068年の間のものとして解釈されます。つまり、65は1965年ではなく、2065年とみなされます。English-USロケールで1969年より前の年が正しく解釈されるようにするには、そのロケールのデフォルトの日付書式を、年が4桁('yyyy')で表されるように変更する必要があります。

この問題は、すでに年の表現に4桁を使用しているEnglish-UKロケールには当てはまりません。

デフォルトのEnglish-US日付書式を変更するには、次の手順を実行します。

	
システム・プロパティ・ユーティリティを起動します。

	
Microsoft Windows: 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Content Server」→<refinery_instance>→「ユーティリティ」→「システム・プロパティ」を選択します。


	
UNIX: リファイナリのインストール・ディレクトリの/binサブディレクトリにあるSystemPropertiesスクリプトを実行します。





	
「ローカライズ」タブを開きます。


	
ロケールのリストでEnglish-USエントリを選択し、「編集」をクリックします。

「ロケールの構成」ダイアログが表示されます。


	
日付書式を、2桁('yy')ではなく4桁('yyyy')を使用して年を表すように修正します。


	
編集が終了したら、「OK」をクリックして「ロケールの構成」ダイアログを閉じます。


	
「OK」をクリックして変更を適用し、「システム・プロパティ」を終了します。


	
リファイナリを停止してから再起動します(そうしないと、変更は有効になりません)。









2.5.13 タイムゾーンの設定

Inbound Refineryのインストール中に、選択したシステム・ロケールに対してデフォルトのタイムゾーンを使用することを指定している場合があります。この場合、インストーラによってオペレーティング・システムのタイムゾーンの検出と、それに応じたリファイナリのタイムゾーンの設定が自動的に試行されます。一部のシナリオでは、オペレーティング・システムのタイムゾーンが認識されないことがあります。この場合、タイムゾーンはUTC(協定世界時)に設定されます。これはグリニッジ標準時(GMT)と同じです。

この場合、タイムゾーンは手動で設定する必要があります。

	
システム・プロパティ・ユーティリティを起動します。

	
Microsoft Windows: 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Content Server」→<refinery_instance>→「ユーティリティ」→「システム・プロパティ」を選択します。


	
UNIX: リファイナリのインストール・ディレクトリの/binサブディレクトリにあるSystemPropertiesスクリプトを実行します。





	
「サーバー」タブを開きます。


	
「システム・タイムゾーン」ドロップダウン・リストから、リファイナリに対して使用するタイムゾーンを選択します。


	
「OK」をクリックして変更を適用し、「システム・プロパティ」を終了します。


	
リファイナリを停止してから再起動します(そうしないと、変更は有効になりません)。














3 PDF変換の操作

Inbound Refineryでは、Oracle Outside In PDF Export(Inbound Refineryに付属)を使用してネイティブ・ファイルをPDFに直接エクスポートするか、サード・パーティ・アプリケーションを使用してネイティブ・ファイルをPostScriptに印刷し、その後サード・パーティのPDF Distillerエンジンを使用してPostScriptファイルをPDFに変換することにより、ネイティブ・ファイルをPDFに変換できます。PDF変換を行うには、次のコンポーネントをInbound Refineryサーバーにインストールして有効にする必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	PDFExportConverter	Inbound Refineryで、Oracle OutsideInを使用してネイティブ・フォーマットをPDFに直接変換できます。サードパーティのツールの使用は不要です。PDFエクスポートは迅速なマルチ・プラットフォームの機能であり、同時変換を可能にします。	Inbound Refineryサーバー
	WinNativeConverter	Inbound Refineryで、ネイティブ・アプリケーションまたはOutsideInXを使用して、ネイティブ・ファイルをPostScriptファイルに変換し、そのPostScriptファイルをサードパーティのDistillerエンジンを使用してPDFに変換できます。このコンポーネントを使用できるのは、Windowsプラットフォームのみです。このコンポーネントは、非推奨のPDFConverterコンポーネントで以前使用できた機能に取って代わるものです。
WinNativeConverterにより、Windowsプラットフォームのネイティブ・アプリケーションを使用する際に、すべてのPDF変換オプションに最良のレンディション品質が提供されます。WinNativeConverterでは同時変換は許可されません。

WinNativeConverterでは、ネイティブのOfficeアプリケーションを使用して、Inbound RefineryをWord、Excel、PowerpointおよびVisioで作成されたネイティブのMicrosoft OfficeファイルをHTMLに変換することもできます。

	Inbound Refineryサーバー
	OpenOfficeConversion	Inbound RefineryがOpen Officeを使用してサポート対象ファイルをPDFに変換できる、プラットフォーム間サポートが提供されます。OpenOfficeConversionでは、WinNativeConverterと同様に同時変換は許可されませんが、WinNativeConverterとは異なりUNIXプラットフォームがサポートされます。	Inbound Refineryサーバー









	
注意:

Inbound Refineryがwin64プラットフォーム上でサービスとして実行されていると、ネイティブ変換は失敗します。これは、win64プラットフォーム上のサービスはプリンタ・サービスにアクセスできないためです。ネイティブ変換の実行時には、Inbound Refineryはサービスとして実行しないでください。







この項では、PDF変換の操作方法について説明します。この項は次のトピックで構成されています。

	
第3.1項「PDF変換に関する注意事項」


	
第3.2項「PDF変換設定の構成」


	
第3.3項「OpenOfficeの構成」


	
第3.4項「Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換」


	
第3.5項「PDF変換の問題のトラブルシューティング」






3.1 PDF変換に関する注意事項

PDF変換方法を選択する場合、考慮すべき要因がいくつかあります。システム・パフォーマンス(ファイルをPDFフォーマットに変換するのにかかる時間)、PDF出力の再現性(ネイティブ・ファイルの外観と書式にどれだけ厳密に一致しているか)、必要なネイティブ・アプリケーション(Inbound Refineryにより変換されたPostScriptファイルの生成に使用されるMicrosoft WordやPowerPointなど)、および変換アプリケーションに必要なプラットフォームをすべて考慮する必要があります。

変換速度が最優先事項である場合は、PDF Exportを使用して元のファイルをPDFに直接変換する方法が最速です。PDF Exportではサード・パーティのツールが不要なだけでなく、同時PDF変換が可能であり、Windows、LinuxおよびUNIXプラットフォームがサポートされます。

PDF出力の再現性が最優先事項である場合は、ネイティブ・アプリケーションを使用して元のファイルを開き、PostScriptに印刷してからPostScriptをPDFに変換する方法が最適なオプションです。ただし、この方法はWindowsプラットフォームに限定され、同時PDF変換は実行できません。

変換をUNIXプラットフォーム上で実行する必要がある場合は、OpenOfficeを使用してネイティブ・ファイルを開き、PDFファイルに直接エクスポートする方法が最適なオプションです。設定方法によっては、PDF Exportよりも高い再現性が得られることがあります。ただしPDF Exportと異なり、同時PDF変換はサポートされていません。表3-1では、変換方法を比較し、サポートされるプラットフォームを示します。




	
注意:

使用する変換オプションにかかわらず、PDFはネイティブ・フォーマットのWeb対応バージョンになります。変換されたPDFはネイティブ・フォーマットの厳密な複製ではありません。フォントの置換、埋め込まれたグラフィックの複雑度と形式、表構造、サード・パーティのDistillerエンジンの問題などの多くの要因が、PDF出力とネイティブ・フォーマットとの差異の原因になります。








表3-1 PDF変換方法

	変換方法	パフォーマンス	再現性	サポートされるプラットフォーム	同時PDF変換
	
PDF Export

	
最良

	
良

	
Windows/UNIX

	
可


	
サード・パーティ・ネイティブ・アプリケーション

	
良

	
最良

	
Windows

	
不可


	
OpenOffice

	
良

	
良

	
Windows/UNIX

	
不可












3.2 PDF変換設定の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第3.2.1項「コンテンツ・サーバーでのInbound Refineryへのジョブ送信の構成」


	
第3.2.2項「承認される変換の設定」


	
第3.2.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのPDFファイルの設定」


	
第3.2.4項「DistillerエンジンとPDFプリンタのインストール」


	
第3.2.5項「サード・パーティ・アプリケーション設定の構成」


	
第3.2.6項「PDF変換に対するタイムアウト設定の構成」


	
第3.2.7項「Outside In使用時のマージンの設定」






3.2.1 コンテンツ・サーバーでのInbound Refineryへのジョブ送信の構成

コンテンツ・サーバーでは、ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換を使用して、コンテンツ・アイテムがInbound Refineryおよびその変換アドオンによってどのように処理されるべきかを定義します。変換用にリファイナリにファイルを送信するには、各コンテンツ・サーバーを構成する必要があります。ファイル拡張子がファイル・フォーマットと変換にマップされていると、そのタイプのファイルはコンテンツ・サーバーへのチェックイン時に変換用に送信されます。ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換のマッピングは、コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードまたは構成マネージャを使用して構成できます。

コンテンツ・サーバーではデフォルトで、Inbound Refineryに必要なすべての変換が使用可能です。コンテンツ・サーバーでのファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換の構成の詳細は、第2.2.4項「MIMEタイプについて」および第2.2.5項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」を参照してください。






3.2.2 承認される変換の設定

コンテンツ・サーバーで使用可能な変換は、リファイナリで使用可能な変換と一致する必要があります。あるファイル・フォーマットがコンテンツ・サーバーで変換にマップされると、そのフォーマットのファイルは、チェックイン時に変換用に送信されます。その変換を承認するように、1つ以上のリファイナリが設定されている必要があります。リファイナリが承認し、キューに入れる変換の最大数は、「変換リスト」ページで設定します。コンテンツ・サーバーとInbound Refineryのどちらでもデフォルトで、Inbound Refineryに必要なすべての変換が使用可能です。承認される変換の設定の詳細は、第2.3.4項「承認される変換の設定」を参照してください。






3.2.3 プライマリWeb表示可能レンディションとしてのPDFファイルの設定

プライマリWeb表示可能レンディションとしてPDFファイルを設定するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「プライマリWebレンディション」を選択します。プライマリWeb表示可能レンディション・ページが表示されます。


	
次の中から、1つ以上の変換方法を選択します。関連するコンポーネントがインストールされて有効化されていないと、変換方法は選択可能にはなりません。

	
PDFエクスポートによるPDFへの変換: WindowsまたはUNIXでの実行時には、Inbound Refineryは、サード・パーティ・アプリケーションを使用せずに、Outside In PDF Exportを使用してファイルをPDFに直接変換します。リファイナリ・サーバー上でPDFExportConverterが有効になっている必要があります。


	
サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換: Windowsでの実行時には、Inbound Refineryはいくつかのサード・パーティ・アプリケーションを使用してコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。ほとんどの場合は、ファイルを開いて印刷する機能のあるサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルがPostScriptに印刷されます。その後PostScriptファイルは、構成済のPostScriptのDistillerエンジンを使用してPDFに変換されます。Inbound Refineryでサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルを直接PDFに変換できる場合もあります。このオプションを使用して変換可能なファイル・フォーマットの詳細は、付録B「サポートされるファイル・フォーマット」を参照してください。このオプションを選択するには、リファイナリ・サーバー上でWinNativeConverterが有効になっている必要があります。また、このオプションの使用時には、Inbound Refineryには次のものが必要です。

	
PostScript Distillerエンジン


	
PostScriptプリンタ


	
変換時に使用されるサード・パーティ・アプリケーション





	
OpenOfficeを使用してPDFに変換: WindowsまたはUNIXでの実行時には、Inbound RefineryはOpenOfficeを使用して一部のファイル・タイプをPDFに直接変換できます。このオプションを使用して変換可能なファイル・フォーマットの詳細は、B.3項「OpenOfficeによりPDFに変換されるファイル・フォーマット」を参照してください。このオプションを選択するには、リファイナリ・サーバー上にOpenOfficeConversionがインストールされている必要があります。このオプションの使用時には、Inbound RefineryにはOpenOfficeのみが必要です。


	
Outside Inを使用してPDFに変換: Inbound RefineryにはOutside Inが組み込まれており、Windows上でWinNativeConverterとともに使用して、一部のコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。Outside Inは、ファイルをPostScriptに印刷するために使用されます。そのPostScriptファイルは、構成済のPostScript変換エンジンを使用してPDFに変換されます。このオプションを使用して変換可能なファイル・フォーマットの詳細は、B.1項「Outside In TechnologyによりPDFに変換されるファイル・フォーマット」を参照してください。このオプションの使用時には、Inbound RefineryにはPostScript Distillerエンジンのみが必要です。




Inbound Refineryは各受信ファイルを、コンテンツ・サーバーによってフォーマットに割り当てられた変換方法に基づいて変換しようと試みます。最初に選択された方法でそのフォーマットの変換がサポートされていない場合は、次に選択された方法でそのフォーマットがサポートされているかどうかが確認されます。Inbound Refineryでは、そのフォーマットの変換がサポートされている方法のうち、最初に選択された方法でファイルを変換しようとします。

たとえば、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションと「Outside Inを使用してPDFに変換」オプションの両方を選択するとします。次に、Microsoft Wordファイルを変換のためにリファイナリに送信します。Microsoft Wordファイル・フォーマットでは、サードパーティ・アプリケーション（Microsoft Word）を使用したPDFへの変換がサポートされているため、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法を使用して、ファイルをプライマリWeb表示可能レンディションとしてPDFに変換しようとします。

この方法が失敗した場合、「Outside Inを使用してPDFに変換」方法は試行されません。ただし、JustWriteファイルを変換のためにリファイナリに送信した場合、このファイル・フォーマットは「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法を使用したPDFへの変換がサポートされていないため、「Outside Inを使用してPDFに変換」方法でこのフォーマットがサポートされているかどうかが確認されます。このフォーマットはOutside Inによってサポートされているため、Outside InによるPDFへのファイルの変換が試行されます。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法または「Outside Inを使用してPDFに変換」方法を使用している場合は、対応する「Web表示可能なPDFファイルのオプション」ボタンをクリックします。PDFオプション・ページが表示されます。


	
PDFオプションを設定し、「更新」をクリックして変更を保存します。









3.2.4 DistillerエンジンとPDFプリンタのインストール

WinNativeConverterを使用してドキュメントをPDFに変換する場合には、DistillerエンジンとPDFプリンタを入手して、インストールおよび構成する必要があります。Outside In PDF ExportまたはOpenOfficeを使用してドキュメントを開き、PDFとして保存する場合には、これは不要です。

WinNativeConverterは、複数のサードパーティ・アプリケーションを使用してコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。ほとんどの場合は、ファイルを開いて印刷する機能のあるサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルがPostScriptに印刷されます。その後PostScriptファイルは、構成済のPostScriptのDistillerエンジンを使用してPDFに変換されます。WinNativeConverterがサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルをPDFに直接変換できる場合もあります。サード・パーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換可能なファイル・フォーマットの詳細は、B.2項「サード・パーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換されるファイル・フォーマット」を参照してください。




	
注意:

Inbound RefineryにはDistillerエンジンは付属していません。好みのDistillerエンジンを入手する必要があります。選択するDistillerエンジンは、コマンドラインから変換を実行できなければなりません。この項の手順では、例としてAFPL Ghostscriptを使用します。これは、PostScriptからPDFへの変換と変換中または変換後のPDFファイルの最適化の両方を行う、無料の強力なDistillerエンジンです。







PDFプリンタをインストールするには、次の手順を実行します。

	
Distillerエンジンを入手し、Inbound Refineryがデプロイされているコンピュータにインストールします。


	
システム・プロパティ・ユーティリティを起動します。

	
Microsoft Windows: 「スタート」→「プログラム」→「Oracle Content Server」→<refinery_instance>→「ユーティリティ」→「システム・プロパティ」を選択します。





	
「プリンタ」タブを開きます。


	
「プリンタ情報ファイル」フィールドの横の「参照」をクリックして、Distillerエンジンとともにインストールされたプリンタ情報ファイルを選択します。


	
「プリンタ名」フィールドにプリンタの名前を入力します。


	
「プリンタ・ドライバ名」フィールドにプリンタ・ドライバの名前を入力します。この名前はプリンタ・ドライバ情報ファイルで使用されている名前と一致する必要があります。


	
「プリンタ・ファイルのポート・パス」フィールドにポート・パスを入力します。たとえば、c:\temp\idcout.psと入力します。


	
「プリンタのインストール」をクリックし、表示されるプリンタのインストール指示に従います。




	
注意:

プリンタがインストールされると、「システム・プロパティ」の「プリンタ」タブのフィールドは無効になります。インストールされたプリンタが削除されると、「プリンタ」タブは再度有効になり、プリンタは再インストールする必要があります。








	
「OK」をクリックして変更を適用し、「システム・プロパティ」を終了します。









3.2.5 サード・パーティ・アプリケーション設定の構成

サード・パーティ・アプリケーション設定を変更するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
サード・パーティ・アプリケーションに対する「オプション」ボタンをクリックします。対応するオプション・ページが表示されます。次のサード・パーティ・アプリケーションのオプション・ページはInbound Refinery固有です。

	
Distillerエンジンのオプション・ページ


	
Wordオプション・ページ


	
Excelオプション・ページ


	
Powerpointオプション・ページ


	
Visioオプション・ページ


	
InDesignオプション・ページ


	
OpenOfficeのオプション・ページ





	
サード・パーティ・アプリケーションのオプションを変更します。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









3.2.6 PDF変換に対するタイムアウト設定の構成

PDFファイル生成に対するタイムアウト設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「タイムアウトの設定」を選択します。タイムアウトの設定ページが表示されます。


	
次の変換操作に対する「最低(Minimum)」(分単位)、「最高(Maximum)」および「ファクタ」を入力します。

	
ネイティブからPostScript: 元の(ネイティブ)ファイルがPostScript(PS)ファイルに変換されるステージ。


	
PostScriptからPDF: PSァイルがPortable Document Format(PDF)ファイルに変換されるステージ。


	
FrameMakerからPostscript: これらの値は、Adobe FrameMakerファイルからPSファイルへの変換に適用されます。


	
PDF Post作成: ファイルがPDFフォーマットに変換された後に処理が実行されるステージ。




タイムアウト設定の計算方法および例については、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









3.2.7 Outside In使用時のマージンの設定

Inbound RefineryにはOutside Inバージョン8.3.2が含まれます。Outside Inを使用してグラフィックをPDFに変換する際には、生成されるPDFのマージンを、0～4.23インチまたは0～10.76 cmに設定できます。デフォルトでは、Inbound Refineryは上下左右に1インチのマージンを使用します。

これらのマージンを調整するには、次の手順を実行します。

	
テキスト・エディタを使用して、リファイナリのDomainDir/ucm/ibr/binディレクトリにあるintradoc.cfgファイルを開きます。


	
次の設定を変更します。


OIXTopMargin=
OIXBottomMargin=
OIXLeftMargin=
OIXRightMargin=


	
マージンの単位をインチからcmに変更するには、次のように設定します。


 OIXMarginUnitInch=false


	
intradoc.cfgファイルに加えた変更を保存します。


	
リファイナリを再起動します。











3.3 OpenOfficeの構成

OpenOfficeで変換を処理する場合には、追加の構成をお薦めします。この項の内容は次のとおりです。

	
第3.3.1項「構成に関する注意事項」


	
第3.3.2項「Inbound RefineryでのOpenOfficeの使用の構成」


	
第3.3.3項「OpenOfficeクラス・ファイルへのクラスパスの設定」


	
第3.3.4項「ホストへのログインなしでのOpenOfficeの使用」






3.3.1 構成に関する注意事項

通常は、OpenOffice ListenerがInbound Refineryコンピュータ上で常に実行されていないと、PDF変換は失敗します。WindowsでのOpenOfficeの実行時には、Setup.xcuファイルでOpenOfficeポートを構成し、OpenOffice Quickstarterを実行する必要があります。Quickstarterは、OpenOfficeアプリケーションへのショートカットをシステム・トレイに追加し、バックグラウンド・プロセスとしてOpenOffice Listenerを実行します。

デフォルトでは、Quickstarterはシステムの起動時にロードされ、システム・トレイにOpenOfficeアイコンを表示します。Quickstarterを起動するには、いずれかのOpenOfficeアプリケーションを起動します。その後アプリケーションを閉じても、Quickstarterは実行されたままとなります。システム起動時にロードされるようにQuickstarterを設定するには、システム・トレイでOpenOfficeアイコンを右クリックし、「Load OpenOffice.org During System Start-Up」を選択します。




	
注意:

Windows XP、2000、2003では、サービスとして実行されているInbound RefineryからOpenOfficeを起動できます。ただし、OpenOffice Listenerを実行するにはWindowsにログインしていなければならないため、Inbound Refineryをサービスとして実行している場合でも、PDF変換にOpenOfficeを使用する場合には、Windowsにログインしている必要があります。








3.3.1.1 OpenOfficeポートの構成とListenerの設定

UNIXでのOpenOfficeの実行時には、OpenOfficeポートを構成し、Listenerとして機能するsofficeを実行することをお薦めします。必要に応じて、WindowsではsofficeをQuickstarterのかわりに使用できます。sofficeを起動するには、次のディレクトリにあるsoffice.exeファイルを実行します。

Windows: <OpenOffice_install_dir>\openoffice.org3\program\

UNIX: <OpenOffice_install_dir>/openoffice.org3/program




	
注意:

3.xより前のOpenOfficeのバージョンでは、soffice.exeは次のディレクトリにあります。
Windows: <OpenOffice_install_dir>\program\

UNIX: <OpenOffice_install_dir>/program










Setup.xcuまたはmain.xcdの編集

3.3より前のバージョンのOpenOfficeでは、リスニング・ポートの構成にSetup.xcuファイルを使用していました。バージョン3.3から、Setup.xcuはmain.xcdファイルに取り込まれました。3.3より前のバージョンのOpenOfficeを構成する場合は、次の手順はSetup.xcuファイルの編集に当てはまります。3.3以降のバージョンのOpenOfficeを構成する場合は、次の手順はmain.xcdファイルの編集に当てはまります。

OpenOfficeポートを構成するには、次の手順を実行します。

	
標準のテキスト・エディタで、OpenOfficeのSetup.xcuファイル(3.3より前のバージョンの場合)またはmain.xcdファイル(3.3以降のバージョンの場合)を開きます。Setup.xcuファイルは次のディレクトリにあります。

Windows: <OpenOffice_install_dir>\share\registry\data\org\openoffice\

UNIX: <OpenOffice_install_dir>/share/registry/data/org/openoffice

main.xcdファイルは次のディレクトリにあります。

Windows: <OpenOffice_install_dir>\openoffice.org\basis<version_number>\share\registry

UNIX:<OpenOffice_install_dir>/openoffice.org/basis<version_number>/share/registry


	
<node oor:name="Office">要素を検索します。この要素には複数の<prop/>要素が含まれます。


	
次の<prop/>要素を、既存の要素と同じレベルに、最初の要素として挿入します。


<prop oor:name="ooSetupConnectionURL" oor:type="xs:string">
<value>socket,host=localhost,port=8100;urp;</value>
</prop>


これによりOpenOfficeは、ポート8100でソケットを提供し、そこでUNOリモート・プロトコル(URP)を使用して接続を処理するように構成されます。ファイアウォールでネットワーク外からの接続に対してポート8100をブロックしてください。ポート8100の使用をお薦めします。ただしポート8100がマシン上ですでに使用されている場合は、ポート番号の調整が必要になります。この場合、要素内の8100を使用するポート番号で置き換えます。


	
Setup.xcuまたはmain.xcdファイルに変更を加えたら、Quickstarter(Windows)またはsoffice(UNIXまたはWindows)を停止してから再起動します。








3.3.1.2 sofficeのコマンドライン・パラメータを使用したセッションに対するポートの設定

Setup.xcuファイルでOpenOfficeポートを構成してからOpenOffice Quickstarter(Windows)またはsoffice(UNIXまたはWindows)を実行するかわりに、コマンドラインからパラメータを指定してsofficeを起動できます。ただし、これらの設定は現在のセッションにのみ適用されます。コマンドラインからパラメータを指定してsofficeを起動するには、次の手順を実行します。

	
コマンド・ウィンドウを開き、次のディレクトリに移動します。

Windows: <OpenOffice_install_dir>\openoffice.org3\program\

UNIX: <OpenOffice_install_dir>/openoffice.org3/program


	
次のコマンドを入力します。


soffice "-accept=socket,port=8100;urp;"


	
コマンド・ウィンドウを開き、次のいずれかのコマンドを入力することにより、OpenOfficeが指定したポートでリスニングしていることを確認します。


netstat -a
netstat -na


次のような出力は、OpenOfficeがリスニングしていることを示します。


TCP <Hostname>:8100 <Fully qualified hostname>: 0 Listening











3.3.2 Inbound RefineryでのOpenOfficeの使用の構成

OpenOfficeを使用するようにInbound Refineryを構成するには、次の手順を実行します。

	
OpenOfficeのSetup.xcuファイルの編集時にポート8100を使用しなかった場合は、次の手順を実行します。

	
Inbound Refineryの管理インタフェースで、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
OpenOfficeに対する「オプション」ボタンをクリックします。OpenOfficeのオプション・ページが表示されます。


	
「OpenOffice Listenerに接続するためのポート」フィールドに、OpenOfficeのSetup.xcuファイルの編集時に使用したポートを入力します。


	
「更新」をクリックします。





	
Inbound Refineryを再起動します。









3.3.3 OpenOfficeクラス・ファイルへのクラスパスの設定

OpenOfficeを使用したドキュメントの変換では、Oracle Inbound RefineryにはOpenOfficeとともに配布されるクラス・ファイルが必要です。DomainHome/ucm/ibr/binディレクトリにあるリファイナリのintradoc.cfgファイルで、OpenOfficeクラス・ファイルへのパスを設定する必要があります。intradoc.cfgファイルでパスを設定するには、次の手順を実行します。

	
DomainHome/ucm/ibr/binディレクトリに移動し、標準のテキスト・エディタでintradoc.cfgファイルを開きます。


	
ファイルの最後に次のように入力します。


JAVA_CLASSPATH_openoffice_jars=<OfficePath>/Basis/program/classes/unoil.jar:<OfficePath>/URE/java/ridl.jar:<OfficePath>/URE/java/jurt.jar:<OfficePath>/URE/java/juh.jar





	
注意:

<OfficePath>の実際の値にはスペースが含まれる可能性があるため、Microsoft Windows環境でこの値を設定する際は注意が必要です。パスは引用符で囲まず、パス区切りには円記号(\)ではなくスラッシュ(/)を使用し、パス内のスペースは円記号(\)を使用してエスケープするようにしてください。たとえば、Windows環境で正しく表記されたクラスパスは、次のようになります。

JAVA_CLASSPATH_openoffice_jars=C:/Program\ Files/OpenOffice.org\
3/Basis/program/classes/unoil.jar:C:/Program\ Files/OpenOffice.org\
3/URE/java/ridl.jar:C:/Program\ Files/OpenOffice.org\
3/URE/java/jurt.jar:C:/Program\ Files/OpenOffice.org\ 3/URE/java/juh.jar










	
intradoc.cfgファイルを保存して閉じます。


	
Inbound Refineryを再起動します。









3.3.4 ホストへのログインなしでのOpenOfficeの使用

Inbound RefineryではOpenOfficeを使用して、いくつかのファイル・タイプをPDFに直接変換できます。これはOpenOffice Listenerを構成することにより行われるため、変換が成功するにはListenerが実行されている必要があります。通常、OpenOfficeでドキュメントを開いて処理するには、OpenOfficeがインストールされているコンピュータにログインしている必要があります。ただし、OpenOffice Listenerはグラフィカル・ユーザー・インタフェースなしのヘッドレス・モードで実行できます。




	
注意:

ヘッドレス・モードで動作するようにOpenOffice Listenerを設定する前に、非ヘッドレス・モードで動作するOpenOfficeを使用してドキュメントをPDFに変換できることを確認してください。また、起動ダイアログ、ヒント・ウィザード、更新通知など、OpenOfficeが使用可能になる前に表示されるすべての不要な画面をオフにします。これらの画面が消去されるまで変換は続行されず、ヘッドレス・モードではこれらは表示されないため、これらの画面はリファイナリ・プロセスのタイムアウトの原因となります。







この項の内容は次のとおりです。

	
第3.3.4.1項「Windowsホストでのヘッドレス・モードの設定」


	
第3.3.4.2項「UNIXホストでのヘッドレス・モードの設定」






3.3.4.1 Windowsホストでのヘッドレス・モードの設定

WindowsホストにログインせずにOpenOfficeを使用してドキュメントをPDFに変換するには、OpenOffice Listenerをヘッドレス・モードで実行するためのカスタム・サービスを作成する必要があります。Windows Resource Kitに、カスタム・サービスを作成するためのINSTSRV.EXEおよびSRVANY.EXEユーティリティが含まれています。

カスタムOpenOfficeサービスを設定するには、次の手順を実行します。


	
MS-DOSコマンド・プロンプトで、次のコマンドを入力します。


<path>\INSTSRV.EXE  <service_name> <path>\SRVANY.EXE


<path>はWindows Resource Kitへのパス、<service_name>はカスタム・サービスの名前です。この名前は自由に付けられますが、サービスの内容を説明するものにしてください。完了すると、新しいサービス・キーがWindowsレジストリ内に作成されます。


	
「スタート」→「ファイル名を指定して実行」を選択し、regeditと入力し、「OK」をクリックして、レジストリ・エディタを開きます。レジストリ・エディタが表示されます。



	
注意:

編集する前にレジストリをバックアップしてください。






	
「ファイル」→「エクスポート」を選択し、バックアップ・ファイルの名前を入力し、「保存」をクリックすることによって、レジストリをバックアップします。レジストリのリストアが必要になったときのために、バックアップ・ファイルの保存先を覚えておいてください。


	
最初の手順で作成した新しいレジストリ・キーに移動し、新しいサービス・キーを選択します。新しいキーは次の場所にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\<service_name>


	
新しいキーを選択した状態で、「編集」→「新規」→「キー」を選択し、Parametersという名前を付けます。


	
「Parameters」キーを右クリックし、「新規」→「文字列値」を選択し、値にApplicationという名前を付けます。


	
「Application」文字列を右クリックし、「修正」を選択します。


	
soffice.exeへのフルパスとその後に-headlessを入力します。次に例を示します。

C:\Program Files\OpenOffice2.0\program\soffice.exe –headless


	
レジストリ・エディタを終了して、コンピュータを再起動します。


	
コンピュータが再起動したら、「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「管理ツール」→「サービス」を選択して、Windowsサービスを開きます。「Windowsサービス」画面が表示されます。


	
作成したサービスを右クリックして「プロパティ」を選択し、サービスが自動的に開始されるように設定されていることを確認します。


	
「ログオン」タブを選択し、「このアカウント」を選択します。これにより、サービスが特定のユーザー・アカウントを使用して実行されるようになります。


	
Inbound Refineryが実行に使用しているものと同じユーザー資格証明を入力します。



	
注意:

Inbound Refineryユーザーには、Inbound Refineryコンピュータにサービスとしてログオンする権利が必要です。






	
サービスを開始し、変更を承認し、Windowsサービスを終了します。









3.3.4.2 UNIXホストでのヘッドレス・モードの設定

UNIXホストにログインせずにOpenOfficeを使用してドキュメントをPDFに変換するには、OpenOffice Listenerを仮想バッファ・ディスプレイ(Xサーバー)を使用して、グラフィカル・ユーザー・インタフェースなしのヘッドレス・モードで実行する必要があります。




	
重要:

UNIX環境はそれぞれ異なります。この情報は、UNIXプラットフォーム上でOpenOffice Listenerをヘッドレス・モードで設定するための一般的なガイドラインです。Red Hat EL4用の手順の例も含まれています。







一般的に、UNIXプラットフォーム上でOpenOffice Listenerをヘッドレス・モードで動作するように構成するには、次の手順を実行します。




	
注意:

OpenOfficeをヘッドレス・モードで動作するように設定する前に、OpenOfficeを非ヘッドレス・モードで使用して、ドキュメントをPDFに問題なく変換できるようにInbound Refineryが正しくインストールおよび構成されていることを確認してください。







	
システムの起動時にInbound Refineryを実行するための起動スクリプトを作成します。


	
OpenOfficeを実行できるように、仮想Xサーバーを構成し、システムの起動時にそれを実行するための起動スクリプトを作成します。


	
システムの起動時にOpenOfficeをヘッドレス・モードで実行するための起動スクリプトを作成します。


	
次の順序で起動スクリプトを実行するように、システムを構成します。

	
Inbound Refineryを起動する。


	
仮想Xサーバーを起動する。


	
OpenOfficeを起動する。



	
注意:

仮想XサーバーはOpenOfficeを起動する前に起動する必要があります。そうしないと、OpenOfficeは起動しません。また、システムの起動時にWebサーバーも実行されるように構成されていることを確認してください。




















3.4 Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換

この項の内容は次のとおりです。

	
第3.4.1項「Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換について」


	
第3.4.2項「Microsoft WordファイルのPDFへの変換」


	
第3.4.3項「Microsoft ExcelファイルのPDFへの変換」


	
第3.4.4項「Microsoft PowerPointファイルのPDFへの変換」


	
第3.4.5項「Microsoft VisioファイルのPDFへの変換」


	
第3.4.6項「Officeドキュメントでの相対リンクと絶対リンクの使用」






3.4.1 Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換について

Windowsでの実行時には、Inbound RefineryはMicrosoft Officeを使用してMicrosoft OfficeファイルをPDFファイルに変換できます。次のMicrosoft Officeバージョンがサポートされています。

	
Microsoft Office 2003


	
Microsoft Office 2007

Microsoft Office 2010



	
注意:

Microsoft Office 2007のサポートには、Microsoft Project 2007のサポートは含まれません。








次の重要な注意事項に留意してください。

	
プライマリWeb表示可能レンディション・ページで「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションが選択されていると、Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換にMicrosoft Officeが使用されます。


	
Inbound Refineryは、Microsoft Officeファイル内の多数の特殊機能を、生成されるPDFファイル内のリンクに変換できます。Microsoft Officeファイルに対する変換オプションは、サードパーティ・アプリケーションの設定ページを使用して設定します。


	
Microsoft Officeファイルの変換がタイムアウトしないようにするには、ユーザー入力を必要とするすべての機能を無効にします。これには、パスワード保護、マクロの無効化などのセキュリティ通知、およびオンライン・コンテンツの表示やユーザー・フィードバック・プログラムへの参加のためのオンライン・アクセス・リクエストが含まれます。これらの機能およびその他の同様の機能を無効化する方法の詳細は、Microsoft社の各製品のドキュメントを参照してください。


	
Microsoft OfficeファイルがPDFファイルに正常に変換されたが、ファイル内の1つ以上のリンクをPDFファイル内のリンクに変換できなかった場合、そのファイルの変換ステータスは不完全に設定されます。これを防ぐには、リファイナリのDomainDir\ucm\ibr\bin\ディレクトリにあるintradoc.cfg構成ファイルで、AllowSkippedHyperlinkToCauseIncomplete=Falseと設定します。









3.4.2 Microsoft WordファイルのPDFへの変換

Inbound RefineryをWindows上で実行している場合にMicrosoft Wordを使用してWordファイルをPDFに変換するときには、次の点に注意してください。

	
Wordファイル内でドキュメントの印刷範囲外にある情報は、PDFには変換されません。


	
パスワードの必要性が解除されないかぎり、パスワードで保護されたファイルはタイムアウトします。


	
Word 2003では、「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。そうしないと、これらのファイルはタイムアウトする可能性があります。


	
WordリンクのPDFへの変換用のオプションは、Wordオプション・ページにあります。


	
Wordファイル内の次のタイプのリンクをPDFに変換できます。

	
絶対URLリンク(例 http://www.example.com)。ページ上のターゲットを指定するリンクも使用できます(例 http://idvm001/ibr/portal.htm#target)。絶対URLリンクとして処理されるには、Wordはリンクの一部としてhttp://接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft Wordのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。


	
相対URLリンク(例 ../../../../portal.htm)。これらのリンクには、サーバー名やプロトコル接頭辞は含まれません。


	
mailtoリンク(電子メール・アドレスへのリンク。例 mailto:support@example.com)。電子メール・リンクとして処理されるには、Wordはリンクの一部としてmailto:接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft Wordのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。


	
目次リンク(生成されるPDFファイルではしおりに変換されます)。


	
しおり(自動生成されたか作成者が生成したしおりへの内部リンク)。


	
標準の見出しスタイル(見出し1、見出し2など。生成されるPDFファイルではしおりに変換されます)。


	
脚注と文末脚注へのリンク


	
UNCパス・リンク(例 \\server1\c\TestDocs\MSOfficeXP\word\target.doc)。このオプションは、「Wordオプション」パネルでは現在使用できません。この機能を有効にするには、リファイナリ接続のintradoc.cfgファイル(DomainHome\ucm\ibr\bin\intradoc.cfg)で、ProcessWordUncLinks=true変数を設定する必要があります。一般的に、UNCパスはWebブラウザでは意味を持ちません。UNCパスはURLではありません。したがって、UNCパス・リンクを正しく解決するためには、PDFをWebブラウザ外で開く必要があります。UNCパス・リンクを使用している場合は、クライアント・コンピュータ上のReaderで、PDFファイルをブラウザ外で開くように構成してください。





	
テキスト・ボックス内のリンクは変換されません。


	
表内のリンクされたオートシェイプやオブジェクト(図やワードアート・オブジェクトなど)は変換されません。


	
生成される一部のPDFファイルでは、リンクのホットスポットが実際のテキストから多少ずれる(1、2文字分)ことがあります。現時点では、この事象に関連する既知の問題はなく、解決策もありません。









3.4.3 Microsoft ExcelファイルのPDFへの変換

Inbound RefineryをWindows上で実行している場合にMicrosoft Excelを使用してExcelファイルをPDFに変換するときには、次の点に注意してください。

	
Excelファイル内でドキュメントの印刷範囲外にある情報は、PDFには変換されません。


	
パスワードの必要性が解除されないかぎり、パスワードで保護されたファイルはタイムアウトします。


	
Excel 2003では、「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。そうしないと、これらのファイルはタイムアウトする可能性があります。


	
ExcelリンクのPDFへの変換用のオプションは、Excelオプション・ページにあります。


	
外部リンクのみがPDFリンクに変換されます。これは、現在の実装では、生成されるPDFファイルのどのページに内部リンク(しおり)のターゲットが含まれるか特定できない(または特定が非常に困難である)ためです。


	
Excelファイル内の次のタイプのリンクのみをPDFに変換できます。

	
絶対URLリンク(例 http://www.example.com)。ページ上のターゲットを指定するリンクも使用できます(例 http://idvm001/ibr/portal.htm#target)。絶対URLリンクとして処理されるには、Excelはリンクの一部としてhttp://接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft Excelのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。


	
相対URLリンク(例 ../../../../portal.htm)。これらのリンクには、サーバー名やプロトコル接頭辞は含まれません。


	
mailtoリンク(電子メール・アドレスへのリンク。例 mailto:support@example.com)。電子メール・リンクとして処理されるには、Excelはリンクの一部としてmailto:接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft Excelのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。



	
注意:

「Excelオプション」パネルには、絶対URLリンクと相対URLリンクに対する個別の設定はありません。「ExcelのURLリンクを処理」オプションを選択すると、絶対URLリンクおよび相対URLリンクはすべてPDFに変換されます。






	
UNCパス・リンク(例 \\server1\c\TestDocs\MSOfficeXP\word\target.doc)。このオプションは、「Excelオプション」パネルでは現在使用できません。この機能を有効にするには、リファイナリ接続のintradoc.cfgファイル(DomainHome\ucm\ibr\bin\intradoc.cfg)で、ProcessExcelUncLinks=true変数を設定する必要があります。一般的に、UNCパスはWebブラウザでは意味を持ちません。UNCパスはURLではありません。したがって、UNCパス・リンクを正しく解決するためには、PDFをWebブラウザ外で開く必要があります。UNCパス・リンクを使用している場合は、クライアント・コンピュータ上のReaderで、PDFファイルをブラウザ外で開くように構成してください。





	
リンクはセル内にある場合にのみ変換されます。テキスト・ボックス、ワードアート・オブジェクトなどの中にあるリンクは変換されません。生成されるPDFファイルでは、リンクに対するホットスポットは、リンクを含むセルになります。


	
ワークシートの「Page Setup」の「Scaling」は、「Adjust to: ### % normal size」(「Fit to Page」ではなく)に設定する必要があります。さらに、拡大縮小率が100%に近いほど、変換結果がよくなります。









3.4.4 Microsoft PowerPointファイルのPDFへの変換

Inbound RefineryをWindows上で実行している場合にMicrosoft PowerPointを使用してPowerPointファイルをPDFに変換するときには、次の点に注意してください。

	
PowerPointファイル内でドキュメントの印刷範囲外にある情報は、PDFには変換されません。


	
パスワードの必要性が解除されないかぎり、パスワードで保護されたファイルはタイムアウトします。


	
PowerPoint 2003では、「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。そうしないと、これらのファイルはタイムアウトする可能性があります。


	
PowerPointリンクのPDFへの変換用のオプションは、Powerpointオプション・ページにあります。


	
PowerPointには2つのタイプのリンクがあります。1つはすべてのOfficeアプリケーションで同様に動作するハイパーリンクであり、もう一つは動作設定です。MSOfficeConverter.exeでは、次の動作設定がサポートされます。ハイパーリンク: 次のスライド、前のスライド、URL。その他すべてのリンクはハイパーリンクとして挿入する必要があります。


	
PowerPointファイル内の次のタイプのハイパーリンクをPDFに変換できます。

	
絶対URLリンク(例 http://www.example.com)。ページ上のターゲットを指定するリンクも使用できます(例 http://idvm001/ibr/portal.htm#target)。絶対URLリンクとして処理されるには、PowerPointはリンクの一部としてhttp://接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft PowerPointのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。


	
相対URLリンク(例 ../../../../portal.htm)。これらのリンクには、サーバー名やプロトコル接頭辞は含まれません。


	
mailtoリンク(電子メール・アドレスへのリンク。例 mailto:support@example.com)。電子メール・リンクとして処理されるには、PowerPointはリンクの一部としてmailto:接頭辞を返す必要があります。サポートされるすべてのMicrosoft PowerPointのバージョンでは、このルールが自動的に適用されます。


	
しおり(自動生成されたか作成者が生成したしおりへの内部リンク)。



	
注意:

「Powerpointオプション」パネルには、絶対URLリンクと相対URLリンクに対する個別の設定はありません。「PowerPointのハイパーリンクを処理する」オプションを選択すると、絶対URLリンクおよび相対URLリンクはすべてPDFに変換されます。






	
UNCパス・リンク(例 \\server1\c\TestDocs\MSOfficeXP\word\target.doc)。このオプションは、「Powerpointオプション」パネルでは現在使用できません。この機能を有効にするには、リファイナリ接続のintradoc.cfgファイル(DomainHome\ucm\ibr\bin\intradoc.cfg)で、ProcessPowerPointUncLinks=true変数を設定する必要があります。一般的に、UNCパスはWebブラウザでは意味を持ちません。UNCパスはURLではありません。したがって、UNCパス・リンクを正しく解決するためには、PDFをWebブラウザ外で開く必要があります。UNCパス・リンクを使用している場合は、クライアント・コンピュータ上のReaderで、PDFファイルをブラウザ外で開くように構成してください。





	
PowerPointハイパーリンクを処理できるのは、PowerPointプレゼンテーションをSlidesフォーマットで変換する場合のみです。


	
1つのテキスト行のリンク上のオブジェクト(テキスト・ボックスなど)にリンクを付けることも技術的に可能です。ただし、PDFの構築方法により、オブジェクトに対するリンクのみが生成されるPDFファイルでアクティブになります。論理的には、PDF内の特定のスポットには1つのアクションしか割り当てられないため、一番上のアクションが実行されます。









3.4.5 Microsoft VisioファイルのPDFへの変換

Inbound RefineryをWindows上で実行している場合にMicrosoft Visioを使用してVisioファイルをPDFに変換するときには、次の点に注意してください。

	
Visioファイル内でドキュメントの印刷範囲外にある情報は、PDFには変換されません。


	
部門連係フローチャート・テンプレートを使用して作成されたVisioファイルでは、Visioがファイルを開こうとするとポップアップ・ダイアログが表示されることがあり、リファイナリ・コンピュータ上で手動でこのダイアログが消去されないとリファイナリ・プロセスはタイムアウトします。これを防ぐには、部門連係フローチャート・テンプレートをベースとしてファイルを作成しないでください。Outside Inを使用して、部門連係フローチャート・テンプレートに基づくVisioファイルを変換することはできます。ただし、VisioリンクはOutside Inによって変換されません。


	
パスワードの必要性が解除されないかぎり、パスワードで保護されたファイルはタイムアウトします。


	
Visio 2003では、「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブを選択し、「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。そうしないと、これらのファイルはタイムアウトする可能性があります。


	
VisioリンクのPDFへの変換用のオプションは、Visioオプション・ページにあります。


	
Visioファイル内の次のタイプのリンクをPDFに変換できます。

	
絶対URLリンク(例 http://www.example.com)。ページ上のターゲットを指定するリンクも使用できます(例 http://idvm001/ibr/portal.htm#target)。Visioでは、他のOfficeアプリケーションでは適用されるリンク・ルールの一部が適用されません。したがって、Visioドキュメントの作成者はリンクの一部としてhttp://接頭辞を使用する必要があります。接頭辞が見つからないと、リンクは相対URLリンクとして変換されます。この場合、PDF内でリンクが希望どおりに生成されない可能性が高くなります。作成者がこの接頭辞を指定しないと、変換エンジンはリンクを相対リンクおよびmailtoリンクと区別できません。


	
相対URLリンク(例 ../../../../portal.htm)。これらのリンクには、サーバー名やプロトコル接頭辞は含まれません。


	
mailtoリンク(電子メール・アドレスへのリンク。例 mailto:support@example.com)。Visioでは、他のOfficeアプリケーションでは適用されるリンク・ルールの一部が適用されません。したがって、Visioドキュメントの作成者はリンクの一部としてmailto:接頭辞を使用する必要があります。接頭辞が見つからないと、リンクは相対URLリンクとして変換されます。この場合、PDF内でリンクが希望どおりに生成されない可能性が高くなります。作成者がこの接頭辞を指定しないと、変換エンジンはリンクを絶対リンクおよび相対リンクと区別できません。


	
しおり(自動生成されたか作成者が生成したしおりへの内部リンク)。「Visioオプション」パネルで「内部Visioリンクの処理」が選択されていると、他のシートへのすべての内部ドキュメント・リンクが生成されるPDFに含まれます。



	
重要:

Visio 2003内の内部リンクが正しく変換されるようにするためには、リンクの作成時にアドレス・フィールドを消去する必要があります。デフォルトでは、アドレス・フィールドにはリンクが存在するファイルのファイル名が挿入されています。消去しないと、リンクは元のファイルへのリンクとして変換され、ユーザーがそのリンクをクリックすると、元のファイルをダウンロードするように求められます。






	
UNCパス・リンク(例 \\server1\c\TestDocs\MSOfficeXP\word\target.doc)。このオプションは、「Visioオプション」パネルでは現在使用できません。この機能を有効にするには、リファイナリ接続のintradoc.cfgファイル(DomainHome\ucm\ibr\bin\intradoc.cfg)で、ProcessVisioUncLinks=true変数を設定する必要があります。一般的に、UNCパスはWebブラウザでは意味を持ちません。UNCパスはURLではありません。したがって、UNCパス・リンクを正しく解決するためには、PDFをWebブラウザ外で開く必要があります。UNCパス・リンクを使用している場合は、クライアント・コンピュータ上のReaderで、PDFファイルをブラウザ外で開くように構成してください。





	
すべてのMicrosoft Visioファイルは、プリンタの用紙サイズと向きが、図面のページ・サイズと向きと一致するように設定する必要があります。そうしないと、リンクは正しく変換されません(間違った場所に配置されます)。たとえば、プリンタの用紙が「Letter/Landscape」に設定されている場合、図面のページも「Letter/Landscape」に設定する必要があります。


	
生成されるPDFファイルでは、Visioリンクに対するホットスポットは、図形を囲む正方形になります(図形自体が正方形ではなくても)。









3.4.6 Officeドキュメントでの相対リンクと絶対リンクの使用

Word、Excel、PowerPointおよびVisioファイルでは、相対リンクと絶対リンクの両方をPDFに変換できます。

	
絶対リンクの例:

http://system/ucm/groups/public/documents/addacct/000123.pdf


	
相対リンクの例:

..\addacct\000123.pdf




リンクの作成時には、絶対リンクと相対リンクにはそれぞれメリットとデメリットがあります。絶対リンクは簡単にコピー・アンド・ペーストできますが、相対リンクでは、コンテンツ・サーバーが新しいコンピュータに移行された場合やIPアドレスとDNS名が変更された場合の問題を排除できます。相対リンクは常に、チェックインするドキュメントのWeb表示可能ファイルの場所に対して相対的になります。




	
重要:

次の手順は、Microsoft OfficeがインストールされたInbound Refineryで「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションを使用する場合を示します。この手順は、UNIX上でInbound Refineryを使用する構成には該当しません。







Word、Excel、PowerPointおよびVisioドキュメントで相対リンクを使用するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
サード・パーティ・アプリケーションに対する「オプション」ボタンをクリックします。対応するオプション・ページが表示されます。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
ドキュメントの作成時に、絶対リンクではなく、相対リンクを使用します。これらのリンクは、チェックインするドキュメントに対するWeb表示可能ファイルの場所に対して相対的であることを理解することが重要です。

	
例1: 同じドキュメント・タイプおよびセキュリティへの相対リンク

ドキュメント000123に対するリンクを作成するとします。ドキュメントがセキュリティ・グループpublicおよびドキュメント・タイプadacctにチェックインされているとすると、ドキュメントのWeb表示可能URLは次のようになります。

http://system/ucm/groups/public/documents/adacct/000123.pdf

次に、ドキュメント000456を同じセキュリティ・グループおよびドキュメント・タイプにチェックインすると、そのWeb表示可能URLは次のようになります。

http://system/ucm/groups/public/documents/adacct/000456.pdf

URLパスは000123と同一であるため、ドキュメント内の000456に対する相対URLリンクは、次のとおりで十分です。

000123.pdf


	
例2: 異なるドキュメント・タイプへの相対リンク

同じドキュメント名を使用し、ドキュメント000456を同じセキュリティ・グループで別のドキュメント・タイプにチェックインすると、そのWeb表示可能URLは次のようになります。

http://system/ucm/groups/public/documents/adcorp/000456.pdf

これは、000123.pdfを見つけるには、相対URLリンクは1つ上のディレクトリに移動してからadacctに移動する必要があることを意味します。相対URLリンクは次のようになります。

..\adacct\000123.pdf


	
例3: 異なるドキュメント・セキュリティへの相対リンク

次に、ドキュメント000456のセキュリティ・グループも変更すると、そのWeb表示可能URLは次のようになります。

http://system/ucm/groups/secure/documents/adcorp/000456.pdf

これは、相対URLリンクは3つ上のディレクトリに移動してから、000123.pdfまで下りていく必要があることを意味します。相対URLリンクは次のようになります。

..\..\..\public\adacct\000123.pdf





	
ドキュメントをコンテンツ・サーバーにチェックインします。ドキュメントのPDFへの変換時には、リファイナリは、チェックインされる各ドキュメントに対するWeb表示可能ファイルの場所に対して相対的なリンクを作成します。











3.5 PDF変換の問題のトラブルシューティング

この項の内容は次のとおりです。

	
第3.5.1項「PDF変換の問題のトラブルシューティング・プロセス」


	
第3.5.2項「一般的な変換の問題」


	
第3.5.3項「Inbound Refineryの設定と実行に関する問題」


	
第3.5.4項「PDF表示の問題」






3.5.1 PDF変換の問題のトラブルシューティング・プロセス

PDF変換に関する問題の大半は、次のいずれかのカテゴリに分類されます。

	
コンテンツ・サーバーへのファイルのチェックイン時にPDFが生成されない。


	
PDFは生成されるが、出力に問題がある。




PDF変換の問題のトラブルシューティング時には、問題が特定の1つのファイルにのみ関連しているのか、そのタイプのすべてのファイルに関連しているのか、またはすべてのファイルに関連しているのかを、まず特定する必要があります。たとえば、Microsoft ExcelドキュメントのPDFへの変換時に問題が起きる場合、別のMicrosoft Excelドキュメント(できればより小さくて単純なファイル)をチェックインしてみます。問題が特定のファイルでのみ発生する場合は、ファイルの破損、ファイルの設定、フォーマットなど、問題はそのファイル内の何かに関連している可能性が高いでしょう。

PDFが生成されない場合:

コンテンツ・サーバーへのファイルのチェックイン時にPDFが生成されない場合は、次の基本的なトラブルシューティング手順を実行します。

	
Inbound Refineryとエージェントのログを調べ、変換処理のどのステップ(PostScriptへの印刷、PostScriptからPDFへの変換など)が失敗しているかを特定します。Inbound Refineryとエージェントのログの表示およびエージェントに対する詳細ロギングの有効化の詳細は、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。


	
ファイルが変換中にタイムアウトする場合は、まず同じタイプの、より小さくて単純な別のファイルをチェックインしてみます。複数のファイルがタイムアウトする場合は、タイムアウト値を調整してから、ファイルを変換用に再送信します。タイムアウト値の構成の詳細は、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。


	
ファイルがPostScriptに印刷されない場合は、ファイルを手動でPostScriptに印刷してみます。PostScriptへの出力エラーの大半は、次の原因に関連しています。

	
IDC PDF Converter PostScriptプリンタがインストールされていない。


	
IDC PDF Converter PostScriptプリンタが正しく命名または設定されていない。





	
ファイルがPostScriptに正常に出力されるがPDFに変換されない場合は、またまず同じタイプの、より小さくて単純な別のファイルをチェックインしてみます。問題が特定のファイルに固有でない場合、またはファイル内で変換の失敗の原因となっている問題を特定できない場合は、問題は使用しているDistillerエンジンに関連している可能性が高いでしょう。









3.5.2 一般的な変換の問題

次の原因により、コンテンツ・アイテムが正しく変換されない、またはまったく変換されないことがあります。

	
ドキュメント内の情報がドキュメントの印刷範囲外にある: ドキュメントの作成に使用されたネイティブ・アプリケーションおよびシステムの設定方法によっては、ドキュメントはPostScriptファイルに印刷されて、その後そのPostScriptファイルがPDFに変換されます。したがって、ドキュメントの印刷範囲外にあるドキュメントの情報は、生成されるPDFには含まれません。


	
Inbound Refineryが変換エンジンに適していないファイルを変換しようとしている: たとえば、Microsoft Word以外のアプリケーションで作成されたファイルの拡張子がdocである場合、ドキュメントはMicrosoft Wordで開かれますが、これは正しくありません。したがって、変換は失敗します。


	
変換に使用されるサード・パーティ・アプリケーションが起動ダイアログ、ヒント・ウィザード、更新通知など、ユーザーによる操作を必要とする項目とともに起動する: これにより、Inbound Refineryはファイルを正しく処理および変換できず、変換はタイムアウトします。サード・パーティ・アプリケーションを変換目的で使用する前に、このような機能はすべてオフにしてください。


	
Inbound RefineryのJava仮想マシン(JVM)がフリーズしている: これは通常、無効なファイル・フォーマットを変換しようとした場合に発生します。通常は、Inbound Refineryを再起動するとこの問題は解決します。


	
Inbound Refineryにファイルを処理するために十分な時間がなかった: これは、リポジトリ・マネージャで変換ステータスPassThruをフィルタすることにより検出できます。Inbound Refineryとエージェントのログ・ファイルも確認してください。この問題が今後発生することを防ぐには、Inbound Refineryの管理インタフェースのタイムアウトの設定ページで、適切な変換ファクタの値を増やします。


	
コンテンツ・アイテムは正しく変換されたが、生成されたPDFファイルをAdobe AcrobatまたはAcrobat Readerで表示できない:古いバージョンのAcrobatを使用している可能性があります。生成されたすべてのPDFファイルを正しく表示するには、Adobe AcrobatまたはAdobe Acrobat Readerの最新バージョンを使用する必要があります。


	
Microsoft Officeファイルおよびそのファイル内のリンクが正しく変換されない:リンクの書式が正しくないか、Inbound Refineryでサポートされていない可能性があります。詳細は、第3.4項「Microsoft OfficeファイルのPDFへの変換」を参照してください。









3.5.3 Inbound Refineryの設定と実行に関する問題

Inbound Refineryの設定と実行に関する問題の症状は次のとおりです。

	
Inbound Refineryでいずれのファイルも処理されない


	
IDC PDF Converterプリンタが表示されない


	
エラー: 変換できません。プリンタがインストールされていません。


	
エラー: 変換できません。c:/temp/idcoutput.psへの出力はありません。


	
変換がタイムアウトを繰り返す


	
Microsoft Wordファイルが変換されない


	
Microsoft Excelファイルが変換されない


	
Microsoft PowerPointファイルが変換されない


	
Microsoft Visioファイルが変換されない


	
FrameMakerファイルが変換されない


	
WordPerfectファイルが変換されない






3.5.3.1 Inbound Refineryでいずれのファイルも処理されない

Inbound Refineryがインストールされていますが、ファイルがまったく変換されません。


	考えられる原因	解決策
	コンテンツ・サーバーでファイル・タイプに対してファイル・フォーマットおよび変換方法が設定されていません。	コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードまたは構成マネージャを使用して、PDF変換に対するファイル・フォーマットおよび変換方法を設定します。詳細は、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。










3.5.3.2 IDC PDF Converterプリンタが表示されない

ローカル・プリンタのリストにIDC PDF Converterプリンタが表示されず、ドキュメントはGENWWWのままとなります。サーバーを再起動しても問題は解決しません。


	考えられる原因	解決策
	Print Spoolerサービスが実行されていない可能性があります。	このサービスは、IDC PDF Converterプリンタを含む、インストールされているすべてのプリンタを使用可能にします。Windowsの「サービス」コンソール(「コントロール パネル」→「管理ツール」→「サービス」を選択してアクセス)にチェックインして、このサービスが実行されており、自動的に開始されるように設定されていることを確認します。
サービスが実行されていないと、Inbound RefineryはIDC PDF Converterプリンタを検出して使用することができず、ドキュメントはGENWWWのままとなります。Print Spoolerサービスのスタートアップの種類が「自動」に設定されていると、このサービスはコンピュータが起動されるたびに開始されます。

Print Spoolerサービスの開始後、リポジトリ・マネージャを使用して、GENWWWのままとなっているドキュメントを再送信します。その他の変換の問題がなければ、システムはドキュメントをPDFに変換できるようになるはずです。












3.5.3.3 エラー: 変換できません。プリンタがインストールされていません。

Inbound RefineryでいずれのファイルもPDFに変換されず、次のエラー・メッセージがInbound Refineryのログに記録されます。

変換できません。プリンタ'IDC PDF Converter Printer'がインストールされていません。


	考えられる原因	解決策
	IDC PDF Converterプリンタがインストールされていません。	IDC PDF Converterプリンタをインストールします。








3.5.3.3.1 エラー: 変換できません。c:/temp/idcoutput.psへの出力はありません。

Inbound RefineryでいずれのファイルもPDFに変換されず、次のエラーがInbound Refineryのログに記録されます。

変換エンジンにエラーが発生したため、ステップMSOfficeToPostscriptでは変換エラーが強制的に通過しました: 変換できません。プリンタ'IDC PDF Converter'による'c:/temp/idcoutput.ps'への出力はありません。


	考えられる原因	解決策
	IDC PDF Converterプリンタが正しいポートに出力していません。	IDC PDF Converterプリンタが正しいポートに出力するように設定されていることを確認します。デフォルト・ポートはc:\temp\idcoutput.psです。
デフォルト・ポートを変更するには、リファイナリのIntradocDir\bin\ディレクトリにあるintradoc.cfgファイルにPrinterPortPath変数を追加し、ポート・パスを指定します。この場合、IDC PDF Converterプリンタは、intradoc.cfgファイルに指定されたポートに出力するように設定する必要があります。














3.5.3.4 変換がタイムアウトを繰り返す

Inbound Refineryの変換がタイムアウトを繰り返します。


	考えられる原因	解決策
	ファイルがパスワードで保護されています。	パスワードで保護されたファイルでは変換中にダイアログ・ウィンドウが表示され、ダイアログが手動で消去されないと変換はタイムアウトします。ファイルをチェックインする前に、パスワード保護を解除してください。
	タイムアウト設定が短すぎます。	タイムアウト設定を調整します。タイムアウト値の構成の詳細は、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。










3.5.3.5 Microsoft Wordファイルが変換されない

Microsoft Wordファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	自動スペル・チェックと文章校正が原因で変換がタイムアウトしています。	スペル・チェックと文章校正を自動的に行うExcelのオプションをオフにします。
	Wordを使用しており、セキュリティ・レベルが高すぎることが原因で変換がタイムアウトしています。	Wordのセキュリティ・レベルを低に設定します。そうすると、マクロを含むファイルを開いても、マクロを有効化/無効化するように求められません。
	Word 2003を使用しており、カスタマ・エクスペリエンス向上プログラムが原因で変換がタイムアウトしています。	「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。









	
注意:

Microsoft Wordファイルの変換の詳細は、第3.4.2項「Microsoft WordファイルのPDFへの変換」を参照してください。












3.5.3.6 Microsoft Excelファイルが変換されない

Microsoft Excelファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	自動計算が原因で変換がタイムアウトしています。	計算を自動的に行うExcelのオプションをオフにします。
	自動スペル・チェックと文章校正が原因で変換がタイムアウトしています。	スペル・チェックと文章校正を自動的に行うExcelのオプションをオフにします。
	Excelを使用しており、セキュリティ・レベルが高すぎることが原因で変換がタイムアウトしています。	Excelのセキュリティ・レベルを低に設定します。そうすると、マクロを含むファイルを開いても、マクロを有効化/無効化するように求められません。
	Excelを使用しており、カスタマ・エクスペリエンス向上プログラムが原因で変換がタイムアウトしています。	「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。









	
注意:

Microsoft Excelファイルの変換の詳細は、第3.4.3項「Microsoft ExcelファイルのPDFへの変換」を参照してください。












3.5.3.7 Microsoft PowerPointファイルが変換されない

Microsoft PowerPointファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	自動スペル・チェックと文章校正が原因で変換がタイムアウトしています。	スペル・チェックと文章校正を自動的に行うPowerPointのオプションをオフにします。
	PowerPointを使用しており、セキュリティ・レベルが高すぎることが原因で変換がタイムアウトしています。	PowerPointのセキュリティ・レベルを低に設定します。そうすると、マクロを含むファイルを開いても、マクロを有効化/無効化するように求められません。
	PowerPointを使用しており、カスタマ・エクスペリエンス向上プログラムが原因で変換がタイムアウトしています。	「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。









	
注意:

Microsoft PowerPointファイルの変換の詳細は、第3.4.4項「Microsoft PowerPointファイルのPDFへの変換」を参照してください。












3.5.3.8 Microsoft Visioファイルが変換されない

Microsoft Visioファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	Visioを使用しており、カスタマ・エクスペリエンス向上プログラムが原因で変換がタイムアウトしています。	「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「オンライン」カテゴリで「Microsoft Office Online のコンテンツとリンクを表示する」の選択を解除し、また「ツール」→「オプション」→「全般」タブの「カスタマ フィードバック」カテゴリで「カスタマ エクスペリエンス向上プログラム」の選択を解除します。









	
注意:

Microsoft Visioファイルの変換の詳細は、第3.4.5項「Microsoft VisioファイルのPDFへの変換」を参照してください。












3.5.3.9 FrameMakerファイルが変換されない

FrameMakerファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	ファイルが構造化FrameMakerファイルです。	構造化FrameMakerファイルは変換が失敗する可能性が高くなります。構造化FrameMakerファイルを開くとダイアログ・ボックスが表示され、ダイアログ・ボックスを手動で閉じないかぎり変換はタイムアウトします。










3.5.3.10 WordPerfectファイルが変換されない

WordPerfectファイルが変換されません。


	考えられる原因	解決策
	ファイルが古いWordPerfectファイルです。	バージョン6より前のバージョンで作成されたWordPerfectファイルは正しく処理されない可能性があります。これらのファイルをWordPerfectのより新しいバージョンに変換してからチェックインします。












3.5.4 PDF表示の問題

Inbound Refineryで生成されたPDFファイルの表示に関する問題の症状は次のとおりです。

	
Internet Explorerで空のPDFファイルが表示される


	
エラー: File does not begin with '%PDF-'


	
PDFファイルがブラウザ・ウィンドウ内で開かない


	
Adobe Acrobat 6.0でのPDFの印刷時の問題


	
PDFファイル表示時のページ・サムネイルの表示の問題






3.5.4.1 Internet Explorerで空のPDFファイルが表示される

Microsoft Internet ExplorerでPDFを開こうとすると、空のPDFファイルが表示されます。


	考えられる原因	解決策(参照先)
	埋込み先編集をサポートしていない、Adobe Acrobat Readerの古いバージョンが使用されています。	http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=http://support.microsoft.com:80/support/kb/articles/q177/3/21.asp&NoWebContent=1
	低速な接続を使用しているか、サーバーの負荷が高いか、非常に大きいPDFファイルです。	http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=http://support.microsoft.com:80/support/kb/articles/q177/3/21.asp&NoWebContent=1
	ActiveXコントロールが破損しています。Adobe Acrobat Reader 4がInternet Explorerで埋込み先編集を使用するためには、Pdf.ocxとPdf.tlbファイルが<acrobat_install_dir>\Program Files\Adobe\Acrobat 4.0\Acrobat\ActiveX\ディレクトリに存在する必要があります。	http://www.adobe.com/support/










3.5.4.2 エラー: File does not begin with '%PDF-'

WebブラウザでPDFファイルを開こうとすると、次のエラー・メッセージが表示されます。

「...File does not begin with '%PDF-'」


	考えられる原因	解決策(参照先)
	PDFファイルの拡張子が.pdfではなく.mmeです。	http://www.adobe.com/support/
	PDFファイルの拡張子が.pdfではなく.mmeです。	http://www.planetpdf.com/mainpage.asp?WebPageID=304










3.5.4.3 PDFファイルがブラウザ・ウィンドウ内で開かない

Inbound Refineryで生成されたPDFファイルをWebブラウザで表示しようとしても、PDFファイルがブラウザ・ウィンドウ内で開きません。


	考えられる原因	解決策
	Adobe Acrobat ReaderまたはAcrobatの設定	Acrobat ReaderまたはAcrobatの「Preferences」で、「Web Browser Integration」/「Display PDF in Browser」が設定されていることを確認します。実際の設定は、使用しているAcrobat ReaderまたはAcrobatのバージョンによって異なります。










3.5.4.4 Adobe Acrobat 6.0でのPDFの印刷時の問題

PDFを印刷しようとすると、ドキュメントは印刷されず、次のメッセージが表示されます。「Could not start print job」


	考えられる原因	解決策
	Adobe Acrobat 6.0をインストールしています。Adobe Acrobat 6.0では、ファイル名とURLが256文字を超える場合、PDFを印刷できません。ワークフローやサブスクリプション電子メール通知内のURLは256文字を超えることが頻繁にあります。	Adobe社はAdobe Acrobat 6.0.1でこの問題を修正しています。この問題を解決するには、Adobe Acrobat 6.0.1以上をダウンロードしてインストールしてください。










3.5.4.5 PDFファイル表示時のページ・サムネイルの表示の問題

PDFファイルの表示時に、ページ・サムネイル(PDFファイル内のページのサムネイル)が正しく表示されません。画質が悪いか、グレーの長方形として表示されるか、またはまったく表示されない場合があります。


	考えられる原因	解決策
	Adobe Acrobat Reader 5または6を使用しており、PDFファイルはWebサーバーからバイト・サービングされています。
Acrobat 5から、作成元のアプリケーションでPDFにページ・サムネイルを埋め込むか、表示アプリケーションでレンダリングされたページから動的にサムネイルを作成できるようになりました。

サムネイルがAcrobat Readerで動的に生成される場合、PDFはWebサーバーからバイト・サービングされ、ページ・サムネイルはPDFには埋め込まれません。Readerの一部のバージョンでは、ページ・サムネイルを正しくレンダリングできない場合があります。これは、特定のページの完全なイメージ・データはWebサーバー上にあり、クライアントがサムネイル・イメージのレンダリングに使用できないためです。

また、Acrobat Readerの一部のバージョンでは、Webサーバーからバイト・サービングされるPDFに対するページ・サムネイルが表示されないことがあります。

	考えられる解決策は次のとおりです。
Acrobat Reader 7以上を使用します。この問題は、Acrobat Reader 7では修正されているようです。

PDFを作成するアプリケーション(使用しているPostScriptからPDFへの変換用のDistillerエンジンまたはその他のサード・パーティ・アプリケーション)で、ページ・サムネイルを埋め込むように構成します。

Webサーバー上でPDFファイルのバイト・サービングを無効にします。



















4 イメージおよびビデオ変換の操作

Digital Asset Managerは、イメージ、ビデオおよびオーディオ・ファイルを、指定のフォーマットとサイズで定義し、組織内の必要とする人がダウンロードできるように提供することを可能にします。これにより、組織内でブランドとデジタル・コンテンツの使用に関する一貫した基準を維持できます。

Digital Asset Managerが機能するには、次のコンポーネントが適切なサーバーにインストールされて有効になっている必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	DAMConverter	Inbound Refineryでデジタル・アセットを複数のレンディションに変換できます。	Inbound Refineryサーバー
	DamConverterSupport	コンテンツ・サーバーでデジタル・アセット管理機能をサポートできます。このコンポーネントは、ZipRenditionManagementコンポーネントに大きく依存しています。	コンテンツ・サーバー
	DigitalAssetManager	デジタル・アセット管理のユーザー・インタフェースを、レンディションの作成とZIPファイルのアーカイブの管理に使用するコンポーネントとの緊密な統合に使用できます。このコンポーネントは、ContentBasketコンポーネントに大きく依存しています。	コンテンツ・サーバー
	ContentBasket	ユーザーが、コンテンツ・アイテムのレンダリングを選択し、その内容をコンテンツ・バスケットと呼ばれる個人の記憶域に格納できます。	コンテンツ・サーバー
	ZipRenditionManagement	コンテンツ・サーバーで、Inbound Refineryによって作成され、ZIPファイルに圧縮されたデジタル・アセットのレンディションにアクセスできます。	コンテンツ・サーバー






この項の内容は次のとおりです。

	
第4.1項「Digital Asset Managerの概要」


	
第4.2項「Digital Asset Managerの構成」


	
第4.3項「イメージ変換の設定と管理」


	
第4.4項「ビデオ変換の設定と管理」






4.1 Digital Asset Managerの概要

イメージまたはビデオがコンテンツ・サーバーにチェックインされるときに、Digital Asset Managerにより複数のフォーマットのデジタル・アセットが自動的に作成され、1つのコンテンツIDの下に各フォーマットが表示されます。これにより、企業ロゴやプロモーション・ビデオなどのアセットを、組織に必要な複数のフォーマットのサイズと品質の標準を確実に維持すると同時に、コンテンツ・サーバーのコンテンツ管理機能を提供することが可能になります。デジタル・アセットの検出と使用を必要とする組織内のユーザーについては、Digital Asset Managerにより、確実に自分のニーズに合った承認済アセットおよびフォーマットを使用できるようになります。たとえば、コンテンツ・サーバーにチェックインされた単一のデジタル・アセットから、あるユーザーはWebサイトで使用するためにロゴのイメージをバンドルしてダウンロードし、別のユーザーはオフィスでのプレゼンテーションまたは印刷販促物で使用するために同じロゴのイメージをダウンロードしてバンドルするということが可能です。

デジタル・アセットは、組織内で複数の出力フォーマットで利用できるようにする、重要な電子イメージおよびビデオです。各出力フォーマットをレンディションと呼びます。レンディションの数とタイプは、システム管理者がレンディション・セット内で定義します。ユーザーは、コンテンツ・サーバーへのデジタル・アセットのチェックイン時に、デジタル・アセットのレンディションの作成に使用するレンディション・セットを選択します。チェックインしたデジタル・アセットはInbound Refineryにルーティングされ、指定した変換アプリケーションを使用して変換されます。



4.1.1 サポートされる変換アプリケーション

デフォルトでは、Inbound RefineryはOracle Outside In Image Exportを使用してイメージを変換するためのレンディション・セットを提供します。追加のイメージ変換オプションを使用するために、スタンドアロンのグラフィック変換アプリケーションをインストールすることができます。オラクル社では特定のサード・パーティ変換エンジンは提供もサポートもしていません。お好みのエンジンを選択することが可能です。追加のイメージ変換エンジンに対する構成例には、Oracle WebCenter ContentのOracle Technology Networkページからアクセスできます。

ビデオを変換するには、スタンドアロンのビデオ変換アプリケーションをインストールする必要があります。Digital Asset Managerは現在、Telestream社のFlipFactoryバージョン6.1と連携するように構成されています。FlipFactoryバージョン6.1はDigital Asset Managerとは別に入手する必要があります。FlipFactoryはTelestream社によって開発されており、そのWebサイト(www.telestream.net)からダウンロードできます。

Digital Asset Managerは、完全に機能するサード・パーティ変換アプリケーションの実装上で設計およびテストされています。変換アプリケーションのデモ・バージョンはお薦めされず、サポートもされません。






4.1.2 サポートされるストリーミング・サーバー

ストリーミング・デジタル・ビデオについては、Digital Asset Managerでは現在、次のストリーミング・サーバーがサポートされています。

	
Windows Streaming Media: サポートされるWindowsオペレーティング・システムに対するバージョン


	
QuickTime Streaming Media: DarwinおよびQuickTime Streaming Serverバージョン10.4


	
RealMedia: Helix DNA Serverバージョン11









4.1.3 サポートされる入力フォーマット

サポートされる入力フォーマットは、使用されるグラフィック/ビデオ変換アプリケーションによって決まります。Digital Asset Managerは複数のグラフィック変換エンジンを使用できるようになりました。Inbound RefineryにはOracle Outside In Image Exportのみが付属しています。Oracle Outside In Image Exportでサポートされるフォーマットについては、オラクル社のWebサイト(http://www.oracle.com/technology/products/content-management/oit/imageexport.html)を参照してください。

サード・パーティの変換エンジンにより、追加のグラフィック・フォーマットがサポートされる場合があります。サード・パーティの変換エンジンはInbound Refineryとは別に入手する必要があり、オラクル社では正式にサポートしていません。

互換性のある変換エンジンによってサポートされるグラフィック・フォーマットには次のものがあります。

	
JPG/JPEG(Joint Photographic Expert Group)


	
GIF(Graphics Interchange Format)


	
BMP(ビットマップ)


	
PNG(Portable Network Graphics)


	
TIFF(Tag Image File Format)


	
PSD(PhotoShop)


	
AI(Adobe Illustrator)


	
PDF(Portable Document Format)




サポートされるフォーマットの完全なリストについては、選択したグラフィック変換エンジンに付属のドキュメントを参照してください。

FlipFactoryでサポートされるビデオ・フォーマットには次のものがあります。

	
Flashメディア・フォーマット


	
MP3オーディオ・フォーマット


	
MPEG Layer 3およびLayer 4 Elementary Streamメディア・フォーマット


	
PacketVideo MPEG4フォーマット


	
QuickTimeメディア・フォーマット


	
QuickTimeストリーミング・フォーマット


	
Windowsメディア・フォーマット


	
AVIメディア・フォーマット


	
DVDストリーム・メディア・フォーマット


	
MPEG1システム・ストリーム・メディア・フォーマット


	
MPEG2プログラム・ストリーム・メディア・フォーマット


	
MPEG2トランスポート・ストリーム・フォーマット


	
MPEG4メディア・フォーマット


	
Pinnacle MediaStreamメディア・フォーマット




FlipFactoryでサポートされるフォーマットの完全なリストについては、Telestream社のFlipFactoryのドキュメントを参照してください。






4.1.4 サポートされる出力フォーマット

出力フォーマットは、変換アプリケーションによって決まります。Oracle Outside In Image Exportでサポートされるフォーマットについては、オラクル社のWebサイト(http://www.oracle.com/technology/products/content-management/oit/imageexport.html)を参照してください。

ブラウザでのレンディションの表示は、使用しているブラウザで事実上表示できるものに制限されます。イメージについては、使用しているWebブラウザでサポートされるフォーマットのみを表示できます。ビデオについては、Windows Media Player、Real Player、QuickTime PlayerおよびFlashでサポートされる出力フォーマットなど、対応するブラウザ・プラグインが使用可能なフォーマットのみをWebブラウザで表示できます。ブラウザでの表示がサポートされていないフォーマットでレンダリングされたイメージまたはビデオ・アセットもコンテンツ・サーバーで管理されますが、ダウンロードしかできません。

Video Managerで現在サポートされている出力フォーマットは次のとおりです。

	
MPEG Layer 1、2および4(.mpg、.mpeg、.mp2、.mp4)


	
MPEG Layer 3オーディオ(.mp3)


	
Adobe Flash(.flv)


	
QuickTime(.mov)


	
Audio Video Interleave(.avi)




Telestream社のFlipFactory、Windows Media Player、Real Player、QuickTime PlayerおよびAdobe Flashでは多数のフォーマットがサポートされており、可能なすべての組合せを構成することは困難なため、Video Managerではこれらのフォーマットの制限されたサブセットのみを正式にサポートしています。必要に応じて、追加のフォーマットを受け入れるようにDigital Asset Managerを構成し、テストすることもできます。




	
注意:

変換の処理にMicrosoft IISを使用している場合、認識できないMIMEタイプは404エラーを生成します。サポートされるフォーマットがブラウザで正しく表示されるようにするには、使用するすべてのMIMEタイプをIISに登録してください。詳細は、IISのドキュメントおよびMicrosoft社の記事(article at http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc725608%28WS.10%29.aspx)を参照してください。














4.2 Digital Asset Managerの構成

Digital Asset Managerをイメージおよびビデオの変換用に構成するには、次の構成ファイルの変更も含め、追加の手順を実行する必要があります。

	
<IntradocDir>/config/ディレクトリにあるコンテンツ・サーバーのconfig.cfg


	
リファイナリのIntradocDir/bin/ディレクトリにあるInbound Refineryのintradoc.cfgファイル




この項では、必要な構成手順について詳しく説明します。

	
第4.2.1項「イメージ変換用の構成」


	
第4.2.2項「コンテンツ・サーバーの構成ファイルの変更」


	
第4.2.3項「ファイル・フォーマットの関連付けとファイル拡張子のマッピング」


	
第4.2.4項「ファイル・フォーマットの関連付け」


	
第4.2.5項「ファイル拡張子のマッピング」






4.2.1 イメージ変換用の構成

Digital Asset Managerがイメージのレンディションを作成するには、変換アプリケーションが必要です。Oracle Outside In Image Exportで使用するためのデフォルトのレンディション・セットが提供されており、構成は不要です。


デフォルトのレンディション・セット

デフォルトのレンディション・セットは、リファイナリのIdcHomeDir/components/DAMConverter/resources/ディレクトリにあるdamconverter_basedefinitions.hdaファイルで定義されており、変更してはなりません。コンポーネントをアップグレードすると、変更内容は上書きされます。damconverter_basedefinitions.hdaに含まれるデフォルト・セット以外のレンディション・セットの定義および使用の詳細は、第4.3.2項「イメージ・レンディション・セットの定義」を参照してください。

Digital Asset Managerとともにインストールされるdamconverter_basedefinitions.hdaファイルには、次のデフォルトのレンディション・セットが含まれます。


	レンディション・セット名	説明
	ThumbnailOnly	高さが正確に80ピクセルの72 dpi PNGレンディションを1つ作成します。
	BasicRenditions	次のレンディションを作成します。
	
Web: 800x600ピクセル以下の72 dpi JPEGレンディション


	
Thumbnail: 高さが正確に80ピクセルの72 dpi PNGレンディション


	
Preview: 幅が正確に250ピクセルの72 dpi GIFレンディション





	MultipleFormats	次のレンディションを作成します。
	
Web: 800x600ピクセル以下の72 dpi JPEGレンディション


	
Thumbnail: 高さが正確に80ピクセルの72 dpi PNGレンディション


	
Preview: 幅が正確に250ピクセルの72 dpi GIFレンディション


	
Jpeg2000: 幅が800x600ピクセル以下の72 dpi Jpeg 2000レンディション


	
Tiff: パラメータ指定なしのTIFFレンディション。パラメータが指定されないと、元のファイルのdpiとピクセル・サイズが維持されます。


	
Bitmap: パラメータ指定なしのBMPレンディション。












その他の変換アプリケーション

別の変換アプリケーションを使用したい場合も、Digital Asset Managerではニーズに最適なアプリケーションを柔軟に選択できます。Oracle Outside In Image Export以外の変換アプリケーションを使用するには、アプリケーションを入手してインストールし、選択したアプリケーションに適したレンディション・セットを定義する必要があります。




	
注意:

イメージのレンダリングで最高のパフォーマンスを得るには、Digital Asset Managerに使用されているInbound Refineryインスタンスと同じサーバーにイメージ変換アプリケーションをインストールします。ビデオのレンダリングで最高のパフォーマンスを得るには、ビデオ変換アプリケーションの推奨事項を参照してください。たとえば、FlipFactoryのドキュメントでは、専用のサーバー・クラス・システムにインストールすることがお薦めされています。







追加のレンディション・セットは、/data/configuration/dam/ディレクトリに作成するextraRendition_definitions.hdaという新しいファイル内で定義する必要があります。追加のレンディション・セットの作成の詳細は、第4.3.2項「イメージ・レンディション・セットの定義」を参照してください。






4.2.2 コンテンツ・サーバーの構成ファイルの変更

チェックイン時にビデオ・レンディション・セットが選択されなかった場合にエラーを防ぐために、VideoRenditionsメタデータ・フィールドに対してデフォルト値を設定する必要があります。

構成ファイルを変更するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバー・インスタンスの次のディレクトリを開きます。

<IntradocDir>/config/


	
標準のテキスト・エディタでconfig.cfgファイルを開きます。


	
#Additional Variablesセクションで、DefaultVideoConversionSetを追加し、デフォルトのレンディション・セットとして使用するファクトリに設定します。デフォルト値は、構成マネージャ・アプレットを使用して定義されたVideoConversionsメタデータ・フィールドの選択リスト内のレンディション・セットと一致する必要があります。


	
変更内容をconfig.cfgファイルに保存して、ファイルを閉じます。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。




Digital Asset Managerにより、ユーザーはアセットをバンドルしてローカルまたは共有ファイル・システムにダウンロードできます。config.cfgファイルのAdditional Variablesセクションで次の変数を設定することにより、ダウンロード可能な最大サイズ(MB単位またはファイル数)を指定できます。

	
MaxRenditionBundleInMegabytes=バンドルの最大サイズ(MB単位)


	
MaxRenditionFileEntries=バンドル内の最大ファイル数(数値)







	
注意:

DefaultVideoConversionSetは、ユーザーがビデオのチェックイン時に「ビデオ・レンディション・セット」を指定しなかった場合に使用されるレンディション・セットを指定します。構成マネージャ・アプレットの「デフォルト値」フィールドではなく、config.cfgファイルで設定する必要があります。












4.2.3 ファイル・フォーマットの関連付けとファイル拡張子のマッピング

コンテンツ・サーバーは、チェックインされたファイルの拡張子に基づいて、コンテンツ・アイテムをデジタル・アセットとして識別します。次のファイル・フォーマットをDigital Asset Managerに関連付け、ファイル拡張子を適切なフォーマットにマップする必要があります。



4.2.3.1 イメージ・フォーマット

	
JPEG(.jpeg、.jpg)


	
GIF(.gif)


	
AI(.ai)


	
PSD(.psd)


	
BMP(.bmp)


	
PNG(.png)


	
TIFF(.tiff、.tif)









4.2.3.2 ビデオ・フォーマット

	
MPEG Layer 1、2および4(.mpg、.mpeg、.mp2、.mp4)


	
QuickTime(.mov)


	
Audio Video Interleave(.avi)


	
Flash Video(.flv)




変換エンジンはレンディション情報をサード・パーティ変換アプリケーションに渡すため、関連付ける追加のフォーマットは、組織で使用しているサード・パーティ変換アプリケーションでサポートされている必要があることに注意してください。




	
注意:

1つのタイプのデジタル・アセット(イメージまたはビデオ)のみを変換する場合は、そのタイプのアセットに対するフォーマットのみを関連付けます。














4.2.4 ファイル・フォーマットの関連付け

フォーマットをDigital Asset Managerの変換エンジンと関連付けるには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーにログインします。管理権限が必要です。


	
「管理」トレイの「管理アプレット」をクリックします。管理ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択します。「ファイル・フォーマット」画面が表示されます。


	
次のいずれかの手順を実行することにより、フォーマットをDigital Asset Managerの変換エンジンと関連付けます。

フォーマットが「ファイル・フォーマット」画面の「ファイル・フォーマット」(上側)セクションにリストされている場合

	
リストからフォーマットを選択します。たとえば、イメージに対してはimage/jpeg、ビデオに対してはvideo/mpegを選択します。


	
「編集」をクリックします。「ファイル・フォーマットの編集」画面が表示されます。


	
「変換」選択リストから、イメージ・フォーマットに対してはDigital Media Graphics、ビデオ・フォーマットに対してはDigital Media Videoを選択します。Digital Media GraphicsおよびDigital Media Videoは、Digital Asset Managerの変換エンジンの名前です。


	
必要に応じて、「説明」フィールドの説明を編集します。この説明は構成マネージャには表示されますが、コンテンツ・サーバー・インタフェースには表示されません。


	
「OK」をクリックします。「ファイル・フォーマットの編集」画面が閉じます。




フォーマットが「ファイル・フォーマット」画面の「ファイル・フォーマット」(上側)セクションにリストされていない場合

	
「追加」をクリックします。「新しいファイル・フォーマットの追加」画面が表示されます。


	
「フォーマット」フィールドにフォーマットのタイプを入力します。タイプは何であってもかまいません。タイプはコンテンツ・サーバーのコンテンツ情報およびレンディション情報ページに表示されます。application/PaintShopなど、説明的な内容を入力します。


	
「変換」選択リストから、イメージに対してはDigital Media Graphics、ビデオに対してはDigital Media Videoを選択します。Digital Media GraphicsおよびDigital Media Videoは、Digital Asset Managerの変換エンジンの名前です。


	
必要に応じて、「説明」フィールドに説明を入力します。この説明は構成マネージャには表示されますが、コンテンツ・サーバー・インタフェースには通常は表示されません。コンテンツ・サーバーの構成ファイルで構成変数IsOverrideFormatをtrueに設定することにより、説明をユーザー・インタフェースに表示できます。コンテンツ・サーバーの構成ファイルでIsOverrideFormat=trueと設定すると、チェックイン・ページに選択リストが表示され、ユーザーは特定のファイルに対して変換フォーマットを選択し、割り当てられたフォーマットを無視できるようになります。


	
「OK」をクリックします。「新しいファイル・フォーマットの追加」画面が閉じます。












4.2.5 ファイル拡張子のマッピング

フォーマットを適切なDigital Asset Manager変換エンジンに関連付けたら、構成マネージャですべての適切なファイル拡張子がそのファイル・フォーマットにマップされていることを確認する必要があります。フォーマットにマップされたファイル拡張子を持つすべてのファイルが、Digital Asset Manager変換エンジンに渡されるようになります。

Digital Asset Manager変換エンジンに関連付けられているファイル・フォーマットにファイル拡張子をマップするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーにログインします。管理権限が必要です。


	
「管理」トレイの「管理アプレット」をクリックします。管理ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択します。「ファイル・フォーマット」画面が表示されます。


	
次のいずれかの手順を実行することにより、拡張子を適切なフォーマットにマップします。

拡張子が「ファイル・フォーマット」画面の「ファイル拡張子」(下側)セクションにリストされている場合

	
リストから拡張子を選択します。たとえば、pspを選択します。


	
「編集」をクリックします。「ファイル拡張子の編集」画面が表示されます。


	
「マップ先フォーマット」選択リストから適切なフォーマットを選択します。たとえば、application/PaintShopまたはvideo/mpegを選択します。


	
「OK」をクリックします。「ファイル拡張子の編集」画面が閉じます。




フォーマットが「ファイル・フォーマット」画面の「ファイル・フォーマット」(上側)セクションにリストされていない場合

	
「追加」をクリックします。「ファイル拡張子の追加」画面が表示されます。


	
ファイル拡張子を「拡張子」フィールドに入力します。たとえば、pspと入力します。ファイル拡張子のドットは入力しないでください。


	
「マップ先フォーマット」選択リストから適切なフォーマットを選択します。たとえば、application/PaintShopまたはvideo/mpegを選択します。


	
フォーマットに関連付ける拡張子ごとに手順aからcを繰り返します。たとえば、pspimageもapplication/PaintShopに関連付けることができます。


	
「OK」をクリックします。「ファイル拡張子の追加」画面が閉じます。


	
「閉じる」をクリックします。「ファイル・フォーマット」画面が閉じます。


	
構成マネージャを終了します。




フォーマットを適切なDigital Asset Manager変換エンジン(Digital Media GraphicsまたはDigital Media Video)に関連付け、適切なファイル拡張子をフォーマットにマップしたら、コンテンツ・サーバーにチェックインされるこれらの拡張子を持つすべてのファイルは、変換アプリケーションによる処理のためにInbound Refineryに渡されます。変換エンジンはレンディション情報をサード・パーティ変換アプリケーションに渡すため、関連付ける追加のフォーマットは、組織で使用しているサード・パーティ変換アプリケーションでサポートされている必要があることに注意してください。











4.3 イメージ変換の設定と管理

この項の内容は次のとおりです。

	
第4.3.1項「イメージ・レンディション・セットについて」


	
第4.3.2項「イメージ・レンディション・セットの定義」


	
第4.3.3項「イメージ・レンディション・セットの作成と構成」


	
第4.3.4項「XMPおよびEXIFデータの操作」






4.3.1 イメージ・レンディション・セットについて

デジタル・アセットをコンテンツ・サーバーにチェックインすると、Digital Asset Managerによってそのアセットの複数のレンディションが作成されます。イメージについては、各レンディションの条件は次の2つのファイルのうちの1つで定義されます。デフォルトのレンディション・セットはdamconverter_basedefinitions.hdaファイルで定義され、変更するべきではありません。カスタム・レンディション・セットはextraRendition_definitions.hdaという名前のコンポーネント・リソース・ファイルに追加できます。このファイルは標準のテキスト・エディタで作成でき、リファイナリのIntradocDir/data/configuration/ディレクトリにあるdamという新しいディレクトリに置く必要があります。フル・ファイル・パスは次のとおりです。


IntradocDir/data/configuration/dam/extraRendition_definitions.hda


ビデオについては、条件はビデオ変換アプリケーションで定義されます。デフォルトではDigital Asset ManagerはFlipFactoryと連携するように設計されているため、デジタル・ビデオ・アセットをレンダリングするための条件はファクトリの作成時に定義されます。


イメージ・アセット・レンディションの定義

インストール時のデフォルト・レンディション・セットを定義する条件は、コンテンツ・サーバーのIdcHomeDir/components/DAMConverter/resources/ディレクトリのdamconverter_basedefinitions.hdaファイルに含まれています。このファイルは編集するべきではありません。

定義は、イメージ・アセットのチェックイン時にコントリビュータがコンテンツ・チェックイン・フォームで選択できるレンディション・セットに対応するレンディション・セットにグループ化されています。それには次の事前定義済レンディション・セットが含まれます。

	
ThumbnailOnly


	
BasicRenditions


	
MultipleFormats




含まれているレンディション・セットは、Outside In Image Exportで使用できるサンプルです。組織固有のニーズに合わない場合は、構成マネージャを使用してそれらの機能を抑制することにより、チェックイン・ページのオプション・リストから削除します。リソース・ファイルを編集することによりセットを削除しないでください。変更内容はコンポーネントの更新時に失われます。

追加のレンディション・セットはextraRendition_definitions.hdaというファイルに追加できます。このファイルは標準のテキスト・エディタで作成でき、リファイナリのIntradocDir/data/configuration/ディレクトリにあるdamという新しいディレクトリに置く必要があります。Digital Asset Managerは実行時にdamconverter_basedefinitions.hdaとextraRendition_definitions.hdaとをマージし、作成された後者のファイルをリソース・ファイルよりも優先します。たとえば、リソース・ファイル内のレンディションと同じ名前だが別のパラメータで新しいレンディションをファイル内に作成した場合、新しいパラメータが使用されます。






4.3.2 イメージ・レンディション・セットの定義

コントリビュータはコンテンツ・サーバーへのデジタル・アセットのチェックイン時に、チェックイン・フォームでレンディション・セットを選択します。イメージ・ファイルについては、そのレンディション・セットはextraRendition_definitions.hdaファイル内に定義されているレンディション・セットと一致します。組織のニーズによっては、システム管理者はレンディションまたはレンディション・セットを変更、削除または追加する必要があります。たとえば、デフォルトのPrintレンディション・セットに指定されている解像度よりも高い解像度が印刷物に必要になる場合、または建築会社からのCADファイルを処理するために新しいレンディション・セットが必要になる場合などが考えられます。

イメージについては、extraRendition_definitions.hdaファイルで定義されているイメージ・レンディション・セットには、セット内に指定されているイメージ・レンディションにデジタル・アセットを変換するためのオプションおよびコンテンツ・サーバー内からレンディションを表示してアクセスするためのオプションが含まれます。デフォルトのレンディション・セットはコンポーネント・リソース・ファイルに含まれ、変更するべきではありません。追加のレンディション・セットは、インストール中に作成したextraRendition_definitions.hdaファイルに追加します。このファイルでは、上のプロパティ・セクションにサード・パーティ変換アプリケーションへのファイル・パスが含まれます。下のセクションには、レンディション結果セットと呼ばれるセットにまとめられたレンディション・セット・オプションが含まれます。

ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、ファイルのフォーマットによりそれがデジタル・アセットであるかどうかが判別されます。イメージ・ファイルである場合は、コンテンツ・サーバーはファイルをInbound Refineryに渡し、Inbound RefineryはextraRenditions.hdaからレンディション・オプションをコールしてそれらをイメージ変換アプリケーションに渡します。生成されたレンディションはInbound Refineryを介してコンテンツ・サーバーまたはその他の指定された場所に戻され、そこで1つのコンテンツID下で管理され、組織で利用できるようになります。

イメージ・アセットについては、構成マネージャ・アプレットのPackagedConversionsメタデータ・フィールドの選択リストに対して定義されているレンディション・セットの名前が、extraRendition_definitions.hdaファイル内で定義されているレンディション・セットの名前と厳密に一致する必要があります。

レンディションの変更または追加時には、デジタル・アセットのチェックイン時にレンディション・セットの名前のみがコントリビュータに対して表示されることに注意してください。レンディション・セット名は説明的である必要があります。レンディション名および説明は、コンテンツ情報ページおよびレンディション情報ページに表示されます。

Idoc Scriptタグ用に予約された、またはURLでの使用が無効なスペースやその他の文字は、レンディション名には使用できません。






4.3.3 イメージ・レンディション・セットの作成と構成

イメージ・レンディションおよびレンディション・セットを追加、変更または削除するには、リファイナリのIntradocDir/data/configuration/dam/ディレクトリにあるextraRendition_definitions.hdaファイルを編集する必要があります。extraRendition_definitions.hdaファイルを正しく変更するには、基本的なHDAファイル構造の理解が必要です。詳細は、『Oracle WebCenter Content Content Server開発者ガイド』を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

	
第4.3.3.1項「extraRendition_definitions.hdaファイルの構造」


	
第4.3.3.2項「レンディション・セットの追加」


	
第4.3.3.3項「レンディション・セットの有効化」






4.3.3.1 extraRendition_definitions.hdaファイルの構造

追加のレンディション・セットの定義時には、extraRendition_definitions.hdaファイルには1つのヘッダー行と2つのセクション・タイプを含める必要があります。


セクション・タイプ

extraRendition_definitions.hdaファイルには、次の形式を使用する2つのセクション・タイプがあります。


@section_type section_name
Section data
@end


2つのセクション・タイプは次のとおりです。

	
プロパティ・セクション


	
結果セット・セクション




extraRendition_definitions.hdaファイルには、1つのプロパティ・セクションと複数の結果セット・セクションがあります。すべてのレンディション・セットは結果セットにまとめられています。

HDAファイル内のセクションではコメントは使用できません。ただし、HDAファイルの最初のセクションの前、セクションの間、または最後のセクションの後であればコメントを挿入できます。

HDAファイルのセクション内の空白行はNULL値として解釈されます。最初のセクション、セクション間または最後のセクションの後の空白行は無視されます。


プロパティ・セクション

extraRendition_definitions.hdaファイルのプロパティ・セクションは、外部の変換アプリケーションへのパスを定義します。デフォルト・ファイルでは、デフォルトのレンディション結果セットで使用される変換オプションを定義するIdoc Script変数の値も宣言します。

プロパティ・セクションのデフォルトのIdoc Script変数は、デフォルト・レンディション・セットによって使用されます。定義する追加のレンディション・セットには不要であるため、このガイドでは説明しません。変換オプションは、結果セット内で直接指定できます。Idoc Scriptの操作の詳細は、Idoc Scriptリファレンス・ガイドを参照してください。


結果セット・セクション

extraRendition_definitions.hdaファイルには2つのタイプの結果セットがあります。ここでは、ファイル内の表示順に示します。

	
レンディション結果セット


	
ExtensionFormatMap




レンディション結果セットは、レンディション・セットをまとめ、レンディションの作成に関する情報を含みます。多数のレンディション結果セットを任意の順序で並べることができます。レンディション結果セットは、追加、変更または削除できますが、各名前は一意である必要があります。

ExtensionFormatMapは、ファイル拡張子/フォーマットのペアをリストしたオプションの結果セットです。これにより、Inbound Refineryは内部で使用するようにコンテンツ・サーバーに適切なファイル・フォーマットを返すことが可能になります。Inbound Refineryは拡張子をMIMEタイプにマップするために別のシステムを使用するため、これは必須のセットではありませんが、この結果セットが定義されている場合は、そこに指定されているマッピングが優先されます。






4.3.3.2 レンディション・セットの追加

extraRendition_definitions.hdaファイルにレンディション・セットを追加する最も簡単な方法は、既存のレンディション・セットをコピーして変更することです。既存のセットを正しく変更するには、セットの基本的な構造を理解する必要があります。

Digital Asset Managerが新しいバージョンに更新されると、damconverter_basedefinitions.hdaなどのコンポーネント・リソースに加えられた変更は上書きされます。追加のレンディション・セットは、IntradocDir/data/configuration/damに作成したextraRendition_definitions.hdaファイルに追加します。Digital Asset Managerは実行時に両方のファイルを使用します。


レンディション結果セットの構造

HDAファイルの内容は、ASCIIテキスト・フォーマットの表データを表す、単純な名前/値ペアを使用して並べられています。結果セット・セクションの最初の行は、コマンド@ResultSetを使用してセットを宣言し、続いてセット名を指定します。2番目の行は表内の列数を指定し、続く行は結果セット内の順序に基づいて列を命名し、移入します。さらに、最後の行はコマンド@endで結果セットを閉じます。

レンディション結果セットの最初の行は@ResultSetで始まることにより結果セットとして宣言し、最後の行は@endでセットを閉じます。また最初の行は、セットを命名します。この例では、名前はThumbnailOnlyです。

名前は説明的である必要がありますが、Idoc Scriptタグ用に予約された、またはURLでの使用が無効なスペースやその他の文字は、レンディション名には使用できません。

2番目の行は、結果セットに含まれる列の数を指定します。Digital Asset Managerのレンディション結果セットには6つの列があります。

各列の名前と説明は次のとおりです。


	列名	列の説明
	extRenditionName	レンディション情報ページに表示されるレンディションの名前。
レンディション名にPrimaryまたはAlternateは使用しないでください。これらの用語は、コンテンツ・サーバーによる内部使用のために予約されています。


	extEngine	使用される変換エンジンへのパス。デフォルトでは、これはextraRendition_definitions.hdaファイルのプロパティ・セクションで宣言されているIdoc Script変数として表されます。
	extType	レンディションがどのように使用されるか。
	
Thumbnail: 検索結果ページのサムネイル表示で使用されます。


	
Preview: レンディション情報ページで使用されます。


	
Web: コンテンツ・アイテムのWeb表示可能バージョン。検索結果ページでコンテンツIDまたはサムネイルをクリックしてアクセスするか、コンテンツ情報ページでWeb表示可能リンクをクリックすると、メインのコンテンツ領域に表示されます。レンディション情報ページでプレビュー・イメージをクリックしてアクセスすると、新しいブラウザ・ウィンドウに表示されます。Webレンディションが定義されていない場合は、コンテンツ・サーバーによりネイティブ・ファイルがWeb表示可能ファイルとして使用されます。


	
Extra: Thumbnail、PreviewまたはWebとして定義されていないレンディション。




レンディション・タイプは組み合せることができます。たとえば、タイプをwebとpreviewとしてリストすると、レンディションはWebファイルおよびプレビュー・ファイルの両方として使用されます。


	extSourceFile	変換用にチェックインされたアセットへのファイル・パスで、Idoc Scriptとして表されます。
	extParameters	ソース・ファイルがどのようにレンダリングされるかを定義する、変換エンジンに渡されるオプション。デフォルトでは、これはextraRendition_definitions.hdaファイルのプロパティ・セクションで宣言されているIdoc Script変数として表されますが、リテラル文字列でも表せます。
	
<$infile$>: レンディションの生成に使用されるソース・ファイルの名前で、Idoc Scriptとして表されます。


	
<$outfile$>: レンダリングされるファイルの名前。これは必須パラメータであり、Idoc Scriptとして表されます。


	
<$parameter_variable$>: 変換アプリケーションによってレンダリングに使用されるオプション。提供されているレンディション・セットでは、これらはextraRendition_definitions.hdaファイルのプロパティ・セクションで宣言されているIdoc Script変数として表されます。変換アプリケーションによって使用されるオプションのリテラル文字列としても表せます。たとえば、damconverter_basedefinitionsでWebレンディションに使用されるリテラル文字列は次のとおりです。


outputid=FI_GIF, graphicoutputdpi=72, graphicwidthlimit=250, graphicheightlimit=0


これは次の変数としても表せます。


<$ImageExport_BasicRenditions_Web$>





	extDescription	レンディション情報ページに表示されるレンディションの説明。






.hdaファイルの操作の詳細は、コンポーネントの操作ガイドを参照してください。

新しいレンディション結果・セットを追加するには、次の手順を実行します。

	
標準のテキスト・エディタでextraRendition_definitions.hdaを開きます。


	
既存のレンディション結果セットをコピー・アンド・ペーストします。

	
コピーするレンディション結果セットを、@ResultSet行から@end行まで選択し、コピーします。


	
extraRendition_definitions.hdaファイル内のいずれか2つの既存のレンディション結果セットの間にカーソルを置きます。


	
レンディション結果セットをファイルに貼り付けます。




結果セット・セクション間の空白行は無視されます。extraRendition_definitions.hdaファイルを見やすくするために、新しいレンディション結果セットの前後に空白行を挿入することもできます。


	
@ResultSetの横に表示されている新しいレンディション結果セットの名前を変更します。たとえば、@ResultSet NewNameに変更します。

名前は説明的である必要がありますが、Idoc Scriptタグ用に予約された、またはURLでの使用が無効なスペースやその他の文字は、レンディション名には使用できません。


	
結果セットに残す各レンディションに対するレンディション情報を変更します。

	
extRenditionName列に表示されているレンディションの名前を変更します。レンディション名には空白を含めることができます。


	
extType列に表示されているレンディションのタイプを変更します。各レンディションには複数のタイプ(preview、webなど)を設定できます。


	
extParameters列に表示されているレンダリングの変換オプションを変更します。変換オプションは、どのサード・パーティ変換アプリケーションが使用されているかによって異なります。


	
extDescription列に表示されているレンディションの説明を変更します。説明は何であってもかまいません。説明はレンディション情報ページに表示されます。

extSouceFile列で使用されている<$InFilePath$>変数は変更しないでください。これは必須です。





	
結果セット内の不要なレンディションは削除します。


	
extraRendition_definitions.hdaファイルを保存します。









4.3.3.3 レンディション・セットの有効化

extraRendition_definitions.hdaファイルにレンディション・セットを追加したら、構成マネージャを使用して、「コンテンツ・チェックイン・フォーム」の「イメージ・レンディション・セット」フィールドのオプションとして選択可能にする必要があります。

構成マネージャでレンディション・セットの名前をオプションとして追加するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーにログインします。管理権限が必要です。


	
「管理」トレイの「管理アプレット」をクリックします。管理ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「情報フィールド」タブがアクティブであることを確認し、PackagedConversions情報フィールドを選択して、「編集」をクリックします。カスタム情報の編集画面が表示されます。


	
「構成」をクリックします。オプション・リストの構成画面が表示されます。


	
「編集」をクリックします。「オプション・リスト」画面が表示されます。


	
extraRendition_definitions.hdaファイルのpackedConversion結果セットに記載されているとおりに、新しい結果セットの名前を追加します。レンディション・セットはどのような順序でも並べられます。

extraRendition_definitions.hdaファイルで使用されている名前と、PackagedConversionsオプション・リストで使用されている名前は一致する必要があります。Idoc Scriptタグ用に予約された、またはURLでの使用が無効なスペースやその他の文字は使用できません。


	
「OK」をクリックして「オプション・リスト」画面を閉じます。


	
「OK」をクリックして「オプション・リストの構成」画面を閉じます。


	
「OK」をクリックしてカスタム情報の編集画面を閉じます。











4.3.4 XMPおよびEXIFデータの操作

ほとんどのデジタル・イメージには、その作成に使用されたハードウェアまたはソフトウェアによりデータが関連付けられています。たとえばデジタル・フォトには、撮影された日付および撮影に使用されたカメラなどのデータが関連付けられています。Adobe Photoshopで作成されたデジタル・ファイルには、さらに多くのメタデータが関連付けられています。デジタル・フォトに関連付けられたメタデータはEXIF(Exchangeable Image File Format)データと呼ばれます。これは、Adobe Photoshopなどのコンピュータ・アプリケーションで作成されるデータ・タイプのサブセットです。アプリケーション・メタデータはXMP(EXtensible Metadata Platform)と呼ばれます。

Inbound Refineryは、デフォルトでEXIFおよびXMPデータをコンテンツ・サーバーに送信するように構成されるようになりました。そこで索引付けされ、テキストとして検索できるようになります。



4.3.4.1 コンテンツ・サーバーでのXMPおよびEXIFデータの検索

デフォルトでは、XMPスキーマおよびEXIFデータは、Inbound Refineryによって抽出されてコンテンツ・サーバーに渡されます。コンテンツ・サーバーは、デジタル・アセットの「イメージ・データ」タブにこのデータを表示します。OracleTextSearchがインストールされていて有効な場合は、データの索引が作成され、フルテキスト検索で検索できます。XMPまたはEXIFメタデータを特定条件で検索できるようにするには、コンテンツ・サーバーのユーザー・インタフェースに対してプレースホルダ・フィールドを有効にし、検索コレクションを再構築する必要があります。実行すると、ユーザーは、データの特定条件を使用してコンテンツを検索できるようになります。

ユーザー・インタフェース上でXMPまたはEXIFデータ・フィールドを有効にし、検索に特定条件を使用できるようにするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーで「管理」トレイを開いて、「DAM管理」をクリックします。DAM検索フィールド管理ページが表示されます。


	
ユーザー・インタフェース上で有効にするデータ・フィールドを含む、「XMPスキーマ・カテゴリ」の下のセクションを開きます。たとえば、イメージが撮影された日時に基づいてデジタル・イメージを検索するには、「EXIF」カテゴリを開きます。


	
検索に使用するプレースホルダ・フィールドを見つけて有効にします。たとえば、「EXIF」カテゴリで「XMPオリジナル作成日時」にスクロールし、有効にします。


	
「更新」をクリックします。


	
検索索引を再構築します。検索索引の再構築の詳細は、コンテンツ・サーバーのドキュメントを参照してください。




	
注意:

ユーザー・インタフェースでフィールドを有効にすると、コンテンツ・サーバーにプレースホルダ・フィールドが作成され、情報を索引付けして検索することが可能になります。データベース表が変更されたり、データベースに格納するためのフィールドに情報を入力または変更したりできるようにはなりません。















4.3.4.2 XMPおよびEXIFデータのレンディションへのテキスト・オーバーレイとしての適用

プレースホルダ・フィールドが作成され、メタデータが索引付けされたら、XMPおよびEXIFメタデータをカスタム・レンディションでテキスト・オーバーレイとして使用できます。










4.4 ビデオ変換の設定と管理

Digital Asset Managerでは、コンテンツ・サーバーにチェックインされたビデオ・アセットをレンダリングするためにサード・パーティ変換アプリケーションが必要です。現在、Digital Asset ManagerはTelestream社のFlipFactory(http://www.telestream.net/products/flipfactory.htm)と連携するように設計されています。

ここでは、次の項目について説明します。

	
第4.4.1項「FlipFactoryのインストール」


	
第4.4.2項「Digital Asset Managerビデオ・プラグインのインストール」


	
第4.4.3項「FlipFactory 6.0に必要なJDOMライブラリがインストールされていることの確認」


	
第4.4.4項「FlipFactoryとのディレクトリの共有」


	
第4.4.5項「変換エンジンの共有ディレクトリ・パスの設定」


	
第4.4.6項「メディアの場所の設定」


	
第4.4.8項「ビデオ・レンディション・セットの定義」


	
第4.4.9項「FlipFactoryでのファクトリの作成と構成」


	
第4.4.10項「ビデオ変換の管理」


	
第4.4.11項「プラグイン・デバッグ・ログの有効化」






4.4.1 FlipFactoryのインストール

FlipFactoryのインスタンスがまだインストールされていない場合は、FlipFactoryに付属の指示に従って、要件を満たすようにアプリケーションをインストールおよび設定します。FlipFactoryはWindowsサーバー上にインストールする必要があります。




	
注意:

Microsoft SQL Server 2000以前のインスタンスがインストールされたコンピュータにFlipFactoryをインストールすると、インストールは失敗します。FlipFactoryをインストールするコンピュータにSQL Server 2000以前がインストールされていないことを確認してください。
FlipFactoryでQuickTimeレンディションを生成するには、QuickTimeがインストールされている必要があります。使用しているFlipFactoryの特定のバージョン(6.0または6.1)で使用すべき適切なバージョンのQuickTimeの入手と統合に関する情報は、FlipFactoryのドキュメントを参照してください。またFlipFactoryに関する最新情報については、Telestream社のサイト(http://www.telestream.net/)を参照してください。

ビデオ・アセットのレンダリングには多くのコンピュータ・リソースが必要となるため、FlipFactoryとInbound Refineryは別々のサーバー・クラスのシステムにインストールすることをお薦めします。またアクセスを容易にするために、両方のサーバーで同じ管理者ユーザー・リストを使用することをお薦めします。














4.4.2 Digital Asset Managerビデオ・プラグインのインストール

Inbound Refineryがビデオを変換するためにFlipFactoryとの通信に使用する監視、トランスポートおよび通知プラグインは、DAMConverterコンポーネントによってインストールされるidcFlipFactoryPlugin.zipファイルで配布されます。idcFlipFactoryPlugin.zipファイルは、リファイナリのIdcHomeDir/components/DAMConverter/VideoManagerFlipFactoryPlugin/ディレクトリにあります。

FlipFactoryに対するDigital Asset Managerプラグインをインストールして構成するには、次の手順を実行します。

	
FlipFactoryがインストールされているWindowsサーバー上で「サービス」を開きます。


	
Flip Engineサービスを選択してから、「操作」→「停止」を選択します。


	
リファイナリのIdcHomeDir/components/DAMConverter/VideoManagerFlipFactoryPlugin/ディレクトリにあるidcFlipFactoryPlugin.zipを選択し、ファイルをFlipFactoryのインストール・ディレクトリに抽出します。たとえば、C:/Telestream/FlipFactory/に抽出します。次の場所に2つのディレクトリが抽出されます。

	
/<FlipFactory_install_dir>/idcTools/


	
/<FlipFactory_install_dir>/Plugins/




	
注意:

すべてのファイルが正しい場所に抽出されるように、FlipFactoryのインストール・ディレクトリへのidcFlipFactoryPlugin.zipファイルの抽出時にはディレクトリ構造はそのまま残してください。完全なディレクトリ構造は次のとおりです。
	
/<FlipFactory_install_dir>/idcTools/jars/


	
/<FlipFactory_install_dir>/Plugins/com/stellent/refinery/ff/impl























4.4.3 FlipFactory 6.0に必要なJDOMライブラリがインストールされていることの確認

FlipFactory 6.0では、JDOMライブラリjdom.jarが/<FlipFactory_install_dir>/Jars/ディレクトリにインストールされている必要があります。Digital Asset Managerビデオ・プラグインのインストール後に、/<FlipFactory_install_dir>/Jars/ディレクトリに移動し、jdom.jarファイルが存在することを確認してください。存在しない場合は、最新のAPIをhttp://www.jdom.org/からダウンロードし、jdom.jarファイルのみを/<FlipFactory_install_dir>/Jars/ディレクトリにコピーして、FlipFactoryを再起動します。

これは、FlipFactoryのこれ以降のバージョンでは必要ありません。






4.4.4 FlipFactoryとのディレクトリの共有

ビデオを変換するには、Digital Asset Managerの各実装に対し、FlipFactoryと共有するファイル・システム上にステージング・ディレクトリと監視対象ディレクトリが必要です。ステージング・ディレクトリと監視対象ディレクトリは、同じディレクトリでかまいません。Digital Asset Managerが正しく機能するためには、各監視対象ディレクトリ内のサブディレクトリの名前が、Digital Asset Manager内のレンディション・セットの名前と同じである必要があり、またこのレンディション・セットの名前がFlipFactoryで作成されたファクトリと同じ名前である必要があります。

また、監視対象フォルダの各サブディレクトリ内にinディレクトリとoutディレクトリが必要です。




	
注意:

複数のファクトリが同じinディレクトリを参照する場合、入力ファイルは、最初に通知を受け取ったファクトリによってレンダリングされます。ファクトリごとにパラメータが異なるため、予期しない結果が発生することがあります。変換が正しく機能し、各レンディションに対して予想どおりの結果が得られるようにするためには、FlipFactoryで作成される各ファクトリは専用のinディレクトリを参照する必要があります。
共有ディレクトリへのパスには空白を含めないでください。









必要なディレクトリを作成するには、次の手順を実行します。

	
FlipFactoryとInbound Refineryの両方からアクセス可能な共有ファイル・システムを用意します。最良の結果を得るには、FlipFactoryがインストールされているシステム上に共有ディレクトリを設定します。


	
ステージング・ディレクトリを作成します。どのような名前を付けてもかまいません。たとえば、Video_Stagingとします。


	
監視対象ディレクトリを作成します。どのような名前を付けてもかまいません。たとえば、Video_Watchとします。1つの共有ディレクトリを、監視対象ディレクトリとステージング・ディレクトリの両方に使用できます。


	
監視対象ディレクトリを開き、Digital Asset Managerで定義されている各レンディション・セットに対するディレクトリを作成します。ディレクトリ名は、構成マネージャでVideoRenditionsカスタム・メタデータ・フィールドを編集することにより定義したレンディション・セットの名前と同じである必要があります。




	
注意:

変換が正しく機能するには、監視対象サブディレクトリ、Digital Asset Managerレンディション・セットおよびFlipFactoryファクトリの名前が同じである必要があります。共有ディレクトリへのパスには空白を含めてはなりません。








	
監視対象ディレクトリ内の各ディレクトリを開き、inとoutという名前の2つのサブディレクトリを作成します。次に例を示します。


/<Video_Watch_dir>/MediumBandwidth/in
/<Video_Watch_dir>/MediumBandwidth/out









4.4.5 変換エンジンの共有ディレクトリ・パスの設定

ステージング・ディレクトリおよび監視対象ディレクトリを作成したら、Inbound RefineryとFlipFactoryの両方にそれらのディレクトリがどこにあるかを知らせる必要があります。Inbound Refineryは、アセットのコピーをステージング・ディレクトリに配置し、レンダリングの完了時に監視対象ディレクトリからレンディションを取得できなければなりません。Inbound Refineryは、FlipFactoryが理解できる構文で、監視対象ディレクトリ内のファイルのレンダリングをリクエストし、FlipFactoryに対してアセットがどこにあり、どこにレンディションを戻すべきかを指定するXMLファイルをポストする必要もあります。最良の結果を得るには、FlipFactoryがインストールされているシステム上に共有ディレクトリを設定します。


Inbound Refineryでの共有ディレクトリ・パスの設定

Inbound Refineryで共有ディレクトリ・パスを設定するには、次の手順を実行します。

	
共有ディレクトリにアクセスする各Inbound Refinery接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、Inbound Refineryインストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。

DomainDir/ucm/ibr/bin/intradoc.cfg


	
変数VideoStagingDirを追加し、FlipFactoryと共有するステージング・ディレクトリのパスに設定します。次に例を示します。

VideoStagingDir=\\\\NetworkIdentity/Video_Staging/

パスとして、ローカル・パス、マップされたパスまたはUniversal Naming Convention(UNC)パスを使用できます。バックスラッシュはJavaではエスケープ文字であるため、バックスラッシュを使用するパスは2つのバックスラッシュを使用してエスケープする必要があります。たとえば、パス\\NetworkIdentity/Video_Stagingは\\\\NetworkIdentity/Video_Stagingになります。




	
注意:

共有ディレクトリへのパスには空白を含めないでください。








	
変数RefineryFlipFactoryWatchRootDirを追加し、FlipFactoryと共有する監視対象ディレクトリのパスに設定します。次に例を示します。

RefineryFlipFactoryWatchRootDir=\\\\NetworkIdentity/Video_Watch.


	
変更を保存して、intradoc.cfgファイルを閉じます。





ディレクトリ構成

両方のアプリケーションがWindowsプラットフォーム上で実行されている場合、VideoStagingDirとRefineryFlipFactoryWatchRootDirには同じ値を指定できます。これは、ディレクトリへのアクセスのための構文とXMLリクエスト内でのディレクトリの場所のポストのための構文を同一にできるためです。

ただし、Inbound RefineryがUNIXプラットフォーム上で実行されている場合は、ディレクトリへのアクセスと、Windowsプラットフォーム上で実行されているFlipFactoryが理解できる形でのXMLリクエスト内でのディレクトリの場所のポストとでは、共有ディレクトリへのパスに異なる構文が必要になることがあります。

FlipFactoryが理解できるファイル・パスをInbound Refineryが正確にポストするためのコンテキストを提供するように、次の変数がInbound Refinery接続のintradoc.cfgファイルに追加されています。

	
VideoStagingDirFactoryContext


	
RefineryFlipFactoryWatchRootDirFactoryContext




たとえば、FlipFactoryのインスタンスで\\\\NetworkIdentity/Video_Staging/にステージング・ディレクトリが作成され、/mnt/Video_StagingとしてUNIX Inbound Refineryシステムにマウントされた場合、次のようになります。

	
VideoStagingDir=/mnt/Video_Staging


	
VideoStagingDirFactoryContext=\\\\NetworkIdentity/Video_Staging/




intradoc.cfgファイルに複数プラットフォーム・サポート変数を追加するには、次の手順を実行します。

	
共有ディレクトリにアクセスする各Inbound Refinery接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、Inbound Refineryインストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。

DomainDir/ucm/ibr/bin/intradoc.cfg


	
変数VideoStagingDirFactoryContextを追加し、FlipFactoryのコンテキストから見たステージング・ディレクトリのパスに設定します。次に例を示します。

VideoStagingDirFactoryContext=\\\\NetworkIdentity/Video_Staging/


	
変数RefineryFlipFactoryWatchRootDirFactoryContextを追加し、FlipFactoryのコンテキストから見た監視対象ディレクトリのパスに設定します。次に例を示します。

RefineryFlipFactoryWatchRootDirFactoryContext=

\\\\NetworkIdentity/Video_Watch


	
変更を保存して、intradoc.cfgファイルを閉じます。





FlipFactoryでの共有ディレクトリ・パスの設定

FlipFactoryでは、ファクトリを作成するたびにOracle IBR監視プラグインを使用して監視対象ディレクトリが定義されます。詳細は、第4.4.2項「Digital Asset Managerビデオ・プラグインのインストール」を参照してください。

FlipFactoryでは、ステージング・ディレクトリは明示的に定義する必要はありません。




	
注意:

FlipFactoryがUNIXプラットフォーム上の共有ディレクトリにアクセスするには、FlipFactoryサーバー上でFlip Engineサービスが特定のユーザーで実行されるように構成する必要がある場合があります。詳細は、FlipFactoryに付属のドキュメントを参照してください。












4.4.6 メディアの場所の設定

Inbound Refineryとコンテンツ・サーバーの両方がFlipFactoryから返されたビデオ・レンディションをどのように処理すべきか認識できるように、ビデオ・レンディションをどこに置くかを構成する必要があります。ビデオ・レンディションはビジネスのニーズに応じて様々な場所に配置できます。たとえば、コンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリに返す、コンテンツ・サーバー外からアクセスできるファイル・システム上に置く、ストリーミング・サーバーに送信することなどが可能です。




	
注意:

レンダリングされたビデオをストリーミングする予定である場合は、サポートされるメディア・サーバーに付属の指示に従ってメディア・サーバーをインストールして正しく構成し、適切なストリーミング・フォーマットを配信するように変換アプリケーションを設定する必要があります。現在Digital Asset Managerでは、Darwin Streaming Server(QuickTime)、Helix Streaming Server(HelixMedia)およびWindows Media Serverがサポートされています。







この項の内容は次のとおりです。

	
第4.4.6.1項「ファイルの配置場所について」


	
第4.4.6.2項「配置場所構成変数の設定」


	
第4.4.6.3項「特定のメディア・フォーマットの配置場所の構成」






4.4.6.1 ファイルの配置場所について

Digital Asset Managerが機能するには、Inbound Refineryは送信されたビデオ・アセットおよびそのレンディションをどのように処理すべきかを認識し、コンテンツ・サーバーはそれらへのアクセス方法を認識している必要があります。デフォルトでは、コンテンツ・サーバーはメディアの場所としてWebレイアウト・ディレクトリを使用するように設定されています。これに必要なのは、ビデオに対するメディアの場所として使用するためにコンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリを指すようにInbound Refineryで構成変数を設定することだけです。


コンテンツ・サーバー内へのレンディションの配置

Webレイアウト・ディレクトリをメディアの場所として使用すると、アセットをコンテンツ・サーバー内で保持できるというメリットがありますが、コンテンツ・サーバー外からはアセットにアクセスできず、柔軟性は失われます。コンテンツ・サーバー外にアセットを格納すると、たとえば異なるアクセス権やバックアップ・スケジュールが設定された複数の場所にアセットを送信したり、アセットを別のメディア・サーバーやWebサーバーから提供することが可能になります。

構成変数の設定手順の詳細は、第4.4.6.2項「配置場所構成変数の設定」を参照してください。例4-1に、コンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリにメディア・レンディションを格納するために必要な構成を示します。


例4-1 コンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリへのメディア・レンディションの格納

コンテンツ・サーバーの設定

すべてをWebレイアウト・ディレクトリに格納する場合は、コンテンツ・サーバーのいずれの構成変数も設定する必要はありません。

Inbound Refineryの設定

Inbound Refineryはコンテンツ・サーバーとは異なるマシン上に設定されることが多く、その場合Inbound Refineryはコンテンツ・サーバーのパスを認識しません。したがって、次のエントリをInbound Refineryのintradoc.cfgファイル内で設定することが必要になります。


DefaultMediaPhysicalRoot-<agentName>=<agentWeblayoutDir>


<agentName>はコンテンツ・サーバーのIDC_Name、<agentWeblayoutDir>はInbound Refineryから見たコンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリです。

また、コンテンツ・サーバーのファイル・ストア・プロバイダ機能を使用して設定されたパーティションをコンテンツ・サーバーで使用している場合、各パーティションに対する構成エントリを作成する必要があります。たとえば、コンテンツ・サーバーのルート$#env.WeblayoutDir$/damPartition/にdamPartitionとして定義されたパーティションがある場合、エントリは次のようになります。


DefaultMediaPhysicalRoot-<agentName>On<partitionName>=<agentdamPartitionPath>


<agentName>はコンテンツ・サーバーのIDC_Name、<partitionName>はパーティションの名前、<agentdamPartitionPath>はInbound Refineryから見たパーティション・ルートへのパスです。





コンテンツ・サーバー外へのレンディションの配置

アセットをコンテンツ・サーバー外に配置すると、コンテンツ・サーバーだけでなく、ストリーミング・メディア・サーバーやWebサーバーなどの他のサーバーがレンディションにアクセスできるようになります。アセットをコンテンツ・サーバー外に配置する場合は、アセットの場所をInbound Refineryとコンテンツ・サーバーの両方の構成ファイルで設定する必要があります。また、コンテンツ・サーバーの構成ファイルでURLルートを設定する必要があります。例4-2に、コンテンツ・サーバー外にメディア・レンディションを格納するために必要な構成を示します。




	
注意:

コンテンツ・サーバーとInbound Refineryはどちらも、配置場所に物理的にアクセスできる必要があります。コンテンツ・サーバー外にあるレンディションにアクセスするには、別のWebサーバーをインストールして適切に構成する必要があります。








例4-2 コンテンツ・サーバー外へのメディア・レンディションの格納

コンテンツ・サーバーの設定

コンテンツ・サーバーは、メディアの場所の物理およびURLルートを認識している必要があります。次の構成設定をコンテンツ・サーバーのintradoc.cfgファイルで指定します。


DefaultMediaPhysicalRoot=\\\\mediaServer/ucmmedia/
DefaultMediaUrlRoot=http://mediaServer/media/


コンテンツ・サーバーのファイル・ストア・プロバイダ機能を使用して設定されたパーティションをコンテンツ・サーバーで使用している場合、各パーティションはDefaultMediaPhysicalRootで設定されているルート場所のサブディレクトリになります。デフォルトでは、コンテンツ・サーバーはDefaultMediaPhysicalRoot設定にパーティション名が付加された場所にメディアを格納します。

たとえば、DefaultMediaPhysicalRoot=\\\\mediaServer/ucmmedia/の場合、メディアは次の場所に格納されます。


\\\\mediaServer/ucmmedia/<partitionName>


同様に、DefaultMediaUrlRootで設定されているURLルートのデフォルトにも自動的にパーティション名が付加されます。たとえば、DefaultMediaUrlRoot=http://mediaServer/media/の場合、メディアは次の場所でアクセスされます。


http://mediaServer/media/<partitionName>


オプションで、DefaultMediaPhysicalRootOn<partitionName>とDefaultMediaUrlRootOn<partitionName>を設定することにより、物理およびURLルートとして特定のファイル・ストア・プロバイダ・パーティションが使用されるように明示的に定義することもできます。次に例を示します。


DefaultMediaPhysicalRootOn<partitionName>=\\\\mediaServer2/ucmparition/
DefaultMediaUrlRootOn<partitionName>=http://mediaServer2/ucmparition/


Inbound Refineryの設定

Inbound Refineryのintradoc.cfgファイルで次のエントリを設定します。


DefaultMediaPhysicalRoot-<agentName>=\\\\mediaServer/ucmmedia/


<agentName>はコンテンツ・サーバーのIDC_Nameです。

コンテンツ・サーバーのintradoc.cfgファイルでDefaultMediaPhysicalRootOn<partitionName>を設定している場合、両方の設定が同じ場所に解決されるように、Inbound Refineryのintradoc.cfgファイルでも同様に設定する必要があります。


DefaultMediaPhysicalRootOn<partitionName>=\\\\mediaServer2/ucmparition/





コンテンツ・サーバー内外へのレンディションの配置

状況によっては、ほとんどのレンディションに対するメディアの場所としてはWebレイアウト・ディレクトリを使用するが、特定のフォーマットはコンテンツ・サーバー外に配置することが必要になる場合があります。たとえば、.MOVレンディションはコンテンツ・サーバー内に格納するが、.WMVと.WMAレンディションはストリーミング・メディア・サーバーからアクセスできるようにコンテンツ・サーバー外に配置する場合などです。例4-3に、コンテンツ・サーバー内と外の両方にメディア・レンディションを格納するために必要な構成を示します。




	
注意:

コンテンツ・サーバーとInbound Refineryはどちらも、配置場所に物理的にアクセスできる必要があります。








例4-3 コンテンツ・サーバー内外へのメディア・レンディションの格納

コンテンツ・サーバーの設定

コンテンツ・サーバーは、メディアの物理およびURLルートを認識している必要があります。構成方法については、第4.4.6.1項「コンテンツ・サーバー外へのメディア・レンディションの格納」の「コンテンツ・サーバーの設定」の例に従ってください。

また、コンテンツ・サーバーに.WMVと.WMAファイルを他のレンディションとは別に処理すべきであることを指示するために、コンテンツ・サーバーのintradoc.cfgファイルに次の追加のエントリを作成する必要があります。


WinMediaSupportEnabled=true


さらに、.WMVと.WMAファイルの場所をコンテンツ・サーバーに対して指定する必要があります。


WinMediaPhysicalRoot=\\\\winmediaServer/ucmRenditions/windowsMedia/
WinMediaUrlRoot=rstp://winmediaServer/ucmRenditions/windowsMedia/


Inbound Refineryの設定

Inbound Refineryは、メディアの物理ルートを認識している必要があります。構成方法については、第4.4.6.1項「コンテンツ・サーバー外へのメディア・レンディションの格納」の「Inbound Refineryの設定」の例に従ってください。

また、Inbound Refineryに.WMVと.WMAファイルを他のレンディションとは別に処理すべきであることを指示するために、Inbound Refineryのintradoc.cfgファイルに次の追加のエントリを作成する必要があります。


WinMediaSupportEnabled=true


さらに、どのフォーマットをコンテンツ・サーバー外に配置すべきかをInbound Refineryに対して指定する必要があります。


WinMediaFormats=wmv|wma


また、.WMVと.WMAファイルの配置場所をInbound Refineryに対して指定する必要があります。


WinMediaPhysicalRoot-<agentName>=\\\\winmediaServer/ucmRenditions/windowsMedia/


特定のフォーマットに対する場所を設定する手順の詳細は、第4.4.6.3項「特定のメディア・フォーマットの配置場所の構成」を参照してください。








4.4.6.2 配置場所構成変数の設定

アセットの配置場所を設定するには、次の手順を実行します。

	
共有ディレクトリにアクセスする各Inbound Refinery接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、Inbound Refineryインストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。


DomainDir/ucm/ibr/bin/intradoc.cfg


	
変数DefaultMediaPhysicalRootを追加し、ビデオ・レンディションのデフォルトの配置場所に設定します。Inbound Refineryは複数のコンテンツ・サーバーに対する変換を行っている場合もあるため、コンテンツ・サーバーのエージェント名を変数に付加する必要があります。次に例を示します。


DefaultMediaPhysicalRoot-AgentName=\\\\NetworkIdentity/contentserver/weblayout/





	
注意:

これはルート・ディレクトリです。実際のメディア・ファイルは、一般的なコンテンツ・サーバーの/weblayout/ディレクトリをミラーするサブディレクトリに存在します。たとえば、movie.raという名前のファイルは次のディレクトリにあります。

\\NetworkIdentity/contentserver/weblayout/media/groups/public/
documents/adacct/movie.ra


パスとして、ローカル・パス、マップされたパスまたはUniversal Naming Convention(UNC)パスを使用できます。バックスラッシュはJavaではエスケープ文字であるため、バックスラッシュを使用するパスは2つのバックスラッシュを使用してエスケープする必要があります。










	
共有ディレクトリにアクセスする各コンテンツ・サーバー接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、コンテンツ・サーバー・インストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。


DomainDir/ucm/cs/bin/intradoc.cfg





	
注意:

ネットワークがどのように設定されているかによっては、このパスはInbound Refineryのintradoc.cfgファイルで設定されているパスと同一でない場合もありますが、2つのパスは同じ場所に解決される必要があります。








	
また、各コンテンツ・サーバーに変数DefaultMediaPhysicalRootを追加し、リファイナリ・サーバーによってビデオ・レンディションが配置されているデフォルトの場所に設定する必要があります。次に例を示します。


DefaultMediaPhysicalRoot=\\\\NetworkIdentity/contentserver/weblayout/


	
DefaultMediaUrlRootを、ファイルにアクセスするためのURLルート・パスのデフォルトの場所(プロトコルも含む)に設定します。次に例を示します。


DefaultMediaUrlRoot=http://NetworkIdentity/contentserver/





	
注意:

Inbound Refineryを使用する各コンテンツ・サーバー・エージェントのDefaultMediaPhysicalRoot変数は、リファイナリの対応するDefaultMediaPhysicalRoot-AgentName変数と同じ場所に解決される必要があります。また、コンテンツ・サーバー内の各DefaultMediaUrlRoot変数は、そのサーバーに対するコンテンツ・サーバーのDefaultMediaPhysicalRootと同じ場所に解決されなければなりません。








	
変更を保存して、intradoc.cfgファイルを閉じます。


	
管理対象サーバーを再起動します。




レンダリングされたすべてのビデオ・アセットを設定した場所に配置する場合は、構成ファイル内で変数を設定する以外の作業は不要です。一方、一部のメディア・フォーマットを別の場所に送信する場合は(たとえば、すべての.raファイルをストリーミング・サーバーに、またはすべての.mpgsを外部ストレージ・システムに送信するなど)、これらの特定のフォーマットの配置先も構成する必要があります。






4.4.6.3 特定のメディア・フォーマットの配置場所の構成

メディア・フォーマットに基づき、様々なビデオ・レンディションに対してそれぞれ異なる場所を指定できます。各種フォーマットに対する物理およびURLルートを定義するための次のようなメディア・カテゴリが用意されています。

	
WinMedia


	
DarwinMedia


	
HelixMedia


	
QuickTimeMedia


	
RealMedia




これらのカテゴリ名はラベルの役割のみを果たし、どのフォーマットでもいずれかのカテゴリ・ラベルの下にグループ化できます。

様々なフォーマットに対してそれぞれ異なる場所を指定するには、Inbound Refineryとコンテンツ・サーバーの両方のintradoc.cfgファイルを編集して、次の作業を行う必要があります。

	
あるカテゴリを有効にする


	
そのカテゴリによって処理されるフォーマットを指定する


	
そのカテゴリ固有の物理ルートを設定する




コンテンツ・サーバーについてのみ:

	
そのカテゴリ固有のURLルートを設定する







	
注意:

コンテンツ・サーバーとInbound Refineryはどちらも、配置場所に物理的にアクセスできる必要があります。







特定のフォーマットに対して別の場所を設定するには、次の手順を実行します。

	
共有ディレクトリにアクセスする各Inbound Refinery接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、Inbound Refineryインストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。


DomainDir/ucm/ibr/bin/intradoc.cfg


	
適切な変数をtrueに設定することにより、カテゴリを有効にします。たとえば、次の変数を設定できます。


WinMediaSupportEnabled=true
DarwinMediaSupportEnabled=true
HelixMediaSupportEnabled=true


	
適切な変数を対応するフォーマット拡張子に設定することにより、カテゴリによって処理されるメディアのフォーマットを設定します。次に例を示します。


WinMediaFormats=wm*|asf|asx


各フォーマットはパイプ(|)で区切られ、アスタリスク(*)をワイルドカードとして使用できます。

次の変数を設定し、有効にした1つ以上のカテゴリと一致させる必要があります。

	
WinMediaFormats


	
DarwinMediaServerFormats


	
HelixMediaServerFormats





	
適切な変数を対応する物理パスに設定することにより、カテゴリによって処理されるメディアの物理ルートを設定します。次に例を示します。


HelixMediaPhysicalRoot=\\\\NetworkIdentity/RealMedia/


次の変数を設定し、有効にした1つ以上のカテゴリと一致させる必要があります。

	
WinMediaPhysicalRoot


	
DarwinMediaPhysicalRoot


	
HelixMediaPhysicalRoot







	
注意:

これはルート・ディレクトリです。実際のメディア・ファイルは、一般的なコンテンツ・サーバーの/weblayout/ディレクトリをミラーするサブディレクトリに存在します。たとえば、movie.raという名前のファイルは次のディレクトリにあります。

\\NetworkIdentity/contentserver/weblayout/media/groups/public/
documents/adacct/movie.ra


パスとして、ローカル・パス、マップされたパスまたはUniversal Naming Convention(UNC)パスを使用できます。バックスラッシュはJavaではエスケープ文字であるため、バックスラッシュを使用するパスは2つのバックスラッシュを使用してエスケープする必要があります。










	
共有ディレクトリにアクセスする各コンテンツ・サーバー接続に対するintradoc.cfgファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。intradoc.cfgファイルは、コンテンツ・サーバー・インストールの接続ディレクトリにあります。次に例を示します。


DomainDir/ucm/cs/bin/intradoc.cfg


	
コンテンツ・サーバーのintradoc.cfgファイルで、手順2から4を繰り返します。


	
またコンテンツ・サーバーのintradoc.cfgファイルで、レンダリングされるフォーマットに基づいて次のいずれかの変数を追加し、ファイルにアクセスするためのURLルート・パス(プロトコルも含む)に設定します。次に例を示します。


HelixMediaUrlRoot=rtsp://NetworkIdentity:554/


次の変数を設定し、有効にした1つ以上のカテゴリと一致させる必要があります。

	
WinMediaUrlRoot


	
DarwinMediaUrlRoot


	
HelixMediaUrlRoot





	
変更を保存して、intradoc.cfgファイルを閉じます。


	
管理対象サーバーを再起動します。











4.4.7 ストリーミング・サーバーの使用

メディアの変換、カテゴリおよびURLルート変数をどのように設定しているかによって、レンディションはWebサーバーまたはストリーミング・メディア・サーバーから提供できます。レンダリングされたビデオをストリーミングする予定である場合は、次の作業を実行する必要があります。

	
サポートされるメディア・サーバーに付属の指示に基づいて、メディア・サーバーをインストールして正しく構成する


	
適切なストリーミング・フォーマットを配信するように変換アプリケーションを設定する


	
正しい場所にレンディションを配信するようにカテゴリを構成する


	
ストリーミング・サーバーに対する適切なプロトコルと構文でWeb URLルートを構成する




現在Digital Asset Managerでは、Darwin Streaming Server(QuickTime)、Helix Streaming Server(RealMedia)およびWindows Media Serverがサポートされています。ストリーミング・メディアで使用されるプロトコルの詳細は、メディア・サーバーに付属のドキュメントを参照してください。






4.4.8 ビデオ・レンディション・セットの定義

ビデオについては、FlipFactoryで定義されているファクトリには、ファクトリ内で指定されているビデオ・レンディションにデジタル・アセットを変換するためのオプションが含まれます。FlipFactoryとInbound Refineryによって共有されるファイル・システム上の対応するディレクトリにはinサブディレクトリがあり、FlipFactoryはInbound RefineryによってXMLファイルという形でそのディレクトリにポストされるリクエストの有無を監視します。ファクトリがリクエストされたレンディションを作成すると、ファイルはXMLファイルとともに監視対象ファクトリ・ディレクトリのoutサブディレクトリに配置されます。Inbound RefineryはoutディレクトリでXMLファイルの有無を監視し、そのファイルを使用して完了したレンディションを見つけ、コンテンツ・サーバーに返すか、構成された別の場所に配置します。ビデオ・レンディションの詳細は、第4.4項「ビデオ変換の設定と管理」を参照してください。

ファイルがコンテンツ・サーバーにチェックインされると、ファイルのフォーマットによりそれがデジタル・アセットであるかどうかが判別されます。ビデオ・ファイルの場合は、コンテンツ・サーバーはファイルをInbound Refineryに渡し、Inbound Refineryは変換するファイルがあることをビデオ変換アプリケーションに通知します。生成されたレンディションはInbound Refineryを介してコンテンツ・サーバーまたはその他の指定された場所に戻され、そこで1つのコンテンツID下で管理され、組織で利用できるようになります。

ビデオ・アセットについては、構成マネージャ・アプレットのVideoRenditionsメタデータ・フィールドの選択リストに対して定義されているレンディション・セットの名前が、FlipFactoryで設定されているファクトリの名前および監視対象ディレクトリで監視されているファクトリ・ディレクトリ名と厳密に一致する必要があります。

ファクトリの変更または追加時には、デジタル・アセットのチェックイン時にレンディション・セットの名前のみがコントリビュータに対して表示されることに注意してください。レンディション・セット名は説明的である必要があります。ファクトリ名および説明は、コンテンツ情報ページおよびレンディション情報ページに表示されます。

Idoc Scriptタグ用に予約された、またはURLでの使用が無効なスペースやその他の文字は、レンディション名には使用できません。






4.4.9 FlipFactoryでのファクトリの作成と構成

FlipFactoryで作成されるファクトリは、コンテンツ・サーバーで定義されているレンディション・セットと同じ名前で、適切な監視対象ディレクトリにアクセスするように構成する必要があります。


ファクトリの作成

FlipFactoryでファクトリを作成するには、次の手順を実行します。

	
Digital Asset Managerプラグインのインストール後に、「サービス」を開き、Flip Engineサービスが開始されていることを確認します。Digital Asset Managerプラグインのインストールの詳細は、第4.4.2項「Digital Asset Managerビデオ・プラグインのインストール」を参照してください。


	
FlipFactoryを起動してログインします。


	
「Manage Factories」をクリックします。Manage Factoriesページが表示されます。


	
「Factories」フォルダを右クリックし、コンテキスト・メニューから「New Factory」を選択します。Factoriesフォルダに無題のフォルダが作成されます。


	
新しい無題のフォルダを選択します。ページの右側に「Factory Editor」パネルが表示されます。


	
Digital Asset Managerのレンディション・セットの名前に対応する名前を「Name」フィールドに入力します。名前は同一である必要があります。たとえば、レンディション・セットの名前がMixedBandwidthである場合、新しいファクトリにはMixedBandwidthという名前を付ける必要があります。ファクトリの説明の入力はオプションです。





プラグインの構成

Digital Asset Managerのレンディション・セットに対応するファクトリを作成したら、FlipFactoryとInbound Refinery間で通信するように適切なプラグインを構成する必要があります。

監視対象ディレクトリのパスの設定

Inbound Refineryによって監視されているディレクトリは、ファクトリによっても監視される必要があります。ファクトリに対して監視対象ディレクトリへのパスを設定するには、次の手順を実行します。

	
新しいファクトリのフォルダを開きます。次の4つのサブフォルダが表示されます。

	
Monitors


	
Process/Analyze


	
Products


	
Notifications





	
「Monitors」フォルダを選択します。複数のタブを含むパネルが右側に表示されます。


	
「Oracle IBR Monitor」タブを選択し、「Add」をクリックします。「Oracle IBR Monitor」アイテムが「Monitors」フォルダに表示されます。


	
「Monitors」フォルダで「Oracle IBR Monitor」を選択します。ページの右側に「Refinery Monitor」パネルが表示されます。


	
「Enable」チェック・ボックスが選択されていることを確認します。


	
「Watch Folder」セクションの下の「Browse」をクリックします。「Watch Folder」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
このダイアログ・ボックスを使用して、この実装に対して作成された監視対象フォルダを選択し、その下のファクトリ名と同一名のディレクトリのinサブフォルダに移動します。たとえばファクトリ名がMixedBandwidthの場合、<Video_Watch>/MixedBandwidth/inまで移動します。監視対象ディレクトリのサブフォルダを作成していない場合は、第4.4.4項「FlipFactoryでのディレクトリの共有」を参照してください。


	
「Select」をクリックします。「Watch Folder」ダイアログ・ボックスが閉じます。




キーフレーム抽出の有効化

レンディション情報ページのストーリボード・セクションで使用するためのビデオ・アセットのキーフレームを作成するようにFlipFactoryに指示する必要があります。キーフレームの抽出を有効にするには、次の手順を実行します。

	
新しいファクトリ・フォルダを開いた状態で、「Process/Analyze」→「Video Analysis」を選択します。


	
「Enabled」チェック・ボックスを選択します。「Process/Analyze」フォルダに「Video Analysis」が表示されます。


	
「Process/Analyze」フォルダ内の「Video Analysis」を選択します。ページの右側にタブ付きのパネルが表示されます。


	
「KeyFrame Extraction」タブが選択され、「Enabled」チェック・ボックスが選択されていることを確認します。


	
必要に応じてキーフレーム・パラメータを構成します。パラメータ・オプションの詳細は、FlipFactoryのドキュメントを参照してください。







	
注意:

キーフレームの抽出を有効にできないと、コンテンツ・サーバーの検索結果ページでレンディションのイメージ・リンクが切断されることがあり、またレンディション情報ページでのそのレンディションに対するストーリボード機能が無効になります。







通知の有効化

リクエストの完了時にInbound Refineryに通知するように、ファクトリに指示する必要があります。通知を有効にするには、次の手順を実行します。

	
新しいファクトリ・フォルダが開いた状態で「Notifications」を選択します。ページの右側にタブ付きのパネルが表示されます。


	
「Refinery Notify」タブを選択し、「Add」をクリックします。「Refinery Notify」アイテムが有効になり、「Notification」フォルダに追加されます。「Refinery Notify」アイテムにはユーザーが構成可能な設定はありません。




プロダクトの追加とレンディションの宛先の設定

ファクトリ内の各プロダクトはレンディション・セット内のレンディションに対応しており、各プロダクトの宛先はレンディション情報ページに表示されるレンディション名に対応しています。プロダクトを追加して宛先を設定するには、次の手順を実行します。

	
新しいファクトリ・フォルダを開いた状態で、「Products」を右クリックし、コンテキスト・メニューから「New Product」を選択します。プロダクト・フォルダが作成され、ページの右側に「Product」パネルが表示されます。




	
注意:

「Product」パネルでは変換フォーマットを指定します。デフォルトでは、「Duplicate Original」が有効になっています。FlipFactoryのライセンス契約によっては、すべてのフォーマット・オプションを利用できない場合もあります。また、利用可能なオプションがDigital Asset Managerでサポートされていない場合もあります。
適切な出力フォーマットでレンダリングするには、入力フォーマットを再生するための適切なコーデックがFlipFactoryと同じサーバー上にインストールされている必要があります。.aviなどの一般的なWebフォーマットでは、同じフォーマット内でも異なるコーデックを使用する場合があります。レンダリング時に問題が発生する場合は、元の入力ファイルをFlipFactoryシステム上で再生できることを確認してください。再生できない場合は、適切なコーデックを入手する必要があります。詳細は、FlipFactoryのドキュメントを参照してください。










	
「Product」フォルダを開きます。「Destination」フォルダが表示されます。


	
「Destination」フォルダを選択します。ページの右側にタブ付きのパネルが表示されます。


	
「Refinery Transport」タブを選択し、「Add」をクリックします。「Refinery Transport」アイテムが「Destinations」フォルダに作成されます。


	
「Destinations」フォルダ内の「Refinery Transport」アイテムを選択します。ページの右側に「Refinery Transport」パネルが表示されます。


	
「Rendition Name」フィールドにレンディションの名前を入力します。どのような名前を付けてもかまいません。これは、コンテンツ・サーバーのレンディション情報ページに表示される名前です。







	
注意:

レンディション名は入力する必要があります。入力しないと、アセットのレンダリングは失敗します。レンダリングが失敗した場合は、リポジトリ・マネージャを使用してコンテンツ・サーバーからコンテンツ・アイテムを削除し、Inbound Refineryを再起動する必要があります。












4.4.10 ビデオ変換の管理

コンテンツ・サーバーは、チェックインされたファイルの拡張子に基づいて、コンテンツ・アイテムをデジタル・アセットとして識別します。インストール時に、Digital Asset Managerは次の共通ファイル・フォーマットがコンテンツ・サーバーの構成マネージャ・アプレットに存在するかどうかを確認します。

この項の内容は次のとおりです。

	
第4.4.10.1項「Video File Type構成表の編集」


	
第4.4.10.2項「デフォルトのビデオ・フォーマット・プリファレンスの設定」






4.4.10.1 Video File Type構成表の編集

ファイル・フォーマットを追加し、拡張子をDigital Media Video変換エンジンにマップして、そのフォーマットが埋込みプレーヤで再生されるようにする場合(たとえばレンディション情報ページで)、その拡張子がdam_cfg_tables.htmファイルのVideo File Type構成表内に存在する必要があります。dam_cfg_tables.htmファイルは次のディレクトリにあります。


IdcHomeDir/components/DAMConverter/resources/


フォーマットは、ファイルを埋込みプレーヤで再生する場合にのみVideo File Type構成表に存在する必要があります。フォーマットが表になくてもレンディションは開くことができ、レンダリングされたフォーマットをサポートするスタンドアロン・プレーヤで再生できます。

追加したフォーマットがVideo File Type構成表に存在することを確認するには、標準のブラウザでdam_cfg_tables.htmファイルを開き、リストされているファイル拡張子を確認します。ファイル拡張子が存在しない場合は、拡張子および必要な追加の情報を含むカスタム・コンポーネントを作成し、表をマージする必要があります。カスタム・コンポーネントの詳細は、『Oracle WebCenter Content Content Server開発者ガイド』を参照してください。

[image: damcfgtables.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

次の表は、Video File Type構成表の列とそれらの機能を示しています。


	列名	定義
	fileExtension	埋込みプレーヤでの再生がサポートされるファイル・フォーマットの拡張子。
	formatName	拡張子に関連付けられているフォーマットの名前。この値は、構成可能なVideo Format Prefs表の値に対応し、埋込みプレーヤの選択リストに表示されます。
	player	追加されたフォーマット拡張子をサポートするプレーヤ。値には大/小文字の区別があります。現在は次の3つの値のみを指定できます。
	
real


	
quicktime


	
wmplayer





	metafileExtension	フォーマット拡張子に関連付けられているメタファイル拡張子。フォーマットのストリーミング・バージョンを再生する埋込みプレーヤを決定するために使用されます。フォーマットをストリーミングする場合は、このフィールドには値が必要です。










4.4.10.2 デフォルトのビデオ・フォーマット・プリファレンスの設定

埋込みプレーヤは、レンディション情報ページ、およびWeb表示可能リンクのクリック時に表示されます。埋込みプレーヤでの再生に選択されるフォーマットは、ビデオ・プリファレンス・ページで設定されている、使用可能なレンディション・フォーマット・オプションに関するユーザー・プリファレンス表に基づいています。ユーザー入力前は、デフォルト・プリファレンスはdam_cfg_tables.htmファイルのVideo Format Preferences表で設定されている値に基づいています。dam_cfg_tables.htmファイルは次のリソース・ディレクトリにあります。


IdcHomeDir/components/DigitalAssetManager/


[image: defaultplayer_prefs.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

新しい設定を追加するかデフォルト・プリファレンスを変更するには、新しい設定または変更した設定を含むカスタム・コンポーネントを作成し、カスタム・データ表を対応するデフォルト・データ表にマージします。カスタム・コンポーネントの作成の詳細は、『Oracle WebCenter Content Content Server開発者ガイド』を参照してください。




	
注意:

標準のコンテンツ・サーバーのコンポーネント・リソースは直接編集しないでください。コンテンツ・サーバーまたはInbound Refineryに変更をマージするには、カスタム・コンポーネントを作成する必要があります。







Digital Asset Managerが新しいバージョンに更新されると、コンポーネント・リソースに加えられた変更は上書きされます。

次の表は、Video Format Preferences構成表の列とそれらの機能を示しています。


	列名	定義
	format	埋込みプレーヤの選択リストに表示される構成可能な名前。
	pickOrder_win	Windowsオペレーティング・システムでフォーマットが選択される順序を決定します。
	pickOrder_mac	Macintoshオペレーティング・システムでフォーマットが選択される順序を決定します。
	pickOrder_other	WindowsまたはMacintosh以外のオペレーティング・システムでフォーマットが選択される順序を決定します。












4.4.11 プラグイン・デバッグ・ログの有効化

FlipFactoryからの標準ログ出力は、FlipFactoryのインストール・ディレクトリにあるstdout.logファイルに記録されています。プラグイン・ロギングを有効にすることにより、追加のロギング情報を得ることができます。FlipFactoryプラグインのデバッグを有効にするには、次の手順を実行します。

	
Flip Engineサービスを停止します。


	
<FlipFactory_install_dir>にあるlog4j.propertiesファイルを標準のテキスト・エディタで開きます。


	
log4j.propertiesファイル内の次のエントリの前の#記号を削除します。

	
log4j.logger.com.stellent.refinery.ff=DEBUG


	
log4j.rootLogger=ERROR, IBRPlugin





	
log4j.propertiesファイルを保存し、Flip Engineサービスを再起動します。




これで、プラグイン出力に関する情報が/<FlipFactory_install_dir>/stdout.logに記録されるようになります。











5 XML変換の操作

Inbound Refineryは、ネイティブ・ファイルをFlexionDocまたはSearchMLスタイルのXMLに変換でき、またXalan XSLトランスフォーマを使用してXSL変換を処理できます。XML変換を行うには、次のコンポーネントを指定されたサーバーにインストールして有効にする必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	XMLConverter	Inbound Refineryで、プライマリWeb表示可能ファイルまたは独立したレンディションとしてFlexionDocおよびSearchMLスタイルのXMLを生成できます。また、Xalan XSLトランスフォーマを使用して、XSL変換を処理できます。	Inbound Refineryサーバー
	XMLConverterSupport	コンテンツ・サーバーで、XML変換およびXSL変換をサポートできます。	コンテンツ・サーバー






この項では、XML変換の操作方法および変換処理のトラブルシューティング方法について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第5.1項「XML Converterの変換設定の構成」


	
第5.2項「XML Converterの問題のトラブルシューティング」






5.1 XML Converterの変換設定の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第5.1.1項「コンテンツ・サーバーでのInbound Refineryへのジョブ送信の構成」


	
第5.1.2項「承認される変換の設定」


	
第5.1.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのXMLファイルの設定」


	
第5.1.4項「追加のレンディションとしてのXMLファイルの設定」


	
第5.1.5項「XSL変換の設定」






5.1.1 コンテンツ・サーバーでのInbound Refineryへのジョブ送信の構成

コンテンツ・サーバーでは、ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換を使用して、コンテンツ・アイテムがInbound Refineryおよびその変換アドオンによってどのように処理されるべきかを定義します。変換用にリファイナリにファイルを送信するには、各コンテンツ・サーバーを構成する必要があります。ファイル拡張子がファイル・フォーマットと変換にマップされていると、そのタイプのファイルはコンテンツ・サーバーへのチェックイン時に変換用に送信されます。ファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換のマッピングは、コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードまたは構成マネージャを使用して構成できます。

コンテンツ・サーバーではデフォルトで、Inbound Refineryに必要なほとんどの変換が使用可能です。XML変換用にリファイナリにファイル・フォーマットを送信するために使用できるデフォルトの変換に加え、XMLConverterSupportコンポーネントのインストール時に次の変換がコンテンツ・サーバーに追加されます。


	変換	説明
	FlexionXML	この変換は、FlexionDocスキーマを使用してファイルをXMLに変換するために使用できます。変換リストに含まれる標準のファイル・タイプ(Word、PowerPointなど)以外のファイル・タイプに適用されます。これらの標準のファイル・タイプをFlexionDocを使用したXMLへの変換用にリファイナリに送信する場合は、これらのファイル・フォーマットをFlexionXML変換に再マップする必要はありません。この変換は、ファイル・フォーマット・ウィザードでは使用できません。構成マネージャを使用してマップする必要があります。
	SearchML	この変換は、SearchMLスキーマを使用してファイルをXMLに変換するために使用できます。変換リストに含まれる標準のファイル・タイプ(Word、PowerPointなど)以外のファイル・タイプに適用されます。これらの標準のファイル・タイプをSearchMLを使用したXMLへの変換用にリファイナリに送信する場合は、これらのファイル・フォーマットをSearchML変換に再マップする必要はありません。この変換は、ファイル・フォーマット・ウィザードでは使用できません。構成マネージャを使用してマップする必要があります。
	XML-XSLT Transformation	XML ConverterによるFlexionDocスキーマへのドキュメントの変換後、生成されたXMLはXML-XSLT変換により、開発者が指定した別のXMLスキーマに変換されます。










5.1.2 承認される変換の設定

コンテンツ・サーバーで使用可能な変換は、リファイナリで使用可能な変換と一致する必要があります。あるファイル・フォーマットがコンテンツ・サーバーで変換にマップされると、そのフォーマットのファイルは、チェックイン時に変換用に送信されます。その変換を承認するように、1つ以上のリファイナリが設定されている必要があります。

リファイナリが承認し、キューに入れる変換の最大数は、「変換リスト」ページで設定します。Inbound Refineryではデフォルトで、Inbound Refineryに必要なほとんどの変換が使用可能です。リファイナリが承認できるデフォルトの変換に加え、XMLConverterコンポーネントのインストール時にFlexionXMLおよびSearchML変換がリファイナリに追加されます。FlexionXMLとSearchML変換はデフォルトで承認されます。承認される変換の設定の詳細は、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。






5.1.3 プライマリWeb表示可能レンディションとしてのXMLファイルの設定

プライマリWeb表示可能レンディションとしてXMLファイルを設定するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」から、「プライマリWebレンディション」を選択します。プライマリWeb表示可能レンディション・ページが表示されます。


	
「XMLへの変換」オプションを選択します。


	
通常は他の変換オプションはすべて選択を解除します。Inbound Refineryでは、ネイティブ・ファイル・フォーマットに基づいて各受信ファイルを変換しようとします。最初に選択された方法でそのフォーマットの変換がサポートされていない場合は、次に選択された方法でそのフォーマットがサポートされているかどうかが確認されます。Inbound Refineryでは、そのフォーマットの変換がサポートされている方法のうち、最初に選択された方法でファイルを変換しようとします。

たとえば、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションと「XMLへの変換」オプションの両方が選択されているとします。リファイナリは、サポートされるフォーマットを「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法を使用してPDFに変換しようとします。この方法が失敗するかどうかにかかわらず、これらのフォーマットについては、Inbound Refineryは別の変換方法は試しません。したがって、プライマリWeb表示可能レンディションとしてXMLファイルを作成する場合、通常は「XMLへの変換」オプションのみを選択します。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
「XMLオプション」ボタンをクリックします。XMLオプション・ページが表示されます。


	
XMLオプションを設定し、「更新」をクリックして変更を保存します。


	
次の重要な注意事項に留意してください。

	
FlexionDocオプションおよびSearchMLオプションのデフォルト設定を調整する場合は、リファイナリのDomainDir/ucm/ibr/binディレクトリにあるintradoc.cfgファイルでオプション設定を指定できます。使用可能なFlexionDocオプションおよびSearchMLオプションの詳細は、リファイナリのIdcHomeDir/components/XMLConverter/resourcesディレクトリにあるxx.cfgファイルを参照してください。intradoc.cfgファイルに変更を加えた後は、リファイナリを再起動する必要があります。


	
FlexionDocおよびSearchMLのスキーマ・コードおよびドキュメント・ファイルは、XMLConverterコンポーネントとともにIdcHomeDir/components/XMLConverterディレクトリにインストールされています。












5.1.4 追加のレンディションとしてのXMLファイルの設定

追加のレンディションとしてXMLファイルを設定するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」から、「追加レンディション」を選択します。追加レンディション・ページが表示されます。


	
「フォーマットがすべてサポートされている場合XMLに変換する」オプションを選択します。Inbound Refineryにより、PDFファイルなどの他のレンディションに加え、XMLファイルが生成されます。

生成されたXMLファイルがコンテンツ・サーバーに返されると、XMLファイルはフルテキスト索引に追加されます。ただし、XMLファイルに加えて他のWeb表示可能ファイルが生成されると、XMLファイルは、プライマリWeb表示可能レンディションとしては使用されません。たとえば、Inbound RefineryがPDFファイルとXMLファイルの両方を生成した場合、PDFファイルがプライマリWeb表示可能レンディションとして使用されます。コンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリに格納されるXMLレンディションは、ファイル名内の文字@xで識別できます。たとえば、Report2001@x~2.xmlファイルはXMLレンディションです。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
「XMLオプション」ボタンをクリックします。XMLオプション・ページが表示されます。


	
XMLオプションを設定し、「更新」をクリックして変更を保存します。


	
次の重要な注意事項に留意してください。

	
FlexionDocオプションおよびSearchMLオプションのデフォルト設定を調整する場合は、リファイナリのDomainDir/ucm/ibr/binディレクトリにあるintradoc.cfgファイルでオプション設定を指定できます。使用可能なFlexionDocオプションおよびSearchMLオプションの詳細は、リファイナリのIdcHomeDir/components/XMLConverter/resourcesディレクトリにあるxx.cfgファイルを参照してください。intradoc.cfgファイルに変更を加えた後は、リファイナリを再起動する必要があります。


	
FlexionDocおよびSearchMLのスキーマ・コードおよびドキュメント・ファイルは、XMLConverterコンポーネントとともにIdcHomeDir/components/XMLConverterディレクトリにインストールされています。












5.1.5 XSL変換の設定

Inbound Refineryは、Inbound Refineryを実行するJava仮想マシンに組み込まれたXalan XSLTプロセッサおよびSAXバリデータを使用します。変換を有効にするには、リファイナリ・サーバーにXMLConverterコンポーネントをインストールして有効にし、コンテンツ・サーバーにXMLConverterSupportをインストールして有効にする必要があります。

XSL変換をオンにするには、次の手順を実行します。

	
リファイナリ・サーバーにログインします。


	
次のいずれか1つを実行します。

	
XMLレンディションをプライマリWeb表示可能ファイルにする場合は、「変換設定」→「プライマリWebレンディション」をクリックします。プライマリWeb表示可能レンディション・ページが表示されたら、「XMLへの変換」を選択します。


	
XMLレンディションを追加のレンディションにする場合は、「変換設定」→「追加レンディション」をクリックします。追加レンディション・ページが表示されたら、「フォーマットがすべてサポートされている場合XMLに変換する」を選択します。





	
「XMLオプション」をクリックします。XMLオプション・ページが表示されます。


	
「XSLT変換の処理」を選択し、次のオプションから、使用するXMLスキーマを選択します。

	
FlexionDoc XMLの生成


	
SearchMLの生成





	
変更を保存するには「更新」を、最後に保存した設定に戻すには「リセット」をクリックします。




Inbound RefineryでXSL変換を行うには、変換中に適用するXSLテンプレートがOracle Content Serverにチェックインされている必要があります。XSLテンプレートをOracle Content Serverにチェックインするには、次の手順を実行します。

	
XSLファイルを作成します。XSLファイルは、特定のコンテンツ・タイプのXMLファイルが新しいXMLファイルにどのように変換されるかを指定します。検証用にDTDまたはスキーマを指定することもできますが、必須ではありません。DTDまたはスキーマをコンテンツ・サーバーに格納することもできますが、必須ではありません。




	
注意:

XSL変換に使用するDTDおよびスキーマにはログインなしでアクセスできることが必要です(読取りアクセス用の認証を要求できません)。たとえば、DTDファイルがOracle Content Serverに格納されている場合、それは匿名ユーザーに読取りアクセスを許可するセキュリティ・グループ内になければなりません。
XSL変換が成功するには、XSLファイルとネイティブ・ファイルはどちらも同じセキュリティ・グループ内に存在する必要があります。










	
XSLファイルをコンテンツ・サーバーにチェックインし、コンテンツ・タイプに関連付けます。

	
コンテンツ・チェックイン・フォームで、「タイプ」ドロップダウン・リストから「コンテンツ・タイプ」を選択します。


	
次の表記規則に従ってコンテンツIDを入力します。


<Content Type>.xsl.


たとえば、コンテンツ・タイプがADACCTの場合はadacct.xslと入力します。


	
「プライマリ・ファイル」としてXSLファイルを入力します。


	
「セキュリティ・グループ」が、XSLファイルに関連付けられているコンテンツ・サーバー内のDTD/スキーマ・ファイルおよびコンテンツ・サーバーにチェックインされるネイティブ・ファイルと一致していることを確認します。


	
「チェックイン」をクリックします。




これで、このコンテンツ・タイプでファイルがチェックインされ、XML ConverterによってFlexionDoc/SearchML XMLファイルが生成されるかチェックインされたファイルがXMLである場合、このXSLファイルが新しいXMLドキュメントへのXSL変換に使用されます。


	
XMLに後処理する各コンテンツ・タイプに対して、手順1と2を繰り返します。






5.1.5.1 XSLTエラー

検証が失敗すると、Inbound RefineryはSAX検証エンジンからエラーを収集し、hcspエラー・ページを作成し、そのページをOracle Content Serverにチェックインしようとします。リファイナリがエラー・ページをチェックインできるようにするには、Inbound Refineryでコンテンツ・サーバーに対する送信プロバイダを手動で設定する必要があります。Inbound Refineryプロバイダの名前はエージェント名に一致する必要があります。たとえば、Inbound Refineryの名前がproduction_ibrであり、production_csという名前のコンテンツ・サーバーに対してファイルを変換している場合、production_ibr Inbound Refinery上にproduction_csという名前の送信プロバイダを作成する必要があります。

XSL変換が失敗した場合に通知を受け取りたい場合は、次の手順を実行して、コンテンツ・サーバーに基準ワークフローを作成することをお薦めします。

	
コンテンツ・サーバーのワークフロー管理アプレットにアクセスします。


	
XSLT変換の失敗を通知するための基準ワークフローを追加します。


	
次のプロパティでワークフロー・ステップを追加します。




	
ユーザー: 通知する必要があるユーザーを指定します。


	
終了条件: 「レビューアの最低必要人数」を選択し、値を0に設定します。


	
イベント: 「開始時」イベントに対して、次のカスタム・スクリプトの式を追加します。


<$if dDocTitle like "*XSLT Error"$>
<$else$>
<$wfSet("wfJumpEntryNotifyOff", "1")$>
<$wfExit(0,0)$>
<$endif$>









5.1.5.2 管理対象外ファイルのサポート

グラフィックを含むドキュメントがXML変換用に送信されると、デフォルトではグラフィックは無視されます。送信されたグラフィックをエクスポートするには、xx-graphictypeを次のいずれかの値に設定することにより、これを手動でオンにする必要があります。

	
gif: すべてのグラフィックをGIF形式にエクスポートします。


	
jpeg: すべてのグラフィックをJPEG形式にエクスポートします。


	
png: すべてのグラフィックをPNG形式にエクスポートします。




xx-graphictypeが設定されていると、Inbound Refineryはグラフィックを指定されたディレクトリにコピーできます。デフォルトでは、Inbound Refineryは余分なファイルは無視します。グラフィックを使用するには、次の手順を実行します。

	
Inbound Refineryのintradoc.cfgファイルで次の変数を設定します。xx_graphictypeの値には適切な形式を指定します。


xx_graphictype=jpeg
AllowXmlConverterCopyUnmanagedFiles=true


	
またInbound Refineryのintradoc.cfgファイルで、XmlUnmanagedPhysicalDir-<AgentName>を、各エージェントに対する管理対象外のファイルのコピー先に設定します。通常、これはコンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリになります。




たとえば、リファイナリ・サーバーにproduction_csという名前のエージェントがあり、Webレイアウト・ディレクトリがc:/oracle/production_cs/weblayoutにある場合、リファイナリのintradoc.cfgファイルで次のように指定します。


XmlUnmanagedPhysicalDir-production_cs=c:/oracle/production_cs/weblayout


Inbound Refineryは、管理対象外ファイルの完全な場所の算出時に、パスに次のものを追加します。


groups/<dSecurityGroup>/documents/<dDocType>/


管理対象外ファイルのファイル名の形式は次のとおりです。


<dDocName>.<increasingNumber>.jpg


管理対象外ファイルへの完全なパスの例を次に示します。


c:/oracle/production_cs/weblayout/groups/public/documents/adacct/001166.2.jpg










5.2 XML Converterの問題のトラブルシューティング

この項の内容は次のとおりです。

	
第5.2.1項「Inbound Refineryのインストールに関する問題」


	
第5.2.2項「Inbound Refineryの設定と実行に関する問題」






5.2.1 Inbound Refineryのインストールに関する問題

Inbound Refineryのインストールに関する問題の症状は次のとおりです。

	
第5.2.1.1項「リファイナリまたはコンテンツ・サーバーが起動しないか正しく機能しない」






5.2.1.1 リファイナリまたはコンテンツ・サーバーが起動しないか正しく機能しない

Inbound Refineryのインストール後に、コンテンツ・サーバーまたはリファイナリが起動しないか正しく機能しません。


	考えられる原因	解決策
	XMLConverterコンポーネントがコンテンツ・サーバーにインストールされているか、XMLConverterSupportコンポーネントがリファイナリにインストールされています。	XMLConverterコンポーネントはリファイナリにインストールし、XMLConverterSupportコンポーネントはコンテンツ・サーバーにインストールする必要があります。
間違ったコンポーネントをインストールした場合は、次の手順を実行します。

	
コンポーネント・マネージャまたはコンポーネント・ウィザードを使用して、コンテンツ・サーバーまたはリファイナリからコンポーネントをアンインストールします。


	
適切なコンポーネントをインストールして有効にします。

















5.2.2. Inbound Refineryの設定と実行に関する問題

Inbound Refineryの設定と実行に関する問題の症状は次のとおりです。

	
第5.2.2.1項「XML Converterでいずれのファイルも処理されない」






5.2.2.1 XML Converterでいずれのファイルも処理されない

XML Converterがインストールされていますが、ファイルがまったく変換されません。


	考えられる原因	解決策
	コンテンツ・サーバーでファイル・タイプに対してファイル・フォーマットおよび変換方法が設定されていません。	コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードまたは構成マネージャを使用して、XML変換に対するファイル・フォーマットおよび変換方法を設定します。詳細は、第5.1.1項「コンテンツ・サーバーでのInbound Refineryへのジョブ送信の構成」を参照してください。
	リファイナリが変換を承認するように構成されていません。	変換を承認するようにリファイナリを構成します。詳細は、第5.1.2項「承認される変換の設定」を参照してください。
	リファイナリがプライマリWeb表示可能レンディションまたは追加のレンディションとしてXMLファイルを作成するように構成されていません。	詳細は、第5.1.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのXMLファイルの設定」および第5.1.4項「追加のレンディションとしてのXMLファイルの設定」を参照してください。

















6 TIFF変換の操作

Inbound RefineryはTIFFファイルをPDFに変換できます。この変換では複数のドキュメントが1つのドキュメントに統合され、変換処理中にOCR(Optical Character Recognition)によりTIFFファイル内のテキストは索引付けされ、テキストの検索が可能になります。TIFF変換を行うには、次のコンポーネントを指定されたサーバーにインストールして有効にする必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	TiffConverter	Inbound Refineryで、単一ページまたは複数ページのTIFFファイルをテキスト検索が可能なPDF Completeに変換できます。	Inbound Refineryサーバー
	TiffConverterSupport	コンテンツ・サーバーで、TIFFからPDFへの変換をサポートできます。	コンテンツ・サーバー






この項では、TIFF Converterの概要および変換に関する問題のトラブルシューティングについて説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第6.1項「TIFF変換について」


	
第6.2項「TIFF変換設定の構成」


	
第6.3項「TIFF Converterの問題のトラブルシューティング」






6.1 TIFF変換について

TIFF変換では、TIFF(Tagged Image File Format)ファイル固有の次の機能が有効になります。

	
単一ページまたは複数ページのTIFFファイルから管理対象PDFファイルを作成します。


	
単一のZIPファイルに圧縮された複数のTIFFファイルから管理対象PDFファイルを作成します。


	
TIFFからPDFへの変換中にOCR(Optical Character Recognition)を使用します。これにより、チェックインされたTIFFファイル内のテキストを索引付けできるため、ユーザーはこれらのファイルのフルテキスト検索を実行できます。




TIFFコンバータは、Windowsでのみサポートされています。PdfCompressorによって変換可能なファイル・フォーマットおよび言語の詳細は、CVISION社が提供するドキュメントを参照してください。




	
重要:

TIFF Converterには、OCRを使用してTIFFからPDFへの変換を実行するためにCVISION CVista PdfCompressorが必要です。PdfCompressorはTIFF Converterには付属していません。CVISIONからPdfCompressorを入手する必要があります。









6.1.1 TIFF変換プロセスの概要

TIFF変換では次のタイプのファイルを処理できます。

	
単一ページまたは複数ページのTIFFファイル(ファイル拡張子TIFまたはTIFF)


	
単一のzipファイルに圧縮された複数のTIFFファイル(ファイル拡張子TIFZ、TIZまたはZIP)




TIFFファイルはコンテンツ・サーバーにチェックインされると、ボールト・ディレクトリにネイティブ・フォーマットで格納されます。ファイル・フォーマットがInbound Refinery変換フィルタ(TIFF Converterなど)で変換されるように設定されていると、コンテンツ・サーバーはアクティブなリファイナリ(ビジーではなく、変換を承認するように構成されているリファイナリ)を探します。リファイナリがジョブを受け入れると、コンテンツ・サーバーは変換データと変換対象ファイルをリファイナリに送信します。次に、Inbound RefineryはTIFF Converterオプション・フィルタをコールし、TIFF Converterが実際の変換を実行します。

Inbound RefineryはCVISION CVista PdfCompressorを使用して、単一ページのTIFFファイル、複数ページのTIFFファイルまたは複数のTIFFファイルを含むzipファイルを1つのPortable Document Format(PDF)ファイルに変換するように設計されています。Optical Character Recognition(OCR)が構成されて選択されていれば、TIFFからPDFへの変換中にOCRが実行されます。これにより、チェックインされたTIFFファイル内のテキストを索引付けできるため、コンテンツ・サーバー・ユーザーはこれらのファイルのフルテキスト検索を実行できます。

変換されたPDFファイルは、Web表示可能ファイルのリポジトリであるコンテンツ・サーバーのWebレイアウト・ディレクトリに格納されます。PDFファイルは、コンテンツ・サーバー内のコンテンツ・アイテムに対するプライマリWeb表示可能ファイルとして使用されます。




	
ヒント:

TIFF Converterで生成されたPDFファイルの表示には、最良の結果を得るには、Adobe Acrobat Reader 6.0.1以上を使用してください。







厳密な変換処理は、コンテンツ・サーバー、リファイナリ、Inbound RefineryおよびCVista PdfCompressorの構成によって決まります。インストール後のInbound Refineryの構成の詳細は、第6.2項「TIFF変換設定の構成」を参照してください。








6.2 TIFF変換設定の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第6.2.1項「コンテンツ・サーバーでのTIFF変換用のジョブ送信の構成」


	
第6.2.2項「承認される変換の設定」


	
第6.2.3項「タイムアウト設定の変更」


	
第6.2.4項「CVista PdfCompressorの構成」






6.2.1 コンテンツ・サーバーでのTIFF変換用のジョブ送信の構成

コンテンツ・サーバーでは、ファイル・フォーマットおよび変換方法を使用して、コンテンツ・アイテムがInbound Refineryおよび変換オプションによってどのように処理されるべきかを定義します。コンテンツ・サーバー上にTiffConverterSupportコンポーネントをインストールして有効にすると、ファイル・フォーマット・ウィザード・ページに3つのTIFFConversionオプションが追加されます。

コンテンツ・アイテムがInbound Refineryによって処理されるには、そのファイル拡張子(TIFやTIFFなど)が、TIFFConversion変換方法に関連付けられたフォーマット名にマップされている必要があります。TIFF Converterに対する追加の変換オプションは自動的にはマップされません。これらは手動でマップする必要があります。次の各項では、これらのマッピングの設定に関する情報を示します。

	
第6.2.1.1項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」


	
第6.2.1.2項「構成マネージャの使用」


	
第6.2.1.3項「Zipファイルの処理に関するヒント」






6.2.1.1 ファイル・フォーマット・ウィザードの使用

Inbound Refineryに対するファイル・フォーマットおよび変換方法は、コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードを使用して管理できます。変更を行うには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「リファイナリ管理」→「ファイル・フォーマット・ウィザード」を選択します。

<server name>のファイル・フォーマット・ウィザード・ページが表示されます。


	
必要に応じて、TIFFからPDF(tif、tiff)、PDFに圧縮したTIFF(tifz、tiz)およびPDFに圧縮したTIFF(zip)チェック・ボックスを選択または選択解除します。




	
ヒント:

tifおよびtiffファイル拡張子は、構成に応じて複数の場所に含まれます。たとえば、ImageThumbnailへのマッピングとTIFFConversionへのマッピングに設定されている場合があります。これは、選択したグラフィックに対してサムネイルのみ作成チェック・ボックスとTIFF Converterのチェック・ボックス間の競合を発生させることがあります。たとえば、TIFFからPDFを選択してから選択したグラフィックに対してサムネイルのみ作成を選択して「更新」をクリックすると、TIFFからPDFは無効になり、tif/tiffはImageThumbnailに再マップされます。
この場合、tif/tiffをTIFFConversionに再マップするには、TIFFからPDFを再選択する必要があります(その他すべてのグラフィック・フォーマットはImageThumbnailにマップされたままになります)。ファイル・フォーマット・ウィザードでファイル拡張子をTIFF Converterにマップしようとすると問題が発生する場合は、構成マネージャを使用してすべてのマッピングを手動で表示し、正確に編集します。詳細は、第6.2.1.2項「構成マネージャの使用」を参照してください。









	
TIFFからPDF(tif、tiff): このチェック・ボックスを選択すると、TIFおよびTIFFファイル拡張子がgraphic/tiffファイル・フォーマットにマップされ、graphic/tiffファイル・フォーマットがTIFFConversion変換方法に関連付けられます。したがって、TIFまたはTIFFファイルはコンテンツ・サーバーにチェックインされると、リファイナリによってTIFF Converterを使用して処理され、OCRを使用してPDFに変換されます。このチェック・ボックスの選択を解除すると、graphic/tiffファイル・フォーマットがPASSTHRUに設定されるため、TIFおよびTIFFファイルはInbound Refineryによって処理されません。


	
PDFに圧縮したTIFF(tifz、tiz): このチェック・ボックスを選択すると、TIFZおよびTIZファイル拡張子がgraphic/tiff-x-compressedファイル・フォーマットにマップされ、graphic/tiff-x-compressedファイル・フォーマットがTIFFConversion変換方法に関連付けられます。したがって、TIFZまたはTIZファイルはコンテンツ・サーバーにチェックインされると、リファイナリによってTIFF Converterを使用して処理され、OCRを使用してPDFに変換されます。このチェック・ボックスの選択を解除すると、graphic/tiff-x-compressedファイル・フォーマットがPASSTHRUに設定されるため、TIFZおよびTIZファイルはInbound Refineryによって処理されません。


	
PDFに圧縮したTIFF(zip): このチェック・ボックスを選択すると、ZIPファイル拡張子がapplication/x-zip-compressedファイル・フォーマットにマップされ、application/x-zip-compressedファイル・フォーマットがTIFFConversion変換方法に関連付けられます。したがって、ZIPファイルはコンテンツ・サーバーにチェックインされると、リファイナリによってTIFF Converterを使用して処理され、OCRを使用してPDFに変換されます。このチェック・ボックスの選択を解除すると、application/x-zip-compressedファイル・フォーマットがPASSTHRUに設定されるため、ZIPファイルはInbound Refineryによって処理されません。





	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









6.2.1.2 構成マネージャの使用

Inbound Refineryに対するファイル・フォーマットおよび変換方法は、コンテンツ・サーバーで構成マネージャを使用して管理できます。変更を行うには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「管理アプレット」を選択します。

<server name>の管理アプレット・ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。

構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「オプション」メニューで「ファイル・フォーマット」を選択します。


	
Inbound Refineryで単一のzipされていないTIFFファイル(TIFおよびTIFF)を処理するには、次の手順を実行します。

	
「ファイル・フォーマット」セクションで、graphic/tiffファイル・フォーマットが追加され、TIFFConversion変換方法に関連付けられていることを確認します。




	
重要:

TIFFConversion変換方法は、TiffConverterSupportコンポーネントがインストールされて有効になっており、コンテンツ・サーバーが再起動されている場合にのみ選択できます。








	
「ファイル拡張子」セクションで、tifとtiffファイル拡張子が追加され、graphic/tiffファイル・フォーマットにマップされていることを確認します。





	
単一のTIFZまたはTIZファイルに圧縮されたTIFFファイルをInbound Refineryで処理するには、次の手順を実行します。

	
「ファイル・フォーマット」セクションで、graphic/tiff-x-compressedファイル・フォーマットが追加され、TIFFConversion変換方法に関連付けられていることを確認します。


	
「ファイル拡張子」セクションで、tifzおよびtizファイル拡張子が追加され、graphic/tiff-x-compressedファイル・フォーマットにマップされていることを確認します。





	
単一のZIPファイルに圧縮されたTIFFファイルをInbound Refineryで処理するには、次の手順を実行します。

	
「ファイル・フォーマット」セクションで、application/x-zip-compressedファイル・フォーマットが追加され、TIFFConversion変換方法に関連付けられていることを確認します。


	
「ファイル拡張子」セクションで、zipファイル拡張子が追加され、application/x-zip-compressedファイル・フォーマットにマップされていることを確認します。




	
ヒント:

環境によっては複数の方法で使用されている場合があるため、zipファイル拡張子の設定は慎重に行ってください。詳細は、第6.2.1.3項「Zipファイルの処理に関するヒント」を参照してください。


















6.2.1.3 Zipファイルの処理に関するヒント

環境によっては、ZIPファイル拡張子は複数の方法で使用されている場合があります。たとえば、次のようなファイルをチェックインすることが考えられます。

	
Inbound Refineryに、OCRを使用して単一のPDFファイルに変換させたい、単一のZIPファイルに圧縮された複数のTIFFファイル。


	
処理したくない、単一のZIPファイルに圧縮された複数のファイル・タイプ(ZIPファイルはネイティブ・フォーマットのまま通過させる)。




ZIPファイル拡張子を複数の方法で使用している場合は、ユーザーがチェックイン時にZIPファイルの処理方法を選択できるように(「チェックイン時にフォーマットの上書きを許可」とも呼ばれます)コンテンツ・サーバーを構成することをお薦めします。このコンテンツ・サーバーの機能を有効にするには、次の手順を実行します。

	
管理サーバーの一般構成ページを使用して、「チェックイン時にフォーマットの上書きを許可」設定を選択し、「保存」をクリックします。


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。


	
構成マネージャを使用して、ファイル・フォーマットを設定します。

	
application/x-zip-compressedファイル・フォーマットをTIFFConversion変換方法にマップします。TIFFファイルを含むZIPファイルをInbound Refineryに送信するために、このオプションを選択できるようになります。説明については、「Zipped Tiff to PDF」と入力します。


	
変換しないZIPファイルに対して、たとえばapplication/zip-passthruという別のファイル・フォーマットを設定し、PassThruにマップします。説明については、「Zip Passthru」と入力します。




	
注意:

コンテンツ・チェックイン・フォーム・ページに、説明順にファイル・フォーマットがリストされます。











	
ZIPファイル拡張子を、最も頻繁に使用するファイル・フォーマットにマップします。これが、ZIPファイルに対するデフォルトの変換方法になります。


	
ユーザーはZIPファイルのチェックイン時に、設定されているいずれかの変換方法を選択することにより、デフォルト変換方法を上書きできます。







	
重要:

アップロード・アプレットを使用して複数のファイルをチェックインする場合は、チェックインする前にファイルは単一のZIPファイルに圧縮されます。この場合も、ユーザーが複数のTIFFファイルのアップロード時にZIPファイルの処理方法を選択できるように、「チェックイン時にフォーマットの上書きを許可」を選択することをお薦めします。










	
ヒント:

CVista PdfCompressorによって圧縮ZIPファイルからの複数のTIFFファイルがマージされる際に、入力ファイルは標準ASCII文字セットに従って辞書式順序で追加されます。














6.2.2 承認される変換の設定

TiffConverterコンポーネントがリファイナリにインストールされると、TIFFConversionオプションが変換リスト・ページに追加されます。コンテンツ・サーバーによって送信されたアイテムに対してリファイナリが変換を実行するには、この変換オプションが有効になっている必要があります。






6.2.3 タイムアウト設定の変更

使用するタイムアウト設定は、コンテンツ・サーバーに一般的にチェックインするTIFFファイルのサイズに必要な処理時間を反映する必要があります。これは、CPUの処理能力とTIFFの複雑度によって大きく異なります。TIFFファイルに適切なタイムアウト値を決定するには、次の作業を実行します。

	
CVista PdfCompressorのみを使用して(Inbound Refineryなしで)代表的なInbound Refineryジョブをいくつか実行して時間を測定します。


	
ドキュメント履歴情報を確認し、必要な処理時間を決定します。


	
それに応じて、Inbound Refineryのタイムアウト設定を変更します。




	
注意:

TIFF Converterのタイムアウトに関する情報は、Inbound Refineryおよびエージェントのログに記録されます。










TIFFからPDFファイルを生成する場合のタイムアウト設定を構成するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「タイムアウトの設定」を選択します。タイムアウトの設定ページが表示されます。


	
次の変換操作に対する「最低(Minimum)」(分単位)、「最高(Maximum)」および「ファクタ」を入力します。

TiffからPDFへの変換: 元の(ネイティブ)TIFFファイルがPortable Document Format(PDF)ファイルに変換されるステージ。

タイムアウト設定の計算方法および例については、Inbound Refinery管理ガイドを参照してください。


	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。









6.2.4 CVista PdfCompressorの構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第6.2.4.1項「PdfCompressor設定の変更」


	
第6.2.4.2項「CVista PdfCompressorのOCR言語の構成」






6.2.4.1 PdfCompressor設定の変更

これらのオプションはCVista PdfCompressor固有です。TiffConverterコンポーネントがインストールされていない場合は、「CVista PdfCompressorのオプション」は使用できません。

PdfCompressorコンバータの設定を変更するパラメータ文字列は、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択し、CVista PdfCompressor実行可能ファイルの場所へのパスを設定し、パラメータ・オプション・テキスト・ボックスにパラメータ値を入力することにより指定します。

PdfCompressor設定を変更するには、次の手順を実行します。

	
リファイナリにログインします。


	
「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。

サードパーティ・アプリケーションの設定ページが表示されます。


	
CVista PdfCompressorに対する「オプション」ボタンを選択します。CVista PdfCompressorのオプション・ページが表示されます。


	
適切なテキスト・ボックスで、CVista PdfCompressor実行可能ファイルの場所へのパスを設定します。


	
パラメータ・オプション・テキスト・ボックスに、パラメータ値の文字列を入力します。TiffConverterコンポーネントのインストール時に、デフォルト・オプション文字列が設定されています。詳細は、第6.2.4.1.1項「推奨CVista PdfCompressorオプション」を参照してください。


	
「更新」をクリックして設定を保存します。






6.2.4.1.1 推奨CVista PdfCompressorオプション

これらの推奨パラメータ文字列により、それぞれのシナリオで最適な結果が得られます。これらの設定で望む結果が得られない場合は、設定を削除するか追加することによりこれらの文字列を変更する必要があります。これらの設定および使用可能なその他の設定の詳細は、CVista PdfCompressorに付属のオンライン・ヘルプ(特にAppendix A「Command-Line Flags for Compression」)を参照してください。


デフォルトのCVista PdfCompressorパラメータ: OCR有効

文字列がすでに存在している(TIFF Converterの以前のバージョンを使用して文字列が設定された)場合を除いて、TiffConverterコンポーネントのインストール時にデフォルト文字列が設定されます。デフォルト文字列は、OCRを有効にしたPdfCompressorの典型的な用途に合せて最適化されています。


-m -c ON -colorcomptype 2 -mrcquality 5 -mrcColorCompType 0 -linearize -o -ocrmode 1 -ot 120 -qualityc 75 -qualityg 75 -rscdwndpi 300 -rsgdwndpi 300 -rsbdwndpi 300 -cconc -ccong



CVista PdfCompressorパラメータ: 水平および垂直OCR有効

次の文字列は、OCRを有効にした典型的な用途に使用でき、同じイメージ内の垂直および水平テキストのOCR処理をサポートします(-ocrtwodを追加)。


-m -c ON -colorcomptype 2 -mrcquality 5 -mrcColorCompType 0 -linearize -o -ocrmode 1 -ot 120 -ocrtwod -lsize 25 -qualityc 75 -qualityg 75 -rscdwndpi 300 -rsgdwndpi 300 -rsbdwndpi 300 -cconc -ccong



CVista PdfCompressorパラメータ: OCRなし

次の文字列は単純な変換(OCRなし)に使用できます。


-m -c ON -colorcomptype 2 -mrcquality 5 -mrcColorCompType 0 -linearize -qualityc 75 -qualityg 75 -rscdwndpi 300 -rsgdwndpi 300 -rsbdwndpi 300 -cconc -ccong








6.2.4.2 CVista PdfCompressorのOCR言語の構成

デフォルトでは、CVista PdfCompressorはTIFFファイルに対してOCRを実行する際に英語のOCR辞書を使用します。ただし、CVista PdfCompressorは他のいくつかの言語でOCRを実行することもできます。

複数のOCR言語を設定し、ユーザーがチェックイン時にOCR言語を選択できるようにするには、次の手順を実行します。




	
重要:

CVista PdfCompressorのユーザー・インタフェースで行った変更は、TIFF Converterによってコールされた場合にCVista PdfCompressorがどのように機能するかには影響しません。










	
注意:

次の方法を使用する場合は、CVista PdfCompressorのオプション・ページで言語パラメータを指定したり、リファイナリに渡したりしないでください。







	
CVISION社に問い合せて、適切な最新の言語ファイルを入手します。

	
各言語に対するlngファイルが必要です。


	
チェコ語、ポーランド語およびハンガリー語にはlatin2.shpファイルも必要です。


	
ロシア語にはcyrillic.shpファイルも必要です。


	
ギリシャ語にはgreek.shpファイルも必要です。


	
トルコ語にはturkish.shpも必要です。





	
CVISION言語ファイルをCVistaインストール・ディレクトリに置きます。デフォルトの場所はC:\Program Files\CVision\PdfCompressor x.x\(x.xはPdfCompressorのバージョン番号)です。


	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「管理アプレット」を選択します。

<server name>の管理アプレット・ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。

構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「情報フィールド」タブを開きます。


	
OCRLang情報フィールドが追加されている場合は、手順8に進みます。追加されていない場合は、次の手順を実行します。

	
「フィールド情報」セクションで「追加」をクリックします。

カスタム情報の追加画面が表示されます。


	
「フィールド名」フィールドにOCRLangと入力します。これは、CVista言語変換オプションに対する新しい情報フィールドになります。




	
重要:

このフィールド名は正確に入力する必要があります。








	
「OK」をクリックします。


	
カスタム情報フィールド'OCRLang'の追加画面が表示されます。


	
「フィールド・キャプション」フィールドに、コンテンツ・チェックイン・フォーム・ページに表示する説明的なキャプションを入力します。たとえば、「OCR Language」と入力します。


	
「フィールド・タイプ」リストから「テキスト」を選択します。


	
「オプション・リストの有効化」チェック・ボックスを選択します。


	
「オプション・リスト・タイプ」リストから「Vタイプの選択リスト」を選択します。


	
「オプション・リストの使用」フィールドにxOCRLangListと入力します。


	
「オプション・リストの使用」フィールドの隣の「編集」をクリックします。


	
「xOCRLangListのオプション・リスト」画面が表示されます。


	
オプションとして表示するCVista OCR言語を入力します。次の言語名は有効なオプションです。




	
重要:

英語の言語名または対応するネイティブ言語名(リストされている場合)のいずれかを使用できます。ただし、言語オプションは次の表に示すとおりに正確に入力する必要があります。








	英語	ネイティブ
	Czech	-
	Danish	Dansk
	Dutch	Nederlands
	英語	-
	Finnish	Suomi
	French	Français
	German	Deutsch
	Greek	-
	Hungarian	Magyar
	Italian	Italiano
	Norwegian	Norsk
	Polish	Polski
	Portuguese	Português
	Russian	-
	Spanish	Español
	Swedish	Svenska
	Turkish	-






	
「大文字小文字を区別しない」チェック・ボックスを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
「デフォルト値」フィールドに、デフォルトのOCR言語オプションを入力します。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「情報フィールド」タブに戻ります。


	
「データベース設計の更新」をクリックします。





	
OCRLang情報フィールドが追加されているが、言語オプション・リストやデフォルトの言語に変更を加えたい場合は、次の手順を実行します。

	
「フィールド情報」セクションでOCRLangを選択し、「編集」をクリックします。

カスタム情報の追加画面が表示されます。


	
「オプション・リストの使用」フィールドの隣の「編集」をクリックします。

「xOCRLangListのオプション・リスト」画面が表示されます。


	
使用しないCVista OCR言語を削除します。


	
「OK」をクリックします。


	
「デフォルト値」フィールドに、デフォルトのOCR言語オプションを入力します。


	
「OK」をクリックして設定を保存し、「情報フィールド」タブに戻ります。





	
構成マネージャ・アプレットを終了します。ユーザーはTIFFファイルのチェックイン時に、設定されているいずれかのOCR言語を選択することにより、デフォルトのOCR言語を上書きできます。













6.3 TIFF Converterの問題のトラブルシューティング

この項の内容は次のとおりです。

	
第6.3.1項「インストールの問題」


	
第6.3.2項「一般的な変換の問題」


	
第6.3.3項「CVista PdfCompressorの変換の問題」


	
第6.3.4項「PDFサムネイルの作成と表示の問題」






6.3.1 インストールの問題

次の表は、Inbound Refineryのインストール時に一般的に見られる問題、考えられる原因および解決策を示しています。


	問題	考えられる原因	解決策
	TIFF Converterコンポーネントのインストール後にリファイナリまたはコンテンツ・サーバーが起動しない。	コンテンツ・サーバーまたはリファイナリ上に間違ったコンポーネントがインストールされています。	コンポーネントをアンインストールし、正しい場所にコンポーネントを再インストールします。










6.3.2 一般的な変換の問題

次の表は、一般的なInbound Refineryの変換の問題、考えられる原因および解決策を示しています。


	問題	考えられる原因	解決策
	TIFFファイルが変換されない(ネイティブ・フォーマットで通過させられる)。	コンテンツ・サーバーでInbound Refineryに対してファイル・フォーマットおよび変換方法が正しく設定されていません。	Inbound Refineryに対してファイル・フォーマットおよび変換方法を設定します。詳細は、第6.2.1項「コンテンツ・サーバーでのTIFF変換用のジョブ送信の構成」を参照してください。
	TIFFファイルが変換されない(ネイティブ・フォーマットで通過させられる)。	変換に時間がかかりすぎているため、Inbound Refineryがタイムアウトしています。	Inbound Refineryのタイムアウト設定を変更します。詳細は、第6.2.3項「タイムアウト設定の変更」を参照してください。
	TIFFファイルが変換されない(ネイティブ・フォーマットで通過させられる)。	Inbound RefineryがCVista PdfCompressorを起動できません。	PdfCompressorのパスが正しいことを確認します。詳細は、第6.2.4項「CVista PdfCompressorの構成」を参照してください。
	ZIPされたTIFFファイルがチェックイン時にInbound Refineryによって処理されない。	コンテンツ・サーバーでInbound Refineryに対してファイル・フォーマットおよび変換方法が正しく設定されていません。	zipファイルの処理方法を変更します。詳細は、第6.2.3項「タイムアウト設定の変更」を参照してください。
	コンテンツ・サーバーの構成マネージャでTIFF Conversion変換方法を選択できない。	TiffConverterSupportコンポーネントがアップロードされて有効になっていません。	コンポーネント・ウィザードまたはコンポーネント・マネージャを使用して、TiffConverterSupportコンポーネントをアップロードして有効にします。このコンポーネントはInbound Refineryの配布媒体に含まれています。
	コンテンツ・サーバーの構成マネージャでTIFF Conversion変換方法を選択できない。	TiffConverterSupportコンポーネントは有効になっていますが、コンテンツ・サーバーが再起動されていません。	コンテンツ・サーバーを再起動します。










6.3.3 CVista PdfCompressorの変換の問題

次の表は、CVISION CVista PdfCompressorの使用時に一般的に見られる変換の問題、考えられる原因および解決策を示しています。


	問題	考えられる原因	解決策
	Inbound RefineryがCVista PdfCompressorを起動できません。	CVista PdfCompress.exeへのパスが間違っています。	PdfCompressorのパスが正しいことを確認します。詳細は、第6.2.4項「CVista PdfCompressorの構成」を参照してください。
	CVista PdfCompressorのユーザー・インタフェースを使用して変換設定を変更したが、TIFFファイルの処理方法が変わらない。	CVista PdfCompressorのユーザー・インタフェースで行った変更は、Inbound Refineryによってコールされた場合にCVista PdfCompressorがどのように機能するかには影響しません。	Inbound Refineryのユーザー・インタフェースを使用して、CVista PdfCompressorの構成設定を変更します。詳細は、第6.2.4項「CVista PdfCompressorの構成」を参照してください。
	CVista PdfCompressorが英語のテキストに対してのみOCRを実行する。	デフォルトでは、CVista PdfCompressorは英語のOCR辞書のみを使用します。その他のOCR言語は設定する必要があります。	CVista PdfCompressorに対して複数のOCR言語を設定します。詳細は、第6.2.4.2項「CVista PdfCompressorのOCR言語の構成」を参照してください。










6.3.4 PDFサムネイルの作成と表示の問題

次の表は、Inbound Refineryで生成されたPDFファイルのサムネイルの作成および表示時に一般的に見られる問題、考えられる原因および解決策を示しています。


	問題	考えられる原因	解決策
	Inbound Refineryで生成されたPDFファイルに対してサムネイルが作成されない。	Inbound Refineryでサムネイルの作成が有効になっていません。	Inbound Refineryでサムネイルの作成を有効にします。
	Inbound Refineryで生成されたPDFファイルをAdobe Acrobat Readerで表示する際、画面上に線やその他のアーティファクトが表示される。	Acrobat Reader 4を使用してファイルを表示しています。	Inbound Refineryで生成されたPDFファイルの表示には、最良の結果を得るには、Adobe Acrobat Reader 6.0.1以上を使用してください。















7 Microsoft OfficeファイルのHTMLへの変換

Inbound Refineryは、WindowsシステムにインストールされたネイティブMicrosoft Officeアプリケーションを使用して、ネイティブMicrosoft OfficeファイルをHTMLに変換できます。コンテンツ・サーバーはWindowsまたはUNIXプラットフォームのいずれにでもインストールできますが、Microsoft OfficeからHTMLへの変換が機能するためには、Inbound RefineryはMicrosoft Officeネイティブ・アプリケーションがインストールされているWindowsシステム上で構成されている必要があります。Microsoft OfficeからHTMLへの変換を行うには、次のコンポーネントを指定されたサーバーにインストールして有効にする必要があります。


	コンポーネント名	コンポーネントの説明	有効にするサーバー
	HtmlConverter	Inbound Refineryで、ネイティブのOfficeアプリケーションを使用して、Word、Excel、PowerpointおよびVisioで作成されたネイティブのMicrosoft OfficeファイルをHTMLに変換できます。	Inbound Refineryサーバー
	MSOfficeHtmlConverterSupport	コンテンツ・サーバーで、Inbound RefineryによってネイティブのMicrosoft OfficeからHTMLに変換されたファイルが、ZIPファイルでコンテンツ・サーバーに返されることをサポートできます。コンテンツ・サーバーには、ZipRenditionManagementコンポーネントがインストールされている必要があります。	コンテンツ・サーバー
	ZipRenditionManagement	コンテンツ・サーバーで、Inbound Refineryによって作成されてZIPファイルに圧縮されたHTMLのレンディションにアクセスできます。	コンテンツ・サーバー






この項では、Microsoft OfficeからHTMLへの変換の操作方法および変換処理のトラブルシューティング方法について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
第7.1項「HTML Converterについて」


	
第7.2項「HTML Converterの設定の構成」






7.1 HTML Converterについて

HTML変換は、ネイティブ・アプリケーションでMicrosoft Officeファイルを自動的に開き、HTMLページとして保存し、HTML出力をコンテンツ・サーバーに返すための圧縮ZIPファイルにまとめます。

HTML変換では次のタイプのファイルを処理できます。

	
Microsoft Word 2003から2010


	
Microsoft Excel 2003から2010


	
Microsoft PowerPoint 2003から2010


	
Microsoft Visio 2007




MicrosoftアプリケーションはWindowsにのみ対応しているため、HTML変換に使用されるInbound RefineryはWindowsシステムにインストールする必要があります。Inbound Refineryプロバイダに接続するコンテンツ・サーバーは、WindowsまたはUNIXのいずれにでもインストールできます。



7.1.1 HTML Converterプロセス概要

HTML ConverterとInbound Refineryとの連携が有効になっている場合、コンテンツ・サーバーにチェックインされたネイティブMicrosoft Officeファイルは変換用にInbound Refineryに送信されます。Inbound Refineryは、ネイティブMicrosoft Officeアプリケーションを使用したファイルのHTMLへの変換処理を自動化します。単一のHTMLページがコンテンツ・サーバーに返されると、それがWeb表示可能ファイルとして使用されます。変換により複数のHTMLページが生成されると、次のファイルがコンテンツ・サーバーに返されます。

	
プライマリWeb表示可能レンディションであるHCSPページ


	
OfficeアプリケーションからのHTML出力を含むZIPファイル


	
オプションで、ネイティブMicrosoft Officeファイルのサムネイル・レンディション




Inbound Refineryによって複数のHTMLページに変換されたドキュメントに対するコンテンツ・サーバー内のWeb表示可能リンクをユーザーがクリックすると、HCSPページによりサーバーがHTMLレンディションにリダイレクトされます。








7.2 HTML Converterの設定の構成

この項の内容は次のとおりです。

	
第7.2.1項「コンテンツ・サーバーでのHTML変換用のジョブ送信の構成」


	
第7.2.2項「承認される変換の設定」






7.2.1 コンテンツ・サーバーでのHTML変換用のジョブ送信の構成

コンテンツ・サーバーでは、ファイル・フォーマットおよび変換方法を使用して、コンテンツ・アイテムがInbound Refineryおよび変換オプションによってどのように処理されるべきかを定義します。コンテンツ・サーバー上にMSOfficeHtmlConverterSupportをインストールして有効にすると、ファイル・フォーマット・ウィザード・ページに4つのHTML変換オプションが追加されます。

	
Word HTML


	
PowerPoint HTML


	
Excel HTML


	
Visio HTML




Microsoft OfficeドキュメントがInbound Refineryによって処理されるには、そのファイル拡張子が、HTML変換方法に関連付けられたフォーマット名にマップされている必要があります。HTML変換に対する追加の変換オプションは自動的にはマップされません。これらは手動でマップする必要があります。これらは、ファイル・フォーマット・ウィザードまたは構成マネージャ・アプレットを使用して設定できます。構成マネージャ・アプレットでは、どのファイル拡張子をどの変換オプションにマップするかについて、より細かく制御できます。次の各項では、これらのマッピングの設定に関する情報を示します。

	
第7.2.1.1項「ファイル・フォーマット・ウィザードの使用」


	
第7.2.1.2項「構成マネージャの使用」






7.2.1.1 ファイル・フォーマット・ウィザードの使用

Inbound Refineryに対するファイル・フォーマットおよび変換方法は、コンテンツ・サーバーでファイル・フォーマット・ウィザードを使用して管理できます。変更を行うには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「リファイナリ管理」→「ファイル・フォーマット・ウィザード」を選択します。<server name>のファイル・フォーマット・ウィザード・ページが表示されます。


	
HTMLに変換するMicrosoft Officeドキュメント・ファイル・タイプを選択します。「変換」列には、ファイル・タイプに基づいた適切な変換オプションが表示されます。次に例を示します。

	
doc、docx、dot、dotxに対してWord


	
ppt、pptxに対してPowerPoint


	
xls、xlsxに対してExcel


	
vsdに対してVisio





	
「更新」をクリックして変更内容を保存します。


	
管理者としてInbound Refineryにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで、「変換設定」→「プライマリWebレンディション」を選択します。プライマリWebレンディション・ページが表示されます。


	
「選択したMS OfficeのフォーマットをMS HTMLに変換します」を選択します。


	
「更新」をクリックします。









7.2.1.2 構成マネージャの使用

Inbound Refineryに対するファイル・フォーマットおよび変換方法は、コンテンツ・サーバーで構成マネージャを使用して管理できます。変更を行うには、次の手順を実行します。

	
管理者としてコンテンツ・サーバーにログインしていることを確認します。


	
ナビゲーション・メニューで「管理」→「管理アプレット」を選択します。<server name>の管理アプレット・ページが表示されます。


	
「構成マネージャ」をクリックします。構成マネージャ・アプレットが起動します。


	
「オプション」メニューで「ファイル・フォーマット」を選択します。


	
「フォーマット」列から変換したいOfficeドキュメント・タイプに対するアプリケーション・フォーマットを選択します。たとえば、Microsoft Wordに対してapplication/mswordを選択します。


	
「編集」をクリックします。「ファイル・フォーマットの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「変換」リストから、選択したOfficeドキュメント・フォーマットに適切なHTML変換オプションを選択します。たとえば、application/mswordに対して変換オプションWord HTMLを選択します。


	
「OK」をクリックします。


	
HTMLに変換するすべてのMicrosoft Officeフォーマットに対して、手順5から8を繰り返します。


	
完了したら、「閉じる」をクリックしてファイル・フォーマット・ページを閉じ、続いて構成マネージャを終了します。


	
コンテンツ・サーバーとInbound Refineryを再起動します。











7.2.2 承認される変換の設定

HTML Converterがリファイナリにインストールされると、Word HTML、PowerPoint HTML、Excel HTMLおよびVisio HTMLオプションが変換リスト・ページに追加されます。コンテンツ・サーバーによって送信されたアイテムに対してリファイナリが変換を実行するには、この変換オプションが有効になっている必要があります。











A ユーザー・インタフェース

この項では、Inbound Refineryおよび有効な変換オプションで使用されているインタフェースについて説明します。

この項では、次の画面を示します。

	
A.1項「プロバイダ・ページ」


	
A.2項「送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページ」


	
A.3項「プロバイダ情報ページ」


	
A.4項「ファイル・フォーマット・ウィザード・ページ」


	
A.5項「ファイル・フォーマット画面」


	
A.5.1項「新しいファイル・フォーマットの追加/ファイル・フォーマットの編集画面」


	
A.5.2項「ファイル拡張子の追加/ファイル拡張子の編集画面」


	
A.6項「Refinery変換オプション・ページ」


	
A.7項「DAM検索フィールド管理ページ」


	
A.8項「変換リスト・ページ」


	
A.9項「プライマリWeb表示可能レンディション・ページ」


	
A.10項「PDFエクスポート・オプション・ページ」


	
A.11項「PDFオプション・ページ」


	
A.12項「XMLオプション・ページ」


	
A.13項「追加レンディション・ページ」


	
A.14項「サムネイル・オプション・ページ」


	
A.15項「サードパーティ・アプリケーションの設定・ページ」


	
A.16項「標準のOutsideInフィルタ・オプション・ページ」


	
A.17項「Distillerエンジンのオプション・ページ」


	
A.18項「CVista PdfCompressorのオプション・ページ」


	
A.19項「OpenOfficeのオプション・ページ」


	
A.20項「Wordオプション・ページ」


	
A.21項「Excelオプション・ページ」


	
A.22項「Powerpointオプション・ページ」


	
A.23項「Visioオプション・ページ」


	
A.24項「InDesignオプション・ページ」


	
A.25項「タイムアウトの設定ページ」


	
A.26項「リファイナリのステータス・ページ」


	
A.27項「リファイナリ・ログ・ページ」


	
A.28項「コンソール出力ページ」


	
A.29項「変換ジョブのステータス・ページ」


	
A.30項「IBRプロバイダのステータス・ページ」


	
A.31項「エージェントのステータス・ページ」


	
A.32項「キュー内のアイテム・ページ」


	
A.33項「変換履歴ページ」


	
A.33.1項「変換の詳細ページ」


	
A.34項「エージェント・ログ・ページ」


	
A.35項「ユーザー・プロファイル・ページ」


	
A.36項「エージェント管理ページ」


	
A.37項「エージェントの削除ページ」


	
A.38項「構成情報ページ」


	
A.39項「システム監査情報ページ」


	
A.40項「Webサーバー・フィルタの構成ページ」


	
A.41項「管理サーバー・ページ」


	
A.42項「Inbound Refinery管理ページ」






A.1 プロバイダ・ページ

このコンテンツ・サーバーのページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」メニューで「プロバイダ」を選択します。プロバイダ・ページでは、コンテンツ・サーバーのプロバイダを表示、追加および編集できます。プロバイダの詳細は、『Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイド』を参照してください。

[image: providers_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	プロバイダ表	説明
	「プロバイダ」列	外部エンティティとの接続を確立するプロバイダの名前。
	「説明」列	プロバイダの説明。
	「タイプ」列	プロバイダのタイプ。
	「接続状態」列	考えられる状態は次のとおりです。
	
構成ミス


	
良好


	
ダウン


	
再起動が必要





	「最終アクティビティの日付」列	プロバイダがアクティブであった最終日時。
	「アクション」 列	「情報」リンクには、プロバイダのプロバイダ情報ページが表示されます。
「テスト」リンクは、プロバイダの「接続状態」列と「最終アクティビティの日付」列をリフレッシュします。









	新規プロバイダの作成表	説明
	「プロバイダ・タイプ」列	プロバイダのタイプ。
	「説明」列	プロバイダ・タイプの説明。
	「アクション」列	送信プロバイダ・タイプの「追加」をクリックすると、送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページが表示されます。










A.2 送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページ

このコンテンツ・サーバー・ページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
プロバイダ・ページで送信プロバイダ・タイプに対応する「アクション」列の「追加」をクリックします。


	
プロバイダ・ページでリファイナリ・プロバイダに対応する「アクション」列の「情報」をクリックし、プロバイダ情報ページで「編集」をクリックします。




送信プロバイダの追加/送信プロバイダの編集ページでは、リファイナリをプロバイダとしてコンテンツ・サーバーに追加したり、既存のリファイナリ・プロバイダの情報を編集できます。

[image: outgoing_provider_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「プロバイダ名」フィールド（必須）	プロバイダの名前。これは、IntradocDir/data/providersディレクトリのサブディレクトリとなります。
	「プロバイダの説明」フィールド（必須）	プロバイダのわかりやすい説明。
	「プロバイダ・クラス」フィールド（必須）	プロバイダのJavaクラスの名前。デフォルトは、intradoc.provider.SocketOutgoingProviderクラスです。
	「接続クラス」フィールド	必須ではありません。
	「構成クラス」フィールド	必須ではありません。
	「サーバー・ホスト名」フィールド（必須）	リファイナリがインストールされているサーバーのホスト名。
	「HTTPサーバー・アドレス」フィールド	リファイナリのHTTPサーバー・アドレス。リファイナリがコンテンツ・サーバーと同じコンピュータ上に存在している場合は、必須ではありません。
	「サーバー・ポート」フィールド（必須）	リファイナリ・プロバイダが通信するポート。デフォルトのリファイナリ・ポートは5555です。
	「インスタンス名」フィールド（必須）	リファイナリのインスタンス名たとえば、ref2です。
	「相対Webルート」フィールド（必須）	リファイナリの相対Webルート。WebLogic Serverにインストールされている場合、この相対Webルートは/ibr/です。
	「接続パスワードの使用」チェック・ボックス（オプション）	ターゲット・サーバーでは、接続するためにパスワードが要求される場合があります。ターゲット・サーバーでは、グローバル・プロキシ・パスワードによる接続が許可されるか、または名前付きパスワード接続が提供されることがあります。名前には、空の値を使用してグローバル・パスワードを選択するか、または固有の名前を使用してターゲットのプロキシ接続の1つを選択できます。
	接続パスワード名	ターゲット・サーバーへの接続に必要なパスワード。空白にしてグローバル・パスワードを使用するか、または名前付き接続を指定します。
	接続パスワード	ターゲット・サーバーまたは名前付きプロキシ接続に必要なパスワード。
	クライアントのIPフィルタ	ターゲット・サーバーへの接続を使用できるクライアントIPアドレスを入力します。ターゲットは、リクエストを受信するとIPアドレスをチェックします。IPアドレスがここで入力したIPアドレスと一致する場合、そのリクエストを許可します。ワイルドカード記号* = match 0 or manyおよび| = match either orを使用して、使用可能な複数のクライアントと照合できます。ここで入力したIPアドレスは、クライアントに永続的に保存される前に、パスワードのメッセージ・ダイジェスト（一方向ハッシュ）に使用されます。
	「Inbound Refinery変換ジョブの処理」チェック・ボックス	コンテンツ・サーバーにリファイナリ・プロバイダを作成する場合は、このチェック・ボックスを選択します。
	「Inbound Refineryの読取り専用モード」チェック・ボックス	コンテンツ・サーバーで新規の変換ジョブをリファイナリに送信しない場合にのみ、このチェック・ボックスを選択します。デフォルトでは、このチェック・ボックスの選択は解除されています。
	事前変換されたキューで許可されるジョブ数フィールド	必要な場合は、コンテンツ・サーバーの事前変換されたキューで許可されるジョブの最大数を変更します。デフォルトは1000ジョブです。
	「追加」ボタン	新規のリファイナリ・プロバイダを追加します。
	「更新」ボタン	リファイナリ・プロバイダの更新時に変更を保存します。
	「リセット」 ボタン	送信プロバイダの追加/送信プロバイダの編集ページを、最後に保存された設定にリセットします。










A.3 プロバイダ情報ページ

このコンテンツ・サーバー・ページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーのプロバイダ・ページでリファイナリ・プロバイダに対応する「アクション」列の「情報」をクリックするか、IBRプロバイダのステータス・ページの「アクション」列の「情報」をクリックします。

[image: provider_info_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「情報」フィールド	プロバイダに関する情報が表示されます。各フィールドの説明は、送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページを参照してください。
	「編集」ボタン	送信ソケット・プロバイダの追加/送信ソケット・プロバイダの編集ページ
	「無効化」/「有効化」ボタン	プロバイダを無効化または有効化します。プロバイダを無効化または有効化した後、コンテンツ・サーバーを再起動する必要があります。
	「削除」ボタン	プロバイダを削除します。










A.4 ファイル・フォーマット・ウィザード・ページ

このコンテンツ・サーバーのページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーで「管理」→「リファイナリ管理」→「ファイル・フォーマット・ウィザード」を選択します。ファイル・フォーマット・ウィザード・ページでは、変換用にリファイナリに送信する必要のあるファイル・タイプを選択できます。対応するデフォルトのファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換が、自動的にマップされます。また、変換オプション・コンポーネントによって、ファイル・タイプがファイル・フォーマット・ウィザード・ページに追加される場合があります。




	
重要:

ファイル・フォーマット・ウィザード・ページを有効にするには、InboundRefinerySupportコンポーネントをコンテンツ・サーバーにインストールして有効にし、Inbound Refineryプロバイダを少なくとも1つ有効にする必要があります。







[image: file_formats_wizard.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

また、構成マネージャ・アプレットを使用して、ファイル・フォーマットの構成を手動で変更することもできます。詳細は、A.5項「ファイル・フォーマット画面」を参照してください。ファイル・フォーマット・ウィザード・ページは、一般的なほとんどのファイル・タイプの変換を構成するために使用できますが、構成マネージャ・アプレットのすべての機能が複製されるわけではありません。


	要素	説明
	「ファイル・タイプの選択」チェック・ボックス	変換用にリファイナリに送信される各ファイル・タイプを選択します。すべてのチェック・ボックスを選択/選択を切り替えるには、ヘッダー行でチェック・ボックスを選択するか、または選択を解除します。
	「ファイル・タイプ」メニュー	フォーマットに複数の使用可能な変換がある場合は、その拡張子の「ファイル・タイプ」メニューを使用して変換を指定します。
	「更新」ボタン	変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	ファイル・フォーマット・ウィザード・ページを、最後に保存された設定内容にリセットします。










A.5 「ファイル・フォーマット」画面

このコンテンツ・サーバー画面にアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」トレイの下にある「管理アプレット」をクリックし、「構成マネージャ」をクリックしてアプレットを開き、構成マネージャ・アプレットから「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択します。この画面は、コンテンツ・サーバーのファイル拡張子、ファイル・フォーマットおよび変換を設定するために使用します。ほとんどの一般的なファイル・タイプに対するデフォルト変換の構成には、ファイル・フォーマット・ウィザードを使用できます。詳細は、A.4項「ファイル・フォーマット・ウィザード・ページ」を参照してください。「ファイル・フォーマット」画面を使用する必要があるのは、一般的ではないファイル・タイプのデフォルト変換の変更および変換の設定を行う場合のみです。

[image: file_formats_tab.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	フィールド	説明
	フォーマット	ファイル・フォーマットの名前。任意の名前を使用できますが、対応するファイル拡張子（複数の場合あり）に関連付けられているMIMEタイプを使用することをお薦めします。
	変換	そのファイル・フォーマットにリンクされている変換。
	説明	ファイル・フォーマットの説明。
	有効	フォーマットまたは拡張子を有効にするかどうかを指定します。
	拡張子	ファイル・フォーマットにマッピングされているファイル拡張子。
	マップ先フォーマット	ファイル拡張子のマップ先となるファイル・フォーマット。








A.5.1 新しいファイル・フォーマットの追加/ファイル・フォーマットの編集画面

コンテンツ・サーバーから「新しいファイル・フォーマットの追加」画面にアクセスするには、構成マネージャ・アプレットで「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択し、「ファイル・フォーマット」セクションの「追加」ボタンをクリックします。

[image: add_new_file_format.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

「ファイル・フォーマットの編集」画面にアクセスするには、構成マネージャ・アプレットから「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択し、「ファイル・フォーマット」セクションの「編集」ボタンをクリックします。




	
重要:

このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎の変換はサポートされていません。








	フィールド	説明
	フォーマット	一般的には、対応するファイル拡張子（複数の場合あり）に関連付けられているMIMEタイプ。
	変換	このファイル・フォーマットにマップされているすべてのファイル拡張子で使用される変換。
	説明	ファイル・フォーマットの説明。










A.5.2 ファイル拡張子の追加/ファイル拡張子の編集画面

コンテンツ・サーバーから「ファイル拡張子の追加」画面にアクセスするには、構成マネージャ・アプレットから「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択し、「ファイル拡張子」セクションの「追加」ボタンをクリックします。

[image: add_file_extension.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

「ファイル拡張子の編集」画面にアクセスするには、構成マネージャアプレットから「オプション」→「ファイル・フォーマット」を選択し、「ファイル拡張子」セクションの「編集」ボタンをクリックします。


	フィールド	説明
	拡張子	ファイル拡張子（Microsoft Wordのdoc、Microsoft Excelのxls、Microsoft Visioのvsdなど）。
	マップ先フォーマット	ファイル拡張子のマップ先となるファイル・フォーマット。












A.6 Refinery変換オプション・ページ

このコンテンツ・サーバーのページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーで「管理」→「リファイナリ管理」→「変換オプション」を選択します。Inbound Refinery変換オプション・ページでは、事前変換および事後変換されたジョブをコンテンツ・サーバーでどのように処理するかなど、コンテンツ・サーバーとそのリファイナリ・プロバイダとの対話方法に影響を与えるオプションをいくつか構成できます。

[image: ibr_conv_opts_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]




	
重要:

Inbound Refinery変換オプション・ページを有効にするには、コンテンツ・サーバーにInboundRefinerySupportコンポーネントをインストールして有効にし、少なくとも1つのInbound Refineryプロバイダを構成する必要があります。








	要素	説明
	次に転送を試みるまでの待機秒数フィールド	コンテンツ・サーバーが次に転送を試みるまでに事前変換されたジョブを待機する秒数を入力します。デフォルトは10(秒)です。
	ネイティブ・ファイルの圧縮しきい値フィールド	ネイティブ・ファイル圧縮しきい値サイズを入力します（MB単位）。デフォルトのしきい値サイズは1024MB（1GB）です。ネイティブ・ファイルは、しきい値サイズを超えないかぎり、圧縮されてから、コンテンツ・サーバーによってリファイナリに転送されます。この設定によって、非常に大きなファイル（たとえば、大規模なビデオ・ファイル）の圧縮に伴うオーバーヘッドを回避できます。転送前にネイティブ・ファイルを圧縮しないようにする場合は、ネイティブ・ファイル圧縮しきい値サイズを0に設定します。
	ジョブ転送の有効期限が切れると、変換に失敗します。チェック・ボックス	ジョブ転送合計時間が期限切れになった場合は変換が失敗するようにするには、このチェック・ボックスを選択します。
	リファイナリに送信した変換が失敗した場合、変換を「Refinery通過」に設定します。チェック・ボックス	変換が失敗したときに、ネイティブ・ドキュメントのコピーをプライマリWeb表示可能レンディションとして使用するかどうかを指定します。このオプションを選択した場合、変換が失敗すると（Web表示可能レンディションを作成できないと）、ネイティブ・ファイルのコピーがWebレイアウト・ディレクトリに配置されます。このオプションの選択を解除した場合、ネイティブ・ファイルはWebレイアウト・ディレクトリにコピーされません。
	「更新」ボタン	変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	Inbound Refinery変換オプション・ページを前回保存した設定にリセットします。










A.7 DAM検索フィールド管理ページ

デフォルトでは、XMPスキーマは、Inbound Refineryによってデジタル・イメージから抽出されてコンテンツ・サーバーに渡されます。コンテンツ・サーバーは、デジタル・アセットの「イメージ・データ」タブにこのデータを表示します。OracleTextSearchがインストールされていて有効な場合は、データの索引が作成され、フルテキスト検索で検索できます。




	
注意:

XMPデータは、テキストとしてのみ検索できます。XMPデータから抽出された日付または数字の値の索引が作成され、テキストとしてのみ検索できます。







XMPメタデータの特定条件で検索できるようにするには、DAM検索フィールド管理ページを使用して、コンテンツ・サーバーのユーザー・インタフェースに対してプレースホルダ・フィールドを有効にし、索引を再構築する必要があります。実行すると、ユーザーは、XMPデータの特定条件を使用してコンテンツを検索できます。

DAM検索フィールド管理ページには、XMP仕様のプライマリXMPスキーマがカテゴリとしてリストされており、各カテゴリ内には使用可能なコンテンツ・サーバーのプレースホルダ・フィールド名、ラベルおよびXMP関連の説明がリストされています。カテゴリを開いて、索引が作成されている特定のXMP関連の説明を検索し、プレースホルダ・フィールドを有効にします。有効にした後、このページの「更新」をクリックし、検索索引を再構築します。

このコンテンツ・サーバー・ページにアクセスするには、「Content Serverの管理」トレイを開いて、「DAM管理」をクリックします。

[image: DAM管理ページ]





A.8 変換リスト・ページ

Inbound Refineryの変換リスト・ページでは、承認された変換およびキューの最大値を設定できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、リファイナリから「変換設定」→「変換リスト」を選択します。




	
重要:

このバージョンのInbound Refineryでは、一太郎およびLegacyCustomの変換はサポートされていません。







[image: conversion_listing_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	キューに入れることのできる変換の最大数フィールド	リファイナリでキューに入れることのできる変換ジョブの合計数を設定します。デフォルトは0（無制限）です。
	変換済キューに入れることのできる変換の最大数フィールド	エージェントの変換済キューで待機できる変換の数を入力します。この数を超えると、エージェントはそれ以上のジョブを受け入れません。デフォルトは1000です。ゼロ（0）を入力すると、無制限にジョブを許可します。ただし、無制限にジョブを許可すると、使用可能な記憶領域の消費によってシステム能力が低下し、問題が発生する可能性があります。
	リファイナリをビジー状態とみなす秒数フィールド	変換が最大数に達しているとき、リファイナリをビジー状態とみなす秒数を入力します。デフォルトは30（秒）です。リファイナリの変換ジョブが最大数に達した場合、コンテンツ・サーバーはこの時間待機してから、リファイナリとの通信を再度試行します。
	同時変換の最大数フィールド	リファイナリで同時に実行できる変換の数を入力します。変換アプリケーションの複数のインスタンスを同時に実行できる場合は、同時変換が可能です。たとえば、Outside In PDF Exportでは複数のインスタンスを同時に実行でき、複数のドキュメントを同時に変換できますが、Adobe Photoshopで実行できるインスタンスは1つのコンピュータ上で1つのみであるため、変換できるPhotoshopドキュメントは1つのみです。
	変換の承認チェック・ボックス	このチェック・ボックスを選択すると、コンテンツ・サーバーにより送信されたそのタイプの変換ジョブが承認されます。チェック・ボックスの選択を解除すると、リファイナリではそのタイプの変換は承認されません。すべてのチェック・ボックスを選択するか、または選択を解除するには、列見出しの隣のチェック・ボックスを選択するか、または選択を解除します。デフォルトでは、すべての変換が承認されます。
	最大変換数列	変換タイプごとに（すべてのリファイナリ・キューにわたる）ジョブの最大数を指定します。デフォルトは0（無制限）です。
	「変換」列	リファイナリで有効になっている各変換の名前。この名前は、コンテンツ・サーバーで有効になっている変換の名前と一致している必要があります。
	「変換の説明」列	各変換の説明。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
重要: コンテンツ・サーバーは、変換の変更が加えられた各リファイナリの更新ステータスを認識する必要があります。コンテンツ・サーバーは、リファイナリをポーリングしたときにステータスを認識しますが、IBRプロバイダのステータス・ページの「ステータスの更新の強制」ボタンを使用すると、即座にコンテンツ・サーバーのキューの変更を認識できます。あるいは、リファイナリのエージェントである各コンテンツ・サーバーを再起動します。


	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.9 プライマリWeb表示可能レンディション・ページ

プライマリWeb表示可能レンディション・ページでは、Inbound RefineryでプライマリWeb表示可能レンディションを作成する場合に使用できる変換方法を選択できます。変換方法がこのページに追加されるのは、関連のコンポーネントがインストールされInbound Refineryで有効な場合です。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」を選択し、次に「プライマリWebレンディション」を選択します。

[image: プライマリWeb表示可能レンディション・ページ]

Inbound Refineryには、Outside In Image Exportが含まれています。これを使用すると、ファイルをプライマリWeb表示可能レンダリングとして複数ページのTIFFファイルに変換できます。これにより、ユーザーはTIFFビューア・プラグインを備えた標準的なWebブラウザでファイルを表示できます。変換オプションがインストールされていない場合、使用できる唯一の変換方法は、Outside Inを使用して、ネイティブ・ファイル・フォーマットをプライマリWeb表示可能レンダリングとして複数ページのTIFFファイルに変換することです。変換コンポーネントが有効な場合は、他の変換方法がこのページで使用可能になります。たとえば、PDFExportConverterコンポーネントが有効な場合は、PDFエクスポートを使用してネイティブ・ファイルをPDFに変換するオプションが使用可能になります。

Inbound Refineryでは、ネイティブ・ファイル・フォーマットに基づいて各受信ファイルを変換しようとします。最初に選択された方法でそのフォーマットの変換がサポートされていない場合は、次に選択された方法でそのフォーマットがサポートされているかどうかが確認されます。Inbound Refineryでは、そのフォーマットの変換がサポートされている方法のうち、最初に選択された方法でファイルを変換しようとします。

たとえば、PDF変換コンポーネントが有効で、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションと「Outside Inを使用してPDFに変換」オプションの両方が選択されているとします。次に、Microsoft Wordファイルを変換のためにリファイナリに送信します。Microsoft Wordファイル・フォーマットでは、サードパーティ・アプリケーション（Microsoft Word）を使用したPDFへの変換がサポートされているため、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法を使用して、ファイルをプライマリWeb表示可能レンディションとしてPDFに変換しようとします。この方法が失敗した場合、「Outside Inを使用してPDFに変換」方法は試行されません。ただし、JustWriteファイルを変換のためにリファイナリに送信した場合、このファイル・フォーマットは「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方法を使用したPDFへの変換がサポートされていないため、「Outside Inを使用してPDFに変換」方法でこのフォーマットがサポートされているかどうかが確認されます。このフォーマットはOutside Inによってサポートされているため、Outside InによるPDFへのファイルの変換が試行されます。


	要素	説明
	選択したMS OfficeのフォーマットをMS HTMLに変換します	ネイティブのMicrosoft Officeアプリケーションを使用して、ネイティブのMicrosoft OfficeファイルをHTMLに直接変換する場合に有効にします。Windowsにのみ互換性があるこの方法は、WinNativeConverterがインストールされていて有効な場合に使用できます。
	PDFエクスポートによるPDFへの変換	他のサードパーティ・アプリケーションを使用せずに、Outside In PDF Exportを使用してサポートされているファイルをPDFに直接変換する場合に有効にします。プラットフォーム間共通の互換性を提供するこの方法は、PDFExportConverterがインストールされていて有効な場合に使用できます。
	サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換	ネイティブ・アプリケーションを使用して、最初にファイルをPostScriptに、次にPDFに変換する場合に有効にします。この方法は、WinNativeConverterがインストールされていて有効な場合に、Windowsプラットフォームでのみ使用できます。
	Outside Inを使用してPDFに変換	Outside Inを使用して、最初にサポートされているファイルをPostScriptに、次にPDFに変換する場合に有効にします。このオプションを使用する場合に必要なのは、PostScriptのDistillerエンジンのみです。
	OpenOfficeを使用してPDFに変換	OpenOfficeを使用して、サポートされているファイルをPostScriptに、次にPDFに変換する場合に有効にします。プラットフォーム間共通の互換性を提供するこの方法は、OpenOfficeConversionがインストールされていて有効な場合に使用できます。
	Outside Inを使用して複数ページのTIFFに変換	変換オプションがインストールされていない場合は、これが使用できる唯一の変換オプションです。このオプションを選択すると、リファイナリでは、Outside In Image Exportを使用して、Outside Inによる変換がサポートされているすべてのネイティブ・ファイル・フォーマットを、プライマリWeb表示可能レンディションとして複数ページのTIFFファイルに変換しようとします。
この変換方法は、ネイティブ・ファイル・フォーマットをサポートする最初に選択された方法である場合にのみ試行されます。


	XMLへの変換	Outside In XML Export、Search Export、およびFlexionDocスキーマまたはSearchMLスキーマを使用して、サポートされているファイルをXMLファイルに変換する場合に有効にします。さらに、XSLT機能を使用すると、結果のXMLドキュメントの後処理を実行し、XSLファイルに基づいて、DTDまたはスキーマに対して検証された別のXMLドキュメントに変換できます。XML Converterは、WindowsとUNIXの両方でサポートされています。この方法は、XMLConverterがインストールされていて有効な場合に使用できます。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.10 PDFエクスポート・オプション・ページ

Inbound RefineryのPDFエクスポート・オプション・ページでは、Outside In PDF Exportを使用してPDFに直接変換する際に使用するオプションを構成できます。この変換では、サードパーティのアプリケーションは不要です。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「プライマリWebレンダリング」を選択し、「PDFエクスポートによるPDFへの変換」を有効にして、「PDFエクスポート・オプション」ボタンをクリックします。

[image: PDFエクスポート・オプション・ページ]


リファイナリのエクスポート・オプション・セクション


	要素	説明
	PDFの生成	PDFドキュメントを出力する場合に選択します。
	PDF/Aの生成	PDF/Aドキュメントを出力する場合に選択します。PDF/Aは、長期アーカイブ用に設計されたPDFのISO標準サブセットです。PDF/Aには、PDF/A固有のメタデータ情報が含まれているため、外部ソースの内容に依存できません。PDF/Aドキュメントは、正確で一貫性のあるドキュメントの表示に必要なすべての情報がドキュメント内に埋め込まれている必要があるため、自己完結型である必要があります。このような情報には、フォント、色のプロファイル、Vector、ラスター・イメージ、テキストおよび他の必要な情報があります。
	リニアライズされた(または最適化された) PDFの生成	リニアライズ（Web配信用にPDFファイルを最適化）したPDFドキュメントを出力する場合に有効にします。リニアライズしたPDFファイルでは、ネットワークを介してPDFを配信するようにファイルが構築され、ファイル全体をダウンロードする前にPDFを表示できます。これによって、Web参照の迅速なデプロイが支援されます。
	PDFファイルの埋込みフォント	フォント情報は個別のPDFファイルに埋め込むことができます。これによって、テキストをPDFで適切に表示できますが、PDFファイルのサイズが大きくなります。PDFファイルを自己完結型にする必要があるPDF/Aに完全に準拠する場合は、このオプションを有効にする必要があることに注意してください。
	PDF出力の圧縮	zlib圧縮を使用してPDFファイルを圧縮し、出力ファイルのサイズを小さくする場合に有効にします。PDFを圧縮すると、そのPDFから重複フォント、レイアウト情報、不要なメタデータ、スクリプトまたはその他のオブジェクトが除去され、埋込みイメージ・ファイルが圧縮されます。
	ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用	入力ファイルに指定されているページ・マージン、用紙サイズ、スケーリングおよび用紙方向を使用する場合に有効にします。有効にすると、スプレッドシート・ファイルに指定されているページ・サイズやページ区切りも保持されます。このオプションが無効な場合は、PDFエクスポート・オプション・ページのデフォルトのページ・レイアウト・セクションとデフォルトのマージン・セクションに指定されているデフォルトのページ・サイズ、マージンおよび用紙方向が使用されます。







デフォルトのページ・レイアウト・セクション


	要素	説明
	デフォルトのページ高さをインチ単位で指定します	PDF出力ファイルのデフォルトのページの高さをインチ単位で指定します。デフォルト設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページ・サイズ設定が指定されていない場合です。
	デフォルトのページ幅をインチ単位で指定します	PDF出力ファイルのデフォルトのページの幅をインチ単位で指定します。デフォルト設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページ・サイズ設定が指定されていない場合です。







デフォルトのマージン・セクション


	要素	説明
	上マージン	PDF出力ファイルのページのデフォルトの上マージンをTWIPS（twentieth of an inch points）単位で指定します。TWIPは印字関連の単位です。1インチは1440 TWIPSです。
デフォルトの上マージン設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページの上マージン設定が指定されていない場合です。


	下マージン	PDF出力ファイルのページのデフォルトの下マージンをTWIPS（twentieth of an inch points）単位で指定します。TWIPは印字関連の単位です。1インチは1440 TWIPSです。
デフォルトの下マージン設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページの下マージン設定が指定されていない場合です。


	左マージン	PDF出力ファイルのページのデフォルトの左マージンをTWIPS（twentieth of an inch points）単位で指定します。TWIPは印字関連の単位です。1インチは1440 TWIPSです。
デフォルトの左マージン設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページの左マージン設定が指定されていない場合です。


	右マージン	PDF出力ファイルのページのデフォルトの右マージンをTWIPS（twentieth of an inch points）単位で指定します。TWIPは印字関連の単位です。1インチは1440 TWIPSです。
デフォルトの右マージン設定が使用されるのは、「ネイティブ・フォーマット・ページ・サイズの使用」設定が無効な場合、またはこの設定が有効で、ネイティブ・ファイルにページの右マージン設定が指定されていない場合です。









「スプレッドシート・エクスポート・オプション」セクション


	要素	説明
	PDFにグリッド線を表示します	スプレッドシート・ファイルのPDF出力で、セル間にグリッド線を表示する場合に有効にします。
	PDFにヘッダーを表示します	スプレッドシート・ファイルのPDF出力で、行のヘッダーを表示する場合に有効にします。
	スプレッドシートを横方向にエクスポートします	有効にすると、ページは横方向、次に縦方向に区切られます。最初に長い行が分割され、その行内の次のセルで次のページが開始し、行内のすべてのセルが使用されると、先頭の列の次のセルにページが移動します。
たとえば、1ページに10列10行を収めることができ、スプレッドシート・ファイルには20列30行がある場合、ページは次のように区切られます。

	
ページ1: 列A行1から列J行10まで


	
ページ2: 列K行1から列T行10まで


	
ページ3: 列A行11から列J行20まで


	
ページ4: 列K行11から列T行20まで


	
ページ5: 列A行21から列J行30まで


	
ページ6: 列K行21から列T行30まで





	スプレッドシートを縦方向にエクスポートします	有効にすると、ページは縦方向、次に横方向に区切られます。最初に長い列が分割され、その列内の次のセルで次のページが開始し、列内のすべてのセルが使用されると、先頭の行の次のセルにページが移動します。
たとえば、1ページに10列10行を収めることができ、スプレッドシート・ファイルには20列30行がある場合、ページは次のように区切られます。

	
ページ1: 列A行1から列J行10まで


	
ページ2: 列A行11から列J行20まで


	
ページ3: 列A行21から列J行30まで


	
ページ4: 列K行1から列T行10まで


	
ページ5: 列K行11から列T行20まで


	
ページ6: 列K行21から列T行30まで












「データベース・エクスポート・オプション」セクション


	要素	説明
	PDFにグリッド線を表示します	データベース・ファイルのPDF出力で、セル間にグリッド線を表示する場合に有効にします。
	PDFにヘッダーを表示します	データベース・ファイルのPDF出力で、行のヘッダーを表示する場合に有効にします。










A.11 PDFオプション・ページ

サードパーティ・アプリケーションを使用してPostScriptファイルをPDFに変換するときは、PDFオプション・ページを使用して、ファイルのPDFへの変換に対してオプションを設定できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「プライマリWebレンディション」を選択し、「サードパーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」方式または「Outside Inを使用してPDFに変換」方式を選択した後、対応する「Web表示可能なPDFファイルのオプション」ボタンをクリックします。

[image: pdf_opts.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「PDFへの2回目の変換の有効化」チェック・ボックス	Inbound Refineryで代替変換を使用できるかどうかを指定します（代替変換が定義されている場合）。これにより、サードパーティ・アプリケーションが誤動作または欠落している場合でも、ほとんどのドキュメントの変換が可能です。たとえば、このチェック・ボックスを選択してPDFExportConverterコンポーネントを有効にすると、Outside In PDF Exportが2回目の変換として使用されます。
PDFExportConverterコンポーネントが有効でない場合は、「Outside Inを使用してPDFに変換」が使用されます。PDFExportConverterコンポーネントは有効だが、2回目の変換として「Outside Inを使用してPDFに変換」を使用する場合は、リファイナリに、構成変数としてSecondaryConversionStepName=OIXConverterを設定すると、デフォルトの動作を上書きできます。


	「使用可能な場合はMS Officeマニュアルの情報を使用」チェック・ボックス	Microsoft Officeファイルの場合のみ、ドキュメント・コンテンツ情報をネイティブのMicrosoft Officeファイルから取得するか、またはコンテンツ・サーバー情報フィールドから取得するかを指定します。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.12 XMLオプション・ページ

XMLオプション・ページでは、ファイルをXMLに変換するためのオプションを設定できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
「変換設定」から、「プライマリWebレンディション」を選択します。次に、「XMLへの変換」オプションを選択し、「XMLオプション」ボタンをクリックします。


	
「変換設定」から、「追加レンディション」を選択します。次に、「フォーマットがすべてサポートされている場合XMLに変換する」オプションを選択し、「XMLオプション」ボタンをクリックします。


	
「変換設定」から、「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。「XMLオプション」セクションを検索し、「XMLオプション」ボタンをクリックします。




[image: xml_options.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	XSLT変換の処理	XSLT（eXstensible Style Language Transformation）機能では、結果のXMLドキュメントの後処理を実行し、XSL（eXstensible File Language）ファイルに基づき、DTD（Document Type Definition）またはスキーマに対して検証された別のXMLドキュメントに変換します。
	FlexionDoc XMLの生成	ドキュメントをXMLに変換するときに、FlexionDoc XMLスキーマを使用することを指定します。
	SearchMLの生成	ドキュメントをXMLに変換するときに、SearchMLスキーマを使用することを指定します。
	「なし」ラジオ・ボタン	ドキュメントをXMLに変換するときに、DTDもスキーマも参照しません。
	「DTD参照」ラジオ・ボタン	ドキュメントをXMLに変換するときに、FlexionDoc DTDまたはSearchML DTDを参照します。
	「スキーマ参照」ラジオ・ボタン	ドキュメントをXMLに変換するときに、FlexionDocスキーマまたはSearchMLスキーマを参照します。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。






次の重要な注意事項に留意してください。

	
FlexiondocオプションおよびSearchMLオプションのデフォルト設定を調整する場合は、リファイナリのDomainHome/ucm/ibr/binディレクトリにあるintradoc.cfgファイルでオプション設定を指定できます。使用可能なFlexiondocオプションおよびSearchMLオプションの詳細は、リファイナリのIntradocDir/components/XMLConverter/resourcesディレクトリにあるxx.cfgファイルを参照してください。intradoc.cfgファイルに変更を加えた後は、リファイナリを再起動する必要があります。


	
FlexionDocおよびSearchMLのスキーマ・コードおよびドキュメント・ファイルは、XMLConverterコンポーネントとともにIdcHomeDir/components/XMLConverterディレクトリにインストールされています。









A.13 追加レンディション・ページ

追加レンディション・ページでは、Inbound Refineryで作成する追加レンディションを選択できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「追加レンディション」を選択します。

[image: addl_renditions_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

変換オプションがインストールされていない場合、使用できる唯一の変換方法は、Outside Inを使用してファイルのサムネイルを追加レンディションとして作成する方法です。変換オプションがインストールされている場合は、このページで他の変換方法を使用できます。たとえば、XML Converterがインストールされている場合は、XMLファイルを追加レンディションとして作成するオプションを使用できます。


	要素	説明
	「Outside Inを使用するサムネイル・イメージの作成」チェック・ボックス	このオプションを選択すると、リファイナリはOutside In Image Exportを使用して、リファイナリで処理するすべてのファイルのサムネイルを作成します。
	「オプション」ボタン	サムネイル・オプション・ページを表示します。このページでサムネイル・オプションを設定できます。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.14 サムネイル・オプション・ページ

サムネイル・オプション・ページでは、サムネイル設定を構成できます（Inbound Refineryに付属するOutside In Image Exportを使用したサムネイル作成用）。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「追加レンディション」を選択し、「Outside Inを使用するサムネイル・イメージの作成」の「オプション」をクリックします。

[image: thumb_options_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「ネイティブ・ボールト・ファイルからサムネイル・イメージを作成」チェック・ボックス	サムネイル・イメージをネイティブ・ファイルから作成するか、Webで表示可能なプライマリ・ファイルから作成するかを指定します。
	「サムネイル・イメージ作成に使用するネイティブ・ボールト・ファイルのページ番号」フィールド	サムネイル・イメージの作成に使用するネイティブ・ファイルのページを指定します。デフォルト設定は1です。つまり、ネイティブ・ファイルの最初のページを使用して、サムネイル・イメージが作成されます。
	「クイック・サイジングを使用」ラジオ・ボタン	このオプションを選択すると、カラー・グラフィックの変換が最も速くなりますが、変換されたグラフィックの品質が若干低下します。
	「スムーズ・サイジングを使用」ラジオ・ボタン	このオプションを選択すると、元のグラフィックの表現がより正確になりますが、複雑な処理が必要になるため、変換速度が若干低下します。これがデフォルトの設定です。
	「グレイスケール・グラフィック用のスムーズ・サイジング」ラジオ・ボタン	このオプションを選択すると、グレイスケール・グラフィックにスムーズ・サイジング・オプションが使用され、すべてのカラー・グラフィックにクイック・サイジング・オプションが使用されます。
	「jpgのサムネイルの生成」ラジオ・ボタン	すべてのサムネイルがJPGファイルとして作成されるように指定します。これは、サムネイルのファイル・タイプのデフォルト設定です。
	「gifのサムネイルの生成」ラジオ・ボタン	すべてのサムネイルがGIFファイルとして作成されるように指定します。
	「pngのサムネイルの生成」ラジオ・ボタン	すべてのサムネイルがPNGファイルとして作成されるように指定します。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.15 サードパーティ・アプリケーションの設定・ページ

サードパーティ・アプリケーションの設定ページでは、変換時に使用されるサードパーティ・アプリケーションの設定を構成できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択します。

[image: thirdparty_app_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このページでは、複数の変換に影響を与える2つのオプションを常に使用できます。

	
標準のOutsideInフィルタ・オプション


	
Distillerエンジン




サードパーティ・アプリケーションを使用する追加の変換オプションがインストールされている場合は、このページにエントリが追加されます。各エントリには、アプリケーションの構成オプションがあるページを表示するための「オプション」ボタンが含まれています。ほとんどのサードパーティ・アプリケーション・オプションは、WinNativeConverterおよびTiff Converterアドオンに関連するオプションです。ただし、他のサードパーティ・アプリケーションを使用する変換を制御するために必要なオプションを追加することもできます。






A.16 標準のOutsideInフィルタ・オプション・ページ

標準のOutsideInフィルタ・オプション・ページでは、Outside Inテクノロジを使用して、ファイルをPDFに変換するためのオプションを設定できます。変換には、これらのオプションが必要であるため、Inbound Refineryが機能するには設定が必要です。

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、「標準のOutsideInフィルタ・オプション」セクションの下にある「オプション」をクリックします。

[image: 標準のOutsideInフィルタ・オプション・ページ]


	要素	説明
	フォント・パス	Outside Inフィルタがフォント・イメージを生成する必要がある場合に使用されるフォントへのパスを指定します。これは、サムネイルおよびPDFへの直接変換を作成するために必要です。
デフォルトでは、フォント・パスはInbound Refineryで使用される標準JVM内のフォント・ディレクトリ(java.home/lib/fonts)に設定されます。ただし、デフォルト・ディレクトリに含まれるフォントは限定されているため、レンディションが低下する可能性があります。また、非標準のJVMを使用した場合、デフォルトで指定されているJVMのフォント・パスと異なることがあります。この場合、エラー・メッセージがInbound Refineryとコンテンツ・サーバーの両方から表示されます。この変数を、変換を正しくレンダリングするために必要なフォントを含むフォントの場所に設定してください。


	ネイティブ・オペレーティング・システムのタイム・オフセットを使用します。	ネイティブ・ドキュメントの時間フィールドは、Inbound RefineryでサムネイルおよびPDFへの直接変換を作成する際に使用できます。このチェック・ボックスを有効にして、変換を実行するリファイナリ・サーバーのタイム・オフセットを自動的に反映します。このチェック・ボックスを有効にすると、「GMTから15分のオフセットを手動で設定」フィールドが無効になります。
	GMTから15分のオフセットを手動で設定	手動で、グリニッジ標準時（GMT）からのオフセットを15分単位の増分で設定します。手動オフセットは、-96から96の範囲で指定でき、各整数は15分のセグメントを表します。たとえば、-6は、グリニッジ標準時よりも1時間30分早いことを表します。このオプションを有効にする場合は、「ネイティブ・オペレーティング・システムのタイム・オフセットを使用します。」を無効にする必要があります。
	ネイティブ・オペレーティング・システムのネイティブ・グラフィック・サブシステムを使用（UNIX実行時にのみ使用可能）	このUNIXレンダリング・オプションを選択することで、Outside In Image Exportでは、オペレーティング・システムのネイティブ・グラフィック・サブシステム（UNIXプラットフォームでのX11）を使用してフォントとグラフィックをレンダリングすることが指定されます。
このオプションが機能するのは、少なくとも1つの適切な出力ソリューションが存在する場合のみです。たとえば、UNIX $DISPLAY変数が有効なXサーバーを指していないが、Image Exportに必要なOSGDまたはWV_GDモジュール（あるいはその両方）が存在している場合、Image ExportはデフォルトでImage Exportレンダリング・コードを使用します。


	内部グラフィック・レンダリングの使用（UNIX実行時にのみ使用可能）	このUNIXレンダリング・オプションを選択することで、Outside In Image Exportでは、フォントやグラフィックのレンダリングに内部グラフィック・コードを使用するように指定されます。これがデフォルトのオプションです。










A.17 Distillerエンジンのオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、Distillerエンジンの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: Distillerエンジンのオプション・ページ]


	要素	説明
	「Ghostscriptの処理環境の計算(win32専用)」チェック・ボックス	win32システムでGhostscriptを正しく動作させるには、処理環境を適切に設定する必要があります。win32プラットフォームでは、このチェック・ボックスを選択してGhostscriptをDistillerエンジンとして使用し、Inbound Refineryによって処理環境が正しく計算されるようにしてください。別のDistillerエンジンを使用する場合は、このチェック・ボックスの選択を解除してください。
	Ghostscriptインストール・ディレクトリへのパス。(win32専用)	このフィールドは、「Ghostscriptを使用」チェック・ボックスを選択した場合にのみアクティブです。メインGhostscriptインストール・ディレクトリのパスを指定します。たとえば、c:/3rdParty-Bin/gs/gpl/gs8.64です。
	PostScriptからPDFへの変換エンジンへのパス。	このフィールドは、「Ghostscriptの処理環境の計算(win32専用)」チェック・ボックスの選択を解除した場合にのみアクティブです。PostScriptからPDFへの変換Distillerエンジンの実行可能ファイルまたはスクリプト・ファイルのパスを入力します。
たとえば、c:/gs/gs8.54/lib/ps2pdf14.batです。


	PostScriptからPDFへの変換エンジンに渡すパラメータ。	このフィールドは、「Ghostscriptの処理環境の計算(win32専用)」チェック・ボックスの選択を解除した場合にのみアクティブです。PostScriptからPDFへの変換Distillerエンジンに渡されるパラメータを入力します。このフィールドは、Idoc Script対応です。
たとえば、Distillerエンジンのパスがc:¥utils¥PostScript¥distll.exeであり、Distillerエンジンがパラメータ[options <psPath> [<pdfPath>]を取る場合は、コマンド・プロンプトでc:¥utils¥PostScript¥distll.exe c:¥temp¥mypsFile.ps –optimize -1.3 –crop c:¥temp¥file.pdfと入力します。

この結果をPDF Converterで取得するには、次のように設定します。

一般的なPostScriptからPDFへの変換エンジンへのパス。:

c:/utils/PostScript/distll.exe

一般的なPostScriptからPDFへの変換エンジンに渡すパラメータ。:

<$postscriptFile$> –optimize -1.3 –crop <$pdfFile$>

柔軟性を最大にするために、このエントリではPostScriptファイルのパスに<$postscriptFile$>、出力ファイルに<$pdfFile$>というトークンが使用されます。これらのトークンは、実際のパス参照ではなくプレースホルダと考えてください。


	PDF最適化エンジンへのパス。	このフィールドは、「Ghostscriptの処理環境の計算(win32専用)」チェック・ボックスの選択を解除した場合にのみアクティブです。PDFファイルの最適化が可能な実行可能ファイルまたはスクリプト・ファイルのパスを入力します。
たとえば、c:/gs/gs8.54/lib/pdfopt.batです。


	PDF最適化エンジンに渡すパラメータ。	このフィールドは、「Ghostscriptの処理環境の計算(win32専用)」チェック・ボックスの選択を解除した場合にのみアクティブです。PDFの最適化時にDistillerエンジンに渡されるパラメータを入力します。このフィールドは、Idoc Script対応です。
たとえば、Distillerエンジンのパスがc:¥utils¥PostScript¥opt.exeであり、Distillerエンジンがパラメータ[options <psPath> [<pdfPath>]を取る場合は、コマンド・プロンプトでc:¥utils¥PostScript¥opt.exe c:¥temp¥myPDF.pdf c:¥temp¥file.pdfと入力します。

この結果をPDF Converterで取得するには、次のように設定します。

一般的なPDF最適化エンジンへのパス。:

c:/utils/PostScript/opt.exe

一般的なPDF最適化エンジンに渡すパラメータ。:

<$pdfFile$> <$optimizedPdfFile$>

柔軟性を最大にするために、このエントリではPostScriptファイルのパスに<$pdfFile$>、出力ファイルに<$optimizedPdfFile$>というトークンが使用されます。これらのトークンは、実際のパス参照ではなくプレースホルダと考えてください。


	「PDFファイル用に高速なWeb表示 (最適化) を有効化」チェック・ボックス	Webの高速表示のためにPDFファイルを最適化するかどうかを指定します。最適化すると、コンテンツに何度も表示されるグラフィックやテキストが削除され、最初のインスタンスへのポインタで置き換えられます。最適化を行うと、PDF全体がダウンロードされる前に、PDFの最初のページの表示を開始できます。
このチェック・ボックスを選択した場合は、Inbound Refineryによって、生成済およびチェックイン済のすべてのPDFファイルを含むすべてのPDFファイルの最適化が試行されます。このためには、PDFファイルを最適化できるAFPL GhostscriptなどのDistillerエンジンとInbound Refineryを統合する必要があります。


	「ドキュメント・コンテンツ情報をPDFに格納」チェック・ボックス	ドキュメント・コンテンツ情報（ドキュメントの情報）をPDFに含めるかどうかを指定します。ドキュメント・コンテンツ情報は、次の2つの方式で取得できます。
チェックイン時に（コンテンツ・サーバー情報フィールドから）提供されたコンテンツ情報から取得します。これには、「タイトル」（dDocTitle）、「件名」（dDocName; コンテンツID）、「作成者」（dDocAuthor）および「キーワード」が含まれます。これは、Microsoft Officeファイルを除くすべてのファイル・タイプのデフォルトの方式です。

Microsoft Officeドキュメントの場合は、ネイティブのMicrosoft Officeファイルから取得します。これには、「タイトル」、「件名」、「作成者」および「キーワード」が含まれます。これは、Microsoft Officeファイルのみのデフォルトです。












A.18 CVista PdfCompressorのオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択し、CVista PdfCompressorの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: pdfcompressor_params.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	CVista PdfCompressor実行可能ファイルへのパスです。	CVista PdfCompressor実行可能ファイルへのフルパス名。
	CVista PdfCompressorに渡すパラメータです。	TiffからPDFへの変換用にCVista PdfCompressorを設定するためのパラメータ。パラメータの使用方法と値の詳細は、CVista PdfCompressorに付属のドキュメントを参照してください。
	マージ・オプション	ZIPファイルに格納されているフォーマットをTIFF Converterでマージする場合は、マージ可能なフォーマットを選択します。未選択のフォーマットはWeb表示可能PDFに含まれません。次のオプションがあります。
	
TIFFファイルをマージします。


	
PDFファイルをマージします。


	
JPEGファイルをマージします。


	
BMPファイルをマージします。





	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.19 OpenOfficeのオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択し、OpenOfficeの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: openoffice_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「OpenOffice Listenerに接続するためのアドレス」フィールド	OpenOffice Quickstarter Listenerに接続するためのサーバー・アドレスです。
OpenOffice Quickstarter Listenerに接続するためのデフォルト・アドレスをオーバーライドするには、このフィールドにアドレスを指定します。デフォルト・アドレスはlocalhostです。


	「OpenOffice Listenerに接続するためのポート」フィールド	OpenOffice Quickstarter Listenerに接続するためのポートです。
OpenOffice Quickstarter Listenerに接続するためのデフォルト・ポートをオーバーライドするには、このフィールドにポートを指定します。このポートは、OpenOffice Quickstarter Listenerで使用されるポートと一致している必要があります。デフォルト・ポートは8100です。


	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.20 Wordオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、Microsoft Wordの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: word_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「WordのURLリンクを処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメントの絶対URL(たとえば、http://www.example.comなど)を、生成されるPDFファイル内の対応するリンクに変換する必要があるかどうかを指定します。
	「Wordのmailtoリンクを処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメント内の電子メール・アドレスへのリンク(たとえば、mailto:support@example.comなど)を、生成されるPDFファイル内の対応するリンクに変換する必要があるかどうかを指定します。
	「ドキュメントのブックマークを処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメントを、生成されるPDFファイル内の対応するリンクに変換する必要があるかどうかを指定します。
	「目次をPDFブックマークに処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメント内の目次を、生成されるPDFファイル内のブックマーク（ナビゲーション・ツリー）に変換する必要があるかどうかを指定します。
「目次をPDFブックマークに処理します」オプションは、「見出しスタイルをPDFブックマークに処理します」オプションが選択されていない場合にのみ使用可能です。そうでない場合はグレー表示されます。Microsoft Wordドキュメントでは、目次またはすべての見出しのいずれかを処理し、PDFブックマークに変換できますが、両方を処理して変換することはできません。


	「見出しスタイルをPDFブックマークに処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメントの標準見出しスタイル（Heading 1、Heading 2など）を、生成されるPDF内のブックマーク（ナビゲーション・ツリー）に変換する必要があるかどうかを指定します。
「見出しスタイルをPDFブックマークに処理します」オプションは、「目次をPDFブックマークに処理します」オプションが選択されていない場合にのみ使用可能です。そうでない場合はグレー表示されます。Microsoft Wordドキュメントでは、すべての見出しまたは目次のいずれかを処理し、PDFブックマークに変換できますが、両方を処理して変換することはできません。


	「Unicodeシグネチャを使用するPDFブックマークの作成 (ダブルバイト文字に必須)」チェック・ボックス	PDFブックマークの作成時にUnicode文字コーディング・フォーマットを使用する必要があるかどうかを指定します。Unicodeでは16ビットを使用するため、ACSII以外の文字をPDFブックマークで使用できます。このことは、Wordの見出しにダブルバイト文字を使用するMicrosoft Wordドキュメントで必須です。クリアされている場合、PDFブックマークはACSII文字で作成されます。
	「「ドキュメントのリンクを脚注およびドキュメント最後の注釈に処理します」」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメントの脚注および最後の注釈へのリンクを、生成されるPDFファイル内のリンクに変換する必要があるかどうかを指定します。
	「ドキュメントのコメントをPDFの注意事項に処理します」チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメントに追加されたコメントを、生成されるPDFファイル内の注意事項に変換する必要があるかどうかを指定します。
	Wordマークアップでドキュメントを印刷チェック・ボックス	Microsoft Wordドキュメント内のマークアップを、生成されるPDFファイルに含める必要があるかどうかを指定します（Word XP以上が必要です）。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.21 Excelオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、Microsoft Excelの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: excel_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「ExcelのURLリンクを処理」チェック・ボックス	Microsoft Excelスプレッドシートに含まれる外部URL (たとえば、http://www.example.com)へのリンクを、生成したPDFファイルのリンクに変換するかどうかを指定します。
	「Excelのmailtoリンクを処理」チェック・ボックス	Microsoft Excelドキュメントに含まれる電子メール・アドレス(たとえば、mailto:support@example.com)へのリンクを、生成したPDFファイルの対応するリンクに変換するかどうかを指定します。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.22 Powerpointオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、Microsoft PowerPointの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: powerpoint_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「PowerPointのハイパーリンクを処理する」チェック・ボックス	PowerPointプレゼンテーション内のハイパーリンクを生成済PDFファイル内でハイパーリンクに変換するかどうかを指定します。
	「PowerPointのmailtoリンクを処理」チェック・ボックス	PowerPointドキュメント内の電子メール・アドレスへのリンク(たとえば、mailto:support@example.com)を生成済PDFファイルで対応するリンクに変換するかどうかを指定します。
	「内部スライドへのPowerPointリンクを処理」チェック・ボックス	同じPowerPointプレゼンテーション内の他のスライドへのリンクを生成済PDFファイル内でハイパーリンクに変換するかどうかを指定します。
	「PowerPointの "Slides"フォーマットで変換する」ラジオ・ボタン	PowerPointプレゼンテーションを「Slides」フォーマットに変換すること、つまり、各ページに（ノートが関連付けられていない）スライドが1つずつ含まれることを指定します。
	「PowerPointの "Notes"フォーマットで変換する」ラジオ・ボタン	PowerPointプレゼンテーションを「Notes」フォーマットに変換すること、つまり、各ページに（ノートが関連付けられている）スライドが1つずつ含まれることを指定します。
このオプションを選択できるのは、PowerPointリンクを変換するためのオプションが何も選択されていない場合のみです。


	「PowerPointの "Hand-out"フォーマットで変換する」ラジオ・ボタン	PowerPointプレゼンテーションを「Hand-out」フォーマットに変換すること、つまり、各ページに複数のスライドが含まれることを指定します。（スライドのみが表示され、関連付けられたノートは含まれません。）
このオプションを選択できるのは、PowerPointリンクを変換するためのオプションが何も選択されていない場合のみです。


	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.23 Visioオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択して、Microsoft Visioの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: visio_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「Visio URLリンクの処理」チェック・ボックス	Microsoft Visio図面の絶対URLリンク(たとえば、http://www.example.com)と相対URLリンク(たとえば、../../../../portal.htm)の両方へのリンクを、生成したPDFファイルのリンクに変換するかどうかを指定します。
	「Visioのmailtoリンクを処理」チェック・ボックス	Microsoft Visioドキュメントに含まれる電子メール・アドレス(たとえば、mailto:support@example.com)へのリンクを、生成したPDFファイルの対応するリンクに変換するかどうかを指定します。
	「内部Visioリンクの処理」チェック・ボックス	Visio図面内のリンクを、生成したPDFファイルのリンクに変換するかどうかを指定します。
	「ページに合せる機能を使用した印刷によるVisioの処理」チェック・ボックス	Visio図面をプリンタのページ・サイズに合わせてサイズ変更するか、または図面の実際のサイズを使用して印刷できるようにするかを指定します（後者の場合、図面の一部がページに印刷されず、そのためその部分がPDFに含まれなくなることがあります）。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。









	
重要:

Microsoft Visioは、他のMicrosoft Officeドキュメントと同じようにはリンクを格納しません。このため、VisioでURLリンクおよびmailtoリンクを作成するときには必ず接頭辞として、URLリンクの場合はhttp://、mailtoリンクの場合はmailto:を付けるようにすることが重要です。適切な接頭辞を使用しないと、リンクが正しく変換されないことがあります。












A.24 InDesignオプション・ページ

このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」→「サードパーティ・アプリケーションの設定」を選択し、Adobe InDesignの「オプション」ボタンをクリックします。

[image: indesign_opts_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	InDesignの変換前に外部ファイルへのリンクを更新	InDesignドキュメントをPDFに変換する前に外部ファイルへのリンクを更新するかどうかを指定できるようにします(外部パスにアクセスできる必要があります)。
	InDesignでファイルの変換に使用するAdobe PDF Export Presetを選択します。	メニューを使用して、InDesignで変換に使用するPDF Export Presetを指定します。PDF Export PresetsはInDesign内(Inbound Refineryの外部)で定義されます。
	InDesignから現在のAdobe PDF Export Presetsを取得します	クリックしてAdobe InDesignにアクセスし、変換に使用できるPDF Export Presetsを判断します。これによりPDF Export Presetオプション・メニューが移入されます。Adobe InDesignからPDF Export Presetsを取得するには、少し時間がかかる場合があります。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.25 タイムアウトの設定ページ

タイムアウトの設定ページでは、タイムアウトの設定を構成できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、「変換設定」を選択し、「タイムアウトの設定」を選択します。

[image: timeout_settings_pg.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

Inbound Refineryに適用できるのは、グラフィック変換のタイムアウト設定のみです。タイムアウトの追加構成が必要な変換オプションをインストールした場合は、このページに設定が追加されます。


	要素	説明
	「最低 (Minimum)」、「最高 (Maximum)」、「ファクタ」タイムアウト・フィールド	Inbound Refineryが変換処理の完了を待機する時間を指定します。タイムアウト値（分単位）は、次の方法で計算されます。
タイムアウト値[分単位] = ([バイト単位のファイル・サイズ] x タイムアウト・ファクタ) / 60,000

たとえば、タイムアウト・ファクタが1に設定されているときに100,000バイトのファイルを変換する場合、変換処理が完了するまで待機時間は、1:40分（100,000 x 1 / 60,000 = 10/6）以内になります。処理対象のコンテンツ・アイテムは、「最低 (Minimum)」列以上、「最高 (Maximum)」列未満の分数に割り当てられます。計算されたタイムアウト値が最低値を下回ると、最低値が適用されます。計算されたタイムアウト値が最高値を超えると、最高値が適用されます。


	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.26 リファイナリのステータス・ページ

リファイナリのステータス・ページでは、すべてのリファイナリ・エージェントの変換ステータスを表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、リファイナリの「ステータス」トレイから「リファイナリのステータス」を選択します。

[image: refinery_status_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「エージェント名」列	少なくとも1つの変換ジョブをリファイナリに送信したエージェントの名前。
	「現在のステータス」列	エージェントの現在のステータス。
	「アクション」メニュー	次のいずれかのアクションを選択します。
	
詳細ステータスの表示: リファイナリ・エージェントのエージェントのステータス・ページを表示します。


	
キュー内のアイテムの表示: リファイナリ・エージェントのキュー内のアイテム・ページを表示します。


	
変換履歴の表示: リファイナリ・エージェントの変換履歴ページを表示します。


	
エージェント・ログの表示: リファイナリ・エージェントのエージェント・ログ・ページを表示します。














	
重要:

リファイナリは、最初の変換ジョブをリファイナリに送信するときに各エージェントを作成します。それまではリファイナリでエージェントの情報を使用できません。












A.27 リファイナリ・ログ・ページ

リファイナリ・ログ・ページでは、リファイナリ・ログを表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
メイン・リファイナリ・ページで「リファイナリ・ログ」タブを選択します。


	
ナビゲーション・メニューで「ステータス」→「リファイナリのステータス」を選択し、「リファイナリ・ログ」タブを選択します。


	
ナビゲーション・メニューで「ログ」→「リファイナリ・ログ」を選択します。




[image: refinery_logs_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	リファイナリ・ログ・リンク	クリックすると、リファイナリ・ログが表示されます。
	「詳細」リンク	リファイナリ・ログが表示された後、「詳細」リンクをクリックしてログの詳細を展開および縮小します。通常、ログの詳細は、スタック・ダンプかエラーを生成したコードへのトレース・バックのどちらかです。










A.28 コンソール出力ページ

コンソール出力ページを使用すると、リファイナリのコンソール出力を表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
メイン・メニューの「ホーム」をクリックして、「コンソール出力」タブを選択します。


	
ナビゲーション・メニューで「ステータス」→「リファイナリのステータス」を選択して、「コンソール出力」タブを選択します。




[image: console_output_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「リフレッシュ」ボタン	コンソール出力を更新します。
	「クリア」ボタン	コンソール出力をクリアします。










A.29 変換ジョブのステータス・ページ

変換ジョブのステータス・ページは、Inbound Refineryをコンテンツ・サーバーで動作するように構成すると、コンテンツ・サーバーの「管理」トレイに追加されます。このコンテンツ・サーバーのページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」トレイを開いて、「リファイナリ管理」をクリックし、次に「変換ジョブのステータス」をクリックします。

[image: 変換ジョブのステータス・ページ]


	要素	説明
	ページのリフレッシュ	ページ内容を現在の情報でリフレッシュする場合にクリックします。
	ジョブ・キューのチェックの強制	すべてのアクティブなリファイナリのジョブ・キューを確認する場合にクリックします。
	変換ジョブID	変換ジョブの追跡に使用されるInbound Refinery IDをリストします。
	コンテンツID	変換のために送信されたアイテムのコンテンツ・サーバーのコンテンツIDをリストします。
	変換ジョブの状態	変換ジョブがプロセス内のどの位置にあるかを通知します。
	メッセージ	ジョブが特定の状態にある理由を詳しく説明します。最新の詳細情報がない場合は、前の変換の状態がリストされます。
	プロバイダに送信されたジョブ	ジョブが送信されたプロバイダの名前を表示します。
	最終アクション	最終アクションが行われた日時を表示します。
	「アクション」メニュー	ジョブがリストされている場合、各ジョブには次のオプションを含む「アクション」メニューがあります。
	
コンテンツ情報: 変換するアイテムのコンテンツ情報ページを表示する場合に選択します。


	
ジョブの失効: リファイナリに発行していないジョブのリクエストを取り消す場合、またはリファイナリから返される変換の受入れを拒否する場合に選択します。















A.30 IBRプロバイダのステータス・ページ

IBRプロバイダのステータス・ページは、Inbound Refineryをコンテンツ・サーバーで動作するように構成すると、コンテンツ・サーバーの「管理」トレイに追加されます。このコンテンツ・サーバーのページにアクセスするには、コンテンツ・サーバーの「管理」トレイを開いて、「リファイナリ管理」をクリックし、次に「IBRプロバイダのステータス」をクリックします。

[image: IBRプロバイダのステータス・ページ]


	要素	説明
	ステータスの更新の強制	現在の情報を取得する場合にクリックします。
	プロバイダ	Inbound Refineryプロバイダの名前。
	使用可能	コンテンツ・サーバーでリファイナリが使用可能かどうかを示します。
	
True: リファイナリが使用可能であることを示します。


	
False: リファイナリが使用不可であり、次の更新試行の時間が表示されます。例:

False

次の更新時刻: 3/26/ 5:01 AM





	読取り専用	リファイナリがジョブを受け入れないかどうかを示します。
	キューに格納されたジョブ	リファイナリ・キューに現在あるジョブ数を示します。
	最終メッセージ	リファイナリから受信した最終メッセージを表示します。
	接続	接続ステータスを示します。
	最終アクティビティ	リファイナリと最後に通信した日時の詳細を示します。
	アクション	次のオプションを示します。
	
情報: プロバイダ情報ページを表示する場合にクリックします。


	
テスト: プロバイダ接続をテストする場合にクリックします。















A.31 エージェントのステータス・ページ

エージェントのステータス・ページでは、特定のエージェントについて現在の変換のステータスを表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<エージェント名>」→「エージェントのステータス」を選択します。


	
リファイナリのステータス・ページで、エージェント名をクリックするか、該当エージェントの「アクション」メニューから「詳細ステータスの表示」を選択します。




[image: agent_status_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	エージェント名	変換ジョブを少なくとも1つリファイナリに送信したエージェント（コンテンツ・サーバーなど）の名前。
	現行のステータス	エージェントの現在のステータス。
	「コンテンツID」列	該当エージェントについてリファイナリが現在変換しているコンテンツ・アイテムのコンテンツID。
	「変換ジョブID」列	コンテンツ・アイテムの変換ジョブID。
	「タイトル」列	コンテンツ・アイテムのタイトル。
	「ネイティブ・ファイル」列	ネイティブ・ファイルの名前。
	「タイプ」列	コンテンツ・アイテムを変換するために割り当てられた変換タイプ。










A.32 キュー内のアイテム・ページ

キュー内のアイテム・ページでは、エージェントの変換前後のキュー内のアイテムを表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<エージェント名>」→「キュー内のアイテム」を選択します。


	
リファイナリのステータス・ページで、該当エージェントの「アクション」メニューから「キュー内のアイテムの表示」を選択します。




[image: agent_queues_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	エージェント名	変換ジョブを少なくとも1つリファイナリに送信したエージェント（コンテンツ・サーバーなど）の名前。
	事前変換されたキュー	エージェントの事前変換されたキューに含まれており、リファイナリによる変換を待っているアイテムが一覧表示されます。
	変換済のキュー	リファイナリによって変換されてエージェントの変換済キューに含まれており、エージェントへの転送を待っているアイテムが一覧表示されます。
	「リフレッシュ」ボタン	ページのキュー・ステータスが更新されます。










A.33 変換履歴ページ

変換履歴ページでは、特定のエージェントの最新の50の変換を表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<エージェント名>」→「変換履歴」を選択します。


	
リファイナリのステータス・ページで、該当エージェントの「アクション」メニューから「変換履歴の表示」を選択します。




[image: conversion_history_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	エージェント名	変換ジョブをリファイナリに送信したエージェント（コンテンツ・サーバーなど）の名前。
	「コンテンツID」列	変換されたコンテンツ・アイテムのコンテンツID。「コンテンツID」をクリックすると変換の詳細ページが表示されます。
	「変換ジョブID」列	変換されたコンテンツ・アイテムの変換ジョブID。
	「タイトル」列	変換されたコンテンツ・アイテムのタイトル。
	「変換タイプ」列	コンテンツ・アイテムの変換に使用する変換タイプ。
	「変換ステータス」列	変換のステータス。








A.33.1 変換の詳細ページ

変換の詳細ページを使用すると、特定の変換の詳細を表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<エージェント名>」→「変換履歴」を選択し、「コンテンツID」をクリックします。


	
リファイナリのステータス・ページで、「アクション」メニューから「変換履歴の表示」を選択し、変換履歴ページで「コンテンツID」をクリックします。




[image: conversion_detail_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]







A.34 エージェント・ログ・ページ

エージェント・ログ・ページでは、特定のリファイナリ・エージェントのログを表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、次のいずれかの方法を使用します。

	
ナビゲーション・メニューから「ステータス」→「<エージェント名>」→「エージェント・ログ」を選択します。


	
リファイナリのステータス・ページでエージェントの「アクション」メニューから「エージェント・ログの表示」を選択します。




[image: agent_logs_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	リファイナリ・エージェント・ログのリンク	リファイナリ・エージェント・ログを表示するには、リンクをクリックします。
	「詳細」リンク	リファイナリ・エージェント・ログが表示されている場合、ログの詳細を開くか、または閉じるには、「詳細」リンクをクリックします。通常、ログの詳細は、スタック・ダンプかエラーを生成したコードへのトレース・バックのどちらかです。










A.35 ユーザー・プロファイル・ページ

ユーザー・プロファイル・ページでは、administrationユーザーの設定を変更できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、メイン・ナビゲーション・バーでユーザーの名前をクリックします。

[image: user_profile_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	ロール	ユーザーに割り当てられているロールを識別します。
	ユーザー・ロケール	Inbound Refineryユーザー・インタフェースに使用される言語ロケールを選択して指定します。
	「レイアウト」ドロップダウン・メニュー	レイアウト表示を選択します。デフォルト表示は「トレイ」です。
	「スキン」ドロップダウン・メニュー	レイアウト・スキンを選択します。デフォルトのスキンは「Oracle」です。
	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.36 エージェント管理ページ

エージェント管理ページでは、リファイナリの各エージェント（少なくとも1つの変換ジョブをリファイナリに送信したエージェント）のステータスの表示、エージェントの詳細ロギングの有効化およびエージェントの削除を行うことができます。このInbound Refineryページにアクセスするには、ナビゲーション・メニューから「管理」→「エージェント管理」を選択します。

[image: agent_mgt_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	「エージェント名」列	少なくとも1つの変換ジョブをリファイナリに送信したエージェントの名前。
	「現在のステータス」列	エージェントの現在のステータス。
	「エージェントのオプション」列	「詳細ロギングの有効化」チェック・ボックスを選択すると、対応するエージェントのログで詳細ロギングが有効になります。
	「アクション」メニュー	次のいずれかのアクションを選択します。
	
詳細ステータスの表示: リファイナリ・エージェントのエージェントのステータス・ページを表示します。


	
変換履歴の表示: リファイナリ・エージェントの変換履歴ページを表示します。


	
エージェント・ログの表示: リファイナリ・エージェントのエージェント・ログ・ページを表示します。


	
エージェントの削除: エージェントの削除ページを表示します。このページで、エージェントを削除できます。





	「更新」ボタン	設定に加えた変更内容を保存します。
	「リセット」 ボタン	前回保存した設定に戻します。










A.37 エージェントの削除ページ

エージェントの削除ページを使用すると、リファイナリのエージェントを削除できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、エージェント管理ページで、エージェントの「アクション」メニューから「エージェントの削除」を選択します。

[image: delete_agent_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	エージェントの削除の確認	削除したエージェントを確認できます。エージェント・キュー内の履歴、ログおよびジョブも削除されることに注意してください。
	エージェント情報	エージェントの現在のステータスについての情報が表示されます。
	「エージェントの削除」ボタン	エージェントを削除します。










A.38 構成情報ページ

構成情報ページには、サーバーのパラメータとオプション、インストール・ディレクトリ、インターネット・プロパティ、クラスパス情報、バージョン情報、Javaプロパティ、コンテンツ・セキュリティ・オプションを含む、主なシステム設定の概要が表示されます。さらに、現在有効化または無効化されているすべてのインストール済のサーバー・コンポーネントやカスタム・コンポーネントも一覧表示されます。このInbound Refineryページにアクセスするには、ナビゲーション・メニューから「管理」→「<リファイナリ名>の構成」を選択します。

[image: config_info_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

構成情報ページは、情報の提供のみを目的としたページです。






A.39 システム監査情報ページ

システム監査情報ページでは、リファイナリに関するシステム監査情報を表示できます。このInbound Refineryページにアクセスするには、ナビゲーション・メニューで「管理」→「システム監査情報」を選択します。このページにはリファイナリに関するシステム監査情報が表示されるため、問題のトラブルシューティングやサーバーのパフォーマンス調整に役立ちます。

[image: system_audit_info_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]

このページの「一般的な情報」セクションには、次の情報が表示されます。

	
受信するリクエストの数が多すぎるかどうかに関する情報。


	
システムのメモリー・キャッシュに関する情報。メモリー不足に関するエラーのトラブルシューティングに役立ちます。


	
現在実行中のJavaスレッドに関する情報。この情報はエラーの原因を特定する場合に有用です。


	
監査メッセージのリスト。




リファイナリのトレースは、セクション単位でアクティブ化できます。アクティブなセクションのトレースが、コンソール出力ページに表示されます。セクション・トレースは、サーバーのどのセクションが問題の原因となっているかを特定する場合、または特定のセクションの詳細を表示するときに便利です。セクションを追加する場合は、追加するセクションを記載したカンマ区切りリストを作成します。「トレース・セクション情報」ヘッダーの横にある情報アイコンをクリックすると、トレースに使用できるセクションのリストが簡単な説明とともに表示されます。ワイルド・カード文字*がサポートされているため、schema*と指定すると、接頭辞schemaで始まるすべてのセクションをトレースできます。

トレース・セクションの中には、詳細出力をサポートするものもあります。詳細出力をサポートするアクティブなセクションを詳細にトレースする場合には、「完全な詳細トレース」を有効にします。




	
重要:

このページで設定したオプションは、「保存」を有効にし、「更新」をクリックしないかぎり、リファイナリの再起動時に失われます。












A.40 Webサーバー・フィルタの構成ページ

Webサーバー・フィルタの構成ページを使用すると、リファイナリとのWebサーバー・フィルタ通信の構成およびトラブルシューティングを実行できます。このページにアクセスするには、ナビゲーション・メニューで「管理」→「フィルタ管理」を選択します。

[image: config_web_serv_filt_page.gifについては周囲のテキストで説明しています。]


	要素	説明
	キャッシュのタイムアウト	Webサーバー・フィルタがユーザー・データをキャッシュする分数を設定します。
	デフォルトの認証	Inbound Refineryサーバーに対して新規のユーザーをデフォルトで認証する方法を指定します。オプションは次のとおりです。
	
基本: Inbound Refineryサーバーへのアクセスに使用する資格証明ストアと同じ資格証明ストアを使用します。このオプションは、LDAP、OID、またはInbound Refineryにアクセスするために構成された他の認証方法を使用して実行できます。


	
NTLM: Inbound Refineryサーバーへの接続にMicrosoftログイン方法を使用します。Microsoftログイン方法の詳細は、Oracle WebCenter Content Content Serverシステム管理者ガイドを参照してください。





	GZIP圧縮を無効にする	パフォーマンスを維持するために、Inbound Refineryサーバーは、GZIP圧縮を使用してデフォルトでHTMLレスポンス・ページを圧縮します。CGI_DEBUGまたはCGI_RECEIVE_DUMPを有効にする場合は、このオプションをTRUEに設定してGZIP圧縮を無効にし、データのデバッグまたはログ記録を簡素化します。
	CGI_DEBUG	Webサーバー・フィルタとInbound Refineryサーバー間で送信されるデータとヘッダーの要約を記録できます。有効にする場合は、「GZIP圧縮を無効にする」をTRUEに設定します。
	CGI_SEND_DUMP	Webサーバー・フィルタからInbound Refineryサーバーに送信されるデータとヘッダーを記録できます。
	CGI_RECEIVE_DUMP	Inbound RefineryサーバーからWebサーバー・フィルタに送信されるデータとヘッダーを記録できます。
	FILTER_DEBUG	Webサーバー・フィルタ内部で発生するイベントを記録できます。
	PLUGIN_DEBUG	PLUGIN_DEBUGフラグを識別するプラグイン・フィルタ内部で発生するイベントを記録できます。










A.41 管理サーバー・ページ

管理サーバーは、リファイナリまたはコンテンツ・サーバーを起動、停止および再起動するために使用する管理ツールです。また、数多くのシステム設定のレビューや編集、およびコンポーネントの管理を行うこともできます。このページには、ナビゲーション・メニューから「管理」→「管理サーバー」を選択してアクセスします。

[image: admin_server.gifについては周囲のテキストで説明しています。]





A.42 Inbound Refinery管理ページ

Inbound Refinery管理ページでは、各リンクにアクセスするための代替方法が提供されます。これらのリンクは、ナビゲーション・ペインの「管理」トレイにも表示されます。リファイナリの管理ページにアクセスするには、管理サーバー・ページの「管理」をクリックします。

[image: Refininery管理ページ]


	要素	説明
	Inbound Refineryログ	リファイナリ・ログ・ページを表示します。
	プライマリWeb表示可能レンディション	プライマリWeb表示可能レンディション・ページを表示します。
	追加レンディション	追加レンディション・ページを表示します。
	変換オプション	サードパーティ・アプリケーションの設定ページを表示します。
	<リファイナリ名>の変換のタイムアウト値	タイムアウトの設定ページを表示します。
	<リファイナリ名>によって承認された変換	変換リスト・ページを表示します。
	<リファイナリ名>の構成	構成情報ページを表示します。
	システム監査情報	システム監査情報ページを表示します。
	プロバイダ	プロバイダ・ページを表示します。
	フィルタ管理	Webサーバー・フィルタの構成ページを表示します。
	管理サーバー	管理サーバー・ページを表示します。













B サポートされるファイル・フォーマット

Digital Asset Manager and Conversion製品では、変換されるファイルのタイプおよび変換に使用される方法に基づき、様々なファイル・フォーマットおよび変換オプションがサポートされています。この項の項目は次のとおりです。

この項の項目は次のとおりです。

	
B.1項「Outside In Technologyにより変換されるファイル・フォーマット」


	
B.2項「サード・パーティ・アプリケーションによりPDFに変換されるファイル・フォーマット」


	
B.3項「OpenOfficeによりPDFに変換されるファイル・フォーマット」






B.1 Outside In Technologyにより変換されるファイル・フォーマット

Outside In Technologyは、Inbound Refinery、PDF ExportおよびXML Converterで使用されています。



B.1.1 Inbound Refinery

Inbound RefineryにはOutside In Image Export 8.3.2が含まれ、これは次の目的で使用できます。

	
ファイルのサムネイルを作成する。サムネイルは、コンテンツの小さなプレビュー・イメージです。


	
ファイルを複数ページのTIFFファイルに変換することにより、ユーザーがTIFFビューア・プラグインを使用する標準のWebブラウザでファイルを表示できるようにする。









B.1.2 PDF変換

PDF変換にはOutside Inが組み込まれており、Windows上でWinNativeConverterとともに使用して、一部のコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。Outside Inは、ネイティブ・アプリケーションを使用してファイルをPostScriptに印刷するために使用されます。そのPostScriptファイルは、構成済のPostScript Distillerエンジンを使用してPDFに変換されます。

「Outside Inを使用してPDFに変換」オプションは、プライマリWeb標準可能レンディション・ページで選択します。詳細は、第3.2.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのPDFファイルの設定」を参照してください。このオプションの使用時には、PDF変換にはPostScript Distillerエンジンのみ表示です。



B.1.2.1 PDF Export

PDF Exportでは、Outside Inを使用して、先にPostScriptに印刷することなくファイルをPDFに直接エクスポートします。PDFに直接エクスポートするため、サード・パーティDistillerエンジンの使用は不要です。








B.1.3 XML Converter

Inbound RefineryにはOutside In XML ExportおよびSearch Export 8.1.9が含まれ、これらを使用してファイルをXMLに変換できます。これには、次のバージョンのFlexionDocおよびSearchMLスキーマに対するサポートが含まれます。

	
FlexionDoc 5.1


	
SearchML 3.1









B.1.4 Outside In Technology

この項では、WindowsまたはUNIX上でPDF、XMLおよびInbound Refinery用のOutside In Technologyを使用して変換できるファイル・フォーマットをリストします。ファイル・フォーマットは、次のカテゴリに分類されます。

	
B.1.4.1項「ワープロ・フォーマット」


	
B.1.4.2項「デスクトップ・パブリッシング・フォーマット」


	
B.1.4.3項「データベース・フォーマット」


	
B.1.4.4項「スプレッドシート・フォーマット」


	
B.1.4.5項「プレゼンテーション・フォーマット」


	
B.1.4.6項「グラフィック・フォーマット」


	
B.1.4.7項「圧縮フォーマット」


	
B.1.4.8項「電子メール・フォーマット」


	
B.1.4.9項「その他のフォーマット」






B.1.4.1 ワープロ・フォーマット

次のワープロ・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	ANSIテキスト	7および8ビット
	ASCIIテキスト	7および8ビット
	DEC WPS Plus(DX)	バージョン3.1まで
	DEC WPS Plus(WPL)	バージョン4.1まで
	DisplayWrite 2および3(TXT)	すべてのバージョン
	DisplayWrite 4および5	バージョン2.0まで
	DOSキャラクタ・セット	すべてのバージョン
	EBCDIC	すべてのバージョン
	Enable	バージョン3.0、4.0および4.5
	First Choice	バージョン3.0まで
	Framework	バージョン3.0
	Hangul	バージョン97および2002
	IBM FFT	すべてのバージョン
	IBM Revisable Form Text	すべてのバージョン
	IBM Writing Assistant	バージョン1.01
	JustSystems一太郎	バージョン4.xから6.x、8.xから13.xおよび2004
	JustWrite	バージョン3.0まで
	Legacy	バージョン1.1まで
	Lotus AMI/AMI Professional	バージョン3.1まで
	Lotus Manuscript	バージョン2.0
	Lotus Word Pro(Windows以外)	バージョンSmartSuite 97、MillenniumおよびMillennium 9.6(テキストのみ)
	Lotus Word Pro(Windows)	バージョンSmartSuite 96および97、MillenniumおよびMillennium 9.6
	MacWrite II	バージョン1.1
	MASS11	バージョン8.0まで
	Microsoft Rich Text Format(RTF)	すべてのバージョン
	Microsoft Word(DOS)	バージョン6.0まで
	Microsoft Word(Mac)	バージョン4.0から2004
	Microsoft Word(Windows)	バージョン2007まで
	Microsoft WordPad	すべてのバージョン
	Microsoft Works(DOS)	バージョン2.0まで
	Microsoft Works(Mac)	バージョン2.0まで
	Microsoft Works(Windows)	バージョン4.0まで
	Microsoft Windows Write	バージョン3.0まで
	MultiMate	バージョン4.0まで
	Navy DIF	すべてのバージョン
	Nota Bene	バージョン3.0
	Novell Perfect Works	バージョン2.0
	Novell/Corel WordPerfect(DOS)	バージョン6.1まで
	Novell/Corel WordPerfect(Mac)	バージョン1.02から3.0
	Novell/Corel WordPerfect(Windows)	バージョン12.0まで
	Office Writer	バージョン4.0から6.0
	OpenOffice Writer(WindowsおよびUNIX)	OpenOfficeバージョン1.1および2.0
	PC-File Letter	バージョン5.0まで
	PC-File+ Letter	バージョン3.0まで
	PFS:Write	バージョンA、BおよびC
	Professional Write(DOS)	バージョン2.1まで
	Professional Write Plus(Windows)	バージョン1.0
	Q&A(DOS)	バージョン2.0
	Q&A Write(Windows)	バージョン3.0
	Samna Word	バージョンSamna Word IV+まで
	Signature	バージョン1.0
	SmartWare II	バージョン1.02
	Sprint	バージョン1.0まで
	StarOffice Writer	バージョン5.2(テキストのみ)および6.xから8.x
	Total Word	バージョン1.2
	Unicodeテキスト	すべてのバージョン
	UTF-8	すべてのバージョン
	Volkswriter 3および4	バージョン1.0まで
	Wang PC(IWP)	バージョン2.6まで
	WordMARC	バージョンComposer Plusまで
	WordStar(DOS)	バージョン7.0まで
	WordStar(Windows)	バージョン1.0
	WordStar 2000(DOS)	バージョン3.0まで
	XyWrite	バージョンIII Plusまで










B.1.4.2 デスクトップ・パブリッシング・フォーマット

次のデスクトップ・パブリッシング・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Adobe FrameMaker(MIF)	バージョン3.0、4.0、5.0、5.5および6.0、日本語版3.0、4.0、5.0および6.0(テキストのみ)










B.1.4.3 データベース・フォーマット

次のデータベース・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Access	バージョン2.0まで
	dBASE	バージョン5.0まで
	DataEase	バージョン4.x
	dBXL	バージョン1.3
	Enable	バージョン3.0、4.0および4.5
	First Choice	バージョン3.0まで
	FoxBase	バージョン2.1
	Framework	バージョン3.0
	Microsoft Works(Windows)	バージョン4.0まで
	Microsoft Works(DOS)	バージョン2.0まで
	Microsoft Works(Mac)	バージョン2.0まで
	Paradox(DOS)	バージョン4.0まで
	Paradox(Windows)	バージョン1.0まで
	Personal R:BASE	バージョン1.0
	R:BASE 5000	バージョン3.1まで
	R:BASE System V	バージョン1.0
	Reflex	バージョン2.0
	Q & A	バージョン2.0まで
	SmartWare II	バージョン1.02










B.1.4.4 スプレッドシート・フォーマット

次のスプレッドシート・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Enable	バージョン3.0、4.0および4.5
	First Choice	バージョン3.0まで
	Framework	バージョン3.0
	Lotus 1-2-3(DOSおよびWindows)	バージョン5.0まで
	Lotus 1-2-3(OS/2)	バージョン2.0まで
	Lotus 1-2-3 Charts(DOS & Windows)	バージョン5.0まで
	Lotus 1-2-3 for SmartSuite	バージョン97からMillennium 9.6
	Lotus Symphony	バージョン1.0、1.1および2.0
	Mac Works	バージョン2.0
	Microsoft Excelグラフ	バージョン2.xから7.0
	Microsoft Excel(Mac)	バージョン3.0から4.0、98、2001、2002、2004およびv.X
	Microsoft Excel(Windows)	バージョン2.2から2007
	Microsoft Multiplan	バージョン4.0
	Microsoft Works(Windows)	バージョン4.0まで
	Microsoft Works(DOS)	バージョン2.0まで
	Microsoft Works(Mac)	バージョン2.0まで
	Mosaic Twin	バージョン2.5
	Novell Perfect Works	バージョン2.0
	PFS:Professional Plan	バージョン1.0
	Quattro Pro(DOS)	バージョン5.0まで(テキストのみ)
	Quattro Pro(Windows)	バージョン12.0まで(テキストのみ)
	SmartWare II	バージョン1.02
	StarOffice/OpenOffice Calc(WindowsおよびUNIX)	StarOfficeバージョン5.2から8.x、OpenOfficeバージョン1.1および2.0(テキストのみ)
	SuperCalc 5	バージョン4.0
	VP Planner 3D	バージョン1.0










B.1.4.5 プレゼンテーション・フォーマット

次のプレゼンテーション・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Corel/Novell Presentations	バージョン12.0まで
	Harvard Graphics(DOS)	バージョン2.xおよび3.x
	Harvard Graphics(Windows)	Windowsバージョン
	Freelance(Windows)	バージョンMillennium 9.6まで
	Freelance(OS/2)	バージョン2.0まで
	Microsoft PowerPoint(Windows)	バージョン3.0から2007
	Microsoft PowerPoint(Mac)	バージョン4.0からv.X
	StarOffice/OpenOffice Impress(WindowsおよびUNIX)	StarOfficeバージョン5.2(テキストのみ)および6.xから8.x(フル・サポート)、OpenOfficeバージョン1.1および2.0(テキストのみ)










B.1.4.6 グラフィック・フォーマット

次のグラフィック・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Adobe Photoshop(PSD)	すべてのバージョン
	Adobe Illustrator	バージョン7.0および9.0
	Adobe FrameMakerグラフィック(FMV)	Vector/raster 5.0まで
	Adobe Acrobat(PDF)	バージョン1.0、2.1、3.0、4.0、5.0、6.0および7.0(日本語PDFを含む)
	Ami Draw(SDW)	Ami Draw
	AutoCAD InterchangeおよびNative Drawing形式(DXFおよびDWG)	AutoCAD Drawingバージョン2.5から2.6、9.0から14.0、2000iおよび2002
	AutoCAD Drawing	バージョン2.5から2.6、9.0から14.0、2000iおよび2002
	AutoShade Rendering(RND)	バージョン2.0
	Binary Group 3 Fax	すべてのバージョン
	ビットマップ(BMP、RLE、ICO、CUR、OS/2 DIBおよびWARP)	すべてのバージョン
	CALS Raster(GP4)	Type IおよびType II
	Corel Clipart Format(CMX)	バージョン5から6
	Corel Draw(CDR)	バージョン3.xから8.x
	Corel Draw(CDRとTIFFヘッダー)	バージョン2.xから9.x
	Computer Graphics Metafile(CGM)	ANSI、CALS NISTバージョン3.0
	Encapsulated PostScript(EPS)	TIFFヘッダーのみ
	GEM Paint(IMG)	すべてのバージョン
	Graphics Environment Mgr(GEM)	ビットマップおよびベクトル
	Graphics Interchange Format(GIF)	すべてのバージョン
	Hewlett Packard Graphics Language(HPGL)	バージョン2
	IBM Graphics Data Format(GDF)	バージョン1.0
	IBM Picture Interchange Format(PIF)	バージョン1.0
	Initial Graphics Exchange Spec(IGES)	バージョン5.1
	JBIG2	PDFファイル内のJBIG2グラフィックの埋込み
	JFIF (TIFF形式でないJPEG)	すべてのバージョン
	JPEG(EXIFを含む)	すべてのバージョン
	Kodak Flash Pix(FPX)	すべてのバージョン
	Kodak Photo CD(PCD)	バージョン1.0
	Lotus PIC	すべてのバージョン
	Lotus Snapshot	すべてのバージョン
	Macintosh PICT1およびPICT2	ビットマップのみ
	MacPaint(PNTG)	すべてのバージョン
	Micrografx Draw(DRW)	バージョン4.0まで
	Micrografx Designer(DRW)	バージョン3.1まで
	Micrografx Designer(DSF)	Windows 95、バージョン6.0
	Novell PerfectWorks(Draw)	バージョン2.0
	OS/2 PM Metafile(MET)	バージョン3.0
	Paint Shop Pro 6(PSP)	Windowsのみ、バージョン5.0から6.0
	PC Paintbrush(PCXおよびDCX)	すべてのバージョン
	Portable Bitmap(PBM)	すべてのバージョン
	Portable Graymap(PGM)	固有のバージョンなし
	Portable Network Graphics(PNG)	バージョン1.0
	Portable Pixmap(PPM)	固有のバージョンなし
	Postscript(PS)	レベル1から2
	Progressive JPEG	固有のバージョンなし
	Sun Raster(SRS)	固有のバージョンなし
	StarOffice/OpenOffice Draw(WindowsおよびUNIX)	StarOfficeバージョン5.2から8.x、OpenOfficeバージョン1.1および2.0(テキストのみ)
	TIFF	バージョン6まで
	TIFF CCITT Group 3および4	バージョン6まで
	Truevision TGA(TARGA)	バージョン2
	Visio(プレビュー)	バージョン4
	Visio	バージョン5、2000、2002および2003
	WBMP	固有のバージョンなし
	Windows Enhanced Metafile(EMF)	固有のバージョンなし
	Windows Metafile(WMF)	固有のバージョンなし
	WordPerfect Graphics(WPGおよびWPG2)	バージョン2.0まで
	X-Windows Bitmap(XBM)	x10互換
	X-Windows Dump(XWD)	x10互換
	X-Windows Pixmap(XPM)	x10互換










B.1.4.7 圧縮フォーマット

次の圧縮ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	GZIP	

	LZA自己解凍圧縮	

	LZH圧縮	

	Microsoft Binder	バージョン7.0から97(Binderファイルに格納されているファイルの変換は、Windowsでのみサポート)
	UUEncode	

	UNIX Compress	

	UNIX TAR	

	ZIP	PKWAREバージョン2.04gまで










B.1.4.8 電子メール・フォーマット

次の電子メール・ファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	Microsoft Outlook Folder(PST)	Microsoft Outlook FolderおよびMicrosoft Outlook Offline Folderファイルのバージョン97、98、2000、2002および2003
	Microsoft Outlook Message(MSG)	Microsoft Outlook MessageおよびMicrosoft Outlook Form Templateのバージョン97、98、2000、2002および2003
	MIME	MIMEエンコード・メール・メッセージ。詳細は、「MIMEのサポートに関する注意」を参照してください。






MIMEのサポートに関する注意

MIMEエンコード・メール・メッセージ・フォーマットのサポートに関する詳細情報を次に示します。

	
MIMEフォーマット(次のものを含む)

	
EML


	
MHT(Webアーカイブ)


	
NWS(ニュースグループのシングルパートおよびマルチパート)


	
Simple Text Mail(RFC 2822で定義)





	
TNEFフォーマット


	
MIMEエンコード(次のものを含む)

	
base64(RFC 1521で定義)


	
binary(RFC 1521で定義)


	
binhex(RFC 1741で定義)


	
btoa


	
quoted-printable(RFC 1521で定義)


	
utf-7(RFC 2152で定義)


	
uue


	
xxe


	
yenc







また、メッセージの本文は複数の方法でエンコードできます。次のエンコードがサポートされています。

	
テキスト


	
HTML


	
RTF


	
TNEF


	
Text/enriched(RFC1523で定義)


	
Text/richtext(RFC1341で定義)


	
埋込みメール・メッセージ(RFC822で定義)。これは新しいメッセージへのリンクとして処理されます。




MIMEメッセージの添付ファイルは複数の形式で格納できます。サポートされるすべての添付ファイル・タイプが処理されます。






B.1.4.9 その他のフォーマット

次に示すその他のファイル・フォーマットを変換できます。


	ファイル・フォーマット	バージョン
	実行可能ファイル(EXE、DLL)	

	HTML	バージョン3.0まで(一部の制限あり)
	Macromedia Flash	Macromedia Flash 6.x、Macromedia Flash 7.xおよびMacromedia Flash Lite(テキストのみ)
	Microsoft Project	バージョン98から2003(テキストのみ)
	MP3	ID3情報
	vCard、vCalendar	バージョン2.1
	Windows実行可能ファイル	

	WML	バージョン5.2
	XML	テキストのみ
	Yahoo!Instant Messenger	バージョン6.xおよび7.x














B.2 サード・パーティ・アプリケーションによりPDFに変換されるファイル・フォーマット

Inbound Refineryは、Windows上で実行されている場合、複数のサードパーティ・アプリケーションを使用してコンテンツ・アイテムのPDFファイルを作成できます。ほとんどの場合は、ファイルを開いて印刷する機能のあるサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルがPostScriptに印刷されます。その後PostScriptファイルは、構成済のPostScriptのDistillerエンジンを使用してPDFに変換されます。Inbound Refineryでサードパーティ・アプリケーションを使用して、ファイルを直接PDFに変換できる場合もあります。

「サード・パーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換」オプションは、プライマリWeb標準可能レンディション・ページで選択します。詳細は、第3.2.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのPDFファイルの設定」を参照してください。このオプションの使用時には、Inbound Refineryには次のものが必要です。

	
PostScript Distillerエンジン


	
PostScriptプリンタ


	
変換時に使用されるサード・パーティ・アプリケーション


	
WinNativeConverterコンポーネントがリファイナリ・サーバー上にインストールされ、有効になっていること。




次の表は、Windows上でサード・パーティ・アプリケーションを使用してPDFに変換できる一般的なファイル・フォーマットを示しています。次の重要な注意事項に留意してください。

	
変換で使用されるサードパーティ・アプリケーション、PostScript変換エンジンおよびPostScriptプリンタは、Inbound Refineryには付属していません。実行する変換に必要なすべてのサードパーティ・アプリケーション、および任意のPostScript変換エンジンとPostScriptプリンタを入手する必要があります。


	
ファイルの変換に必要なすべてのサード・パーティ・アプリケーションがInbound Refineryコンピュータ上にインストールされている必要があります。


	
リストされている一般的なファイル・フォーマットのみの変換がサポートされています。追加のファイル・フォーマットの変換が可能な場合もありますが、結果は保証されません。


	
各サード・パーティ・アプリケーションのリストされているバージョンのみについて、Inbound Refineryでの使用がサポートされています。サード・パーティ・アプリケーションの他のバージョンを使用しての変換が可能な場合もありますが、結果は保証されません。


	
リストされたサード・パーティ・アプリケーションを使用した、リストされたファイル・フォーマットの変換のみがサポートされています。別のサード・パーティ・アプリケーションを使用して一部のファイル・フォーマットの変換が可能な場合もありますが(たとえば、Microsoft Wordを使用したCorel WordPerfectファイルの変換)、結果は保証されません。


	
リストされているすべてのファイル・フォーマットについてPDFへの変換がサポートされていますが、Outside In Image Exportでこれらのすべてのネイティブ・ファイル・フォーマットからサムネイルを作成できるわけではありません。すべてのファイル・フォーマットに対してサムネイルが作成されるようにするには、Inbound Refineryの「サムネイル・オプション」画面で「ネイティブ・ボールト・ファイルからサムネイル・イメージを作成」チェック・ボックスの選択を解除します。ファイルがInbound Refineryによって変換される場合にこのチェック・ボックスの選択が解除されていると、Outside In Image Exportは生成されるWeb表示可能PDFファイルから(ネイティブ・ファイルからではなく)サムネイルを作成するため、すべてのファイルに対してサムネイルを作成できます。


	Windowsプラットフォーム上でPDFに変換可能な一般的なファイル・フォーマット	変換用にサポートされるサード・パーティ・アプリケーション
	Adobe FrameMaker(下記の*を参照)
.fm

.mif

	Adobe FrameMaker 7.0
	Adobe InDesign
.indd

.indt

	Adobe InDesign CS2
	Adobe PageMaker
.pm#

.pt#

.p65

	Adobe InDesign CS2
	Adobe Photoshop
.psd

.eps

	Adobe Photoshop CS2(下記の**を参照)
	Corel WordPerfect
.wp

.wp#

.wpd

	Corel WordPerfect 11
	Microsoft Excel
.xls

.xlt

.xlw

.xlsx

	Microsoft Excel(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Powerpoint
.ppt

.pot

.pps

.ppa

.pptx

	Microsoft Powerpoint(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Project
.mpp

	Microsoft Project(Office)2000、2002、2003
	Microsoft Publisher
.pub

	Microsoft Publisher(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Snapshot
.snp

	Microsoft Snapshot(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Visio
.vsd

.vst

.vdx

.vtx

	Microsoft Visio(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Word
.doc

.dot

.docx

.dotx

	Microsoft Word(Office)2000、2002、2003、2007
	Microsoft Write
.wri

	Microsoft Word(Office)2000、2002、2003、2007
	OpenOffice Calc
.sxc

.stc

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Draw
.sxd

.std

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Impress
.sxi

.sti

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Math
.sxm

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Writer/Writer Global
.sxw

.stx

	OpenOffice 3.0
	QuarkXPress
.qxd

.qxt

	Adobe InDesign CS2
	リッチ・テキスト・フォーマット
.rtf

	Microsoft Word(Office)2000、2002、2003、2007
	StarOffice Calc
.sxc

.stc

.sdc

	OpenOffice 3.0
	StarOfficeDraw
.sxd

.std

.sda

.sdd

	OpenOffice 3.0
	StarOfficeImpress
.sxi

.sti

.sdd

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Math
.sxm

.smf

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Writer/Writer Global
.sxw

.stx

.sdw

.vor

	OpenOffice 3.0
	テキスト
.txt

	Microsoft Word(Office)2000、2002、2003、2007








* Adobe FrameMaker+SGMLはサポートされていません。Adobe FrameMaker .bookファイルはサポートされていません。

** Adobe Photoshop CS2には手動での構成が必要です。




	
重要:

これらのサード・パーティ・アプリケーションに関連する、インストールに関する重要なヒントおよび推奨設定。












B.3 OpenOfficeによりPDFに変換されるファイル・フォーマット

Inbound Refineryは、WindowsまたはUNIXで実行されている場合、OpenOfficeを使用して一部のファイル・タイプを直接PDFに変換できます。「OpenOfficeを使用してPDFに変換」オプションは、プライマリWeb標準可能レンディション・ページで選択します。詳細は、第3.2.3項「プライマリWeb表示可能レンディションとしてのPDFファイルの設定」を参照してください。

このオプションの使用時には、Inbound RefineryにはOpenOfficeのみが必要であり、サード・パーティDistillerエンジンは不要です。

次の表は、WindowsまたはUNIX上でOpenOfficeを使用してPDFに変換できる一般的なファイル・フォーマットを示しています。次の重要な注意事項に留意してください。

	
OpenOfficeは、Inbound Refineryには付属していません。OpenOfficeを入手する必要があります。


	
OpenOfficeはInbound Refineryコンピュータ上にインストールする必要があります。


	
リストされている一般的なファイル・フォーマットのみの変換がサポートされています。追加のファイル・フォーマットの変換が可能な場合もありますが、結果は保証されません。


	
OpenOfficeのリストされているバージョンのみについて、Inbound Refineryでの使用がサポートされています。OpenOfficeの他のバージョンを使用しての変換が可能な場合もありますが、結果は保証されません。


	
OpenOfficeを使用した、リストされたファイル・フォーマットの変換のみがサポートされています。他の変換が可能な場合もありますが、結果は保証されません。


	
Inbound Refinery 11gR1は英語版のオペレーティング・システムでのみサポートされており、英語の管理インタフェースのみが提供されています。その言語がOpenOfficeでサポートされており、OpenOfficeが英語版のオペレーティング・システム上にインストールされ、英語以外のファイルを開いて正しく表示するように構成されていれば、英語以外のファイルもInbound Refineryによって変換できます。その他のオペレーティング・システム言語の組合せも可能ですが、これらの変換の結果は保証されません。


	
リストされているすべてのファイル・フォーマットについてPDFへの変換がサポートされていますが、Outside In Image Exportでこれらのすべてのネイティブ・ファイル・フォーマットからサムネイルを作成できるわけではありません。すべてのファイル・フォーマットに対してサムネイルが作成されるようにするには、Inbound Refineryの「サムネイル・オプション」画面で「ネイティブ・ボールト・ファイルからサムネイル・イメージを作成」チェック・ボックスの選択を解除します。ファイルがInbound Refineryによって変換される場合にこのチェック・ボックスの選択が解除されていると、Outside In Image Exportは生成されるWeb表示可能PDFファイルから(ネイティブ・ファイルからではなく)サムネイルを作成するため、すべてのファイルに対してサムネイルを作成できます。


	PDFに変換可能な一般的なファイル・フォーマット	変換用にサポートされるサード・パーティ・アプリケーション
	Adobe Photoshop
.psd

.eps

	OpenOffice 3.0
	Microsoft Excel
.xls

.xlt

.xlw

	OpenOffice 3.0
	Microsoft Powerpoint
.ppt

.pot

.pps

.ppa

	OpenOffice 3.0
	Microsoft Word
.doc

.dot

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Calc
.sxc

.stc

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Draw
.sxd

.std

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Impress
.sxi

.sti

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Math
.sxm

	OpenOffice 3.0
	OpenOffice Writer/Writer Global
.sxw

.stx

	OpenOffice 3.0
	リッチ・テキスト・フォーマット
.rtf

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Calc
.sxc

.stc

.sdc

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Draw
.sxd

.std

.sda

.sdd

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Impress
.sxi

.sti

.sdd

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Math
.sxm

.smf

	OpenOffice 3.0
	StarOffice Writer/Writer Global
.sxw

.stx

.sdw

.vor

	OpenOffice 3.0
	テキスト
.txt

	OpenOffice 3.0
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password connecians, The name can ether be a lak value (shich wi select the global
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[use connection Password

Connection Password
Name

Connection Password [

The possible cert IP adresses who can use this cannectian ta the target must be entered here,
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it allows the request. The wid card symbols *=mafch 0.0r many and / = match eiher arcan be
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Client IP Filter

[ Handles Inbound Refinery Conversion Jobs

Use this option o thisprovider i an Inbound Refinery.

[ 1nbound Refinery Read Only Mode
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canversian obs ta ths Inbound Refinery. Note that his Inbound
Conversion Optians Refinery il continue to returm conversion jobs as the jobs are

Firished.

Enter the number of jobs alowed in the pre-converted
quese. (1000
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"TiffConverter’ component, version '2007_02_l4 (build 3)', extends
‘DAHConverter’ component, version '2007_03_13 (build 10)', exvends |
Started Core Feature 'Refinery', version 'L0gR3' (build 8.0.0.0)
Inbound Refinery. Version 10.1.3.3.0-dev ideprodl (0703237130627)
Copyright (C) 1996-2007 Oracle, Tne. ALL rights reserved.

Ready and waiting for comnection on pore 5555, PID 2556 (idedz]
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ik Help.
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Options that affect haw the Content Server nteracts with Inbound Refinery providers.

Pre-Conversion Options
These options tel the Cantent: Server how to handle jabs pricr ta canversian.

i Enter the rumber of seconds between successive transfer attempts.

[fG3r " Enter the natveFle compression threshald iy ME; when exceeded the
1024 il il be transferred Uncompressed,

[V then the time for transferring a job expires, the conversion should fail,
Post-Conversion Options
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When 2 conversian sent to an Inbound Refinery Fa, st the conversian to
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Configure Web Server Filter

Except for the GZIP settting and any outgoing liks, al other configuration
information on this page is not directly relevant because ths server is
runing inside a Java appication server. The settings can stil be modfied
and will be relevant f a separate web server is Used as an access point for
this server,

General Options

Cache Timeout 2

This value speis the number of minutes the web server

fiker wil cache Lser data

Defauilt Authentication Basic [v

This value speciiesthe default authentication method to
apply to users who have never visted the Content Server
before, The tw vaidchoices are NTLM and Basic, NTLM wil
use the Microsoft Login method to logi users whis Basic wil
attempt to log users ito the Content Server.

Disable GZIP Compression False [/
By defaul, the content server compresses the HTHL response.

ages for performance reasons, You may ish to disable it
CG1_RECEIVE _DUMP or CG1_DEBUG is enabled

Logging Options

CGI_DEBUG
Log surmary of data and headers sent between the web
serverFiter and the Cortent Server,

CGI_SEND_DUMP

Log data and headers set from the web server fiter to the.
Content Server,

CGI_RECEIVE_DUMP

Log data and headers sent rom the Content Server to the.
web server fiter

FILTER_DEBUG

Log everts inside the web server fiter.

PLUGIN_DEBUG

Log events inside the pluginfiters. This il only work for
plugin Fiters that understand the PLUIGIN_DELG flag,

oo o o o
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